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問題児たちが異世界から来るそうですよ？


あら、魔王襲来のお知らせ？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　───一九四Ｘ年・八月一日。女子寮りよう、二〇七号室。


　梅雨つゆ明けの湿しつ度どが高く寝ね苦ぐるしいベッドの上で、飛鳥あすかは朝のまどろみから目覚めた。


　耳を澄すませばコンコンという控ひかえめなノックが聞こえてくる。


「飛鳥お嬢じよう様さま。お目覚めでしょうか？　お迎むかえに上がりましたので、身み支じ度たくをお整え下さい」


「………。ええ、分かったわ」


　うっすらと瞼まぶたを開ける。瞳ひとみに映るのは、見なれた天てん井じよう。一いつ切さいの飾かざりを省いた、鈍にび色いろの壁かべと窓。


　ゴロン、と寝返りを打ち、聞きなれない使用人の声を一いつ瞬しゆんだけ訝いぶかしんだ。大方、自分の知らない間に雇やとわれた新人だろう。抑よく揚ようの無い受け答えを聞くと、実は使用人の中身は人の皮を被かぶった精密機械だったりするんじゃないかなーなんて、ありえない感想を抱いだく事も多々ある。


　………もしもそうなら、とても面おも白しろいのだけれども。


　こんな手近な場所に素す敵てきなファンタジーは転がっていないらしい。


　寮長のがなり声よりは幾いく分ぶんましな、普ふ段だん通りの目覚めを迎えた飛鳥。そこには何一つとして特筆すべきことは無い。なのに飛鳥は、身を起こすと同時に首を傾かしげた。


（───何かしら。何か、凄すごく………楽しい夢を見ていた気がしたのだけど………）


　そう。自分は楽しい夢を見ていた。それはもう楽しくて、楽しくて、楽しくて。


　この十五年が無味に感じるほど楽しかったから、感動の衝しよう撃げきで忘れてしまったのだろうか？


「お嬢様？　如何いかがなされました？」


「………大だい丈じよう夫ぶよ。予定は分かってるわ。身支度をするから御お待ちなさい」


　急せかす声に返しながら、失しつ笑しようを漏もらす飛鳥。


（はっ、ありえないわ。そもそも楽しいことが思い浮うかばないのに、楽しい夢だけは見たというの？　そんなのあべこべだわ）


　ジャラ、とカーテンを開けた。見れば外はまだ夜明け前。明かりもない、暗い私室。夏真っ盛りで湿度も高く、寝ね汗あせで服も気持ち悪い。寝巻のボタンを外し、さっさと脱ぬぎ棄すてた。


　確か今日は、実家に帰省する予定だ。女子寮に入れられて長く離はなれていた家に帰るのは少しだけ楽しみとも言えなくない。………それも大おお爺じい様の説得の件さえなければ、だが。


（十五の小こ娘むすめを呼び出しておいて、頼たのむ事が大爺様の説得とは恐おそれ入るわ）


　飛鳥は気だるげに大きく嘆たん息そくした。大爺様の説得とは、例の連合国軍最高司令官総司令部GeneralHeadquarters───通つう称しよう・ＧＨＱによって施し行こうされた、財ざい閥ばつ解体政策のことだろう。


　無論、日本で五指に入る久く遠どう財閥も例外ではない。大爺様の一派はどうにか逃のがれようと裏でロビー活動を続けていたそうだが、これ以上相手の反感を買うのは得策ではない。


　無む駄だな悪あがきを事無く収めたい一族が目を付けた少女こそ、人心を操あやつると噂うわさされる彼女。久遠飛鳥である。制服に着き替がえた飛鳥は、もう一度だけ深く嘆息と失笑を漏らした。


（………ホント、情けない話ね）


　心底気だるげな飛鳥だが、実家に帰る機会を得たのは大きいとも考えている。この籠かごの鳥のような生活を抜ぬけ出すには、今後あるか分からない大チャンスの到とう来らいだったりするのだっ。


（以前からの計画………試ためしてみる価値は有りそうね）


　ニヤリ、と悪い笑えみを浮かべて鞄かばんを開ける。その中には今後に必要な生活用品や、脱だつ走そうに使えそうな道具の数々があった。しかしそんな準備をせずとも彼女がその気なら家を飛び出す事など何の事は無いのだが……そこはやはり、家出の様式美という物がある。何よりも───





「人生の門かど出でをイージーゲームで済ませるなんて、そんなの勿もつ体たいないわッ！」





　───という本音が、彼女の家出の難易度を上げていた。


「さあ、行くわよ久遠飛鳥。さっさと大爺様を説得して───この籠を飛び立ちましょう」


　くるり、と制服のスカートを靡なびかせ、凜りん然ぜんとした、自信に満ち溢あふれる声で飛鳥は宣言する。


〝飛び立つ鳥〟。その名に相応ふさわしく、華はな々ばなしい旅立ちを夢見て。





　　　　＊





　───箱庭二一〇五三八〇外門居住区画・〝ノーネーム〟本ほん拠きよ。飛鳥の私室。


　時は進んで一ヵ月後。窓に露つゆがまだ残る、やや肌はだ寒ざむい時間帯。


　久遠飛鳥は窓から差し込む、朝の暖かい陽差しで眼めを覚ました。


（………素す晴ばらしいわ。毎日毎日、寮長の罵ば声せいを聞くことなく惰だ眠みんを貪むさぼる日が来るなんて）


　ゴロン、と寝返りと笑み一つ。宛あてがわれた部屋の柔やわらかなベッドを堪たん能のうする。


　外は飛鳥が思うほど遅おそい時間ではない。陽ひは昇のぼっていても空気は肌寒い。


　しかし令れい嬢じようとしての十五年間を、厳格な寮生活に加え、戦後間もない厳しい教育を受けて育った彼女にすれば、この起き床しよう時間は遅すぎるぐらいなのだろう。普段の飛鳥なら目が覚めると同時に服を着替えて鏡台の前に座り、乱れた長ちよう髪はつに櫛くしを通して身み嗜だしなみを整えている。


　しかし今日はそんな必要性もない。


　この贅ぜい沢たくで幸せな朝のまどろみに身を委ゆだねていても、咎とがめられることは無いだろう。


（ああ、なんだかつまらない夢を見ていた気がするけれど………まあいいわ。つまらない夢は所しよ詮せん、思い出せないくらいにつまらない夢なのでしょう）


　今朝の飛鳥は機き嫌げんが良かった。寝起きの悪さは自分でも自覚していたつもりなのだが、今朝はそんな雰ふん囲い気きは無い。これはもう怠たい惰だと惰眠の極きよく致ち、噂の〝二度寝〟なるモノに挑ちよう戦せんするべきではないかと思ったその時。


　コンコン、とドアを叩たたく音が聞こえた。


「えっと、春日かすか部べです。年長組の子と朝あさ御ご飯はんを持ってきた。飛鳥は起きてる？」


「………………………………………………………………………………………………………、」


　むぅ。コレは困った、と飛鳥は蹲うずくまる。


〝二度寝〟を決め込んだ手前、身体からだを起こすという選せん択たく肢しは非常に苦痛だ。しかし、あの大人しくも可愛かわいい友人が自分の為ために配はい膳ぜんしてくれた朝食を無視してしまうのも心苦しい。


（…………。せめて、あと五分だけでいいから噂の〝二度寝〟を───）


　───コンコンコン。


「飛鳥？………寝てるの………？」


　困ったような、寂さびしそうな声と控ひかえめなノックが部屋と良心に響ひびく。


　しかしそれでも眠ねむいものは眠いのだ。飛鳥はベッドの掛け布ぶ団とんを頭から被かぶり直す。


　そんな飛鳥とは裏腹に、控え目なノックがまた響く。


　───コンコンコンコン。


　一回分ずつ多くなるノック。


　飛鳥は申し訳なさを胸に怠惰と惰眠の海、贅沢で幸せな深層意識の中にどんどんと意識を沈


　コンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコンコン。





「ごめんなさい、私が悪かったわ」


　結果、４ラウンドＴＫＯで春日部耀ようの勝利。飛鳥は観念して身み支じ度たくを整えるのだった。





　　　　＊





「用意出来たわ。どうぞ」


「失礼します」


「し、失礼します」


　春日部耀ともう一つの幼い声。年長組の一人だろう。


　小さい背せ丈たけに合わせた、割かつ烹ぽう着ぎと狐きつね耳が特とく徴ちよう的な少女がカートを押して入る。


「ごめんね、飛鳥。せっかく作った朝食が冷めたら勿体ないと思って………」


「い、いいのよ春日部さん」


　頭を搔かいて恥はじらいながら弁明する耀に、唇くちびるを引きつらせながら笑いかける飛鳥。


　一方で、耀は割烹着を着た狐耳の少女の背中を軽くポンと押す。狐耳の少女は緊きん張ちようした面おも持もちで朝食の載のったカートを押し、ガチガチに緊張したまま飛鳥に一礼して、


「り、り、り………りりとおんもします！」


「はい？」


「リリ、落ち着いて」


　春日部が苦く笑しようしながらポンポンと背中を叩く。


　パタパタと二本の尻尾しつぽと狐耳を忙せわしなく動かす少女は、年長組のリリというらしい。


「ああ、以前クッキーを持ってきてくれた時の？　じゃあこの食事とお茶は貴女あなたが？」


「は、はい。飛鳥様はハーブを好まれると聞きましたので、菜園で採れるものを一式用意しました。特に朝の目覚めが良いものを用意したのでその……喜んでもらえたらなあって………」


　はにかみながら笑い、ハッと口調を改めようと慌あわてるリリ。


　ハーブティーの事は黒ウサギから聞いたのだろう。その心こころ遣づかいが少し嬉うれしかった。


「〝ノーネーム〟の領地には菜園があるの？」


「は、はい。本拠の裏手を切り開いた場所に、とっても小さいけど皆みんなで育ててます。土地が死んでなければ家か畜ちくの飼育や昔みたいに大きな菜園を作る事が出来るんですけど………」


「昔はあったんだ？」


　テーブルに配膳をしつつ質問する耀。リリはパタパタと二尾びを動かし、瞳ひとみを輝かがやかせる。


　リリは窓の外を指さして答えた。


「はい！　本拠から貯水池までの道を戻もどり、脇わきの街かい道どうの先に、とってもとっても、凄すごくおっきな農地があったんです。牧場もあって、季節の変わり目には二度の収しゆう穫かく祭を行っていました。今は滅ほろんじゃって死んだ土地ですけど………昔の特別菜園場には有名な霊れい草とか、マンドラゴラとか、その他ほかにもたくさんたくさん素す敵てきな農園があって………！」


「マン………？」


「そ、そう。随ずい分ぶん大きな土地があるのね」


　やや怯ひるんだように頷うなずく飛鳥。マンドラゴラは兎とも角かく、大きな農園があった事は伝わった。


　彼らのコミュニティ───〝ノーネーム〟の持つ土地は膨ぼう大だいだ。魔ま王おうに滅ぼされたとはいえ、居住区画の領地は丸々残っている。一都市に匹ひつ敵てきするだけの人間が住んでいたのだから、それを賄まかなえる農地は比例して膨大だ。


　焼きたての香こうばしい匂においのするパンを齧かじりながら、耀はボソリと呟つぶやく。


「農園………農園ってそれ、もう一度造れないかな？」


「ええ。それがあったら、日ひ銭ぜにを稼かせぐ為につまらないギフトゲームに参加する必要もないわ」


　飛鳥も同じく、ティーカップを口に運びながら頷く。


〝ギフトゲーム〟───箱庭で強大な〝恩恵ギフト〟を得る為の、神しん魔まの遊ゆう戯ぎ。


　しかし、このゲームにはもう一つの側面がある。


　それが〝主催者ホスト〟と〝参加者プレイヤー〟による決けつ闘とうである。


　互たがいの組織が賞品とチップを賭かけ、金品・土地・利権・名めい誉よ・人間………そして奇き跡せきの結けつ晶しようである〝恩恵〟を賭として戦う。それが『ギフトゲーム』だ。


　勿もち論ろん、ギフトゲームは得られる恩恵が大きいほど危険になる。


　リリは少し心配したように胸に手を当てて二人に問う。


「け、けど、その、土地を復活させるような大規模なゲームは………その、凄く危険だって、黒ウサギのお姉ちゃんが、」


「あら、面おも白しろいじゃない。私達も暇ひまを持て余していたところよ」


　飛鳥はカップをテーブルに置き、挑ちよう発はつ的に笑う。


〝ペルセウス〟とのギフトゲーム以降、此こ処こ二一〇五三八〇外門のコミュニティと戦ってみたが、飛鳥達が期待していた程ほどの刺し激げきは得られていない。


　───〝家族を、友人を、財産を、世界の全すべてを捨てて箱庭に来い〟


　そんな素敵で胡う散さん臭くさい誘さそいに乗ったのは、此処なら刺激的な日々を送れると期待してのものだ。しかし最近の惰だ性せい的な生活はどうにもいただけないと、飛鳥は頷く。


「じゃあ目下の目標は土地の再生という事にしましょう。黒ウサギにも相談を───」


　と、話がまとまりかけた時。ヒラヒラと窓の外から一枚の手紙が降ってきた。


「………あら？」


　何ど処こか、既き視し感かんのある投書に瞳を瞬またたかせる飛鳥と耀。


　封ふう蠟ろうには向かい合う双そう女め神がみの紋もん、〝サウザンドアイズ〟の旗印が刻まれている。


　リリは大きく息を呑のんで叫さけんだ。


「す………凄いです！　〝サウザンドアイズ〟の印いん璽じが押された封蠟なんて初めて見ました！　コレは白しろ夜や叉しや様が直々に印を押した、ギフトゲームへの招待状ですよ！」


「白夜叉から？」


「あのフロアマスターの？」


　手紙を手にした飛鳥と耀は顔を見合わせ、その瞳を喜色に染める。


　元・魔王にして〝階層支配者フロアマスター〟。箱庭の最強種の一角、星霊の白夜叉。


　その彼女から届いた招待状となれば、いやが上にも期待してしまうだろう。


　飛鳥と耀は一度だけ視線を合わせ、嬉き々きとして封ふうを切った。





　　　　＊





　───箱庭二一〇五三八〇外門居住区画・〝ノーネーム〟農園跡あと地ち。


　じゃりっ、と砂を踏ふみしめる音がした。


　見み渡わたす限り荒こう廃はいしている白地の土地に、黒ウサギとレティシアは佇たたずんでいる。


　メイド服に身を包み、美び麗れいな金きん髪ぱつを特注のリボンで結んでいるレティシアは、悲しげに頭を左右に振ふってその場にしゃがみこむ。


「………酷ひどいな。ここがあの農園区とは、にわかに信じ難がたい。石と砂利じやりしかないじゃないか」


　三年前まで豊ほう潤じゆんな土ど壌じようがあった土地は、もはや見る影かげもない。


　レティシアの隣となりで黒ウサギは沈ちん鬱うつそうに顔を伏ふせた。


「申し訳ありません。せめて水の都合が付けば子供たちでも手を入れる事が出来たのですが」


「え？　あ、いや、黒ウサギ達を責めてる訳じゃないんだ。それにコレは人間の手でどうにかできる物じゃないからな」


　慌てて両手を振るレティシア。足場の砂利をひと握にぎり掬すくって零こぼし、土壌を確かめる。


「コレはもう駄だ目めだ。土地が死んでいる。水があったからといって、生き物が巣食う余地が無い。土壌を復活させるには膨大な時間がかかるだろう」


「………はい」


　二人は同時にため息を吐つく。かつての豊潤な土地を知る二人にとって、今の死んだ農地の惨さん状じようは見るに堪たえないものだろう。山やま吹ぶき色の穂ほ波なみが揺ゆれ、彩さい色しき鮮あざやかな果実を実らせ、コミュニティの支えとなっていた土地はもう何処にもない。そんな切なさが二人の胸に去来する。


　箱庭の世界を襲おそう、唯ゆい一いつにして最大の天災───〝魔王〟の傷きず跡あとは、仲間や誇ほこりだけでなくコミュニティの未来さえも奪うばうほど巨きよ大だいなのだ。


　レティシアは立ち上がり、メイド服の裾すそから砂利を落とすと、険しい表情で呟く。


「………驚きよう異い的な力だ。私も長く生きてきたつもりだが、これほどの力を持つ魔ま王おうとなると片手の指程しか会ったことがない」


　黒ウサギとレティシアは重苦しい面おも持もちで魔王の力を考察する。


　居住区、農園区、その両方はともに、悠ゆう久きゆうの時間をかけたような奇き怪かいな崩ほう壊かいを遂とげていた。


　ならば原因は明白だ。


　黒ウサギは緊きん張ちようした面持ちで告げる。


「時間操作による土地の自じ壊かい………これほどまでに大規模な事が可能な種は〝星霊れい〟級以上、それも星の運行を支配する類たぐいでしょう」


「星の運行を司つかさどる星霊となれば、最強のフロアマスター・白夜叉か………もしくはかの黄金の魔王、〝クイーン・ハロウィン〟と同クラスの怪かい物ぶつという事になる」


　二人は苦い顔で押し黙だまる。この沈ちん黙もくの重さが、仇かたきの魔王の強大さを示す秤はかりでもあった。


「箱庭〝最強種〟の魔王───でございますか」


「そういう事になるな。………最悪の冗じよう談だんだ」


　二人の間を吹ふき抜ぬける寂さびれた風と共に、黒ウサギとレティシアは力なく笑った。


　この修しゆ羅ら神仏の集つどう箱庭の世界において尚なお、最強と謳うたわれる三大最強種。





　───生来の神仏である神しん霊れい。


　───鬼き種や精せい霊れい、悪あく魔ま等の最高位である星霊。


　───幻げん獣じゆうの頂点にして系統樹が存在しない、龍りゆう種の〝純血〟。





　箱庭の最強種と呼ばれるこの三種はもはや人じん智ちの及およぶ相手ではない。


　ましてやその最高位となれば、外界ではお目にかかる機会すらないだろう。そんなものに眼めをつけられたこと自体、ある意味で誇れるかもしれない。かつて魔王と呼ばれていたレティシアでさえ、その三種とは距きよ離りを取っていたほどなのだ。


　特注の大きなリボンを揺らして荒こう野やを一いち瞥べつしたレティシアは、はたと小首を傾かしげる。


「しかしこれほどの力を有しているのなら、コミュニティの名前ぐらいは聞きそうなものだが………何か分かった事は？」


「いえ。白夜叉様に聞いても、東側のコミュニティではないだろうという程度です」


「そうか………白夜叉がそう言うなら、そうなのだろうな」


　レティシアは苦く笑しようしながらも、土地を荒廃させた凄せい惨さんな御み技わざに身み震ぶるいしていた。


　そんな彼女を元気付けるつもりなのだろう。黒ウサギは苦境にもへこたれず、力強く笑う。


「だ、大だい丈じよう夫ぶでございますよ！　今のコミュニティには強力なギフト保持者が三人もいるのですから！　皆みな様さまが力を合わせれば、この荒廃した土地を復活させるなど容易たやすいのです！」


　ムン、と両りよう腕うでに力を入れる黒ウサギ。レティシアも笑って頷うなずいた。


「………ああ。主あるじ殿どの達ならば、笑ってこの苦境も撥はね除のけてくれるだろう」


　箱庭の外界からやってきた、三人の新たな同士。


　魔王に奪われたレティシアを救い、コミュニティの為ために戦ってくれた彼らとなら、どんな試練でも乗り越こえられるだろう。もう今までの様に、何も出来なかったコミュニティではない。


　ここは神仏の集う箱庭の世界。奇き跡せきが必要ならば勝ち取ればいい。


　黒ウサギは人差し指を立て、ウサ耳をバタつかせて続ける。


「理想的なのは、コミュニティの中で生活のサイクルが確立できることでございます。それが出来れば備び蓄ちくを蓄たくわえる事も、組織力を高める事も出来るのですよ！」


「ああ。まずは土地の再生………となれば、南側で行われる収しゆう穫かく祭が目下の目標」


「ＹＥＳ！　今は皆みなさんと一いつ緒しよに力を蓄えておく時期なのです！」


「だが北側の大祭はどうする？　収穫祭まで時間もあるし、主殿達が聞けば喜ぶと思うぞ？」


　一転、うっと気まずい表情で黙りこむ黒ウサギ。


　その表情を見たレティシアはやや眉まゆを顰ひそめた。


「なんだ、話してないのか？　北と東のフロアマスターが行う大祭なのだろう？　七桁けたは最下層の外門とはいえ、華はなやかな物になる事は間ま違ちがいない。主殿達ならばいい結果を残す事も」


「いえ、その………実は、路銀がないので御ご座ざいます。東西南北の境界壁へきまで行けるだけの蓄えが、今のコミュニティにはもうないのですよ。無理に無理を重ねて、一回分が限度で……」


　黒ウサギの気まずそうな言葉に、レティシアも閉口。苦笑と共にため息。


「………貧びん乏ぼうは辛つらいな」


「で、ですがもう少しの辛しん抱ぼうでございます！　十六夜いざよいさん達なら必ず南の収穫祭でギフトを」


「く、黒ウサギのお姉ちゃぁぁぁぁん！　た、大変ーーーー！」


　叫さけび声に振ふり向く二人。本ほん拠きよに続く道の向こうから、割かつ烹ぽう着ぎ姿の年長組の一人───狐耳と二尾びを持つ、狐きつね娘むすめのリリが泣きそうな顔で走ってきた。


「リリ!?　どうしたのですか!?」


「じ、実は飛鳥様が十六夜様と耀様を連れて………あ、こ、これ、手紙！」


　パタパタと忙せわしなく二本の尾おを動かしながら、リリは黒ウサギに手紙を渡わたす。





『黒ウサギへ。




北側の四〇〇〇〇〇〇外門と東側の三九九九九九九外門で開かい催さいする祭典に参加してきます。


貴女あなたも後から必ず来ること。あ、あとレティシアもね。


私達に祭りの事を意図的に黙っていた罰ばつとして、今日中に私達を捕つかまえられなかった場合


三人ともコミュニティを脱退します。死ぬ気で捜さがしてね。応おう援えんしているわ。




Ｐ／Ｓ　ジン君は道案内に連れて行きます』







「……………、」


「……………？」


「─────!?」


　たっぷり黙りこむこと三〇秒。


　黒ウサギは手紙を持つ手をワナワナと震ふるわせながら、悲鳴のような声を上げた。


「な、───……何を言っちゃってんですかあの問題児様方ああああ─────!!!」


[image: ]


　黒ウサギの絶ぜつ叫きようが一帯に響ひびき渡る。脱退とは穏おだやかな話ではない。


　二人は期待のあまり、肝かん心じんな事を忘れていたのだ。


　巨きよ大だいな力を持つ新たな同士三人は───世界屈くつ指しの最強問題児集団だったのだと。













　第一章







　───〝ノーネーム〟本拠。地下三階の書庫。


　時間は少し遡さかのぼる。昨夜遅おそくまで書しよ籍せきを漁あさっていた逆さか廻まき十六夜とジンは、山積みの本の中で眠ねむりこけていた。水すい没ぼつして壊こわれたヘッドホンを付けて寝ねていた十六夜は、首をもたげて呟つぶやく。


「………ん……御おチビ、起きてるか？」


「………くー………」


「寝てるか………まあ、俺のペースに合わせて本を読んでたんだから当然だな………」


　閑かん散さんとした書庫に、ふぁ、と大きな欠伸あくびが響く。


　毎日朝早く本拠を出て、帰ってきては未読の書籍を漁る。それが十六夜の生活のサイクルだった。ジンは書庫の案内も含ふくめ、それに付き合っていた。箱庭に来てから、そんな生活をずっと繰くり返していたのだ。人並み外れた体力の十六夜でも眠気に限界が来たのだろう。


　二人が健すこやかに寝息を立てていると、飛鳥達が慌あわただしく階段を下りてきた。


「十六夜君！　何ど処こにいるの!?」


「………うん？　ああ、お嬢じよう様さまか………───」


　と、うつらうつら頭を揺ゆらして二度寝しようとする十六夜。飛鳥は散乱した本を踏ふみ台に、十六夜の側頭部へ飛び膝ひざ蹴げり───別名・シャイニングウィザードで強きよう襲しゆう。


「起きなさい！」


「させるか！」


「グボハァ!?」


　飛鳥の蹴りは、盾たてにされたジン＝ラッセル少年の側頭部を見事強襲。


　寝起きを襲おそわれたジンは三回転半して見事に吹ふき飛んだ。


　追ってきたリリの悲鳴と耀の驚おどろいた声が書庫に響く。


「ジ、ジン君がぐるぐる回って吹っ飛びました!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「………。側頭部を膝で蹴られて大丈夫な訳ないと思うな」


　突とつ然ぜんの事態に混乱しながらも、ジンに駆かけ寄るリリ。顔色一つ変えずに合がつ掌しようする耀。


　ジンを吹っ飛ばした飛鳥は特に気にも留めず、腰こしに手を当てて叫ぶ。


「十六夜君、ジン君！　緊きん急きゆう事態よ！　二度寝している場合じゃないわ！」


「そうかい。それは嬉うれしいが、側頭部にシャイニングウィザードは止やめとけお嬢様。俺は頑がん丈じようだから兎とも角かく、御チビの場合は命に関かかわ」


「って僕を盾に使ったのは十六夜さんでしょう!?」


　ガバッ!!　と本の山から起き上がるジン。どうやら生きていたらしい。


「大丈夫よ。だってほら、生きてるじゃない」


「デッドオアアライブ!?　というか生きていても致命です!!　飛鳥さんはもう少しオブラートにと黒ウサギからも散々」


「御チビも五月蠅うるさい」


　スコーン！　っと、十六夜が投げた本の角がジンの頭にクリティカルヒット。


　ジンは先ほど以上の速度で後ろに吹き飛び失神。リリは混乱極きわまりあたふたしている。


　そんな少年少女を余所よそに、不ふ機き嫌げんな視線を飛鳥に向ける十六夜。


「………それで？　人の快かい眠みんを邪じや魔ましたんだから、相応のプレゼンがあるんだよな？」


　彼にしてみれば快眠を邪魔された怒いかりが強いのだろう。十六夜は壮そう絶ぜつに不機嫌そうな声を飛鳥に返す。わりと本気の殺気が籠こもった声だったが、飛鳥は気にしない。二度寝を邪魔されたのは彼女も同じだ。


　飛鳥は構わず、眠たげな十六夜に招待状を手て渡わたす。


「いいからコレを読みなさい。絶対に喜ぶから」


「うん？」


　不機嫌な表情のまま、開かい封ふうされた招待状に目を通す十六夜。


「双そう女め神がみの封ふう蠟ろう………白夜叉からか？　あー何々？　北と東の〝階層支配者フロアマスター〟による共同祭典───〝火か龍りゆう誕生祭〟の招待状？」


「そう。よく分からないけど、きっと凄すごいお祭りだわ。十六夜君もワクワクするでしょう？」


　何故なぜか自じ慢まんげな飛鳥に、プルプルと腕うでを震ふるわせて叫さけぶ十六夜。


「オイ、ふざけんなよお嬢様。こんなクソくだらないことで快眠中にも拘かかわらず俺は側頭部をシャイニングウィザードで襲われたのか!?　しかもなんだよこの祭典のラインナップは!?　『北側の鬼き種や精せい霊れい達が作り出した美術工芸品の展覧会および批評会に加え、様々な〝主しゆ催さい者しや〟がギフトゲームを開かい催さい。メインは〝階層支配者〟が主しゆ催さいする大祭を予定しております』だと!?　クソが、少し面おも白しろそうじゃねえか行ってみようかなオイ♪」


「ノリノリね」


　獣けもののように身体からだを撓しならせて跳とび起き、颯さつ爽そうと制服を着込む十六夜。


　肝きもを冷やしながら見ていたリリは、血相まで変えて呼び止める。


「ま、ままま、待ってください！　北側に行くとしてもせめて黒ウサギのお姉ちゃんに相談してから………ほ、ほら！　ジン君も起きて！　皆みなさんが北側に行っちゃうよ!?」


「……北………北側!?」


　失神していたジンは「北側に行く」の言葉で跳び起き、話半分の情報で問い詰つめる。


「ちょ、ちょっと待ってください皆さん！　北側に行くって、本気ですか!?」


「ああ、そうだが？」


「何ど処こにそんな蓄たくわえがあるというのですか!?　此こ処こから境界壁へきまでどれだけの距きよ離りがあると思っているんです!?　リリも、大祭の事は皆さんには秘密にと───」


「「「秘密？」」」


　重なる三人の疑ぎ問もん符ふ。ギクリと硬こう直ちよくするジン少年。失言に気が付いた時にはもう既すでに手て遅おくれだった。振ふり返ると、邪じや悪あくな笑えみと怒りのオーラを放つ耀・飛鳥・十六夜の三大問題児。


「………そっか。こんな面白そうなお祭りを秘密にされてたんだ、私達。ぐすん」


「コミュニティを盛り上げようと毎日毎日頑がん張ばってるのに、とっても残念だわ。ぐすん」


「ここらで一つ、黒ウサギ達に痛い目を見てもらうのも大事かもしれないな。ぐすん」


　泣き真ま似ねをするその裏側で、ニコォリと物ぶつ騒そうに笑う問題児達。


　隠かくす気の無い悪意を前にして、ダラダラと冷や汗あせを流す少年少女。


　哀あわれな少年、ジン＝ラッセルは問答無用で拉ら致ちされ、問題児一同は東と北の境界壁を目指すのだった。





　　　　＊





　リリに手紙を預けた後、十六夜、飛鳥、耀、ジンの四人は〝ノーネーム〟の居住区を出発し、二一〇五三八〇外門の前にある噴ふん水すい広場まで来ていた。今朝方から賑にぎわいを見せるペリベッド通りの〝六本傷〟の旗印を掲かかげるカフェに飛鳥達は陣じん取どり、外門の近きん隣りんを見まわした。


「噴水広場の近くに来るといつも思うのだけど………二一〇五三八〇外門のあの悪あく趣しゆ味みなコーディネートは、一体誰だれがしているの？」


　飛鳥が二一〇五三八〇外門に不快そうな視線を向ける。


　外門と箱庭の内ない壁へきの繫つなぎ目である石柱には、巨きよ大だいな虎とらの彫ちよう像ぞうが彫ほり起こされており、門の上部には今は無きコミュニティ〝フォレス・ガロ〟の虎の旗印が刻まれていた。


　ジンはため息交じりに飛鳥へ説明する。


「箱庭の外門は地域の権力者がフロアマスターの提示するギフトゲームをクリアすることで、コーディネートする権利を得ます。一種の、コミュニティの広こう告こく塔とうの役割もあるんですよ」


「そう………それであの外げ道どうの名残なごりが残っているの」


　フンッ、と不機嫌そうに髪かみを搔かきあげる飛鳥。


　気を取り直したようにカフェテラスの席に向き直る。


「それで、北側まではどうやって行けばいいのかしら？」


　久遠飛鳥は、スカートからスラリと伸のびた足を組み直し、ジンに問う。


　今日の彼女は以前に黒ウサギから貰もらった真しん紅くのドレススカートを着用している。


　普ふ段だん着ぎにドレスとはどうかと思ったが、慣れてしまえばどうという事はない。箱庭の都市ではもっと突とつ拍ぴよう子しもない姿をしている者達がいる。それを見て、本人も違い和わ感かんがなくなってきたらしい。


　その飛鳥の隣となりで、春日部耀が小首を傾かしげながら答える。


「んー………でも北にあるっていうなら、とにかく北に歩けばいいんじゃないかな？」


　無計画にも程ほどがある。耀の提案を聞いた一同は思わず苦く笑しようした。


　その耀の衣い装しようだが、召しよう喚かんされた時のものとさほど代わり映ばえしない、シャツ・ジャケット・ショートパンツ・ニーハイソックス・ブーツと、全く色気の無い組み合わせである。唯ゆい一いつお洒しや落れの跡あとが見えるブーツのアンクレットも、黒ウサギから渡わたされたギフトの一つでしかない。


　耀の隣で、逆廻十六夜がジンに問う。


「で？　我等のリーダーは何か素す敵てきなプランは無いのか？」


　ニヤニヤと見下ろす十六夜は、着古した紺こんの制服と壊こわれたヘッドホンを首にかけただけの、三人の中では一番簡易な服装だ。ジンはダボダボなローブを着たまま大きくため息を吐つく。


「予想はしてましたけど………もしかして、北側の境界壁までの距離を知らないのですか？」


「知らねえよ。けどそんなに遠いのか？」


　怪け訝げんな表情で返す十六夜。痛そうに頭を抱かかえたジンは、沈ちん鬱うつそうに顔を手で覆おおう。


「………やっぱり何も知らずに出発していたんですね………なら説明する前に聞いておきますけど。この箱庭の世界が、恒こう星せい級の表面積だという話は知ってますか？」


「………？　え、恒星？」


　飛鳥が素すっ頓とん狂きような声を上げる。耀は表情を変えず、瞳ひとみを三度ほど瞬まばたきする。


　十六夜は首しゆ肯こうしながらも、ジンの言葉に眉まゆを顰ひそめた。


「それなら黒ウサギから聞いた。けど箱庭の世界は殆ほとんどが野ざらしにされてるって聞いたぞ。それに大小は有っても、この都市以外にも街はあると」


「有りますよ。しかしそれを差し引いても、箱庭都市はこの世界最大規模の都市。箱庭の世界の表面積を占しめる比率は他ほかの都市とは比べ物になりません」


「比率？」


　ジンの勿もつ体たいぶった話し方に、飛鳥達は不ふ穏おんな気配を感じ取る。


　そも、都市の大きさを星の比率で表す事が出来る、という発想が全く無かったのだ。


　恒星の表面積と一口に説明しても、そのサイズは様々だ。箱庭の世界の表面積が太陽と同等だと仮定した場合、地球の約一三〇〇〇倍。


　実にお馬ば鹿かな数字である。十六夜は警けい戒かいしながらも、怪訝な表情で話を伺うかがった。


「まさか、恒星の一割ぐらいを都市部が占めている………なんて馬鹿なこと言わねえよな？」


「そ、それは流石さすがにありえませんよ。比率といってもその数字は極少数になります」


「そ、そうよね。それで、この場所から北側の境界線まではどのくらいの距離があるの？」


　飛鳥が回答を急がせる。ジンは天を仰あおいで思考し、


「此処は少し北寄りなので、大おお雑ざつ把ぱでいいなら………９８００００kmぐらいかと」


「「「うわお」」」


　三人は同時に、様々な声こわ音ねで。


　嬉き々きとした、啞あ然ぜんとした、平へい淡たんな声を上げた。





　　　　＊





　黒ウサギとレティシアの行動は迅じん速そくだった。


　手紙を確かく認にんした後、農園跡あと地ちから戻もどった二人は十六夜達がコミュニティの領地内にいないかを確認。最後に宝物庫の鍵かぎを持って下りた黒ウサギは、豪ごう奢しやな扉とびらと結界を解除。


　重じゆう鈍どんな音と共に開いた宝物庫の中身は伽が藍らんとしており、殆んど空くう洞どうだ。


　辛かろうじて真ん中にちょこん、と慎つつましく置かれた袋ふくろに跳とび付く黒ウサギ。


　それを追うレティシアと、同じく捜そう索さくを終えたリリ率いる年長組の子供達。


「食堂にはいなかったよ！」


「大広間、個室、貴き賓ひん室、全部見てきた！」


「貯水池の付近もいないっ！」


「お腹なかすいた！」


「それはまた後でな。………それで、金庫はどうだ？」


「コミュニティのお金に手を付けた形けい跡せきはありません。しかし皆みなさんの自腹で境界壁まで向かえるはずがございません！　うまくすれば外門付近で捕つかまえることが可能です！」


「なら黒ウサギは先に外門へ急げ。万一捕まえられずとも、〝箱庭の貴族〟であるお前なら境界門の起動に金はかからない。私は〝サウザンドアイズ〟の支店へ行く。招待状を出したのが白夜叉ならば、無む償しようで北の境界壁まで送り届ける可能性もあるからな」


　黒ウサギとレティシアは行動を確認し合い、頷うなずく。


　特に黒ウサギの瞳には、かつて無い程の怒いかりの火花が散っていた。


「あの問題児様方………！　今度という今度は絶対に!!　絶対に許さないのですよーッ!!」


　怒りのオーラで髪かみを淡あわい緋ひ色いろに染め、本ほん拠きよの外に出るや否いなや、土つち埃ぼこりを巻きあげて黒ウサギは爆ばく走そうするのだった。
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「いくらなんでも遠すぎるでしょう!?」


　お馬鹿な数字を聞かされ、カフェのテーブルを叩たたいて抗こう議ぎする飛鳥。


　負けじと叫さけび返すジン少年。


「ええ、遠いですよ!!　箱庭の都市は、中心を見上げた時の遠近感を狂くるわせるように出来ているため、肉眼で見た縮尺との差異が非常に大きいんです。あの中心を貫つらぬく〝世界軸じく〟までの実質的な距きよ離りは、眼めに見えている距離よりも遥はるかに遠いんですよ!!」


　だから止やめましょうってあれほど言ったんじゃないですかーッ!!　とジンが叫ぶ。


　その隣となりで、十六夜は冷静に箱庭を考察する。


「………そうか。箱庭に呼び出された時、箱庭の向こうの地平線が見えたのは、縮尺そのものを誤認させるようなトリックがあったわけか」


　そう。彼らが召しよう喚かんされた時、箱庭の都市の縮尺を見み間ま違ちがったのは、巨きよ大だいだからという理由だけではなかった。


　一見して巨大な外観を持つ箱庭の都市だが、よく見るとより一層巨大な都市なのだ。


　具合が悪そうに黙だまりこむ飛鳥だが、仕方なさそうに足を組み直して再提案する。


「そう。なら仕方がないわ。〝ペルセウス〟のコミュニティへ向かった時の様に、外門と外門を繫つないでもらいましょう」


「………それはもしかして、〝境界門アストラルゲート〟を起動してもらうという事ですか？」


　ジンが苦々しい顔で問い返す。


　───〝境界門アストラルゲート〟とは、莫ばく大だいな土地を有する箱庭を行き来する為ために設けられた、外門と外門を繫ぐシステムの事である。


　地域の権力者が外門の造形をコーディネートする利権を欲しがるのは、行商や興行、ギフトゲームの開かい催さいや出場など、移動の拠きよ点てんとして多く使われるからだ。


　コミュニティの名前を広く宣伝するにはこれ以上ないアピールだろう。


　しかし此これにもジンは難色を示した。


「〝境界門〟の起動を言っているのなら、断固却きやつ下かです！　外門同士を繫ぐ〝境界門〟を起動させるには凄すごくお金がかかります！　〝サウザンドアイズ〟発行の金貨で一人一枚！　四人で四枚！　これはコミュニティのほぼ全財産と同額です！」


　皆みな様さまは子供達を餓が死しさせるつもりなのですかーッ!!


　と、黒ウサギなら怒おこっていただろう。


　ジンに反論され、苦々しい顔で再度黙りこむ飛鳥達。


「………９８００００kmか。流石さすがにちょっと遠いな」


　軽けい薄はくな笑えみを浮うかべる十六夜だが、流石に打つ手がない様子。


　無む駄だな散財は避さけたいし、如何いかに彼らでも地球の二十五個分も歩く訳にはいかない。ジンは怒ど鳴なり散らして息が切れたのか、大きくため息一つ。やや落ち着いた口調で三人を諭さとす。


「今なら笑い話ですみますから………皆さんも、もう戻りませんか？」


「断固拒きよ否ひ」


「右に同じ」


「以下同文」


　ガクリ、と肩かたを落とすジン。あんな挑ちよう発はつ的な手紙を残してきた以上、彼らも引くに引けないのだ。三人は勢い良く立ち上がり、ジンのローブを摑つかんで走り出す。


「黒ウサギ達にあんな手紙を残して引けるものですか！　行くわよ二人とも！」


「おう！　こうなったら駄だ目めで元々！　〝サウザンドアイズ〟へ交こう渉しように行くぞゴラァ！」


「行くぞコラ」


　ヤハハと自棄やけ気味にハイテンションな十六夜と飛鳥に続き、その場のノリで声を出す耀。


　ジンはダボダボのローブに首を絞しめられながら、三人に連れ回されたのだった。
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　四人は噴ふん水すい広場のペリベッド通りを走り抜ぬけ〝サウザンドアイズ〟の支店の前で止まる。桜に似た並木道の街かい道どうに建つ店前を、竹ぼうきで掃そう除じしていた割かつ烹ぽう着ぎの女性店員に一礼され、


「お帰り下さい」


「まだ何も言ってないでしょう？」


　門もん前ぜん払ばらいを受けていた。どうも問題児達はこの女性店員には嫌きらわれている節がある。


　ギフトゲームで手にした金品はこの店で捌さばかせてもらっているのだが、その度たびにこの女性店員には絡からまれていた。きっとファーストコンタクトに失敗したのだろう。


　飛鳥は髪かみを搔かきあげ、口を尖とがらせて抗こう議ぎする。


「そこそこ常連客なんだし、もう少し愛あい想そよくしてくれてもいいと思うのだけれど」


「常連客というのは店にお金を落としていくお客様の事を言うのです。何時いつも何時も換かん金きんしかしない者は、お客様ではなく取引相手と言うのです」


「あら、それもそうね。じゃあ御お邪じや魔まします」


　あっさり納なつ得とく。そのまま侵しん入にゆう。


　何気なく店に上がり込もうとする飛鳥達の前に、大の字になって立ち塞ふさがる女性店員。


　竹ぼうきを片手に八や重え歯ばを剝むきながら唸うなり、十六夜達に叫さけぶ。


「だからうちの店は！　〝ノーネーム〟御断りです！　オーナーが居る時ならともかく今は」


「やっふぉおおおおおおお！　ようやく来おったか小こ僧ぞうどもおおおおおおお！」


　何ど処こから叫んだのか、和装で白はく髪はつの少女が空の彼方かなたから降って来た。


　嬉うれしそうな声を上げ、空中でスーパーアクセルを見せつけつつ荒あら々あらしく着地。


　ズドォン！　と地じ響ひびきと土つち煙けむりを舞まいあがらせて登場した、白い髪の和装少女の名は白夜叉。何を隠かくそう、今回の招待状の送り主である。


　十六夜は土煙を払はらいながら、呆あきれたように女性店員に言う。


「ぶっ飛んで現れなきゃ気が済まねえのか、此こ処このオーナーは」


「……………、」


　痛つう烈れつに頭が痛そうな女性店員は、言い返せずに頭を抱かかえた。


　土煙で咳せき込こむ飛鳥に代わり、一番後ろで待っていた耀が招待状を白夜叉にみせる。


「招待、ありがと。だけどどうやって北側に行くのか分からなくて………」


「よいよい、全部分かっておる。まずは店の中に入れ。条件次し第だいで路銀は私が支し払はらってやる。………秘ひ密みつ裏りに話しておきたい事もあるしな」


　スッと目を細める白夜叉。最後の言葉にだけ真しん剣けんな声こわ音ねが宿る。


　三人は顔を見合わせ、悪戯いたずらっぽく笑った。


「それ、楽しい事？」


「さて、どうかの。まあおんしら次第だな」


　意味深に話す白夜叉。三人はジンを引きずりつつ、嬉き々きとして暖の簾れんをくぐった。


　四人は店内を通らず、中庭から白夜叉の座ざ敷しきに招かれた。何せ店内は営業中だ。〝サウザンドアイズ〟は数多あまたのコミュニティが集合して作られた群体コミュニティとして知られており、取り扱あつかう品も様々。ギフトゲームで得た物品を換金、そのお金でコミュニティの生活用品を揃そろえる者もいる。そこそこ大きなコミュニティならば、大量受注も受け付けている。


　ワイワイと賑にぎわう喧けん騒そうを横目に、耀は呟つぶやく。


「この店、ギフトは売っているの？」


「売っているとも。レティシアもその一つだったしの。ギフトの購こう入にゆうに関しては、うちの発行している貨か幣へいに限られるがな」


「へえ？　なんでまた？」


　十六夜は興味深そうに質問する。


　白夜叉は上座に立てられた屛びよう風ぶの前に座り、カン！　と煙管キセルの灰を落として答えた。


「そも、箱庭の都市で発行されている貨幣は全すべて同様の比率で金銀銅の貨幣が造られる。我々はギフト以外の品に関して他ほかのコミュニティの貨幣を用いた購入を許可しているが、支払いには必ず我々の貨幣を扱っている。これは即すなわち、〝サウザンドアイズ〟とどれほどの交流があるかを示す目安にもなる。───ギフトとは、恩おん恵けいであり奇き跡せきの結けつ晶しようなのだ。より多くの交流、より多くの信しん頼らいを持ったコミュニティにギフトを授さずけるのは、当然のことであろ？」


　なるほど、と納得したように頷うなずく十六夜。


　そもそも連中の上層部は修しゆ羅ら神仏なのだ。金だ銀だという物を欲しがる事はないのだろう。


「………ん？　ならなんで貨幣を発行して商売なんかしてるんだ？」


「ふふ。実は貨幣の発行元のコミュニティで、その流通と価値を競きそうギフトゲームをしておるのだよ。自らの旗印を貨幣に刻んでいるのはそのためだ」


「ふぅん………なるほどな。金銀銅の価値・比重が全て平等なら、より多く流通しているコミュニティの貨幣は多くの支持を得ている事になる。………貨幣の流通を競うギフトゲームか。流石さすがは超ちよう大手の商業コミュニティ。やることのスケールがデカイ」


　少し羨うらやましそうな笑い声を上げる十六夜。


　この箱庭の都市において、貨幣の価値は金の比重でもなければ銀の比重でもない。


　貨幣に記された旗印だけが、その価値を決めるのだ。


「けどこれで〝ノーネーム〟御断りの理由もわかった。流通を淀よどみなく行うためには、客も選ばなきゃいけなかったってことか」


「ん………まあ、そうだな」


　適当に濁にごして話を切る白夜叉。本題に入りたいのだろう。


　十六夜も納得して会話を終え、畳たたみに腰こしを下ろした。


　白夜叉は幼い顔に厳しい表情を浮うかべ、カン！　と煙管で紅べに塗ぬりの灰はい吹ふきを叩たたいて問う。


「本題の前にまず、一つ問いたい。〝フォレス・ガロ〟の一件以降、おんしらが魔ま王おうに関するトラブルを引き受けるとの噂うわさがあるそうだが………真まことか？」


「ああ、その話？　それなら本当よ」


　飛鳥が正座したまま首しゆ肯こうする。白夜叉が小さく頷くと、視線をジンに移す。


「ジンよ。それはコミュニティのトップとしての方針か？」


「はい。名と旗印を奪うばわれたコミュニティの存在を手早く広めるには、これが一番いい方法だと思いました」


　箱庭の都市は巨きよ大だいだ。修羅神仏が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよするこの異界で、自らの組織の象徴シンボル───即ち、


〝名〟と〝旗印〟は、コミュニティの命とも言える重要なファクター。それを補う為ために、ジン達のコミュニティは〝打だ倒とう魔ま王おう〟という特色を持つコミュニティを造ろうというのだ。


　ジンの返答に、白夜叉は鋭するどい視線を返す。


「リスクは承知の上なのだな？　そのような噂は、同時に魔王を引きつけることにもなるぞ」


「覚かく悟ごの上です。それに仇かたきの魔王からシンボルを取り戻もどそうにも、今の組織力では上層に行けません。決けつ闘とうに出向く事が出来ないなら、誘おびき出して迎むかえ撃うつしかありません」


「無関係な魔王と敵対するやもしれん。それでもか？」


　上座から前ぜん傾けいに身を乗り出し、更さらに切り込む白夜叉。


　その問いに、傍そばで控ひかえていた十六夜が不敵な笑えみで答える。


「それこそ望むところだ。倒たおした魔王を隷れい属ぞくさせ、より強力な魔王に挑いどむ〝打倒魔王〟を掲かかげたコミュニティ───どうだ？　修羅神仏の集つどう箱庭の世界でも、こんなにカッコいいコミュニティは他に無いだろ？」


「………ふむ」


　茶ちや化かして笑う十六夜だが、その瞳ひとみは相も変わらず笑っていない。この男は一見して何も考えてないようだが、リスクを天てん秤びんに掛かけて考えられるという程度には、白夜叉は評価していた。


　白夜叉は二人の言い分を嚙かみ砕くだく様に瞳を閉じる。


　しばし瞑めい想そうした後、呆あきれた笑みを唇くちびるに浮かべた。


「そこまで考えてのことならば良い。これ以上の世話は老ろう婆ば心しんというものだろう」


「ま、そういうことだな───で？　本題はなんだ？」


「うむ。実はその〝打倒魔王〟を掲げたコミュニティに、東のフロアマスターから正式に頼たのみたい事がある。此こ度たびの共同祭典についてだ。よろしいかな、ジン殿？」


「は、はい！　謹つつしんで承うけたまわります！」


　子供を愛めでるような物言いではなく、組織の長として言い改める白夜叉。


　ジンは少しでも認められた事にパッと表情を明るくして応こたえた。


「さて、では何ど処こから話そうかの………」


　カン。と煙管で紅塗りの灰吹きを軽く叩き、一息つく白夜叉。何処から話したものかと中庭に眼めを向け、遠い目をした後。ふっと思い出したように話し始める。


「ああ、そうだ。北のフロアマスターの一角が世代交代をしたのを知っておるかの？」


「え？」


「急病で引退だとか。まあ亜あ龍りゆうにしては高こう齢れいだったからのう。寄る年波には勝てなかったと見える。此度の大祭は新たなフロアマスターである、火龍の誕生祭でな」


「「龍？」」


　キラリと光る期待の眼まな差ざしを十六夜と耀がみせる。白夜叉は苦く笑しようしつつ説明を続ける。


「五桁けた・五四五四五外門に本ほん拠きよを構える、〝サラマンドラ〟のコミュニティ───それが北のマスターの一角だ。ところでおんしら、フロアマスターについてはどの程度知っておる？」


「私は全く知らないわ」


「私も全く知らない」


「俺はそこそこ知ってる。要するに、下層の秩ちつ序じよと成長を見守る連中だろ？」


　十六夜が右手を挙手して軽く説明する。飛鳥と耀は説明を静せい聴ちようした。


　───〝階層支配者フロアマスター〟とは箱庭の秩序の守護者であり、下位のコミュニティの成長を促うながす為に設けられた制度である。


　彼らの主務は箱庭内の土地の分ぶん割かつや譲じよう渡と、コミュニティが上位の階層に移転出来るかどうかを試ためす試練ゲームを行うなど、数多くの役割がある。


　そして秩序を乱す天災・魔王が現れた際には、率そつ先せんして戦う義務がある。その義務と引き換えに、彼らは膨ぼう大だいな権力と最上級特権・〝主催者権限ホストマスター〟を与あたえられているのだ。


「しかし、北は複数のマスター達が存在しています。精せい霊れいに鬼き種、それに悪あく魔まと呼ばれる力ある種が混在した土地なので、それだけ治安も良くないですから………」


　ジンはそれだけ説明すると、悲しげに眼を伏ふせた。


「けど、そうですか。〝サラマンドラ〟とは親交があったのですけど………まさか頭首が替わっていたとは知りませんでした。それで、今はどなたが頭首を？　やっぱり長女のサラ様か、次男のマンドラ様が」


「いや。頭首は末の娘むすめ───おんしと同い年のサンドラが火龍を襲しゆう名めいした」


　は？　とジンが小首を傾かしげて一いつ拍ぱく。二度ほど眼を瞬またたく。


　しかし次の刹せつ那な、驚きよう嘆たんの声を上げたジンは驚おどろきのあまり身を乗り出した。


「サ、サンドラが!?　え、ちょ、ちょっと待ってください！　彼女はまだ十一歳ですよ!?」


「あら、ジン君だって十一歳で私達のリーダーじゃない」


「そ、それはそうですけど………！　いえ、だけど、」


「なんだ？　まさか御おチビの恋こい人びとか？」


「ち、違ちがっ、違います！　失礼な事を言うのは止やめてください!!」


　ヤハハと茶化す十六夜と飛鳥。怒ど鳴なり返すジン。


　全く関心の無い耀が続きを促す。


「それで？　私達に何をして欲しいの？」


「そう急せかすな。実は今回の誕生祭だが、北の次代マスターであるサンドラのお披ひ露ろ目めも兼かねておる。しかしその幼さ故ゆえ、東のマスターである私に共同の主催者ホストを依い頼らいしてきたのだ」


「あら、それはおかしな話ね。北は他ほかにもマスター達が居るのでしょう？　ならそのコミュニティにお願いして共同主しゆ催さいすればいい話じゃない？」


「………うむ。まあ、そうなのだがの」


　急に歯切れが悪くなる白夜叉。


　ポリポリと頭を搔かいて言いにくそうにしていると、十六夜が隣となりから助け船を出した。


「幼い権力者を良く思わない組織が在ある。───とか、在り来きたりにそんなところだろ？」


「んー………ま、そんなところだ」


　途と端たんに飛鳥の顔が不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがむ。まさかそんな陳ちん腐ぷな話が絡からんでくるとは思わなかったのだろう。飛鳥の眼に見えるほど強い怒いかりと、落らく胆たんの色が浮うかんだ。


「………そう。神仏の集つどう箱庭の長おさ達でも、思考回路は人間並みなのね」


「うう、手厳しい。だが全くもってその通りだ。実は東のマスターである私に共同祭典の話を持ちかけてきたのも、様々な事情があってのことなのだ」


　申し訳なさそうな苦々しい顔で項うな垂だれる白夜叉。


　重々しく口を開こうとした白夜叉を、春日部耀がハッと気が付いたような仕草で制す。


「ちょっと待って。その話、まだ長くなる？」


「ん？　んん、そうだな。短くともあと一時間程度はかかるかの？」


「それまずいかも。………黒ウサギ達に追いつかれる」


　ハッ、と他の問題児二人とジンも気が付く。一時間も悠ゆう長ちように〝サウザンドアイズ〟に留とどまっていれば、黒ウサギ達に見つかることは避さけられないだろう。


　今は黒ウサギ達と追いかけっこの最中なのだ。気が付いたジンは咄とつ嗟さに立ち上がり、


「し、白夜叉様！　どうかこのまま、」


「ジン君、黙りなさい！」


　ガチン！　と勢い良くジンの下した顎あごが閉じる。飛鳥の支配する力が働いたのだろう。


　その隙すきを逃のがさず十六夜が白夜叉を促す。


「白夜叉！　今すぐ北側へ向かってくれ！」


「む、むぅ？　別に構わんが、何か急用か？　というか、内容を聞かず受じゆ諾だくしてよいのか？」


「構わねえから早く！　事情は追々話すし何より───その方が面白い！　俺が保証する！」


　十六夜の言い分に白夜叉は瞳ひとみを丸くし、呵か々かと哄こう笑しようを上げて頷うなずいた。


「そうか。面白いか。いやいや、それは大事だ！　娯ご楽らくこそ我々神仏の生きる糧かてなのだからな。ジンには悪いが、面おも白しろいならば仕方がないのぅ？」


「………!!?……………!??」


　白夜叉の悪戯いたずらっぽい横顔に、声にならない悲鳴を上げるジン。しかし何もかももう遅おそい。


　暴れるジンを嬉き々きとして取り押さえる十六夜達。彼らを余所よそ目めに、白夜叉は両手を前に出し、パンパンと柏かしわ手でを打つ。


「───ふむ。これでよし。これで御望み通り、北側に着いたぞ」


「「「───………は？」」」


　ジンを縛しばりあげながらも、素すっ頓とん狂きような声を上げる三人。それもそのはずだろう。


　北側までの９８００００kmというお馬ば鹿かな距きよ離りを、今の僅わずかな時間で───？


　………という疑問は一いつ瞬しゆんで過ぎ去り、次の瞬しゆん間かん、三人は期待を胸に店外へ走り出した。





　　　　＊





　───東と北の境界壁へき。




　　　　四〇〇〇〇〇〇外門・三九九九九九九外門、サウザンドアイズ旧支店。




　三人が店から出ると、熱い風が頰ほおを撫なでた。


　何時いつの間にか高台に移動した〝サウザンドアイズ〟の支店からは、街の一帯が展望できる。だが眼下に広がる街は彼らの良く知る街ではない。


　飛鳥は大きく息を呑のみ、胸を躍おどらせるように感かん嘆たんの声を上げた。


「赤あか壁かべと炎ほのおと………ガラスの街………!?」


　───そう。東と北を区切る、天を衝つくかというほど巨きよ大だいな赤壁。あれが境界壁だ。


　そこから掘ほり出される鉱石で彫ちよう像ぞうされたモニュメントに、境界壁を削けずり出すように建築したゴシック調の尖せん塔とう群のアーチと、外がい壁へきに聳そびえる二つの外門が一体となった巨大な凱がい旋せん門もん。


　遠目からでも分かるほどに色しき彩さい鮮あざやかなカットガラスで飾かざられた歩ほ廊ろうに瞳を輝かがやかせる飛鳥。


　昼間にも拘かかわらず街全体が黄昏たそがれ時を思わせる色味を放っているのは、街の装そう飾しよくのせいだけではない。境界壁の影かげに重なる場所を朱しゆ色いろの暖かな光で照らす巨大なペンダントランプが数多あまたに点在している為ためだ。


　キャンドルスタンドが二足歩行で街中を闊かつ歩ぽしている様を見て、十六夜も喜びの声を上げた。


「へえ……！　９８００００kmも離はなれているだけあって、東とは随ずい分ぶんと文化様式が違うんだな。歩くキャンドルスタンドなんて奇き抜ばつなもの、実際に見る日が来るとは思わなかったぜ」


「ふふ。しかし違うのは文化だけではないぞ。其そ処この外門から外に出た世界は真っ白な雪原でな。それを箱庭の都市の大結界と灯火で、常秋の様相を保っているのだ」


　白夜叉は小さな胸を自じ慢まんげに張る。十六夜は眼下の街に目を向けながら頷く。


「ふぅん。厳しい環かん境きようがあってこその発展か。ハハッ、聞くからに東側より面白そうだ」


「………むっ？　それは聞き捨てならんぞ小こ僧ぞう。東側だっていいものは沢たく山さんあるっ。おんしらの住む外門が特別寂さびれておるだけだわいっ」


　一転して拗すねるように口を尖とがらせる白夜叉。


　東側の二一〇五三八〇外門は〝世界の果て〟と向かい合っている事で、箱庭外で手に入る資源が少ない。その為、力の無い最下層のコミュニティでは発展に限度があるのだ。


　胸の高まりが静まらない飛鳥は、美び麗れいな街並みを指さして熱っぽく訴うつたえる。


「今すぐ降りましょう！　あのガラスの歩廊に行ってみたいわ！　いいでしょう白夜叉？」


「ああ、構わんよ。続きは夜にでもしよう。暇ひまがあればこのギフトゲームにも参加していけ」


　ゴソゴソと着物の袖そでから取り出したゲームのチラシ。三人がチラシを覗のぞき込むと、





「見ィつけた───のですよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」





　ズドォン!!　と、ドップラー効果の効いた絶ぜつ叫きようと共に、爆ばく撃げきの様な着地。


　その声に跳はねあがる一同。大声の主は我らが同士・黒ウサギ。


　遥はるか彼方かなた、巨大な時計塔とうから叫さけんだ彼女は全力で跳ちよう躍やくし、一瞬で彼らの前に現れたのだ。


「ふ、ふふ、フフフフ………！　ようぉぉぉやく見つけたのですよ、問題児様方………！」


　淡あわい緋ひ色いろの髪かみを戦慄わななかせ、怒いかりのオーラを振ふりまく黒ウサギ。


　怒り狂くるったその姿は帝たい釈しやく天てんの眷けん属ぞくというよりは、むしろ仁に王おうのそれである。


　危機を感じ取った問題児の中で、真っ先に動いたのは十六夜だ。


「逃にげるぞッ!!」


「逃がすかッ!!」


「え、ちょっと、」


　十六夜は隣となりに居た飛鳥を抱だきかかえ、展望台から飛び降りる。耀は旋せん風ぷうを巻き上げて空に逃げようとするが、数手遅かった。黒ウサギは大ジャンプで耀のブーツを握にぎりしめる。


「わ、わわ、……！」


「耀さん、捕つかまえたのです!!　もう逃がしません!!!」


　どこかぶっ壊こわれ気味に笑う黒ウサギ。


　耀を引き寄せ、胸の中で強く抱きしめ、黒ウサギは耀の耳元で囁ささやく。


「後デタップリ御お説教タイムナノデスヨ。フフフ、御ご覚かく悟ごシテクダサイネ♪」


「りょ、了りよう解かい」


　反論を許さないカタコトの声に、耀は怯おびえながら頷うなずく。今日の黒ウサギは普ふ段だんよりバイオレンスだと、野生の直感が見み抜ぬいたのだろう。着地した黒ウサギは、白夜叉に向かって耀を投げつける。三回転半して吹ふっ飛んだ耀と白夜叉は悲鳴を上げた。


「きゃ！」


「グボハァ！　お、おいコラ黒ウサギ！　最近のおんしは些いささか礼れい儀ぎを欠いておらんか!?　コレでも私は東側のフロアマスター───！」


「耀さんの事をお願い致いたします！　黒ウサギは他ほかの問題児様を捕まえに参りますので！」


　聞くウサ耳を持たずに叫ぶ黒ウサギ。白夜叉は勢いに負けて頷く。


「ぬっ………そ、そうか。良く分からんが頑がん張ばれ黒ウサギ」


「はい！」


　展望台からジャンプする黒ウサギ。ゲームの開始から約二時間。


　黒ウサギと問題児達の追いかけっこは、後半戦にもつれ込むのだった。












　第二章







　───東北の境界壁・自由区画・商業区。赤窓の歩ほ廊ろう。


　十六夜と飛鳥は赤いガラスの歩廊に入り、人ひと混ごみに紛まぎれて黒ウサギから身を隠かくした。


　二人が隠れたのは、店と店の間にある横道。赤い煉れん瓦がの壁かべ際ぎわから顔を覗かせ、周囲を窺うかがう。


「………いないか？」


「ええ、多分。だけどこんなに早く追いつかれるなんて………」


「黒ウサギを焚たきつける餌えさとしては、冗じよう談だんでも効果抜ばつ群ぐんだったってことだな」


　安全を確かく認にんした飛鳥は大通りに出て、スカートを靡なびかせるようにステップを踏ふみ振り返る。


「さ、それじゃ散策を開始しましょう。エスコートはお願いできるのかしら、十六夜君？」


「へえ？　見るからに野や蛮ばんで凶きよう暴ぼうそうだと思われていたはずだけどな？」


「あら？　細かい事を気にしていては、素す敵てきな紳しん士しにはなれなくてよ？」


　クスクスと互たがいをからかいあって笑う二人。


　問題児同士、なんだかんだで息が合っているのだろう。


　十六夜は肩かたを竦すくませて飛鳥の隣に立つ。


「それでは僭せん越えつながら、エスコートの真ま似ねごとでもさせてもらいますお嬢じよう様さま。───そうだなあ。まずはこの赤い歩廊を散歩かな。商店街のようだし、ご当地品や限定ものを物色して回るのも観光の醍だい醐ご味みって奴やつだ」


「そう。物好きな十六夜君がそういうなら、そうなのでしょう」


「そうだとも。お嬢様も女なら、ショッピングは好きだろ？」


「………さあ？　好きかもしれないし、そうじゃないかもしれないわ」


　飛鳥の表情に一いつ瞬しゆん、陰かげが差す。


　不ふ審しんに思った十六夜だが、飛鳥に手を引かれて質問する機会を逃のがす。


「さ、行きましょ。あの歩くキャンドルスタンドも、店で売っているかもしれないわ」


「そうだな。………お嬢様が欲しいなら、その辺のを一体ぐらい盗とってもいいが？」


「あら、そんなのダメよ。ルール違い反はんだわ」


　飛鳥は左右に首を振った後、最高に悪戯いたずらっぽい笑えみで、


「どうしても欲しい物は───ギフトゲームを挑いどんで勝つ。それが箱庭のルールでしょう？」


「ハハ、そりゃそうだ」


　にこやかに宣言する飛鳥に、哄こう笑しようを向ける十六夜。


　二人は嬉き々きとした表情で、朱しゆ色いろに染まったガラスの歩廊を散策するのだった。





　　　　＊





　───一方。捕まってしまった耀は〝サウザンドアイズ〟の支店でお茶を啜すすっていた。


　今回は突とつ然ぜんの出発という事で三み毛け猫ねこは連れてきていない。座ざ敷しきの縁えん側がわで中庭の鹿しし威おどしを見つめていた耀は、事の経けい緯いを聞いた白夜叉と歓かん談だんしていた。


「ふふ。なるほどのう。おんし達らしい悪戯だ。しかし〝脱だつ退たい〟とは穏おだやかではない。ちょいと悪質だとは思わなんだのか？」


「それは………うん。少しだけ私も思った。だ、だけど、黒ウサギだって悪い。お金が無いことを説明してくれれば、私達だってこんな強きよう硬こう手段に出たりしないもの」


「普ふ段だんの行いが裏目に出た、とは考えられんのかの？」


「それは………そ、そうだけど。それも含ふくめて信しん頼らいの無い証しよう拠こ。少しは焦あせればいい」


　珍めずらしく拗すねたように言う耀を、くっくっと笑う白夜叉。


　お茶と一いつ緒しよに出された和わ菓が子しを頰ほお張ばりながら、二人の歓談は続く。


「そういえば、大きなギフトゲームがあるって言っていたけど、ホント？」


「本当だとも。特に、おんしに出場して欲しいゲームがある」


「私に？」


　耀は和菓子を頰ほおへリスのように膨ふくらませて詰つめ込み、小首を傾かしげる。


　白夜叉は先ほどのチラシを着物の袖そでから取り出して見せた。





『ギフトゲーム名〝造物主達の決けつ闘とう〟







・参加資格、及および概がい要よう




・参加者は創作系のギフトを所持。


・サポートとして、一名までの同どう伴はんを許可。


・決闘内容はその都度変化。


・ギフト保持者は創作系のギフト以外の使用を一部禁ず。







・授じゆ与よされる恩おん恵けいに関して




・〝階層支配者〟の火か龍りゆうにプレイヤーが希望する恩恵を進言できる。







宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたの下もと、両コミュニティはギフトゲームを開かい催さいします。




〝サウザンドアイズ〟印　




〝サラマンドラ〟印』




「………？　創作系のギフト？」


「うむ。人造・霊れい造・神造・星造を問わず、製作者が存在するギフトのことだ。北では、過か酷こくな環かん境きように耐たえ忍しのぶために恒こう久きゆう的に使える創作系のギフトが重宝されておってな。その技術や美術を競きそい合う為ためのゲームがしばしば行われるのだ。そこでおんしが父から譲ゆずり受けたギフト───〝生命の目録ゲノム・ツリー〟は技術・美術共に優すぐれておる。人造とは思えんほどな。展示会に出しても良かったのだが、そちらは出場期限がきれておるしの。その木き彫ぼりに宿る〝恩恵〟ならば、力ちから試だめしのゲームも勝ちぬけると思うのだが………」


「そうかな？」


「うむ。幸いなことにサポーター役としてジンもおる。本件とは別に、祭りを盛り上げる為に一役買って欲しいのだ。勝者の恩恵も強力なものを用意する予定だが………どうかの？」


　うーん、とあまり気乗りしないように小首を左右に折る耀。龍には興味があっても、ゲームそのものには興味が無いらしい───が、ふっと思い立ったように質問する。


「ね、白夜叉」


「なにかな？」


「その恩恵で………黒ウサギと仲直りできるかな？」


　幼くも端たん正せいな顔を、小動物のように小首を傾げる耀。


　それを見てやや驚おどろいたような顔の白夜叉。しかし次の瞬しゆん間かんに、温かく優やさしい笑えみで頷うなずいた。


「出来るとも。おんしにそのつもりがあるのならの」


「そっか。それなら、出場してみる」


　コクリと頷いて縁側から立ち上がる。陽ひは昇のぼりきり、昼を廻まわり始めていた。





　　　　＊





「───凄すごく綺き麗れいな場所。私の故郷にはこんな場所は無かったわ」


　二人が散策を開始して数時間が経たつ。丁度、正午を過ぎて一時間といったところだろう。


　飛鳥は煉れん瓦がとカットガラスで彩いろどられた赤窓の歩ほ廊ろうの中心にある、龍のモニュメントの前で休きゆう憩けいしていた。疲つかれていた訳ではないが、一度ゆっくり街を眺ながめてみたくなったのだ。


　十六夜は対照的に、大きな翠みどり色のガラスで作られた龍のモニュメントの周囲をグルグルと回って眺めている。感心したように見上げた十六夜は、静かに呟つぶやいた。


「へえ………こんなに大きなテクタイト結けつ晶しよう、初めて見た」


「テクタイト結晶？　ガラスではなく？」


「いや、テクタイトは天然ガラスの一種さ。隕いん石せきの衝しよう突とつで生まれたエネルギーと熱量によって合成した希少鉱石。有名なのはドイツのネルトリンガー・リースに降った隕石とかだな」


「ドイツの………隕石？　でも箱庭の世界に隕石なんて降るのかしら？」


「ああ、俺も疑問に思ってた。色からしてモルダバイトの類るい似じ品ひんだと思うんだが………ん？」


　十六夜は足を止め、翠色のモニュメントに掲けい示じされた看板に眼めを落とす。そこには───


『出展コミュニティ〝サラマンドラ〟


　タイトル：霊造のテクタイト大結晶によって彫ちよう像ぞうされた、初代頭首〝星海龍りゆう王おう〟様




製作者・サラ』




　───と書かれていた。十六夜はやや沈ちん黙もくした後、眼を疑う様にモニュメントを見上げた。


「霊造ってことは………オイオイ、人じん為い的に造り出したテクタイト結晶ってことか？」


「天然物ではなく？」


「ああ。製作者は人間じゃないみたいだが………ふぅん。この製作者のサラって奴やつ、面おも白しろそうだな。確か御おチビが知っている奴だし、機会があったら会ってみるか」


　ニヤリ、と物ぶつ騒そうに笑いながら龍のモニュメントを見上げる十六夜。


　彼の横顔を不思議そうに見つめていた飛鳥は、ポツリと声が漏もれる。


「前々から思っていたけれど………十六夜君は、どうしてそんなに博学なの？」


「そうでもないさ。博学というよりは雑学程度だ。………お、歩くキャンドル発見！」


　二足歩行で歩くキャンドルスタンドを見つけた十六夜は、飛鳥を置いて軽快に走って行く。


　慌あわてて背中を追いかける飛鳥。歩くキャンドルスタンドも美術展の作品らしく、首（？）から〝ウィル・オ・ウィスプ〟という看板を下げていた。


「二足歩行のキャンドルスタンドに浮うかぶランタン………ならカボチャのお化けはいないのかしら？　ハロなんとかっていうお祭りに出てくる妖よう怪かいなのだけど、十六夜君は知ってる？」


「んあ？」


　突とつ然ぜんの飛鳥の言葉に、十六夜は足を止めて眼を丸くする。


「おいおい、箱入りが過ぎるぜお嬢じよう様さま。カボチャの怪かい物ぶつって、ジャック・オー・ランタンの事だろ？　今時ハロウィンぐらい知っておけよ───と、そうか。お嬢様は戦後間もない時代からきたんだっけ？」


　半身だけ振り返って質問する十六夜。


　───日本でハロウィンが広く認にん知ちされ始めたのは一九九〇年代。最古まで遡さかのぼっても一九八〇年代の事である。戦後すぐの時代から来た飛鳥の知識に差があるのは仕方がない事だろう。


　飛鳥にとって、十六夜は未来人なのだ。海外との交友が確立され、情報を入手する手段が豊富な時代から来た十六夜の知識は、飛鳥の目には博学多才な少年に映るのだろう。


　そんな十六夜の視線から、飛鳥は事情を察する。


「そう………十六夜君の時代には、もうハロウィンは珍めずらしいものではないのね」


「まあな。お嬢様はハロウィンみたいなお祭りが好きなのか？」


「好きという程ほどのものじゃないわ。ただ幼い頃ころに小耳に挟はさんだ時は………とても素す敵てきな催もよおしものだと思ったの」


　飛鳥は空を仰あおぎ、遠い場所を見るように瞳ひとみを細くさせる。


　口元には、自じ嘲ちようの笑みがあった。


「私が居た場所は、本当につまらない場所だったわ。財ざい閥ばつの令れい嬢じようなんて言えば聞こえはいいかもしれないけれど………肝かん心じんの両親はもう居ないし、人心を操あやつる力なんて持って生まれたせいで、隔かく離りの様な形で寮りよう制せいの学校に閉じ込められていたもの」


「………へえ？　それはお嬢様らしくねえな。さっさと抜ぬけ出せばよかったじゃねえか」


「そう、それよ。あの手紙が来なかったら、帰省に乗じて出て行くつもりだったの。行き先は………そうね。終戦のお祝いに、さっき話していたハロウィンでも経験しに行っていたわ」


　歩廊の真ん中でおどけて笑う飛鳥。十六夜はその瞳に、哀あい愁しゆうの様なものを感じていた。


　飛鳥の鬱うつ屈くつとした生活の裏には、外の世界や文化に対する強い憧あこがれがあったのだろう。


「〝Trickorお菓子くれなきやTreat!!悪戯するぞ！〟───このフレーズ、とても可愛かわいらしくて素敵じゃない？　私も仮装をして、大人達に苦笑いされながらお菓か子しを貰もらいたかったわ」


「大きなカボチャを被かぶりながら？」


「そうそう！　ああだけど、そうね。今の私なら魔ま女じよでもいいわ。似合うと思わない？」


　そうだな、と相あい槌づちを打つ十六夜。飛鳥はくるりとスカートを大きく靡なびかせ、一回転する。


　その仕草は普ふ段だんの落ち着いた彼女よりも、ずっと少女らしいものに見えた。


「私………箱庭に来て本当に良かったわ。こんなに素敵な場所に来る事が出来たんだもの。噂うわさのハロウィンを経験する事は出来なかったけど………実家で飼い殺しにされる人生なんかよりも、よっぽど明日に期待を持てるもの」


「………そうかい。そりゃ何よりだな」


　くるりくるりと歩ほ廊ろうの真ん中で廻まわる彼女を、十六夜は静かに見つめていた。


　クルリクルリ───ステップを踏ふんで、ターンターン。飛鳥は跳とび込むように十六夜の顔を覗のぞきこんだ。その表情に陰かげは無い。何時いつもの小こ憎にくたらしく、悪戯っぽい笑えみを向ける。


「さ、それじゃ行きましょうか。一か所にずっといたら黒ウサギに見つかるもの」


「ん、そうだな。それはそうなんだが………なあ、お嬢様」


「何？」


「ハロウィンが、元々は収しゆう穫かく祭だってことは知ってるか？」


　え？　っと、突然の質問にキョトンとする飛鳥。十六夜は知らぬ顔で質問を続ける。


「ついでに言うとだ。〝ノーネーム〟の裏手には莫ばく大だいな農園跡あと地ちがあってだな。あの土地を復活させれば、コミュニティも大助かりだと思うんだが………如何いかがなものだろう？」


「え、ええ。そうね。それは知ってるわ」


　農園を造ってコミュニティを再興させようと今朝、耀とリリとで話していたところだ。しかし十六夜の質問の意図が分からない飛鳥は、小首を傾かしげて困った表情を向ける。


　ニヤリと笑った十六夜は、飛鳥の顔に顔を近づけ、


「農園を復活させて───いつか俺達で、俺達のハロウィンをしよう───という提案なんだが、お嬢様はどう思う？」


　ハロウィン、したいんだろ？　と十六夜は笑いかける。


　十六夜の示す〝俺達のハロウィン〟───その言葉の裏にあるものは一つしかない。


「私達のコミュニティで………ハロウィンのギフトゲームを主しゆ催さいする、ということ？」


「ああ。箱庭で過ごす以上、やっぱり〝主催者ホスト〟は経験しないとな」


　十六夜の言葉に、パァッと瞳を輝かがやかせた飛鳥は、両手を合わせて感かん嘆たんの声を上げた。


「素す晴ばらしい提案だわ！　それならコミュニティも助かるし、とても楽しそうだもの！」


「ハハ、流石さすがに話が分かるなお嬢様！　じゃあ俺達が最初に〝主催者〟をするギフトゲームはハロウィンで予約しておこうぜ。あと、どんなアレンジをするかも考えておかないとな」


　コクコクと勢い良く頷うなずく飛鳥。その瞳は彼女らしくない、熱っぽいものだった。


　頰ほおを緩ゆるませ、はにかんで笑う飛鳥は、未来の主催を思い描えがいて夢ゆめ心地ごこちに呟つぶやく。


「私達が主催するハロウィンか………ふふ。じゃあ収穫祭を行うためにも、まずは農地を復活させないといけないわね」


「応ともよ。それにこの案なら、白夜叉にも借りが返せる。一石二鳥だ」


「あら。黒ウサギは兎とも角かく、白夜叉へのお礼にもなるの？」


「ん？　ああ、ハロウィンは元々、太陽に一年の感謝をする収穫祭でな。元はケルト民族の祭りで───ああいや、それはいいか。宗しゆう旨しが違ちがうけど、そんな事を気にする奴やつじゃないだろ」


　そう、と相槌を打つ飛鳥。理解はできなかったが、太陽に感謝をする祭りならお礼をするには打って付けだろう。白夜叉には十六夜達だけでなく、黒ウサギ達も随ずい分ぶんと世話になっているらしい。ともすれば、彼女がいなければ飛鳥達は箱庭に来る事だって無かったかもしれない。


　彼女達に感謝する理由は山ほどにある。飛鳥は納なつ得とくしたように微笑ほほえんだ。


「そうね。何時かお礼するために、白夜叉を招くのに相応ふさわしい〝主催者ホスト〟を目指しましょう」


「とはいえ、今はまだ無理だけどな。まずは色々なギフトゲームに勝たないと」


「もちろん。こんなに大きなお祭りなんだもの。凄すごいギフトが貰えるゲームがあるはずよ」


「ＹＥＳ！　祭典では創作系のギフトを競きそい合う二大ギフトゲームが進行中なのですよ！」


「創作系？　何か作るの？」


「はいな。耀さんの持つ〝生命の目録〟のように人造・霊れい造・神造・星造を問わず、様々な創作系ギフトを持つ者達が参加できるギフトゲームなのでございます♪」


「へえ？　よく分からんが、凄いギフトが貰えるのか？」


「それはもう！　新たにフロアマスターとなったサンドラ様から直々に恩おん恵けいを与あたえられるとなれば、よっぽどのものでございますよ！」


「そう。なら春日部さんに連れん絡らくして出場してもらおうかな。伝言お願いね、黒ウサギ」


「ＹＥＳ！　任されたのですよ♪　それではそれでは御お二人様！　今から向かうので黒ウサギニオトナシク捕つかマッテクレマスヨネ？」


　壮そう絶ぜつな笑顔で問う黒ウサギ。二人は即そく答とうした。


「「断る！」」


　瞬しゆん間かん、十六夜が歩廊にクレーターをつくる脚きやく力りよくでスタートダッシュ。飛鳥は反対方向に逃にげていくが、空から舞まい降りた金きん髪ぱつメイド服の吸きゆう血けつ鬼き、レティシアに跳びつかれて捕まる。


「きゃ！」


「フフ。観念してもらうぞ飛鳥」


　黒い翼つばさを畳たたみ、微笑しながらブラブラと抱だき付くレティシア。


　仕方なさそうに降参して両手を上げる飛鳥。最後に一声、十六夜に向かって叫さけんだ。


「十六夜君！　貴方あなたが最後の一人よ！　簡単に捕まったら許さないわ！」


「了りよう解かい、任せとけお嬢じよう様さま！」


　ヤハハハハハハ！　と叫びながら赤窓の歩廊を走り抜ぬける。しかし黒ウサギも負けてはいない。〝箱庭の貴族〟と呼び称しようされる彼女の身体能力は並の神仏ですら持て余すほどなのだ。


「逃がさないのですッ!!　今日という今日は堪かん忍にん袋ぶくろが爆ばく発はつしました！　捕まえたら黒ウサギの素す敵てきなお説教を長々と聞かせて差し上げるのですよーッ!!」


「ハッ、そりゃ素敵な申し出だ！　帝たい釈しやく天てんの眷けん属ぞくのご説法、聞かせたいなら捕まえてみろ！」


　十六夜が更さらに加速する。直線に逃げるのを止やめ、建造物を蹴けり上がる様に跳ちよう躍やくして上り、尖せん塔とう群の頭部に躍おどり出る。黒ウサギも負けじと壁かべを垂直に走って追いつく。


　騒さわぎを聞き付けたギャラリーの一人が、黒ウサギを指さして叫んだ。


「アレを見ろ！　ウサギだ！　〝月の兎〟が誰だれかと戦っているぞ！」


「〝箱庭の貴族〟がこんな最下層に!?」


「まさかサンドラ様の就任式の為ためにわざわざ上層から祝いに来たのか!?」


　観衆の様々な声を無視して黒ウサギも屋根に上った。


　十六夜と黒ウサギは激しく睨にらみ合って距きよ離りを取る。


「………ルールを確かく認にんするぜ。黒ウサギは俺を捕まえれば勝ち。俺は今日一日逃げ切れば勝ち。そうだな？」


「ＹＥＳ。黒ウサギは十六夜さんを捕まえてお説教します。十六夜さんが逃げきれば───」


「そう、それだ。実は手紙に書いたのは冗じよう談だん半分の内容だったんだが」


「ほほう？　ほほほ～う？　コミュニティの脱だつ退たいを賭かけた勝負を冗談で持ちかけたと？　それはそれは、随分と笑えない話でございますねえ」


　キッと黒ウサギが睨む。どうやら怒いかりの原因はそこにあるらしい。


　確かに、組織の脱退を軽々しく口にするような者を甘やかしては団体の統とう率そつは乱れるだろう。親しき仲にも礼れい儀ぎあり。今回の悪ふざけは、十六夜達にしては少々悪質だ。


　その自覚があったのか、十六夜は肩かたを竦すくませて笑う。


「まあ、そうだな。確かに冗談にしては質たちが悪い。悪戯いたずらってのは、後で笑って誤ご魔ま化かせるぐらいじゃないと可愛かわいげも無い。そこは認める」


「………大人しく降参すると？」


「馬ば鹿か言え。此こ処こまで盛り上げといて何もしないなんて、ギャラリーが許さねえよ」


　クイッと親指で眼下を指す。下では騒ぎに群がってきた住人達が二人を見上げて何やら歓かん声せいを上げていた。〝箱庭の貴族〟である彼女は、その存在を眼めにするだけでも希け有うなのだ。


「そこで提案なんだが。俺と黒ウサギだけで、短時間の別ゲームをしないか？」


「え？」


「そうだなあ。謝罪代わりに、そっちのチップは無しでいい。こっちのチップは───ん、何が欲しい？　一回分の命令権くびわとか？」


「は───!?」


　黒ウサギは息を呑のんでびっくらこいた。驚おどろきの余り、思わずウサ耳が跳はねたほどだ。


　この自由奔ほん放ぽうで天上天下唯ゆい我が独どく尊そんを地で行く男に、一回分の首輪を付ける事が出来るなら、それは願ってもない事だろう───が、黒ウサギは躊躇ためらいがちに苦い顔で頭を横に振ふる。


「そ………それは、駄だ目めでございますよ、十六夜さん」


「そうか？　なら金品か？　まあヘソクリぐらいでいいなら」


「い、いいえ、そうではなくてですね。十六夜さんの謝意は伝わりました。ま、まあ、黒ウサギの頭が少々固かった事も認めます。ですのでギフトゲームをするなら………それはやはり、対等の条件でなければ、と」


　今度は十六夜が眼を丸くして驚いた。


　つまり黒ウサギも、一回分の首輪を十六夜に賭けるというのだ。


「ギフトゲームは対等の条件でのみ行われるべきです。ペナルティーのあるゲームで得たギフトなんて貰もらっても、達成感は得られません。なのでやるならば正々堂々！　そして真正面から、黒ウサギは十六夜さんにお説教をするのです！」


「………ハッ。黒ウサギのくせに生意気言いやがって」


　物ぶつ騒そうに笑う十六夜。その瞳ひとみには先ほどまでの遊び心はない。


　互たがいの自由を賭けた、対等の勝負。それを望まれては全力で挑いどまざるを得ない。


　問題児と黒ウサギの追いかけっこは、最終ラウンドを迎むかえようとしていた。





　　　　＊





　飛鳥とレティシアは衆しゆう人じん環かん視しの中心に居る二人を余所よそに、反対側の歩ほ廊ろうを直進していた。


　走り回って小腹がすいた二人は出店で買ったクレープを買い、飛鳥はそれを珍めずらしそうに見つめる。レティシアは小さな口でかぶりつきながら、そんな飛鳥を不思議そうに見上げた。


「飛鳥はこういった食べ物を知らないのか？」


「え、ええ。温かい皮で包んで、中身は冷たい洋よう菓が子し。とても美味おいしそうなんだけど………そのまま齧かじり付くというのは少し品が無いわ。どう頑がん張ばっても口回りが汚よごれるもの」


「そうかな？　私はこの温かくて柔やわらかい皮を嚙かみ破いた時に溢あふれる赤くて甘いドロリとしたソースが、口の中で滑ぬめりながら広がる感かん触しよくが好きなのだが」


「吸きゆう血けつ鬼きに言われるとゾッとするわね」


　思わず苦笑いする飛鳥。どうやって食べようと悪あく戦せん苦く闘とうしているうちにレティシアは半分ほどまで食べ進め、ペロリと指を舐なめる。


「まあ、箱庭の外から来た人間の殆ほとんどが飛鳥の様な反応をするものだ。故郷とはかけ離はなれた食文化、建築物、思想、種族ｅｔｃ……だがそういったものを全すべて愉たのしんでこその箱庭だ。食べず嫌ぎらいは良くないぞ？　人生経験は大いなる財産だ」


「わ、分かったわ」


　意を決し、大きく口を開けて齧り付く───が、少し思い切りが良すぎた。


　クレープの皮の下からバナナとチョコレートムースが派手に溢れて口の周りにベットリとこびり付く。その感触に一いつ瞬しゆんだけ不快そうにむっと眉まゆを歪ゆがませた飛鳥だが、口の中に広がる甘味は悪くない。指で口の周りを拭ふき、ペロリと舐めて頷うなずいた。


「………美味しいわ」


「それはよかった。コレぐらいの食べ物で二の足を踏ふまれたのでは、南側には絶対に行けないからなあ」
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「そ、そう。そんなに南側の食事は凄すごいの？」


「凄いなんてもんじゃないぞ。向こうの料理はとにかくワイルドなんだ。以前に〝六本傷〟の旗を掲かかげているコミュニティの店に入ったのだが、アレは凄かった。斬きる！　焼く！　齧る！　の三工程を食事だと説明された時は、流石さすがの私も頭を抱かかえたよ」


　フッと遠い目をするレティシア。思い出して小さく身み震ぶるいをしている。


　その姿に苦笑しながら二口目にチャレンジする飛鳥。だがその時、視界の隅すみに小さな影かげが映った。鮮あざやかな切子細工のグラスを売る出店の棚たなの下に、尖とがった帽ぼう子しの───


「レティシア。あれは………何？」


　ん？　と指さす方向に首を傾かたむけるレティシア。その彼女も眼を丸くして驚いた。


　指の先には───手の平サイズしかない身長の、とんがり帽子を被かぶった小人の女の子が、切子細工のグラスをキラキラとした瞳で眺ながめていたのだ。


「あれは、精せい霊れいか？　あのサイズが一人でいるのは珍しいな。〝はぐれ〟かな？」


「〝はぐれ〟？」


「ああ。あの類たぐいの小精霊は群体精霊だからな。単体で行動している事は滅めつ多たにないんだ」


　そう、と相あい槌づちを打つ飛鳥。物もの珍めずらしそうにとんがり帽子の精霊に近づく。


　背後から飛鳥の影がかかったのか、とんがり帽子の精霊は驚いて飛鳥に振りかえる。


　二人の視線は、自然に交差した。


「「……………………、」」


　途と端たん、「ひゃっ！」と愛らしい声を立てて逃にげるとんがり帽子の精霊。


　飛鳥はクレープをレティシアに預け、その小さな背中を追う。


「わっ、あ、飛鳥！」


「残りはあげるわ！　ちょっと追いかけてくる！」


　嬉き々きとしてとんがり帽子の精霊を猛もう追ついする飛鳥。だがそれも仕方がない。


　逃げられれば追いたくなるのは、問題児としては当たり前すぎる習性だろう。


　レティシアは困ったように笑いながらクレープを齧り、その背中を見送るのだった。





　　　　＊





『ギフトゲーム名〝月の兎うさぎと十六夜いざよいの月〟




・ルール説明




・ゲーム開始のコールはコイントス。


・参加者がもう一人の参加者を、〝手の平で〟捕つかまえたら決着。


・敗者は勝者の命令を一度だけ強制される。




宣せん誓せい　上記のルールに則のつとり、〝黒ウサギ〟〝十六夜〟の両名はギフトゲームを行います。』







　二人が宣誓を交かわすと、羊皮紙が一枚ずつ手元に舞まい落ちる。


「これはコミュニティ間の決けつ闘とうではなく、個人の間で取引される〝契約書類ギアスロール〟です。決着と同時に勝者の紙は命令権へと変化し、敗者の紙は燃える仕組みです」


「へぇ………？」


　物珍しそうに羊皮紙を読み直し、ヤハハと笑う十六夜。


「いいぜ。コインが地面に着くと同時に開始だな？」


「ＹＥＳ。トスは譲ゆずるのですよ」


「………ふぅん？　随ずい分ぶんと余よ裕ゆうそうじゃねえか」


「ＹＥＳ。このゲームは、どう転んでも黒ウサギに有利でございますから」


　誇ほこる訳でもなく、事実を述べるように語る黒ウサギ。十六夜も笑えみを消してコインを取り出す。ゆっくりとした仕草の中、十六夜は黒ウサギの初手を想定し始めていた。


（走力は互ご角かくのはず。力比べは、まあ俺が上だろ。けどこのゲームに力比べは不必要。問題は黒ウサギの、高性能ウサ耳だな）


　互たがいを捕まえれば勝利というこの条件。走力は兎とも角かく、腕わん力りよくは必要ない。


　対して黒ウサギには、高性能なウサ耳がある。審しん判ぱんとしてギフトゲームの情報を収集する事が出来るというあのウサ耳が、プレイヤー時にも使用可能だというのなら、それは脅きよう威いだ。


（となると、想定される黒ウサギの初手は三通り。警けい戒かいするのは内二つってところか）


　ゲームメイクの際、相手より自分が有利になるカードを主しゆ軸じくに据すえるのは基本中の基本だ。


　理想的なのは、手の内を知られてもなお有利にゲームメイクできるカード。黒ウサギの持つ圧あつ倒とう的な情報収集能力は、切り札ジヨーカーとしても主軸としても、有用性が高い。


　しかし十六夜は臆おくすることなくコインをトスし、開始のタイミングに全神経を研とぎ澄すます。


（初手にヤマは張った。さあ、どう出る黒ウサギ───!?）


　金属音と共に打ち上げられたコインを、軽けい薄はくな笑みで見守る十六夜。


　黒ウサギは滑なめらかな弧こを描えがくコインを、緊きん張ちようした面おも持もちで見つめる。


　───……キン！　という金属音が響ひびくと同時に───二人の姿はギャラリーから消え、スタートダッシュの爆ばく発はつ音だけがその場に残った。眼下で衆人からどよめきが起こる。


「消えたぞ!?」「何ど処こに行った!?」「あそこだ！　〝月の兎〟が、人間に背を向けて走っているぞ！」


　黒ウサギは開始と同時に、全力で後方に跳ちよう躍やくしたのだ。それを知っていたかのように跳躍する十六夜。足場の悪い尖せん塔とう群の屋根を連続して飛び回り、急な斜しや面めんを足場にして黒ウサギを追いかける。その様子が手に取るように分かる黒ウサギは、楽しそうに苦く笑しようした。


「あらら。やっぱり気が付かれていました？」


「ハッ、当たり前だ！」


　息巻いて返事をする十六夜。このハンティングは黒ウサギが述べたように、圧倒的に黒ウサギが有利なのだ。彼は知らないが、箱庭の中ちゆう枢すうと繫つながっている〝月の兎〟のウサ耳は、審判時ならばゲームの全範はん囲い、プレイヤー時なら１kmの範囲まで情報を収集できる。


　ハンティングにおいて、これは絶大なポテンシャルだ。常に相手の位置や言動を把は握あくでき、速力までほぼ互角とあっては、十六夜に勝ち目はない。つまり十六夜がこのゲームに勝利する為ために必要な勝利条件の一つが、〝黒ウサギを見失わない〟事だった。


　故ゆえのスタートダッシュである。最悪の場合は二人とも前方に疾しつ走そうして大だい衝しよう突とつとなっていたが、そうなれば勝負は五分と五分。他ほかに打つ手はなく、天に運を任せるつもりで走り出したのだ。


　黒ウサギは右手に見える尖塔群の中心、巨きよ大だいな時計塔とうに跳躍し、十六夜もそれを追う。


　ギャラリーは巨大な時計塔を駆かけあがる二人の人じん智ちを超こえたゲームに歓かん声せいを上げた。


「す、凄すごい！　アレが〝月の兎〟の力か！」


「だけど追っている方も尋じん常じようじゃないぞ！　何者だ!?」


　黒ウサギは瞬またたく間に時計塔を登りきり、尖塔の頂上にまで辿たどり着く。


　猛追する十六夜は、不満そうに叫さけび声を上げた。


「オイコラ黒ウサギ！　スカートの中が見えそうで見えねえぞ！　どういうことだ!?」


「あやや、怒おこるところはそこなのですか？」


　黒ウサギはスカートの裾すそを押さえながら、下から追ってくる十六夜に笑いかける。実はこのガーターとミニスカート、視覚を惑まどわす魔ま布ふだったりするのだ。


「フフン♪　この衣装は白夜叉様の好意で、絶対に見えそうで見えないという鉄てつ壁ぺきミニスカートなギフトを与あたえられているのでございますよ♪」


「はぁ？　あの野や郎ろう、チラリストかよ。クソが。こうなったらスカートに頭を突つっ込むしか」


「黙だまらっしゃいこのお馬ば鹿か様!!!」


　これ以上なく速そつ攻こうで断じる黒ウサギ。この男はヤルと言えば本当にやるから恐おそろしい。


　尖塔の上に立った黒ウサギは、境界壁へきの麓ふもとを一望できる高さに立っている。


　眼下の十六夜にペロ、と舌を出して悪戯いたずらっぽく笑った黒ウサギは、右手を掲かかげて宣言する。


「もっとも、そんなお馬鹿なことを言えるのはそこまでです」


「何？」


「黒ウサギの勝利なのですよ、十六夜さん」


　突とつ然ぜんの勝利宣言。黒ウサギは身体を小さく縮こませ、全身の力で超ちよう跳ちよう躍やくを見せた。


　眼下の歩ほ廊ろうめがけて突とつ撃げきした黒ウサギを前に、十六夜は自分の失態に気が付く。


（やべ、ミスった！　このまま追って跳とべば間ま違ちがいなく捕つかまる！）


　如何いかに山河を打ち砕くだく十六夜でも、空を駆ける御み技わざは持ち得ない。


　黒ウサギに向かって跳躍すれば、空中での不利が勝敗を分けてしまうだろう。


　例えるならば、バッターとピッチャーだ。しかしストレートしかない以上、その軌き道どうを読み違える相手ではない。地道に追えば、その間に黒ウサギは身を隠かくしてしまう。そうなってしまえばアウトだ。十六夜は黒ウサギが跳んだ瞬しゆん間かん、同時に跳躍しなければならなかったのだ。


「それじゃ、サヨウナラなのですよ～♪」


　遠くでにこやかに手を振ふる黒ウサギ。十六夜はすぐにでも決断をしなければならなかった。


（まずい、見失えば負ける………！　跳ぶしかないか!?）


　しかし何処に跳ぶ？　10ｍ手前？　前方？　いやしかし、その程度の距きよ離りならば必ずタイミングを合わせてくる。だが遠すぎても見失う。着地点を模も索さく検けん索さく思考連想、瞬しゆん時じに連続計算し───そんな事は、つまらないと切り捨てた。


「………中々やるじゃねえか、黒ウサギ。シンプルだが、お前のゲームメイクは面おも白しろいぞ」


　認めてやるよ、と十六夜は笑った。久方ぶりに面白いゲームだと、心の底から笑った。


　だが如何にゲームメイクが巧うまくとも───勝敗は別だと嘲あざ笑わらう。黒ウサギにタイミングが計られるというなら、計らせればいい。敵が逃にげるというなら、脱だつ兎との如ごとく逃がせばいい。


　それら小こ賢ざかしい小細工の全すべてを、己おのれの力で叩たたき潰つぶすのが逆廻十六夜のスタイルなのだ。


「悪いが、此こ処こからは俺のゲームメイクだ。大だい胆たん素す敵てきにほえづら搔かきやがれ黒ウサギ……!!」


　十六夜は身を翻ひるがえし、力を溜ため込む。針金の様なしなやかさで全身を撓しならせ、足場の時計塔を───全力で蹴り飛ばした。


「………は？　え、ちょ、ちょっと待ちなさいお馬鹿様あああああああ!?」


　小こ躍おどりしながら余よ裕ゆうを見せていた黒ウサギだが、その暴挙に一転、絶ぜつ叫きようした。


　巨大な時計塔の頭角は無残にも瓦が礫れきと化し、第三宇宙速度で迫せまる散さん弾だんの雨となって歩廊を襲おそう。黒ウサギの着地点はギャラリーから遠く離はなれていた為に人的被ひ害がいは無いだろうが、赤窓の歩廊はさながら爆ばく撃げきを受けたように残ざん骸がいが舞まい散る。


「「「あ、あの人間滅め茶ちや苦く茶ちやだあああああああ!?」」」


　ギャラリーからも絶叫が起こる。当然だろう。修しゆ羅ら神仏の集つどう箱庭とはいえ、最下層で此処までド派手に破は壊かい行こう為いを行う者など、魔ま王おうの配下ぐらいのものだ。


　堪たまらず足を止めて残骸を避よける黒ウサギ。その瓦礫の陰かげから、ヤハハという笑い声が響ひびく。


「っ、十六夜さん………！」


「射程距離だぜ、黒ウサギ」


　舞い落ちる残骸を蹴り飛ばし、その陰から十六夜の右手が伸のびる。それを間かん一いつ髪ぱつ手の甲こうで弾はじく。同様に伸びる黒ウサギの右手。十六夜も手首で弧こを描えがいて流し、また摑つかみかかる。


　瓦礫が落ちるまでの刹せつ那なの時間、千手の攻こう防ぼうを繰くり返す二人。互たがいが互いの攻こう守しゆに全ぜん霊れいを尽つくす中、時計塔の残骸によって倒とう壊かいした建物が二人の頭上から襲う。


　それが勝負の分かれ目だった。二人は同時に拳こぶしを振り上げて倒壊した建物を吹ふき飛ばす。


　その一いち撃げきに割さいた時間で、守の一手が遅おくれる。摑みかかった二人の手は───


「「あっ、」」


　パシッ。と、全く同時にお互いの腕うでを摑み取った。


　二人の〝契約書類ギアスロール〟が発光し、勝敗を定める。


『『勝敗結果：引き分け。〝契約書類〟は以降、命令権として使用可能です』』


「………は？」


　黒ウサギの腕を摑んだまま、訝いぶかしげに声を上げる十六夜。黒ウサギは苦々しく笑って説明。


「あー………コレは、アレです。引き分けなので、互いに命令権を一つ得たみたいです」


「そんな事はどうでもいい。腹の底からどうでもいい。俺が気に入らないのは〝引き分け〟の結果だけだ。どう見ても俺の方が速かっただろ」


「やや、そんなことは無いのですよ？　箱庭の判定は絶対なのです」


「はぁ？　なんだそれどこの神様が決めた判定だよふざけんな今すぐ速攻で誤ご審しんを問いただしてやるから俺の前に連れてきやがれ糞くそウサギ───！」


「そこまでだ貴様ら!!」


　厳しい声こわ音ねが歩廊に響く。二人の周りには炎ほのおの龍りゆう紋もんを掲げ、蜥蜴とかげの鱗うろこを肌はだに持つ集団が集っていた。北側の〝階層支配者〟───〝サラマンドラ〟のコミュニティが、騒さわぎを聞き付けてきたのだ。黒ウサギは痛つう烈れつに痛そうな頭を抱かかえ、両手を上げて降参するのだった。












　第三章







　───境界壁・舞ぶ台たい区画。〝火龍誕生祭〟運営本ほん陣じん営えい。


　十六夜達は〝サラマンドラ〟のコミュニティに連行され、〝火龍誕生祭〟の運営を行うための本部まで来ていた。巨きよ大だいで真っ赤な境界壁を削けずり出すように造られた宮きゆう殿でんはゲーム会場と直結しており、その奥にある石いし畳だたみを通って本部に渡わたる。ゲーム会場は輪りん郭かくを円状に造られており、それを取り囲む形で客席が設けられている。現在は白夜叉の持っていたチラシのギフトゲームが開かい催さいされており、その舞台上では最後の決勝枠わくが争われていた。


『お嬢じようおおおおお!!　そこや！　今や！　後ろに回って蹴け飛とばしたれええええ!!』


　レティシア達についてきた三み毛け猫ねこがセコンドで叫さけぶ。舞台で戦っているのは〝ノーネーム〟の春日部耀と、〝ロックイーター〟のコミュニティに属する自動人形オートマター、石いし垣がきの巨きよ人じんだった。


「これで、終わり………！」


　鷲わし獅じ子しから受け取ったギフトで旋せん風ぷうを操あやつる耀は、石垣の巨人の背後に飛ひ翔しようし、その後頭部を蹴り崩くずす。加えて耀は瞬時に自分の体重を〝象〟へと変へん幻げんさせ、落下の力と共に巨人を押し倒たおす。石垣の巨人が倒れると同時に、割れるような観衆の声が起こった。


『お嬢おおおおおおお！　うおおおおおお！　お嬢おおおおおおおお！』


　三毛猫は耀の雄ゆう姿しに雄お叫たけびをあげていた。傍はた目めにはニャーニャーと言っているだけだが、耀には聞き分けられたのだろう。目配せと片手を向け、微び笑しようを見せる。


　宮殿の上から見ていた白夜叉が柏かしわ手でを打つと、観衆の声がピタリと止やむ。


　白夜叉はバルコニーから朗ほがらかに笑いかけ、耀と一いつ般ぱん参加者に声を掛かけた。


「最後の勝者は〝ノーネーム〟出身の春日部耀に決定した。これにて最後の決勝枠が用意されたかの。決勝のゲームは明日以降の日取りとなっておる。明日以降のゲームルールは………ふむ。ルールはもう一人の〝主催者ホスト〟にして、今回の祭典の主しゆ賓ひんから説明願おう」


　白夜叉が振ふり返り、宮殿のバルコニーの中心を譲ゆずる。舞台会場が一望できるそのテラスに現れたのは、深しん紅くの髪かみを頭上で結ゆい、色しき彩さい鮮あざやかな衣装を幾いく重えにも纏まとった幼い少女。


　龍の純血種───星せい海かい龍りゆう王おうの龍角を継けい承しようした、新たな〝階層支配者〟。


　炎の龍紋を掲かかげる〝サラマンドラ〟の幼き頭首・サンドラが玉座から立ち上がる。


　華か美び装そう飾しよくを身に纏い、緊きん張ちようした面おも持もちの彼女に、白夜叉は促うながすように優やさしく笑いかける。


「ふふ。華はなの御お披ひ露ろ目めだからの。緊張するのは分かるが、皆みなの前では笑え顔がおを見せねばならぬぞ。我々フロアマスターは下層のコミュニティの心の拠より所なのだからな。私の送った衣い装しようも、その様な硬かたい表情では色いろ褪あせてしまうというもの。此こ処こは凜りん然ぜんとした態度での」


「は、はい」


　サンドラは大きく深呼吸し、鈴すずの音の様な凜とした声こわ音ねで挨あい拶さつした。


「ご紹しよう介かいに与あずかりました、北のマスター・サンドラ＝ドルトレイクです。東と北の共同祭典・火龍誕生祭の日程も、今日で中日を迎むかえる事が出来ました。然さしたる事故もなく、進行に協力くださった東のコミュニティと北のコミュニティの皆みな様さまにはこの場を借りて御お礼れいの言葉を申し上げます。以降のゲームにつきましては御手持ちの招待状をご覧ください」


　観衆が招待状を手に取る。


　書き記されたインクは直線と曲線に分解され、別の文章を紡つむぎ始めた。





『ギフトゲーム名〝造物主達の決けつ闘とう〟







・決勝参加コミュニティ




・ゲームマスター・〝サラマンドラ〟


・プレイヤー・〝ウィル・オ・ウィスプ〟


・プレイヤー・〝ラッテンフェンガー〟


・プレイヤー・〝ノーネーム〟




・決勝ゲームルール




・お互たがいのコミュニティが創造したギフトを比べ合う。


・ギフトを十全に扱あつかうため、一人まで補ほ佐さが許される。


・ゲームのクリアは登録されたギフト保持者の手で行う事。


・総当たり戦を行い勝ち星が多いコミュニティが優勝。


・優勝者はゲームマスターと対たい峙じ。




・授じゆ与よされる恩おん恵けいに関して




・〝階層支配者〟の火龍にプレイヤーが希望する恩恵を進言できる。







宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたの下もと、両コミュニティはギフトゲームに参加します。




〝サウザンドアイズ〟印　




〝サラマンドラ〟印』







　此れにて本日の大祭は御開きとなった。


　日も傾かたむき始め、巨大な境界壁へきの影かげが街を包み始める。


　黄昏たそがれ時を彷ほう彿ふつさせる街の装いは宵よい闇やみに覆おおわれ、昼の煌きらめきとは別の姿を見せ始める。月明かりを遮さえぎる赤あか壁かべの街は、巨きよ大だいなペンダントランプだけが唯ゆい一いつの標しるべとしてゆらゆらと灯あかりを燈ともしている。悪あつ鬼き羅ら刹せつが魍もう魎りよう跋ばつ扈こする北との境界線は、夜の街に姿を変えて目覚め始めるのだった。





　　　　＊





「随ずい分ぶんと派手にやったようじゃの、おんしら」


「ああ。ご要望通り祭りを盛り上げてやったぜ」


「胸を張って言わないで下さいこのお馬ば鹿か様!!!」


　スパァーン！　と黒ウサギのハリセンが奔る。その後ろでジンが痛い頭を抱かかえていた。


　二人は連行された後、運営本陣営の謁えつ見けんの間まで連れてこられたのだ。


　白夜叉は必死に笑いを嚙かみ殺しつつ、なるべく真面まじ目めな姿勢を見せる。今は誕生祭の主賓、サンドラ嬢も傍そばに控ひかえているのだ。はしたない真ま似ねは出来ないのだろう。


　サンドラの側近らしき軍服姿の男が鋭するどい目つきで前に出て、十六夜達を高圧的に見下す。


「ふん！　〝ノーネーム〟の分際で我々のゲームに騒さわぎを持ち込むとはな！　相応の厳げん罰ばつは覚かく悟ごしているか!?」


「これマンドラ。それを決めるのはおんしらの頭首、サンドラであろ？」


　白夜叉がマンドラと呼ばれた男を窘たしなめる。


　サンドラは謁見の間の上座にある豪ごう奢しやな玉座から立ち上がると、黒ウサギと十六夜に声を掛かけた。


「〝箱庭の貴族〟とその盟友の方。此こ度たびは〝火か龍りゆう誕生祭〟に足を運んでいただきありがとうございます。貴方あなた達が破は壊かいした建造物の一件ですが、白夜叉様のご厚こう意いで修しゆう繕ぜんしてくださいました。負傷者は奇き跡せき的に無かったようなので、この件に関して私からは不問とさせて頂きます」


　チッ、と舌打ちするマンドラ。意外そうに声を上げる十六夜。


「へえ？　太っ腹な事だな」


「うむ。おんしらは私が直々に協力を要よう請せいしたのだからの。何より怪け我が人が出なかったことが幸いした。よって路銀と修繕は、報ほう酬しゆうの前金とでも思っておくが良い」


　ほっと胸を撫なで下ろす黒ウサギ。十六夜は軽く肩かたを竦すくませた。


「………ふむ。いい機会だから、昼の続きを話しておこうかの」


　白夜叉が連れの者達に目配せをする。サンドラも同士を下がらせ、側近のマンドラだけが残る。この場に残ったのは彼らを除いて十六夜・黒ウサギ・ジンの三人だけだ。


　サンドラは人が居なくなると、硬い表情と口調を崩くずし、玉座を飛び出してジンに駆かけ寄り、少女っぽく愛らしい笑え顔がおを向けた。


「ジン、久しぶり！　コミュニティが襲おそわれたと聞いて随分と心配していた！」


「ありがとう。サンドラも元気そうでよかった」
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　同じく笑顔で接するジン。サンドラは鈴すずの音の様な声で一層はにかんで笑う。


「ふふ、当然。魔ま王おうに襲われたと聞いて、本当はすぐに会いに行きたかったんだ。けどお父様の急病や継けい承しよう式のことでずっと会いに行けなくて」


「それは仕方ないよ。だけどあのサンドラがフロアマスターになっていたなんて───」


「その様に気安く呼ぶな、名無しの小こ僧ぞう!!!」


　ジンとサンドラが親しく話していると、マンドラは獰どう猛もうな牙きばを剝むき出しにし、帯刀していた剣けんをジンに向かって抜ぬく。ジンの首筋に触ふれる直前、その刃を十六夜が足の裏で受け止めた。


　蹴けり返した十六夜は軽けい薄はくな笑みを浮うかべているも、その瞳ひとみは笑っていない。


　双そう眸ぼうには触れれば切れそうな鋭い光が灯っている。


「………おい、知り合いの挨あい拶さつにしちゃ穏おだやかじゃねえぜ。止める気無かっただろオマエ」


「当たり前だ！　サンドラはもう北のマスターになったのだぞ！　誕生祭も兼かねたこの共同祭典に〝名無し〟風ふ情ぜいを招き入れ、恩情を掛けた挙げ句、馴なれ馴れしく接っされたのでは〝サラマンドラ〟の威い厳げんに関かかわるわ！　この〝名無し〟のクズが！」


　睨にらみ合う十六夜とマンドラ。慌あわててサンドラが止めに入る。


「マ、マンドラ兄様！　彼らはかつての〝サラマンドラ〟の盟友！　此方こちらから一方的に盟約を切った挙げ句にその様な態度を取られては、我らの礼節に反する！」


「礼節よりも誇りだ！　その様な事を口にするから周囲から見下されるのだと、」


「これマンドラ。いい加減に下がれ」


　呆あきれた口調で諫いさめる白夜叉。しかし尚なおも食ってかかり、睨み返すマンドラ。


「〝サウザンドアイズ〟も余計な事をしてくれたものだ。同じフロアマスターとはいえ、越えつ権けん行こう為いにも程ほどがある。『南の幻げん獣じゆう・北の精せい霊れい・東の落ち目』とはよく言ったもの。此度の噂うわさも、東が北を妬ねたんで仕組んだ事ではないのか？」


「マンドラ兄様ッ!!　いい加減にしてください!!」


　サンドラが見かねて叱しかりつける。いくらなんでも失言が過ぎた。


　しかし事情を知らない〝ノーネーム〟一同は、顔を見合わせて首を傾かしげている。


「おい、噂って何のことだ？　俺達に協力して欲しいことと関係があるのか？」


　うむ、と白夜叉は全員の顔を一度見回した後、一枚の封ふう書しよを取り出した。


「この封書に、おんしらを呼び出した理由が書いてある。………己おのれの目で確かめるがいい」


　怪け訝げんな表情のまま十六夜は手紙を受け取り、内容に眼めを通す。


「─────………、」


　内容を確かく認にんした十六夜の表情からは、普ふ段だんの軽薄な笑みが完全に消えていた。


　それを不思議に思った黒ウサギは、ピョンと跳はねて十六夜の後ろに立つ。


「十六夜さん………？　何が書かれているのです？」


「自分で確かめな」


　珍めずらしく抑よく揚ようのない声こわ音ねの十六夜は、背中越ごしに手紙を渡わたす。


　其そ処こには只ただ一文、こう書かれていた。





『火龍誕生祭にて、〝魔ま王おう襲しゆう来らい〟の兆きざしあり』





「………なっ、」


　黒ウサギは絶句した後、呻うめき声の様な声を漏もらす。次に確認したジンも同様だ。


　十六夜は一人、鋭するどい瞳のまま無表情に白夜叉へ問い返した。


「正直意外だったぜ。てっきりマスターの跡あと目め争あらそいとか、そんな話題だと思ったんだがな？」


「何ッ!?」


　牙を剝くマンドラを慌てて窘たしなめるサンドラ。白夜叉は二人を無視して話を進める。


「謝りはせんぞ。内容を聞かずに引き受けたのはおんしらだからな」


「違ちがいねえ。………それで、俺達に何をさせたいんだ？　魔王の首を取れっていうなら喜んでやるぜ？　つーかこの封書はなんだ？」


「うむ。ではまずそこから説明しようかの」


　白夜叉がサンドラに目配せをする。機密を話す合意が欲しかったのだろう。


　サンドラが頷うなずくと、白夜叉は神しん妙みような面おも持もちで語り始めた。


「まずこの封書だが、これは〝サウザンドアイズ〟の幹部の一人が未来を予知した代しろ物ものでの」


「未来予知？」


「うむ。知っての通り、我々〝サウザンドアイズ〟は特とく殊しゆな瞳を持つギフト保持者が多い。様々な観測者の中には、未来の情報をギフトとして与あたえておる者もおる。そやつから誕生祭のプレゼントとして贈おくられたのが、この〝魔王襲来〟という予言だったわけだ」


「なるほど。予言という名の贈り物ギフトってことか。それで、この予言の信しん憑ぴよう性せいは？」


「上に投げれば下に落ちる、という程度だな」


　白夜叉の例えに、一いつ瞬しゆんだけ疑わしそうに顔を歪ゆがませる十六夜。


「………それ、予言なのか？　上に投げれば下に落ちるのは当然だろ」


「予言だとも。何故なぜならそやつは〝誰が投げた〟も〝どうやって投げた〟も〝何故投げた〟も解っている奴やつでの。ならば必然的に〝何ど処こに落ちてくるのか〟を推理することができるだろ？　これはそういう類たぐいの予言書なのだ」


　はい？　と、十六夜は呆れた声を上げる。黒ウサギ達も周囲の人間もその事実に言葉を失っている。マンドラに至っては顎あごが外れるほど愕がく然ぜんとしていた。だが仕方がないだろう。


　犯人も、犯行も、動機も、全すべて分かっているのに、未然に防ぐ事が出来ないというのだ。


　マンドラは顔を真っ赤にし、怒ど鳴なり声を上げた。


「ふ、ふざけるな!!　それだけ分かっていながら魔王の襲来しか教えぬだと!?　戯たわ言ごとで我々を翻ほん弄ろうしようという狂きよう言げんだ!!　今すぐにでも棲すみ処かに帰れッ!!」


「に、兄様………！　これには事情があるのです………！」


　憤いきどおるマンドラを必死に窘めるサンドラ。


　白夜叉は扇おうぎで口元を隠かくし、無視して明後日あさつての方向を向く。


　十六夜は頭の中で情報を整理し、確認するように白夜叉へ問う。


「なるほど。事件の発ほつ端たんに一石投じた主犯は既すでに分かっている。………けど、その人物の名前を出す事は出来ないんだな？」


「うむ………」


　歯切れの悪い返事をする白夜叉。


　十六夜はニュアンスを変えてもう一度強く問いなおす。


「今回の一件で、魔王が火か龍りゆう誕生祭に現れる為ため、策を弄ろうした人物が他ほかにいる───その人物は口に出す事が出来ない立場の相手ってことなのか？」


　ハッとジンが声を漏らし、サンドラを見る。


　北側へ来る際、白夜叉との会話にはこうあった。


『幼い権力者をよく思わない組織が在ある』と。


　もしもその人物が『口に出す事も憚はばかられる人物』だというのなら、それは───


「まさか………他のフロアマスターが、魔王と結けつ託たくして〝火龍誕生祭〟を襲しゆう撃げきすると!?」


　ジンの叫さけび声が謁えつ見けんの間に響ひびく。それは想像するのも恐おそろしい事だった。


　秩ちつ序じよの守護者である〝階層支配者〟が、その秩序を乱すという。


　白夜叉は哀かなしげに深く嘆たん息そくした後、首を左右に振ふった。


「まだわからん。この一件はボスから直接の命令でな。内容は予言者の胸のうち一つに留とどめておくように厳命が下っておる。故ゆえに私自身はまだ確信には至っていない。………しかし、サンドラの誕生祭に北のマスター達が非協力的だった事は認めねばなるまいよ。なにせ共同主しゆ催さいの候補が、東のマスターである私に御お鉢はちが回ってきたほどだ。北のマスターが非協力だった理由が、〝魔王襲来〟に深く関かん与よしているのであれば………これは大事件だ」


　唸うなる白夜叉と、絶句する黒ウサギとジン。


　しかし十六夜は一人、得心がいかないように首を傾かしげていた。


「それ、そんなに珍めずらしいことなのか？」


「へ!?」


「お、おかしなことも何も、最悪ですよ！　フロアマスターは魔王から下位のコミュニティを守る、秩序の守護者！　魔王という天災に対たい抗こうできる、数少ない防ぼう波は堤ていなんですよ!?」


「けど所しよ詮せんは脳のう味み噌そのある何なに某がしだ。秩序を預かる者が謀はかりごとをしないなんてのは、幻げん想そうだろ？」


　一瞬、十六夜は冷めたような笑いを浮うかべた。彼のいた世界は、秩序や政まつりごとを預かる者が道を踏ふみ外すことなど、さほど珍しい話ではなかった。そんな冷めた時代から十六夜は来たのだ。察した白夜叉は、静かに瞳ひとみを閉じて首を振る。


「なるほど、一理ある。しかしなればこそ、我々は秩序の守護者として正しくその何某を裁かねばならん」


「けど目下の敵は、予言の魔王。ジン達には魔ま王おうのゲーム攻こう略りやくに協力して欲しいんだ」


　サンドラの言葉に、合が点てんがいったという顔で一同は頷うなずく。


　魔王襲しゆう来らいの予言があった以上、これは新生〝ノーネーム〟の初仕事でもある。


　ジンは事の重大さを受け止めるように重々しく承しよう諾だくした。


「分かりました。〝魔王襲来〟に備え、〝ノーネーム〟は両コミュニティに協力します」


「うむ、すまんな。協力する側のおんしらにすれば、敵の詳しよう細さいが分からぬまま戦うことは不本意であろう。………だが分かって欲しい。今回の一件は、魔王を退ければよいというだけのものではない。これは箱庭の秩序を守るために必要な、一時の秘ひ匿とく。主犯には何いずれ相応の制裁を加えると、我らの双そう女め神がみの紋もんに誓ちかおう」


「〝サラマンドラ〟も同じく。───ジン、頑がん張ばって。期待してる」


「わ、分かったよ」


　ジンは緊きん張ちようしながら頷く。白夜叉は硬かたい表情を一変させ、哄こう笑しようを上げた。


「そう緊張せんでもよいよい！　魔王はこの最強のフロアマスター、白夜叉様が相手をする故な！　おんしらはサンドラと露つゆ払はらいをしてくれればそれで良い。大船に乗った気でおれ！」


　双女神の紋が入った扇を広げ、呵か々か大たい笑しようする白夜叉。


　しかしジンが快かい諾だくする一方で、スッと眼めを細めて不満そうな双そう眸ぼうを浮かべる十六夜。


　それが気になった白夜叉は、口元を扇で隠しながら苦く笑しようを向けた。


「やはり露払いは気に食わんか、小こ僧ぞう」


「いいや？　魔王ってのがどの程度か知るにはいい機会だしな。今回は露払いでいいが───別に、何処かの誰かが偶然に魔王を倒たおしても、問題は無いよな？」


　挑ちよう戦せん的な笑えみを浮かべる十六夜に、呆あきれた笑いで返す白夜叉。


「よかろう。隙すきあらば魔王の首を狙ねらえ。私が許す」


　こうして交こう渉しようが成立。


　その後、一同は謁見の間で魔王が現れた際の段取りを決めて過ごした。


　十六夜の発言を不ふ謹きん慎しんだと告げるマンドラは〝ノーネーム〟をゲームから追放するように訴えたが、白夜叉とサンドラに説き伏ふせられ、十六夜達は渋しぶ々しぶ協力を受け入れられるのだった。





　　　　＊





　十六夜達が事情を聴きいている間に、レティシアは飛鳥の事を捜さがし回っていた。


（飛鳥………何処に行った………？）


　夕暮れが過ぎ、夜の帳とばりが下りる時間。


　巨きよ大だいなペンダントランプや数多あまたの灯あかりに照らされた街の景観は、昼の装よそおいとはまた別の煌びやかさを放って賑にぎわいを見せている。しかし、夜の時間帯はいやが上にも魔ま性しようを高めてしまう。


　それはどんなに煌びやかな輝かがやきで照らそうとも同じ事だ。


　尖せん塔とう群を空から見下ろすレティシアの表情には、焦しよう燥そうの色が見え隠れし始めていた。


（くそ、私の失態だ！　いくら飛鳥でも北寄りの土地でこの時間帯に一人は危険すぎる！）


　北側の悪あつ鬼き羅ら刹せつには、夜に活動が活性化する者が数多く存在している。


　境界壁へき付近の鬼き種や悪あく魔まに食人の気があるものは少ないものの、拉ら致ちして売りさばかれる事は少なからずある。ましてや〝ノーネーム〟は身分を証明する事が出来ないため、人ひと攫さらいには一層の警けい戒かいが必要なのだ。翼つばさを広げて大市場を飛び回り、飛鳥が散策しそうな場所を探さぐる。


（飛鳥が向かいそうな場所………そうだ、何か面おも白しろそうな展示物が公開されている場所は!?）


　その閃ひらめきを頼たよりに、レティシアは展示物が多く飾かざられている境界壁の麓ふもとまで足を延ばす。


　境界壁を掘ほり進んで作られた洞ほら穴あなの展示会場に下りたレティシアは、静かに翼を畳たたむ。


「もしかしたら此こ処こに───！」


「───ぎ、ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ！」


　劈つんざくような悲鳴。レティシアの思考が凍こおりつく。


　突とつ如じよ、展示会場の洞穴からわらわらと参加者達が逃にげ出して来たのだ。


　レティシアは逃とう亡ぼう者の一人である犬耳の男の胸むな倉ぐらを摑つかみ、事情を問いただす。


「中で何があった!?　答えろ！」


「か、影かげが………！　真っ黒い影と紅あかい光の群れが………！」


「影だと？」


「そ、そうだ。その影が長い髪かみの女の子と小さい精せい霊れいを追いかけて───」


　ドン！　とレティシアは犬耳の男を勢いよく離はなす。


　その精霊と少女が飛鳥である可能性が高い。レティシアの思考が緊張を帯びる。


　次の異変は間もなく起きた。


（………!?　なんだ、この音は………!?）


　衆人の悲鳴に次いで響ひびく、不協和音を刻むリズム。レティシアは不快そうに耳を塞ふさぐ。


　洞穴の中で異常事態が発生しているのは間ま違ちがいない。ペンダントランプの陽炎かげろうが不協和音の波で揺ゆらめく中、レティシアは翼を広げて洞穴の回かい廊ろうを突つきぬけて飛ぶ。


　程ほど無なく、飛鳥と思われる声を聞いた。


「───………っていなさい。落ちては駄だ目めよ！」


「飛鳥!?　何がっ───!?」


　レティシアは言葉を切り、息を呑のんだ。


　彼女が展示会場で見たのは、その洞穴の回廊から逃げ出す住人達と───何千、何万匹びきという魔ま性しようの群れから、とんがり帽ぼう子しの精霊を守りつつ戦う飛鳥の姿だった。












　第四章







　───境界壁へき・舞ぶ台たい区画・暁あかつきの麓。美術展、出展会場。


　時は黄昏たそがれ時にまで遡さかのぼる。


　連行された黒ウサギと十六夜を余所よそに、飛鳥はとんがり帽子の精霊と壮そう絶ぜつな追いかけっこを制していた。十六夜達とは逆方向に走った飛鳥は、赤窓の歩ほ廊ろうを抜ぬけて境界壁の真下にまで走って来ていた。巨大なペンダントランプが吊つるされた麓は、日ひ陰かげにも拘かかわらず朱しゆ色いろの灯火で照らされている。


　走りつかれたとんがり帽子の精霊を肩かたにのせ、飛鳥は境界壁の麓の街かい道どうを散策。


「別に取って食おう、というわけじゃないの。ただ旅の道連れが欲しかっただけよ」


「……………、」


　精霊は肩の上で大の字で寝ねそべり、「ひゃ～」と疲つかれ切った声を上げている。


　飛鳥は麓の売店で買ったクッキーを割って、とんがり帽子の精霊に分け与あたえた。


「はいコレ。友達の証あかしよ」


「────!?」


　ガバ!!　と甘い匂においに釣つられて起き上がるとんがり帽子の精霊。


　焼きたてのクッキーはアーモンドの香こうばしい薫かおりとキャラメルの焼けた薫りが混じり合い、追いかけっこで疲ひ労ろうした精霊の食しよく欲よくを刺し激げきした。自分の背せ丈たけほどのクッキーをシャリシャリと齧かじったとんがり帽子の精霊は「キャッキャッ♪」と愛らしい声を上げて飛鳥の頭の上まで登る。


　───飛鳥はこっそりと思った。「餌え付づけは成功したようね」、と。


「それじゃ、仲良くなったところで自己紹しよう介かいしましょうか。私は久遠飛鳥よ。言える？」


「………あすかー？」


「ちょっと伸のばしすぎね。締しまりが無くてだらしがないわ。もう少し最後をメリハリつけて」


「………あすかっ？」


「もう少しよ、頑がん張ばって。最後を綺き麗れいに区切って発音するの」


　幼い口調のとんがり帽子の精霊は二度三度と頭を横に振ふり、小首を傾かしげて名前を呼んだ。


「………あすか？」


「そう。その発音で元気よく、疑問形抜きで」


「………あすか！」


「ふふ、ありがとう。それじゃあ貴女あなたの名前を教えてもらえるかしら？」


　とんがり帽子の精霊は飛鳥の頭上で立ち上がり、元気よく答えた。


「らってんふぇんがー！」


「………？　ラッテン………？」


　やや驚おどろいた顔をする飛鳥。意味は分からないが、せっかく愛らしい容姿の精せい霊れいなのにその名前は随ずい分ぶんと厳いかついイメージがある。


　とんがり帽子の精霊をつまみあげ、両手の上に載のせた飛鳥は、


「それ、貴女の名前？」


「んー、こみゅ！」


「コミュ………コミュニティの名前？　じゃあ貴女の名前は？」


「？」


　意味が分からない、という感じで首を傾げる精霊。


　ふっと飛鳥はレティシアの言葉を思い出す。レティシアは彼女を〝群体精霊〟と呼んだ。


　ならば彼女はそういう種の精霊なのだろうか？


（もしかして、個別の名前を持っていないのかしら………？）


　ならば彼女の言う通り、ラッテンフェンガーと呼ぶのが正しいのかもしれない。だが飛鳥はどうにも厳ついイメージが拭ぬぐえない。考え込むように頰ほおに指を当て、精霊に提案する。


「折せつ角かくだから、私が名前をつけましょうか？」


「？　んーん、らってんふぇんがー」


「ええ。だからそのラッテンフェンガーという名前以外に、」


「んーん、まきえ」


　とんがり帽ぼう子しの精霊は、手の平の上で首を振って否定する。


「らってんふぇんがー、まきえ」


「………マキエ？　それが貴女の名前？」


「んーん。らってんふぇんがー！」


　要領が摑つかめないまま、飛鳥はため息を吐つく。コミュニケーションが取れないのは仕方がない。名前の事は一度諦あきらめ、とんがり帽子の精霊とともに洞ほら穴あなにある展覧会を見て回ることにした。


　巨きよ大だいなペンダントランプがシンボルの街だけあって、出展物には趣しゆ向こうを凝こらしたキャンドルグラスやランタンに、大小様々なステンドグラスなどが飾かざられている。


　飛鳥は境界壁へきの中にある展示会場の岩いわ棚だなや天てん井じようを見回し、感心したように呟つぶやいた。


「凄すごい数………こんなに多くのコミュニティが出展しているのね」


　出展物の前にはそれぞれのコミュニティが持つ名前・旗印がぶら下がっている。中でも飛鳥の眼めを引いたのは、キャンドルホルダーに旗印が刻まれている銀の燭しよく台だいだった。


「ふふ。細工も綺麗な銀の燭台ね」


「きれー！」


　肩に下りたとんがり帽子の精霊は、飛鳥と一いつ緒しよに愛らしい声を上げた。出会ったときに切子細工のグラスを眺ながめていた事を考えると、やはり綺麗なものが好きなのだろう。


　飛鳥は手にとって製作者を確かめる。


「製作・〝ウィル・オ・ウィスプ〟？　あの歩くキャンドルを作ったコミュニティじゃない」


　巧こう緻ちな細工で施ほどこされた紋もん様ようは、旗印をモチーフにしたものなのだろう。


　燃え上がる炎ほのおの印を刻んだ燭台には、炎そのものにも特別な力があるのだろうか。


　まるで篝かがり火びのように二人を温かく引き寄せるような気持ちにさせた。


（コミュニティの旗印があるのと無いのでは、作品の表現も違ちがうものなのね………）


　やや憂ゆう鬱うつそうな瞳ひとみでため息を吐く飛鳥。その指し摘てきは正しい。彼ら〝ノーネーム〟がこういった芸術の祭典に出展すると、圧あつ倒とう的な不利を背負う事が多々ある。


　組織の名前が無く、シンボルも無いコミュニティ。


　自己を主張するファクターが個人の名前と技術だけでは、第一印象も違うというものだ。


（将来的に立派な〝主催者ホスト〟を目指すなら、やっぱり旗印が無いと締まりが無いわ。───是ぜが非ひでも魔ま王おうから取り戻もどさないと）


　小さく握にぎりこぶしを作って気合いを入れ直す飛鳥。


　二人は数多あまたの展示品を見て回る。展示会場は境界壁を洞穴のように掘ほり進めた回かい廊ろうにあった為ため、奥は薄うす暗ぐらく外の光は届かない。しかしそれも、展示品の輝かがやきを浮うき彫ぼりにする為の演出なのだろう。暖かい灯火を持つキャンドルスタンドやランタン、それらによって照らされた目を見張るほど美しいステンドグラスの数々は、外で見る物よりもずっと美び麗れいに映はえて見えた。





　その後、展示会場を進んだ二人は大きな空くう洞どうに出る。会場の中心に当たる場所だろう。


　急に開けた場所に出た飛鳥だが、雑ざつ踏とうや周囲を見回すことなく、大空洞の中心に飾られていたものに眼を丸くして驚いた。


「あれは………！」


　人ひと混ごみも、周囲の喧けん騒そうも、目の前に飾られた巨大な展示品の衝しよう撃げきに搔かき消された。大空洞の中心に展示されたモノは、今までの展示品とは比べ物にならないインパクトがあったのだ。


「紅あかい………紅い鋼の巨人？」


「おっき！」


　そう。大空洞の中心に飾られていた、紅い鋼はがねで作られた巨人。その全身がとにかくド派手で馬ば鹿かデカイのだ。飛鳥と精霊はその巨きよ軀くを啞あ然ぜんとして見上げた。


　紅と金の華か美びな装そう飾しよくに加え、目測でも身の丈たけ三十尺はあろう体軀。太陽の光をモチーフにしたと思われる抽ちゆう象しよう画を装そう甲こうに描えがいたその姿は圧巻である。


　加えて人間の倍はあろうかという巨大な拳こぶしと足。


　寸ずん胴どうな頭と体は、このか細い出入り口で一体どうやって搬はん入にゆうしたのか疑問に思える。


　紅い装甲に見られる繊せん細さいな装飾から、この作品に対する並々ならぬ情熱が伝わってきた。


「す、凄いわね。一体何ど処このコミュニティが………？」


「あすか！　らってんふぇんがー！」


　とんがり帽子の精霊は瞳を輝かせ、肩かたから飛び降りる。


　展示品の看板には確かに『製作・ラッテンフェンガー　作名・ディーン』と記されていた。


　飛鳥は今度こそ驚おどろいたように声を上げる。


「まさか、貴女あなたのコミュニティが作ったの？」


　えっへん！　と胸を張るとんがり帽子の精霊。どうやらそのようだ。


　飛鳥はもう一度、『ディーン』と名付けられた鉄人形を見上げる。〝群体精せい霊れい〟と称しようされたこの小さな小さな精霊がこの巨軀の鉄人形を作り上げたのなら、それは凄すさまじい労力だろう。


「そう………凄いのね、〝ラッテンフェンガー〟のコミュニティは」


　にはは、とはにかんで笑うとんがり帽子の精霊。よほど嬉うれしかったのだろう。


「軽く見た感じだと、この紅い巨人だけじゃなく、大空洞に集められた展示品がメインの扱あつかいみたいね。貴女達のコミュニティがギフトゲームの勝者になるかもしれないわ」


　はしゃぎながら「らってんふぇんがー！」と叫さけび続けるとんがり帽子の精霊。


　呆あきれながら摘つまみ上げた飛鳥は精霊を肩に載のせ、他ほかの展示品を見て回ろうと足を運ぶ。





　───異変はその直後に起きた。


「………きゃ……!?」


　ヒュゥ、と。大空洞に一いち陣じんの風が吹ふく。


　その風は数多の灯火を一ひと吹ふきで消しさってしまう。飛鳥は堪たまらず小さな悲鳴を上げた。


　他の客人達も同様に声を上げ、混乱が波は紋もんのように浸しん透とうする。


「どうした!?　急に灯あかりが消えたぞ！」


「気をつけろ、悪あつ鬼きの類たぐいかもしれない！」


「身近にある灯りを点つけるんだ！」


　灯火が消えた大空洞は闇やみに閉とざされる。内部の人間の叫び声だけが不気味に反はん響きようした。


　飛鳥は咄とつ嗟さに傍そばにあった燭しよく台だいを握り、備えられていたマッチで火を点ける。


　大空洞の最さい奥おうに不気味な光が宿ったのは、その瞬しゆん間かんだった。


『ミツケタ………ヨウヤクミツケタ………！』


　怨えん嗟さと妄もう執しゆうを交えた怪かい異い的な声が大空洞で反響する。飛鳥は危機を感じ取りながらも、声の位置から犯人の居場所を特定しようと必死に周囲を見み渡わたす。


　しかし声が反響して居場所は分からない。仕方なく、飛鳥は力を込めて叫んだ。


「この卑ひ怯きよう者！　姿を隠さずに出てきなさい！」


　飛鳥の支配力のある声が反響する。しかし犯人からの反応はない。


　代わりに五感を刺し激げきする笛の音色と、怪異的な声が響ひびき渡ったのだ。





『───嗚呼ああ、見ツケタ………！　〝ラッテンフェンガー〟ノ名ヲ騙かたル不ふ埒らち者ッ!!』





　その大だい一いつ喝かつは大空洞を震しん撼かんさせ、一瞬の静せい寂じやくを呼ぶ。誰だれもが顔を見合わせる中───ザワザワと洞ほら穴あなの細部から何千何万匹びきという紅い瞳の、大量の群れが襲おそい掛かかってきたのだ。


　途と端たん、誰かの絶ぜつ叫きようが響く。


「ね、ねず………ネズミだ!?　一面全すべてが、ネズミの群れだ!!」


　そう。大空洞の一面を埋うめ尽つくす蠢うごめく影かげ。その見渡す限り全てがネズミだ。


　地面を覆おおい尽くして波打つネズミの大行進。これには流石さすがの飛鳥も背筋に悪お寒かんが走った。


「で………出てきなさいとは言ったけど、いくらなんでも出すぎでしょう!?」


　ひゃー、と悲鳴を上げるとんがり帽ぼう子しの精霊。


　飛鳥ととんがり帽子の精霊は何万匹というネズミの波に背を向け、一目散に逃にげ出した。他の衆人も同様である。細い洞穴を所ところ狭せましと走る彼らは大パニックだった。


　このままでは大だい惨さん事じになる。悟さとった飛鳥は踵きびすを返して一人、ネズミの波に立ち向かう。


「も、もういいわ！　自分達の巣に帰りなさい！」


　飛鳥の大一喝。しかしネズミの群れは止まる気配を見せず突とつ進しんする。


　支配する事が出来ず焦あせる飛鳥。ネズミの群れは飛鳥に向かって跳とびかかる。咄嗟にギフトカードを取り出し、〝フォレス・ガロ〟と戦った時に手に入れた白銀の十字剣けんを召しよう喚かんする。


「こ、このっ………！」


　剣を正眼に構え、なぎ払はらう。


　しかし破は邪じやを秘ひめた銀の剣も、ただのネズミが相手では意味が無い。数匹を切り裂さいただけにとどまった。まだまだ何万匹残っているのか数える事も出来ない。ネズミは天てん井じようを伝って既すでに前方にも回り込んでいる。


　飛鳥は構わず進もうとするが、何万匹も集つどった小動物は大おお型がた獣じゆうより遥はるかに厄やつ介かいだ。


　彼らは一晩で森を喰くい尽くす魔ま性しようの群れに相そう違い無い。


　続いて天井から跳びかかるネズミは、肩かたの上で震ふるえているとんがり帽子の精霊を襲う。


「ひゃ、」


「危ない！」


　堪らず後ろへ跳び下がる飛鳥。支配出来ないのでは後退するしかない。だが出口は大混乱で出るに出られない状態だ。我先に逃げる衆人が悲鳴を上げて犇ひしめき合う。


「どけえええッ！」「きゃあ！」「ど、どどうなってるっていうんだ!?」「お、俺が先だ！　邪じや魔ますんじゃねえ！」「押すな押すなどけ！」「駄だ目めだ、もうすぐそこまで来てる！　逃げられな


「いいから協力し合って逃げなさい!!!」


「「「「「わかりましたッッ!!!」」」」」


　飛鳥の怒いかりと焦りから出た大一喝。混乱は一いつ瞬しゆんにして鎮しずまり、一いつ斉せいに飛鳥へ敬礼。


　一転して一糸乱れぬ動きで洞ほら穴あなを爆ばく走そうする一団。その様は実にシュールな絵である。


　飛鳥は最さい後こう尾びでネズミの大行進から逃のがれつつ、敵の実体を訝いぶかしんだ。


（支配するギフトが無くなった訳じゃない………！　どういうことなの………!?）


　ネズミ達は一心不乱に飛鳥を追いつめる。


　支配する力はあっても、彼女の身体からだは只ただの人間なのだ。その速力は一いつ般ぱん参加の獣じゆう人じん達にも劣おとる。ネズミの群れは間もなく最後尾の飛鳥の背中に襲い掛かる位置までやってきた。


　闇やみ雲くもに手と剣を振ふり回す飛鳥。しかしネズミは恐おそれることなく、頭上から降りかかる。


　その奇き妙みような襲しゆう撃げき方法から、飛鳥はハッと気が付く。


（まさか………この子が狙ねらわれている………!?）


　肩にしがみ付く、幼い精せい霊れいに視線を落とす。


　とんがり帽子の精霊は飛鳥にしがみついたまま泣きそうな顔で怯おびえていた。この手の平サイズしかない幼い精霊にしてみれば、ネズミほどの大きさでも大型獣のように見えるのだ。


「…………っ」


　狙いがこの幼い精霊ならば、肩から振り落とすだけで飛鳥は難を逃れるだろう。


　しかし、怯え震えるその幼い姿を振り落とすなど、飛鳥の誇ほこりが許さなかった。


　飛鳥は脆ぜい弱じやくな意思を振り払い、服の胸むな元もとを大だい胆たんに開いて精霊を中に押し込む。


「むぎゅ!?」


「服の中に入っていなさい。落ちては駄目よ！」


　飛鳥は意を決し、ネズミで埋まった地面を全力で走り出す。


　とにかく出口に向かうのが最優先だ。真しん紅くのドレススカートはネズミから飛鳥を守るが、露ろ出しゆつしている部分はそうもいかない。


　小さな歯で嚙かまれた飛鳥の手足は所々出血し始めている。


　それでも飛鳥の中に、幼い精霊を見捨てるという選せん択たく肢しは生まれなかった。


（出口までもうそんなに距きよ離りは無いはず………！）


　必死に走る飛鳥。追い縋すがる魔性の群れ。


　しかし次の刹せつ那な。影かげが這はい寄り、無む尽じんの刃やいばが迸ほとばしる。


「───鼠ねずみ風ふ情ぜいが、我が同どう胞ほうに牙きばを突つき立てるとは何事だ!?　分際を痴しれこの畜ちく生しよう共ッ!!」


　奔った影は、さながら刃を持つ竜たつ巻まきだった。細い洞ほら穴あなをミキサーのように駆かけ巡めぐり、鋭えい利りな刃を思わせる先せん端たんは、魔性の群れの悉ことごとくを肉の塵ちりと化して呑のみこんでいく。


　瞬またたきの間もないこの一いち撃げきは、展示物の一いつ切さいを破は壊かいすることなく敵を粉こな微み塵じんにしたのだ。


　飛鳥は風で舞まい上がる髪かみを押さえて驚きよう嘆たんの声を漏もらす。


「か、影が………あの数を一瞬で………!?」


　振り向く飛鳥。そこで二度驚おどろく。


　声でレティシアが駆け付けたのだと思ったが、その姿の変わりように絶句した。


　彼女の姿は普ふ段だんの幼い容姿のメイドではなくなっていたのだ。


　愛らしい少女の顔は、妖よう艶えんな香かおりを纏まとう女性へと激変し、美び麗れいな金きん髪ぱつは愛用のリボンを解いて煌こう々こうとした輝かがやきを放つ。


　メイド服は深しん紅くのレザージャケットに変わり、拘こう束そく具を彷ほう彿ふつさせる奇き形けいのスカートを穿はいている。普段の温おん厚こうなレティシアと思えない劇的な変化を遂とげていた。


　レティシアは美麗な顔を怒りで歪ゆがませ、吸きゆう血けつ鬼きの証あかしである牙を獰どう猛もうに剝むいて叫さけぶ。


「術者は何ど処こにいるッ!?　姿を見せろッ!!　このような往来の場で強きよう襲しゆうした以上、相応の覚かく悟ごあってのものだろう!?　ならば我らが御み旗はたの威い光こう、私の牙と爪つめで刻んでやる！　コミュニティの名を晒さらし、姿を見せて口上を述べよ!!!」
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　激げき昂こうしたレティシアの一いつ喝かつが響ひびく。しかし返事もなければ気配もない。あれほどの数がいたネズミは、影が奔ると同時に退散したのだ。


　洞穴内を、閑かん散さんとした静せい寂じやくが満たす。どうやら術者は逃にげ去ったらしい。


　一方の飛鳥は息を呑み、言葉を失いながらも、激変した彼女の背に話しかける。


「貴女あなた………レティシアなの？」


「ああ。それより飛鳥。何があったんだ？　多少数がいたとはいえ、鼠ねずみ如ごときに後おくれを取るとはらしくないぞ」


　普段の口調で振り返るレティシア。その表情は大人になっても温和なままだが、先ほどの力を目まの当たりにした飛鳥は衝しよう撃げきを受けたような顔で呟つぶやく。


「………。貴女、こんなに凄すごかったのね」


「は？」


　小首を傾かしげるレティシア。それが賛辞だと理解すると、やや不ふ機き嫌げんな声を返した。


「あ、あのな主あるじ殿どの。褒ほめられるのは嬉うれしいが、その反応は流石さすがに失礼だぞっ。私はコレでも元・魔ま王おうにして吸血鬼の純血！　誇り高き〝箱庭の騎き士し〟！　神格を失ったとはいえ、畜生を散らすのは造作もない事。あの程度なら幾いく千万相手しても問題ないっ」


　拗すねるように口を尖とがらせるレティシア。その仕草は間ま違ちがいなく普段の可愛かわいらしい彼女のものだ。だが飛鳥の目にはそれが映らない。自分の醜しゆう態たいに何か思うところがあったのだろう。


　飛鳥は俯うつむいたまま、複雑そうな声を漏らす。


「けど、私は………」


「あすかっ！」


　キュポンッ！　と飛鳥の胸元からとんがり帽ぼう子しの精霊が飛び出る。


　半泣きになりながらも、飛鳥の首筋に抱だきついて歓かん喜きの声を上げている。


「あすかっ！　あすかぁっ………!!」


「ちょ、ちょっと」


　泣きそうな、でも嬉しそうな声を上げて抱きつく精霊。彼女なりに感謝を表しているのだろう。レティシアはその様子を呆あきれながら見ていた。


「やれやれ。すっかり懐なつかれたな。日も暮れて危ないし、今日のところは連れて帰ろう」


「そ、そうね」


　飛鳥は躊躇ためらいながらも頷うなずく。これ以上の襲撃が無いとも言い切れない。二人と一いつ匹ぴきの精霊は朱しゆ色いろのランプが照らす街を進み、〝サウザンドアイズ〟の店てん舗ぽに戻もどるのだった。





　　　　＊





　───境界壁へきの展望台・サウザンドアイズ旧支店。


「お風ふ呂ろへ駆け足ッ!!　今すぐです！」


　店先で飛鳥を迎むかえた割かつ烹ぽう着ぎ姿のいつもの女性店員は、見るや否いなや八や重え歯ばを剝いて大一喝。


「その様な薄うす汚よごれた格好で〝サウザンドアイズ〟の暖の簾れんをくぐろうなどとは言語道断！　衣類を此方こちらへ！　洗せん濯たくします！　解ほつれは修しゆう繕ぜんしてあげますから感謝なさい！───は、なんです？　生傷？　そんなものはお風呂に入れば治りますッ!!　さっさと身を清めてください！　お店が汚よごれてしまうでしょうが！」





　───……と、半ば無理やり服を剝はぎ取られ、湯ゆ殿どのに連れて行かれた飛鳥。


　清めの手ぬぐいを一枚だけ渡わたされ、露ろ天てん風ぶ呂ろのように空が見える湯殿で一人、啞あ然ぜんとした。


「………。まあ、汚れていたのは確かだものね」


　泥どろとネズミの返り血。ほんと、不清潔極きわまりない。


　だがこの扱あつかいに、曲がりなりにも乙女おとめの飛鳥は少しだけ傷ついた。


　嘆たん息そくを漏らしながらも掛かけ湯を繰くり返し、身を清める。すると生傷が見る見る治ち癒ゆし始めた。その劇的な効用に感心しながら湯船に浸つかる飛鳥。


「凄いわね。水樹の浄じよう水すいとは比ひ較かくにならないわ」


　流石は〝サウザンドアイズ〟だと感心。肩かたまで浸かり、ゆっくりと身体からだを休ませる。


　………今日は久しぶりに、心の底から楽しい一日だった。


　誰だれかれ構わず自由に走り回り、未み踏とうの地の文化を嚙かみしめる。


　そんな、ずっと飛鳥が夢に見ていた日々を、今日は今まで以上に実感できた。


　無口で可愛い友人や、弄いじりがいのある騒さわがしい友人に、皮肉を言いあえる悪友。


　担かつぎあげたリーダーはまだ幼く未熟だが、誠実で真っ正直な少年だ。


　箱庭の世界は、故郷で問題児トラブルメーカーとして隔かく離りされていた飛鳥にとって出来すぎな理想郷である。


（………。だけど、それもギフトがあるからこその関係よ）


　少し寂さびしげに、飛鳥は夜空を見上げる。彼女が呼び出された最大の理由。


〝コミュニティを救って欲しい〟という黒ウサギ達の大願あってこそ、自分達は必要とされる。そのギフトが使い物にならないとなれば、何時いつひっくり返ってもおかしくない関係だろう。


　その力が通じない相手の存在は、飛鳥の存在理由アイデンテイテイを覆くつがえしかねない脅きよう威いだ。


（さっきのネズミ………どうして私のギフトが通用しなかったのかしら………？）


　飛鳥は先ほどの襲しゆう撃げきを思い出す。彼女の力が通用しなかったことは過去に二回ある。


　一度目は、〝ペルセウス〟のリーダー・ルイオス。


　二度目は、〝ノーネーム〟の工こう房ぼうに眠ねむる宝ほう剣けん・聖せい槍そう・魔ま弓きゆうといったギフト。


　即すなわち、飛鳥よりも格上の超ちよう常じよう存在が相手では、飛鳥の持つギフトは通用しないのだ。


（〝霊れい格かく〟というものはまだ理解しきれていないけど、ネズミに劣おとる事は無いはずよ）


　飛鳥は夜空を見上げ、黒ウサギの話を思い出す。





　───〝霊格〟とは、世界に与あたえられた〝恩恵ギフト〟。生命の階位である。


　本来ならば只ただの人間に過ぎない飛鳥が何故なぜ、高位の霊格をもつことになったのか。


　箱庭に来た当初、黒ウサギはこう推測した。


「霊格を得るには大きく分けて二通りあります。


　一つ、〝世界に与えた影えい響きよう・功績・代だい償しよう・対価によって得る〟


　二つ、〝誕生に奇き跡せきを伴ともなう遍へん歴れきがある〟


　など他ほかにもありますが、多くの場合はこの二つでございますね。前者が誕生に絡からむのは主に悪あく魔まなどの超常存在が有名です。後付けであれば、幾いく星せい霜そうを生きた生命は仙せん道どうに、生いけ贄にえや人柱などで得た者は悪あつ鬼き羅ら刹せつとしての霊格を。けどまあ、人間は殆ほとんどが後者でございますね」


「では私は、誕生に何かしらの奇跡が………？」


「ＹＥＳ！　例えば先日戦った〝ペルセウス〟ですが、彼はギリシャ神話の主神の息子むすこ。本来は違ちがう生命体である人間と神しん霊れいの間に子を宿すのは不可能なことなのですが、その不条理を捻じ曲げて生まれてくる者達は本来の生命体よりも高位の存在───高位生命ハイブリツドとして、後の五代までを神族と称しようされます。……まあ、ペルセウスの場合はゴーゴン退治の功績もありますが。


　飛鳥さんの高い霊格は誕生に際して、何か特とく殊しゆな事情があったのか、もしくは先祖の方で修しゆ羅ら神仏に属する超常存在がいたのだと思われます」


「そ、そう………特殊な事情が、私の出自に………」


「あやや、そんなに難しく考える必要は御ご座ざいませんよ？　基本の法則として〝伝承がある〟ということは〝功績がある〟、という程度の認にん識しきで問題はありません」


　炎ほのおに飛び込んだ〝月の兎うさぎ〟の献けん身しんの様に、と黒ウサギは締しめくくった。


　───ちなみにコレは余談だが。神仏が眷けん属ぞくや武具に与える格位を〝神格〟と呼ぶらしい。種族の最高位にまで力を高めるらしいが、詳くわしい事を飛鳥は聞いていない。





　そもそも〝フォレス・ガロ〟のワータイガー・ガルドでさえ跪ひざまずかせたこの力は、原石のままでも高い霊格を備えていると黒ウサギは太たい鼓こ判ばんを押してくれた。


（なら………他に考えられる理由は一つ）


　飛鳥は受け入れがたい事実に歯は嚙がみする。支配の力がネズミに通用しなかった原因は───飛鳥よりも強力な支配を既に受けていた、と考えるのが妥だ当とうだったからだ。


（…………っ）


　ドボン！　と深く湯に沈しずむ。


　前々から気が付いていたことだが、飛鳥の力は三人の中で一番有用性が低い。未知の可能性を秘ひめている、という点において他の二人と同じかもしれないが、彼女の選んだ原石の方向性───〝ギフトを支配するギフト〟というスタンスは、別べつ途とに強力なギフトが無ければ十全に力を発揮することが出来ない。


　かといって、〝ノーネーム〟の工房に眠る高位ギフト達はまだまだ扱あつかえない。聞けば、あの中には神格が付ふ与よされたものもあるらしい。原石では遠く及およばない武具だ。


　いやそもそも、武具では意味がない。


　元より人並みにしか武芸を嗜たしなんだことが無い飛鳥である。


　力を引き出せたとしても、十六夜や耀のような大立ち回りを見せる事は不可能だ。


（………選せん択たく、誤ったかしら）


　ぶくぶくと、膝を抱かかえて息を吐はく飛鳥。


　今ならまだ、修正が利きく。人心を操あやつる方向性に強く育ったこの力を伸のばせば、様々な種を支配下に置く魔ま性しようのギフトとして開花していくだろう。


　そうすれば、彼女は心身を操る魔ま女じよとして大成する可能性が残されている。


「………。だけどそんなの、私は望んでないわ」


　儚はかない声は、湯ゆ殿どのの湯気と共に浮うかんで消えた。


　飛鳥はそのプライド以上に───正義感の強い少女だった。


　心を歪ゆがめてまで相手から得る〝是ＹＥＳ〟に、如何いかほどの価値があるというのか。そんなプライドの高い飛鳥だからこそ、今日まで歪むことなく真っ直すぐに成長してこられたのだ。


（あの幼い精せい霊れいがいる限り、また襲おそってくるはず。その時に決着をつけてみせるわ………！）


　頭上で纏まとめていた髪かみを解き、湯船からあがる。脱だつ衣い場が騒さわがしくなったのはその時だった。


「飛鳥さん！　お怪け我がの程ほどは大だい丈じよう夫ぶでございますか!?」


　服を脱ぬぎ、身体からだを手ぬぐいで隠かくし、ウサ耳を逆立てながら勢い良く飛び込んだ黒ウサギは、


「待て待て待て黒ウサギ!!　家主より先に入浴とはどういう了りよう見けんだいやっほおおおおお！」


「きゃああああああ!!」


　バシャン、ズゴン!!


　同じく素すっ裸ぱだかな白夜叉に背後から強きよう襲しゆうされ、二人はくっついたままトリプルアクセルで湯船にダイブ。特に黒ウサギは頭から飛び込んだように見えた。


　致ち命めい的てきな音を聞いた飛鳥は、慌あわてて黒ウサギに駆かけ寄る。


「ちょ、ちょっと黒ウサギ！　大丈夫!?　湯船の底に頭が突つき刺ささってるわよ貴女あなた！」


「だだ、だびぼぶでごばいばぶ大丈夫でございます！　あぶばばんごどきぶはだいぼうぶでぶが飛鳥さんこそ大丈夫ですか!?」


　湯船の底に頭を突っ込み、泡あわを吐きながらも、飛鳥を心配する黒ウサギ。


　白夜叉ははしゃぎながらも黒ウサギのウサ耳を摑つかんで勢い良く、


「てい！」


「フギャア!!」


　湯船から引き抜ぬいた。


　黒ウサギは半泣きになりながらも、飛鳥の肩かたを摑んでボディチェックをし始める。


「き、傷は大丈夫でございますか？　細さい菌きんは問題ないですか？　乙女おとめの肌はだに痕あとが残るようなものは御座いませんか？　瘦やせ我が慢まんしていませんか？　本当に大丈夫ですか？」


「だ、大丈夫よ。湯船に浸つかったらすぐ治ったわ」


　無ぶ遠えん慮りよな程に身体をまさぐられるが、やましい気持ちが無いと分かるだけに突き放せない。


　飛鳥が困ったようにしていると、白夜叉がまじまじと飛鳥の素す肌はだを上下に見つめる。


「………ふむ。飛鳥は十五歳とは思えん肉付きだの」


「は？」


[image: ]


「飛鳥の身体は鎖さ骨こつから乳ち房ぶさまで豊かな発育をしているのに乳房から臍へそのボディラインには一いつ切さいの崩くずれが無くされど触さわれば柔やわらかな女によ人にんの肉であることは間ま違ちがいなくしかも臀でん部ぶから腿ももへの素す晴ばらしい脾ひ肉にくを揉もみほぐせば指と指の間に瑞みず々みずしい少女の柔やわ肌はだが食い込むのは確定的に


　スパァーンッ!!


　木製の桶おけが二つ、白夜叉の顔面に直ちよく撃げき。


　冒ぼう頭とうから最後まで一秒とかからないセクハラ発言だった。


　飛鳥は真っ赤に頰ほおを染めながらも、まるで生ゴミを見るような冷えた瞳ひとみで白夜叉を見下す。


「………え、何？　白夜叉ってこんな人だったの？」


「ええ、まあ。凄すごい人ではあるのですが。それ以上に残念な御おん方かたなのでございます」


　そう、と冷たく相あい槌づち。


　そのまま湯殿から出ようとした飛鳥だが、脱衣場にはまだ人の気配がある。次に入ってきたのは、春日部耀、レティシア、そしてとんがり帽ぼう子しの小さな精霊だった。


「あすか！」


　スタタタタ、と走り寄った幼い精霊はそのまま飛鳥の身体をよじ登る。


　こそばゆいのを我慢しながら、飛鳥は耀達に振ふりかえる。


「どうしたの？　皆みんなして入浴？」


「うん」


「たまにはいいと思ってな。せっかく集まったのだから今日の事や明日の予定を話しあっておこうと思い立ったのだが………飛鳥は出るのか？」


　ああ、そういうこと。と飛鳥は納なつ得とくして頷うなずき、もう一度湯船に浸かるのだった。





　　　　＊





　十六夜は用意された来らい賓ひん室でジンと例の女性店員とともに、歓かん談だんに勤いそしんでいた。


　二人は海苔のり煎せん餅べいを齧かじりながら、この店がどうやって移転してきたのかを質問。


　客人の話し相手に嫌いや々いやながらも指名された女性店員は、眉まゆを顰ひそめながらも応対する。


「ああ、この店ですか？　別に移動してきた訳じゃありません。〝境界門アストラルゲート〟と似通ったシステムと言って分かります？」


「いや全然」


　即そく答とうする十六夜。ため息を吐つき、少し砕くだけた口調で話す女性店員。


「要約すると、数多あまたの入り口が全すべて一つの内装に繫つながるようになっているの。例えば蜂はちの巣す………ハニカム型を思い浮うかべてくれれば分かりやすいはずですよ」


〝サウザンドアイズ〟の店内が外観よりも大きな内装となっている理由がそれだ。


　店は初めから、あの場所に存在していなかったのだ。十六夜は興きよう味み津しん々しんな顔つきで先を促うながす。


「へえ？　つまり本店も支店も全部兼かね備えている、ということか？」


「違ちがいます。けどそうね、語ご弊へいがありました。境界門と違う点はそこです。境界門は全ての外門と繫がっているのに対し、〝サウザンドアイズ〟の出入り口は各階層に一つずつハニカム型の店てん舗ぽが存在しているの」


「ふぅん？　つまり〝七桁けたのハニカム型支店〟、〝六桁のハニカム型支店〟ってことか？」


「そう。無論、本店への入り口は一つしかありませんが」


　得心がいったように頷く十六夜。続ける女性店員。


「この高台の店は立地が悪く、閉店となった過去の店。今回は白夜叉様が共同祭典に来られるということになり、一時的にこの店へ出入り口を繫げ、私室部と店内の空間を別に切り分けているの。店内へと繫がる正面玄げん関かんは、開かない仕組みになっておりますので悪あしからず」


「あいよ」


「あら、そんなところで歓談中？」


　話が一区切り付くと、湯殿から飛鳥達が来た。


　飛鳥達は備えの薄うすい布の浴衣ゆかたを着ており、首筋から上気した桃もも色いろの肌を見せている。


　十六夜は椅い子すからそっくり返って湯上がりの女性陣じんを眺ながめた。


「………おお？　コレはなかなかいい眺めだ。そうは思わないか御おチビ様？」


「はい？」


「黒ウサギやお嬢じよう様さまの薄い布の上からでもわかる二の腕うでから乳房にかけての豊かな発育は扇せん情じよう的だが相対的にスレンダーながらも健康的な素肌の春日部やレティシアの髪かみから滴したたる水が鎖骨のラインをスゥッと流れ落ちる様は視線を自然に慎つつましい胸の方へと誘ゆう導どうするのは確定的にあ


　スパァーン!!


　本日二度目の速そつ攻こうツッコミ。


　勿もち論ろん、耳まで紅潮した飛鳥と、ウサ耳まで紅潮させた黒ウサギのものである。


「変態しかいないのこのコミュニティは!?」


「白夜叉様も十六夜さんもみんなお馬ば鹿か様ですッ!!」


「ま、まあ二人とも落ち着いて」


　慌あわてて宥なだめるレティシア。無関心な耀。ケラケラと腹を抱かかえて笑う白夜叉。


　一人、痛そうな頭を両手で抱えているジンの肩かたに、同情的な手を置く女性店員。


「………君も大変ですね」


「………はい」


　一方は、組織主力に問題児しかいない。


　一方は、組織のトップが最大の問題児。


　そんな虚むなしい哀あい愁しゆうを分かち合う二人。


　その裏側で、同好の士を得たように握あく手しゆする十六夜と白夜叉だった。





　　　　＊





　その後、レティシアと女性店員は来賓室を離はなれた。今は十六夜、飛鳥、耀、黒ウサギ、ジン、白夜叉、そしてとんがり帽子の精せい霊れいがこの場に残っている。


　白夜叉は来賓室の席の中心に陣じん取どり、両りよう肘ひじをテーブルに載せこの上なく真しん剣けんな声こわ音ねで、


「それでは皆のものよ。今から第一回、黒ウサギの審しん判ぱん衣い装しようをエロ可愛かわいくする会議を」


「始めません」


「始めます」


「始めませんっ！」


　白夜叉の提案に悪乗りする十六夜。速攻で断じる黒ウサギ。


　飛鳥はやり取りに呆あきれつつも、例の真しん紅くのドレススカートについて思い出した。


「そういえば、黒ウサギの衣装は白夜叉がコーディネートしているのよね？　じゅあ私が着ているあの紅あかいドレスも？」


「おお、やはり私が贈おくった衣装だったか！　あの衣装は黒ウサギからも評判が良かったのだが、如何いかんせん黒ウサギには似合わんでな。何よりせっかくの美び脚きやくが」


「白夜叉様の異常趣しゆ向こうで却きやつ下かされたのです。黒ウサギはあのドレスはとても可愛いと思っていたのですが………衣装棚だなの肥やしにするのも勿もつ体たいないと思った次し第だいで。飛鳥さんは赤色がとても似合うので良かったのですよ」


「ふふ、ありがとう。黒ウサギの普ふ段だん着ている服もとても似合っているわ」


　飛鳥が御礼を言うと、むぅっと複雑な表情を浮かべる黒ウサギ。


　白夜叉はニヤニヤと笑いながらも本題を語り始める。


「ま、衣装は横においてだな。実は明日から始まる決勝の審判を黒ウサギに依い頼らいしたいのだ」


「あやや、それはまた唐とう突とつでございますね。何か理由でも？」


「うむ。おんしらが起こした騒さわぎで〝月の兎うさぎ〟が来ていると公おおやけになってしまっての。明日からのギフトゲームで見られるのではないかと期待が高まっているらしい。〝箱庭の貴族〟が来臨したとの噂うわさが広がってしまえば、出さぬわけにはいくまい。黒ウサギには正式に審判・進行役を依頼させて欲しい。別べつ途との金銭も用意しよう」


　なるほど、と納なつ得とくする一同。


「分かりました。明日のゲーム審判・進行はこの黒ウサギが承うけたまわります」


「うむ、感謝するぞ。………それで審判衣装だが、例のレースで編んだシースルーの黒いビスチェスカートを」


「着ません」


「着ます」


「断固着ませんッ!!　あーもう、いい加減にしてください十六夜さん！」


　茶々を入れる十六夜。ウサ耳を逆立てて怒おこる黒ウサギ。


　一方で、全く無関心だった耀が思い出したように白夜叉に訊たずねる。


「白夜叉。私が明日戦う相手ってどんなコミュニティ？」


「すまんがそれは教えられん。〝主しゆ催さい者しや〟がそれを語るのはフェアではなかろ？　教えてやれるのはコミュニティの名前までだ」


　パチン、と白夜叉が指を鳴らす。


　すると昼間のゲーム会場で現れた羊皮紙が現れ、同じ文章が浮うかび上がる。


　そこに書かれているコミュニティの名前を見て、飛鳥は驚おどろいたように眼めを丸くした。


「〝ウィル・オ・ウィスプ〟に───〝ラッテンフェンガー〟ですって？」


「うむ。この二つは珍めずらしい事に六桁けたの外門、一つ上の階層からの参加でな。格上と思ってよい。詳くわしくは話せんが、余よ程ほどの覚かく悟ごはしておいた方がいいぞ」


　白夜叉の真剣な忠告に、コクリと頷うなずく耀。


　一方の十六夜は、〝契約書類ギアスロール〟を睨にらみながら物ぶつ騒そうに笑う。


「へえ………〝ラッテンフェンガー〟？　成程、〝ネズミ捕り道化ラツテンフエンガー〟のコミュニティか。なら明日の敵はさしずめ、ハーメルンの笛ふえ吹ふき道化だったりするのか？」


　え？　と飛鳥が声を上げる。


　しかしその隣となりに座る黒ウサギと白夜叉の驚きよう嘆たんの声に、飛鳥の声はかき消された。


「ハ、〝ハーメルンの笛吹き〟ですか!?」


「まて、どういうことだ小こ僧ぞう。詳しく話を聞かせろ」


　二人の驚きよう愕がくの声に、思わず瞬まばたきする十六夜。


　白夜叉は幾いく分ぶん声のトーンを下げ、質問を具体化する。


「ああ、すまんの。最近召しよう喚かんされたおんしはしらんのだな。───〝ハーメルンの笛吹き〟とは、とある魔ま王おうの下部コミュニティだったものの名だ」


「何？」


「魔王のコミュニティ名は〝幻想魔道書群グリムグリモワール〟。全二〇〇篇へん以上にも及およぶ魔ま書しよから悪あく魔まを呼び出した、驚きよう異いの召喚士が統すべたコミュニティだ」


「しかも一いつ篇ぺんから召喚される悪魔は複数。特に目を見張るべきは、その魔書の一つ一つに異なった背景の世界が内包されていることです。魔書の全すべてがゲーム盤ばんとして確立されたルールと強制力を持つという、絶大な魔王でございました」


「───へえ？」


　十六夜の瞳ひとみに鋭するどい光が宿る。黒ウサギは説明を続ける。


「けどその魔王はとあるコミュニティとのギフトゲームで敗北し、この世を去ったはずなのです。………しかし十六夜さんは〝ラッテンフェンガー〟が〝ハーメルンの笛吹き〟だと言いました。童話の類たぐいは黒ウサギも詳しくありませんし、万が一に備えご教授して欲しいのです」


　黒ウサギの緊きん張ちようした顔は、もしも魔王が現れた時のことを警けい戒かいしてのものだろう。


　十六夜はしばし考えた後、悪戯いたずらを思いついたようにジンの頭をガシッと摑つかんだ。


「なるほど、状じよう況きようは把は握あくした。そういうことなら、ここは我らが御おチビ様にご説明願おうか」


「え？　あ、はい」


　一同の視線がジンに集まる。ジンも承しよう諾だくしたものの、突とつ然ぜんに話題を振ふられて顔を強こわ張ばらせる。十六夜はジンの頭を摑んで寄せ、ボソボソと耳打ちをした。


「………早さつ速そく見せ場が来たな。成果を見せてやれ」


「は、はい」


　コホン、と一度咳せき払ばらいをするジン。ダボダボのローブを整え、ゆっくりと語り始めた。


「〝ラッテンフェンガー〟とはドイツという国の言葉で、意味はネズミ捕りの男。このネズミ捕りの男とは、グリム童話の魔書にある〝ハーメルンの笛吹き〟を指す隠いん語ごです」


　ふむ、と頷く一同。ジンはそのまま説明を続ける。


「大本のグリム童話には、創作の舞ぶ台たいに歴史的考察が内包されているものが複数存在します。〝ハーメルンの笛吹き〟もその一つ。ハーメルンとは、舞台になった都市の名前のことです」


　グリム童話の〝ハーメルンの笛吹き〟の原型となった碑ひ文ぶんにはこうある。





　───一二八四年　ヨハネとパウロの日　六月二六日




あらゆる色で着き飾かざった笛吹き男に一三〇人のハーメルン生まれの子供らが誘さそい出され、丘おかの近くの処しよ刑けい場で姿を消した───







　この碑文はハーメルンの街で起きた実在する事件を示すものであり、一枚のステンドグラスと共に飾かざられている。


　後にグリム童話の一篇として〝ハーメルンの笛吹き〟の名で綴つづられる物語の原型である。


「ふむ。ではその隠語が何故なぜにネズミ捕りの男なのだ？」


「グリム童話の道化師が、ネズミを操あやつる道化師だったとされるからです」


　白夜叉の質問に滔とう々とうと答えるジン。その隣で、静かに息を呑のむ飛鳥。


（ネズミを操る道化師………ですって………？）


　先ほどの襲しゆう撃げきが飛鳥の脳のう裏りを掠かすめる。そういえば襲おそわれた際、不協和音のような笛の音を聞いたことを思いだした。


「ふーむ。〝ネズミ捕り道化ラツテンフエンガー〟と〝ハーメルンの笛吹き〟か………となると、滅ほろんだ魔王の残党が火か龍りゆう誕生祭に忍しのんでおる可能性が高くなってきたのう」


「ＹＥＳ。参加者が〝主催者権限ホストマスター〟を持ち込むことが出来ない以上、その路線はとても有力になってきます」


「うん？　なんだそれ、初耳だぞ」


「おお、そうだったな。魔王が現れると聞いて最低限の対策を立てておいたのだ。私の〝主催者権限〟を用いて祭典の参加ルールに条件を加えることでな。詳しくはコレを見よ」


　ピッと白い指を振ると光り輝かがやく羊皮紙が現れ、誕生祭の諸事じ項こうを記す。





『§　火龍誕生祭　§







・参加に際する諸事項欄らん




一、一いつ般ぱん参加は舞台区画内・自由区画内でコミュニティ間のギフトゲームの開かい催さいを禁ず。


二、〝主催者権限〟を所持する参加者は、祭典のホストに許可なく入る事を禁ず。


三、祭典区画内で参加者の〝主催者権限〟の使用を禁ず。


四、祭典区域にある舞台区画・自由区画に参加者以外の侵しん入にゆうを禁ず。







宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたとホストマスターの名の下もと、ギフトゲームを開催します。




〝サウザンドアイズ〟印　




〝サラマンドラ〟印』




　十六夜の手元に現れた羊皮紙に目を通し、小さく頷うなずく。


「〝参加者以外はゲーム内に入れない〟、〝参加者は主催者権限を使用できない〟か。確かにこのルールなら魔ま王おうが襲ってきても〝主催者権限〟を使うのは不可能だな」


「うむ。まあ、押さえるところは押さえたつもりだ」


　そっか、と十六夜は納なつ得とくしたように頷く。


　一方の黒ウサギは、ジンに向かって意外そうな声をかけた。


「けど驚おどろきました。ジン坊ぼっちゃん、どこで〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟を知ったのです？」


「べ、別に。十六夜さんに地下の書庫を案内している時に、ちょっとだけ目に入って………」


「ふむ、そうか。何にせよ情報としては有益なものだったぞ。しかしゲームを勝ち抜ぬかれてしまったのはやや問題ありだの。サンドラの顔に泥どろを塗ぬらぬよう監かん視しを付けておくが───万一の際は、おんしらの出番だ。頼たのむぞ」


〝ノーネーム〟一同は頷いて返す。しかし飛鳥だけは不安の影かげが胸中で渦うず巻まいていた。


（〝ラッテンフェンガー〟が魔王の配下………？　なら、この子は───？）


　膝ひざの上ですやすやと寝ね息いきを立てている、とんがり帽ぼう子しの幼い精せい霊れい。彼女もまた自らの出身を〝ラッテンフェンガー〟だと語っていた。


　しかし、彼女はそんな邪じや悪あくな者には思えなかった。よほど皆みんなにそのことを伝えようかと思った飛鳥だが、結局は伝えないままその場は解散となる。


　飛鳥は不安に思いながらも、宛あてがわれた自室で明日に備えるのだった。












　第五章







　───境界壁へき・舞台区画。〝火龍誕生祭〟運営本ほん陣じん営えい。


　割れるような歓かん声せいの中、〝ノーネーム〟一同は運営側の特別席に腰こしかけていた。一般の席が空いていないということで、舞台を上から見る事のできる本陣営のバルコニーに席を用意してくれるよう、サンドラが取り計らってくれたのだ。


　十六夜は嬉き々きとした面おも持もちで決勝の開幕を待ちわびていた。


「ところで白夜叉。黒ウサギが審しん判ぱんをする許可は下りたのか？」


「うむ。黒ウサギには正式に審判・進行役を依い頼らいさせてもらったぞ」


「そうか。けど〝箱庭の貴族〟の審判が無くてもギフトゲームを進行する事は出来るだろ？　なら審判をする事に意味がある？」


　十六夜が小首を傾かしげると、中央に座るサンドラが前に出て念を押す。


「ジャッジマスターである〝箱庭の貴族〟が審判をしたゲームは、〝箔はく〟付きのゲーム。ルール不ふ可か侵しんの正当性は、箱庭の名めい誉よある戦いに昇しよう華かされ、記録される。箱庭の中ちゆう枢すうに記録される事は両コミュニティが誇りの下もとに戦ったという太たい鼓こ判ばん。これは、とても大事」


「へえ？　じゃあサンドラ………いや、サンドラ様の誕生祭は見事に箔付きのゲームに認にん定ていされたってことだ」


　サンドラを呼び捨てにしようとした十六夜だが、マンドラの鋭するどい視線を受け、肩かたを竦すくめて改める。その隣となりでは、珍めずらしく落ち着きのない飛鳥がそわそわと大会の進行を見守っている。


「どうした、お嬢じよう様さま。落ち着きないぞ」


「………昨夜の話を聞いて心配しない方がおかしいわ。相手は格上なのでしょう？」


　うむ、と返すのは白夜叉。彼女が手を翳かざすと、空中に光る文字で対戦相手の名が刻まれる。


「〝ウィル・オ・ウィスプ〟と〝ラッテンフェンガー〟───両コミュニティは本ほん拠きよを六桁けたの外門に構えるコミュニティ。通常は下位の外門のゲームには参加しないものだが、フロアマスターから得るギフトを欲ほつして降りてきたのだろう。魔王の一件を抜きにしても、一ひと筋すじ縄なわではいかんだろな」


「そう。………白夜叉から見て、春日部さんに優勝の目は？」


「ない」


　即そく答とうする白夜叉。苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする飛鳥。


　飛鳥は耀のことが心配でならないのだろう。事と次し第だいによっては舞ぶ台たいの上で魔王に襲おそわれることも考えられるのだ。飛鳥はバルコニーの特別席でずっとそわそわしていた。


「落ち着けよお嬢様。決勝中に現れても、春日部が狙ねらいってわけじゃないんだ。いきなり襲われる可能性は少ないだろ？」


「そうだけど………」


「安心せい。ジャッジマスターが取り仕切る以上、殺し御ご法度はつとの今ゲームで命を落とす事は無い。春日部にも、無理だと思えば降参するように諭さとしてある。大事に至る事はあるまい」


「ああ。それに例の参加事じ項こうの事を忘れたか？


　───〝主催者権限ホストマスターを持つ者は、参加者となる際に身分を明かさねばならない〟


　───〝参加者は主催者権限を使用する事が出来ない〟


　───〝参加者でない者は祭典区域に侵入できない〟


　このルールを飛び越こえて現れるっていうのもそれはそれで面おも白しろそうだが………今のところはそんな気配もないしな」


　そう、と相あい槌づちを打つ飛鳥。しかし飛鳥の懸け念ねんはそれだけではないのだ。


　ふっと泳いだ視線は、自然に幼い精霊に向いていた。


　昨夜の話が本当なら、とんがり帽子の精霊もこの一件に関かん与よしていることになる。自分が連れてきた者の所為せいでコミュニティにまで迷めい惑わくを掛かけるような事態は避さけたい。


　飛鳥がやきもきしていると、とんがり帽子の精霊は不思議そうに首を傾げる。


「あすかー？」


「………大だい丈じよう夫ぶよ。心配しなくていいわ」


　口でそう言っても緊きん張ちようは伝わるのだろう。とんがり帽子の精霊は不安そうに見上げている。





　しかしそんな飛鳥を余所よそに、決勝の準備は進んでいく。


　日が昇のぼりきり、開かい催さいの宣言の為ために黒ウサギが舞台中央に立つ。黒ウサギは胸むね一いつ杯ぱいに息を吸うと、円状に分かれた観客席に向かって満面の笑えみを向ける。


『長らくお待たせいたしました！　火か龍りゆう誕生祭のメインギフトゲーム・〝造物主達の決けつ闘とう〟の決勝を始めたいと思います！　進行及および審判は〝サウザンドアイズ〟の専属ジャッジでお馴な染じみ、黒ウサギがお務めさせていただきます♪』


　黒ウサギが満面の笑みを振ふりまくと、歓声以上の奇き声せいが舞台を揺ゆらした。


「うおおおおおおおおおお月の兎うさぎが本当にきたあああああああぁぁぁぁああああああ!!」


「黒ウサギいいいいいいい！　お前に会うため此こ処こまできたぞおおおおおおおおおお!!」


「今日こそスカートの中を見てみせるぞおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉおお!!」


　割れんばかりの熱い情熱を迸ほとばしらせる観客。


　黒ウサギは笑顔を見せながらもへにょり、とウサ耳を垂れさせて怯ひるんだ。


　何か言い表せない身の危険でも感じたのだろう。


「……………………………………………。随ずい分ぶんと人気者なのね」


　熱ねつ狂きよう的な歓声奇声を向ける中で一ひと際きわ輝かがやく『Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ　黒ウサギ[image: ]』の文字。


　飛鳥は生ゴミの山を見るような冷めきった目で一部の観客席を見下ろす。


（これも日本の外の異文化というものなのかしら………頭を柔じゆう軟なんにして受け入れないと……）


　それに事実、黒ウサギは可愛かわいい。その一点については文句のつけようもないと飛鳥は思う。


　十六夜はその有象無象の観客席の声を聞き、ハッと重要なことを思い出す。


「そういえば白夜叉。黒ウサギのミニスカートを絶対に見えそうで見えないスカートにしたのはどういう了りよう見けんだオイ。チラリズムなんて趣しゆ味みが古すぎるだろ。昨夜に語りあったお前の芸術に対する探究心は、その程度のものなのか？」


「そんなことを語っていたの？」


　お馬ば鹿かじゃないの？　という飛鳥の声は二人に届かない。


　一方の白夜叉は、双そう眼がん鏡きように食くらいついていた視線を外して不快そうに一いち瞥べつする。その表情には、同好の士に対する明確な落らく胆たんの色が見え隠かくれしていた。


「フン。おんしも所しよ詮せんその程度の漢おとこであったか。そんな事ではあそこに群がる有象無象となんら変わらん。おんしは真に芸術を解する漢だと思っていたのだがの」


「………へえ？　言ってくれるじゃねえか。つまりお前には、スカートの中身を見えなくすることに芸術的理由があるというんだな？」


　無論、と白夜叉は首しゆ肯こう。まるで決闘を受けるかのような気き迫はくで白夜叉は凄すごむ。


「考えてみよ。おんしら人類の最も大きな動力源はなんだ？　エロか？　成程、それもある。だが時にそれを上回るのが想像力！　未知への期待！　知らぬことから知ることの渇かつ望ぼう!!　小こ僧ぞうよ、貴様程の漢ならばさぞかし数々の芸術品を見てきたことだろう!!　その中にも、未知という名の神秘があったはず!!　例えばそう!!　モナリザの美女の謎なぞに宿る神秘性ッ!!　ミロのヴィーナスの腕うでに宿る神秘性ッ!!　星々の海の果てに垣かい間ま見みるその神秘性ッ!!　そして乙女おとめのスカートに宿る神秘性ッ!!　それらの神秘に宿る圧あつ倒とう的な探究心は、同時に至る事のできない苦く渋じゆう！　その苦渋はやがて己おのれの裡うちにおいてより昇しよう華かされるッ!!　何物にも勝まさる芸術とは即すなわち───己おのが宇宙の中にあるッ!!」


　ズドオオオオオオオオオオン!!


　という効果音が似合いそうな雰ふん囲い気きで、十六夜は硬こう直ちよくした。


「なッ………己が宇宙の中に、だと………!?」


　自分の知らない新境地に衝しよう撃げきを受ける十六夜。


　一方で、スカートの中身を熱く語る白夜叉に別の意味で衝撃を受けるサンドラ一同。


「し、白夜叉様………？　何か悪いものでも食べたのですか………!?」


「見るな、サンドラ。馬鹿がうつる」


　マンドラは不安そうなサンドラの顔をそっと隠し、何も知らぬ存ぜぬの姿勢を貫つらぬく。


　しかしその視線は冷え切っていた。


　だが白夜叉は一向に構わない。冷たい視線など、芸術を追い求める彼女には針ほどの痛みもない。白夜叉は握にぎり拳こぶしを作って、己の説法をこう締しめた。


「そうだッ!!　真の芸術は内的宇宙に存在するッ!!　乙女のスカートの中身も同じなのだ!!　見えてしまえば只ただ々ただ下品な下着達も───見えなければ芸術だッ!!!」


　ズドオオオオオオオオオオン!!


　という効果音が似合う顔で白夜叉はいい切った。


　其そ処こには恥はじも外聞もない。只々、ロマンの求道者が胸を張って十六夜を睨にらんでいる。その双そう眸ぼうには一点の曇くもりもない。そして右手には、好敵手と認めた十六夜に差しだす双眼鏡がある。


「この双眼鏡で、今こそ世界の真実を確かめるがいい。若き勇者よ。私はお前が真のロマンに到とう達たつできる者だと信じておるぞ」


「………ハッ。元・魔ま王おう様にそこまで煽あおられて、乗らないわけにはいかねえな………！」


　ガッ！　と双眼鏡を受け取り、二人は黒ウサギのスカートの裾すそを目で追う。


　訪おとずれるかもしれない、奇き跡せきの一いつ瞬しゆんを逃のがす事の無いように。





　飛鳥はそんな二人を空気と思うことにした。コレも箱庭という日本の外の異なる文化体系。時に理解できないものを生なま温ぬるい目で見る事も必要なのだと、心の底から割り切るのだった。





　　　　＊





　春日部耀は観客席からは見えない舞ぶ台たい袖そでで、三み毛け猫ねこと戯たわむれていた。


　セコンドについたジンとレティシアは、次の対戦相手の情報を確かく認にんしていた。


「───〝ウィル・オ・ウィスプ〟に関して、僕が知っている事は以上です。参考になればいいのですが………」


「大だい丈じよう夫ぶ。ケースバイケースで臨機応変に対応するから」


　何ど処こかのキャッチフレーズのような返答に苦笑いするジン。


　会場では黒ウサギの手でゲームが進行し、とうとう試合開始が近くなる。


　その傍そばでレティシアも不安そうに言う。


「本当に誰だれのサポートもいらないのか？　万一の際を考えて行動した方がいいと思うのだが」


「大丈夫、問題ないよ」


　助勢を断る春日部耀。


　舞台の真中では黒ウサギがクルリと回り、入場口から迎むかえ入れるように両手を広げた。


『それでは入場していただきましょう！　第一ゲームのプレイヤー・〝ノーネーム〟の春日部　耀と、〝ウィル・オ・ウィスプ〟のアーシャ＝イグニファトゥスです！』


　三毛猫をジンに預け、通路から舞台に続く道に出る。


　その瞬しゆん間かん───耀の眼前を高速で駆かける火の玉が横切った。


「ＹＡッＦＵＦＵＦＵＵＵＵＵｕｕｕｕｕｕ!!」


「わっ………！」


『お嬢じよう！』


　ドスン、と耀は堪たまらず仰のけ反り尻しりもちをつく。


　頭上を見れば、火の玉の上に腰こしかけている人ひと影かげがあった。


　強きよう襲しゆうした人物───〝ウィル・オ・ウィスプ〟のアーシャは、ツインテールの髪かみと白黒のゴシックロリータの派手なフリルのスカートを揺ゆらしながら、愛らしくも高飛車な声で嘲あざけった。


「あっははははははははは！　見て見て見たぁ、ジャック？　〝ノーネーム〟の女が無様に尻もちついてる！　ふふふ。さあ、素す敵てきに不敵にオモシロオカシク笑ってやろうぜ！」


「ＹＡッＦＵＦＵＦＵＵＵＵＵｕｕｕｕｕｕ!!」


　ドッと観客席の一部からも笑いが起きた。対戦相手であるアーシャ以外にも、栄はえある舞台に〝ノーネーム〟が立つことを不満に思っている者達がいたのだろう。


　しかしそんなものを気にする春日部耀ではない。


　むしろ彼女の視線は火の玉の中心に見えるシルエットに釘くぎ付づけだった。


「その火の玉………もしかして、」


「はぁ？　何言ってんのオマエ。アーシャ様の作品を火の玉なんかと一いつ緒しよにすんなし。コイツは我らが〝ウィル・オ・ウィスプ〟の名物幽ゆう鬼き！　ジャック・オー・ランタンさ！」


「ＹＡッＦＵＵＵＵＵＵＵｕｕｕｕｕｕｕｕｕ!!」


　アーシャが腰かけている火の玉へ合図を送る。すると火の玉は取り巻く炎えん陣じんを振ふりほどいて姿を顕けん現げんさせる。その姿に耀のみならず、観客席の全すべてがしばし啞あ然ぜんとなった。


　轟ごう々ごうと燃え盛るランプと、実体の無い浅黒い布の服。


　人の頭の十倍はあろうかという巨きよ大だいなカボチャ頭。


　その姿はまさしく、飛鳥が幼い日より夢見ていた、カボチャのお化けそのものだった。


「ジャック！　ほらジャックよ十六夜君！　本物のジャック・オー・ランタンだわ！」


「はいはい分かってるから、落ちつけお嬢じよう様さま」


　らしくないほど熱ねつ狂きよう的な声を上げて十六夜の肩かたを揺らす飛鳥。下の声が聞こえなかったのは幸いだろう。眼下の舞台袖では、アーシャが耀を見下して嘲り笑っていたからだ。


「ふふ～ん。〝ノーネーム〟のくせに私達〝ウィル・オ・ウィスプ〟より先に紹しよう介かいされるとか生意気だっつの。私の晴れ舞台の相手をさせてもらうだけで泣いて感謝しろよ、この名無し」


「ＹＡＨＯ、ＹＡＨＯ、ＹＡＦＵＦＵＵＵｕｕｕｕｕｕｕｕ～～～♪」


　尻もちをついたまま、立ち上がる気配の無い耀を笑いつづけるアーシャとジャック。


　もしもこの場に飛鳥がいたら、ジャックに抱いだく夢が壊こわれていたかもしれない。


　至近距きよ離りで見ていた黒ウサギは、審しん判ぱんの役目が無かったらとっくに激げき怒どしていただろう。顔には出していないものの、親しい者だけが分かる怒いかりのオーラを振りまき始めている。


『せ、正位置に戻もどりなさいアーシャ＝イグニファトゥス！　あとコール前の挑ちよう発はつ行こう為いは控ひかえるように！』


「はいは～い」


　小こ馬ば鹿かにしたような仕草と声こわ音ねで舞台上に戻る。耀は土を軽く払はらい、舞台に上がる。耀は円状の舞台をぐるりと見まわし、最後にバルコニーにいる飛鳥達に小さく手を振った。


　飛鳥もそれに気が付いて舞台に手を振り返す。


　アーシャはその仕草が気に入らなかったのか、舌打ちして皮肉気に言う。


「大した自信だねーオイ。私とジャックを無視して客とホストに尻尾しつぽと愛あい想そふるってか？　何？　私達に対する挑発ですかそれ？」


「うん」


　カチン！　と来たように唇くちびるを尖とがらせるアーシャ。どうやら効果は抜ばつ群ぐんらしい。


　一見して大人しい耀だが、これで結構負けず嫌ぎらいな一面もある。黒ウサギもそのやり取りで溜りゆう飲いんが下がったのか、宮きゆう殿でんのバルコニーに手を向けて厳おごそかに宣言する。


『───それでは第一ゲームの開幕前に、白夜叉様から舞台に関してご説明があります。ギャラリーの皆みなさまはどうかご静せい聴ちようの程ほどを』


　刹せつ那な、会場からあらゆる喧けん騒そうが消えた。〝主しゆ催さい者しや〟の言葉を聞く為ために静せい寂じやくが満ちていく。バルコニーの前に出た白夜叉は静まり返った会場を見回し、緩ゆるやかに頷うなずいた。


「うむ。協力感謝するぞ。私は何なに分ぶん、見ての通りのお子様体型なのでな。大きな声を出すのは苦手なのだ。───さて。それではゲームの舞ぶ台たいについてだが………まずは手元の招待状を見て欲しい。其そ処こにナンバーが書いておらんかの？」


　観客は一いつ斉せいに招待状を取り出した。手元にないモノは慌あわてて鞄かばんの中を捜さがし、置いてきた者はひたすらそれを悔くいていた。一いつ喜き一いち憂ゆうする観客達の様を温かく見つめる白夜叉は、説明を続ける。


「ではそこに書かれているナンバーが、我々ホストの出身外門───〝サウザンドアイズ〟の三三四五番となっている者はおるかの？　おるのであれば招待状を掲かかげ、コミュニティの名を叫さけんでおくれ」


　ざわざわと観客席がどよめく。


　するとバルコニーから真正面の観客席で、樹霊コダマの少年が招待状を掲げていた。


「こ、ここにあります！　〝アンダーウッド〟のコミュニティが、三三四五番の招待状を持っています！」


　おおお！　っと歓かん声せいが上がる。白夜叉はニコリと笑いかけ、バルコニーから霞かすみのように姿を消し、次の瞬間には少年の前へ立っていた。


「ふふ。おめでとう、〝アンダーウッド〟の樹霊コダマの童わらべよ。後に記念品でも届けさせてもらおうかの。よろしければおんしの旗印を拝見してもよろしいかな？」


　コクコクと勢い良く頷く少年。彼の差しだした木造の腕うで輪わには、コミュニティのシンボルと思われる、巨大な大樹の根に囲まれた街が描えがかれていた。しばし旗印を見つめた白夜叉は微笑ほほえんで少年に腕輪を返し、次の瞬しゆん間かんにはバルコニーに戻っていた。


「今しがた、決勝の舞台が決定した。それでは皆のもの。お手を拝借」


　白夜叉が両手を前に出す。倣ならって全ての観客が両手を前に出す。


　パン！　と会場一いつ致ちで柏かしわ手で一つ。


　その所作一つで───全ての世界が一変した。





　　　　＊





　変化は劇的だった。


　春日部耀の足元は虚きよ無むに呑のみこまれ、闇やみの向こうには流線型の世界が数多あまたに廻めぐっていた。その世界の一つに、鷲わし獅じ子しと戦った舞台があったことに気が付く。


（これは………白夜叉の………？）


　なら不安に思う事は何もない。坩堝るつぼの底に沈しずんでいく感覚に身を任せ、濾ろ過かされるのを静かに待つ。激しいプリズムを迸ほとばしらせながら、自分一人だけが星の果てに投げ出された。


　バフン、と少し意外な着地音。見れば下地は樹木の上だ。


　否いな、しかしただの樹木などではなく───


「この樹き………ううん、地面だけじゃない。此こ処こ、樹の根に囲まれた場所？」


　上下左右、その全すべてが巨きよ大だいな樹の根に囲まれている大だい空くう洞どうだった。樹の幹が根だとすぐに理解できたのは、耀の強力な嗅きゆう覚かくが土の匂においを嗅かぎとったからだ。


　耀の独り言を聞いていたもう一人の人物が、小馬鹿にしたように彼女を笑う。


「あらあらそりゃあどうも教えてくれてありがとよ。そっか、ここは根の中なのねー」


「……………」


　フイ、っと無関心そうにアーシャから顔を背そむける耀。今度は挑発行為のつもりはなかったのだが、アーシャを苛いら立だたせるには十分だったらしい。


　横に立つジャック・オー・ランタンと共に臨戦態勢に入るが、耀はそれを小声で制す。


「まだゲームは始まってない」


「はあ？　何言って」


「勝利条件も敗北条件も提示されていない。これじゃゲームとして成立しない」


　むっとするアーシャ。だが耀の言い分に正当性を感じたのだろう。


　ツインテールを振ふり回し、呆あきれたように根の大空洞を見回してぼやく。


「しっかし、流石さすがは星霊様ねー。私ら木こっ端ぱ悪あく魔まとは比べものにならねえわ。こんなヘンテコなゲーム盤ばんまで持ってるんだもん」


「それは………多分、違ちがう」


「ああん？」


　耀は声には応こたえず首だけを振る。白夜叉に呼び込まれたのはコレが二度目だ。


　前回の経験に加え、寸前に行われていた招待状のやり取り。


　そして何より、体感温度の低さが、この舞台に対して一つの仮説を浮ふ上じようさせていた。


（外に出れば詳くわしい事が分かると思うんだけどな………と、）


　突とつ如じよ、二人の間の空間に亀き裂れつが入る。


　亀裂の中から出てきたのは、輝かがやく羊皮紙を持った黒ウサギだった。


　ホストマスターによって作成された〝契約書類ギアスロール〟を振りかざした黒ウサギは、書面の内容を淡たん々たんと読みあげる。





『ギフトゲーム名〝アンダーウッドの迷めい路ろ〟




　　　・勝利条件　一、プレイヤーが大樹の根の迷路より野外に出る。


　　　　　　　　　二、対戦プレイヤーのギフトを破は壊かい。


　　　　　　　　　三、対戦プレイヤーが勝利条件を満たせなくなった場合（降参含ふくむ）





　　　・敗北条件　一、対戦プレイヤーが勝利条件を一つ満たした場合。


　　　　　　　　　二、上記の勝利条件を満たせなくなった場合。




』







「───〝審判権限ジヤツジマスター〟の名において。以上が両者不ふ可か侵しんで有ることを、御み旗はたの下もとに契ちぎります。御お二人とも、どうか誇ほこりある戦いを。此処に、ゲームの開始を宣言します」


　黒ウサギの宣せん誓せいが終わる。それが開始のコールだった。


　二人は距きよ離りを取りつつ初手を探さぐる。勝利条件が複数ある以上、明確な方針が欲しかった。


　しばしの空白の後。先に動いたのは、小こ馬ば鹿かにした笑いを浮うかべるアーシャだった。


「睨にらみ合っても進まねえし。先手は譲ゆずるぜ」


「……………？」


「ま、さっきの一件があるしね。後でいちゃもん付けられるのも面めん倒どうだし？」


　ツインテールを揺ゆらしながら肩かたを竦すくめ、余よ裕ゆうの笑えみを浮かべるアーシャ。


　春日部耀は無表情でしばし考えた後、一度だけ口を開いた。


「貴女あなたは………〝ウィル・オ・ウィスプ〟のリーダー？」


「え？　あ、そう見える？　なら嬉うれしいんだけどなあ♪　けど残念なことにアーシャ様は、」


「そう。分かった」


　リーダーと間ま違ちがわれた事が嬉しかったのか、愛らしい満面の笑みで質問に答えるアーシャ。だが耀は聞いていない。耀は会話をほっぽり出し、背後の通路に疾しつ走そうしていったのだ。


「え………ちょ、ちょっと…………!?」


　自分から投げかけたにも拘かかわらず話の途と中ちゆうで逃にげ出した耀。アーシャはしばし啞あ然ぜんとする。


　ハッと我に返ったアーシャは全身を戦慄わななかせ、怒いかりのままに叫さけび声を上げた。


「オ………オゥェゥウウケェェェェイ！　とことん馬ば鹿かにしてくれるってわけかよ！　そっちがその気なら加減なんざしねえ！　行くぞジャック！　樹の根の迷路で人間狩がりだ！」


「ＹＡＨＯＨＯＨＯｈｏｈｏ～!!」


　怒ど髪はつ天を衝つくが如ごとくツインテールを逆立たせて猛もう追ついするアーシャ。春日部耀は背中を向けて通路と思わしき根の隙すき間まを次々と登る。アーシャはその背中に向かって叫んだ。


「地の利は私達にある！　焼き払はらえジャック！」


「ＹＡッＦＵＵＵＵＵＵＵｕｕｕｕｕｕｕｕｕ!!」


　左手を翳かざすアーシャ。ジャックの右手に提さげられたランタンとカボチャ頭から溢あふれた悪あく魔まの業ごう火かは、瞬またたく間に樹の根を焼き払って耀を襲おそう。


　しかし耀は最小限の風を起こし、炎ほのおを誘ゆう導どうして避よけた。


（避けた？　違う！　今の風………コレがコイツのギフトか………!?）


　アーシャはジャックの業火の軌き道どうが逸それたことに舌打ちする。


　対して、春日部耀は既すでにジャック・オー・ランタンの秘密に気が付き始めていた。


（あの炎………ジンの話していた〝ウィル・オ・ウィスプ〟のお話通りだ）


　耀は試合前に教えられていた知識を思い出す。





　───Willウイルo'オwispウイスプとJackジヤツクo'オーlanternランタンの伝承。


　前者の伝承は、無人の場所で突如、青白い炎が生まれる現象。鬼おに火びと云いわれるもの。


　後者の伝承は、彷徨さまよう死者の魂たましいが形けい骸がい化された逸いつ話わ。いわゆる幽ゆう鬼きと云われるもの。


　しかしこの二つの伝承には、それぞれに共通した逸話が残っている。


　その一つが、『二度の生を受けた大罪人の魂に、名もなき悪魔が篝かがり火びを与あたえた』という点。


　伝承では、生前のジャックは二度の生を大罪人として過ごし、永遠に生と死の境界を彷徨うこととなる。それを哀あわれに思った悪魔が与えた炎こそ、ジャックのランタンから放つ業火。


　───〝伝承がある〟という事は〝功績がある〟。その法則に則のつとるなら〝ウィル・オ・ウィスプ〟のコミュニティのリーダーは、『生と死の境界に現れた悪魔』のはずだ。


（だけど………彼女はリーダーじゃない。なら違う悪魔か種族のはず）


　もし仮にアーシャの正体が、生と死の境界を行き来できる程ほどの力を持つ悪魔だったのであれば、耀に勝ち目はなかっただろう。初めの質問はそれを確かめる意味が込められていた。


「あーくそ！　ちょろちょろと避けやがって！　三発同時に撃うち込むぞジャック！」


「ＹＡッＦＵＵＵＵＵＵＵｕｕｕｕｕｕｕｕｕ!!」


[image: ]


　アーシャが左手を翳し、次に右手のランタンで業火を放つ。先ほどより勢いを増した三本の炎。対する耀は、鷲わし獅じ子しのギフトすら使わずにそれら全すべてをすり抜ぬけた。


「……な………!?」


　絶句するアーシャ。今度こそ耀は業火の正体を確信する。


　それは即すなわち〝ウィル・オ・ウィスプ〟の篝火の正体である。


（やっぱり。あの炎は、ジャックが出してるんじゃない。あの子の手で、可燃性のガスや燐を撒き散らしてるんだ）


　そう。〝ウィル・オ・ウィスプ〟の伝承の正体とは───大地から溢れ出た、メタンガスなどの、可燃性のガスや物質の類である。


　湖こ畔はんのような水辺でも炎が発生するのはそのためなのだ。


　本来は無む味み無む臭しゆうの天然ガスだが、嗅きゆう覚かくが人間の数万倍の感覚を持つ耀はその違い和わ感かんを感じ取っていた。鷲獅子のギフトで軌道を曲げる事が出来たのは、噴ふん出しゆつしたガスや燐りんを発火前に霧む散さんさせていたからだ。


　アーシャは種を見破られた事を察して歯は嚙がみする。


「くそ、やべえぞジャック………！　このままじゃ逃げられる！」


「Ｙａｈｏ………！」


　走力では俄が然ぜん、春日部耀が勝っていた。


　豹ひようと見間違う健けん脚きやくは見る見るうちに距離を空けて遠ざかる。しかも耀の五感は外からの気流で正しい道を把は握あくしている。迷めい路ろの意味は既にない。


　アーシャは離はなれていく耀の背中を見つめ───諦あきらめたようにため息を吐ついた。


「………くそったれ。悔くやしいが後はアンタに任せるよ。本気でやっちゃって、ジャックさん」


「わかりました」


　え？　と耀が振ふり返る。遥はるか後方にいたジャックの姿は無く、耀のすぐ前方に霞かすみの如く姿を現したのだ。巨きよ大だいなカボチャの影かげを前にした耀は、驚きよう愕がくして思わず足を止める。


「噓うそ」


「噓じゃありません。失礼、お嬢じようさん」


　ジャックの真っ白な手が、強きよう烈れつな音と共に耀をなぎ払う。


　樹きの根の壁かべに叩たたきつけられた耀は、意識が飛びそうになるほどの衝しよう撃げきを受けて軽い嘔おう吐と感をもよおし、ケホッと咳せきをつく。


「っ………!?」


「さ、早く行きなさいアーシャ。このお嬢さんは私が足止めします」


「悪いねジャックさん。本当は私の力で優勝したかったんだけど………」


「それは貴女あなたの怠たい慢まんと油断が原因です。猛もう省せいし、このお嬢さんのゲームメイクを少しは見習いなさい」


「う～……了りよう解かいしました」


　アーシャは返事した後、耀を一いち瞥べつもせず走り抜ける。慌あわててその背に追い縋すがる耀。


「ま、待っ」


「待ちません。貴女は此こ処こでゲームオーバーです」


　ジャックが言う。そしてランタンから篝火を零こぼす。


　その僅わずかな火は樹の根を瞬またたく間に呑のみこみ、轟ごう々ごうと燃え盛る炎ほのおの壁となった。


　先ほどまでとは比にならない圧あつ倒とう的な熱量と密度に、耀は息を呑んでジャックを見る。


「………。貴方あなたは、」


「はい。貴女の御ご想像はきっと正しい。私はアーシャ＝イグニファトゥス作のジャック・オー・ランタンではありません。貴女が警けい戒かいしていた存在───生と死の境界に顕けん現げんせし大だい悪あく魔ま！　ウィラ＝ザ＝イグニファトゥス製作の大だい傑けつ作さく！　それが私、世界最古のカボチャお化け………ジャック・オー・ランタンでございます♪」


　ヤホホ～♪　と笑うジャックだが、カボチャの奥の瞳ひとみには先ほどまでとは違ちがう炎が灯ともっている。明確な意思と魂。そして威い圧あつ感かん。ふざけたその口調と仕草はしかし、一分の隙すきもない。


「………貴女は一つ、侮ぶ辱じよくに等しい誤解されているようですね。〝ウィル・オ・ウィスプ〟の炎の原点は、悪魔の炎で間ま違ちがいありません。外界では人間達にも理解できるように、わざわざ化学現象として我々が発信しているのです」


「なぜ、」


「そんな事を？　それはですねえ。死体がそこに埋まっていることを知らせているのですよ。無念にも、遺い棄きされた哀あわれな魂を救うために」


　ヤホホ！　と大きな指を立てて笑うジャック。


　燐やメタンガスなどは、土ど葬そうされた死体の土ど壌じようから発生する事が多い。それ以外に〝ウィル・オ・ウィスプ〟の炎が発生する場所には、死体が遺棄されている事がよくあるのだ。


「………。なら、」


「どうして先ほどまで燐を使っていたか？　此れまた簡単。アーシャは本来、地災で亡なくなり、そのまま自じ縛ばく霊れいとなって彷徨さまよっていたところをウィラが引き取り、今では立派な大地の精せい霊れいとして力を付け始めているからです。天然ガスを放出していたのは地精の一いつ端たん」


「………。どうして、」


「どうして見知らぬ霊れいを引き取ったのか？───聞いたこと有りません？　我々〝ウィル・オ・ウィスプ〟に纏まつわる逸いつ話わを。我々の蒼あおき炎の導は、報むくわれぬ死者の魂たましいを導く篝かがり火び。彷徨う御み霊たまを導く功績で、私達は霊格そんざいとコミュニティを大きくしてきたのです」


　ギョロリ、とカボチャ頭の奥に見える炎の瞳が耀を見み据すえる。


「知らぬなら今こそ知りなさい。我ら蒼き炎の導を描えがきし旗印は、無む為いに命を散らした魂を導く篝火なのだと。救済の志は、神々に限られた領分ではないのだと───!!」


　ジャック・オー・ランタンは己おのが旗印を誇ほこる様に腕うでを広げ、轟々と燃え盛る炎を背に叫さけぶ。


「いざ来たれ、己が系統樹を持つ少女よ！　聖人ペテロに烙らく印いんを押されし不死の怪かい物ぶつ───このジャック・オー・ランタンがお相手しましょう！」


　業ごう火かの炎で燃え盛り、大だい炎えん上じようする樹の根の空くう洞どう。


　あの炎の瞳が放つ威圧感は、耀が箱庭で対たい峙じしたどの敵よりも強大なものだった。


（………。参ったな）


　これが〝悪魔〟と呼ばれる種。世界に独立した霊格そんざいを認められた、超ちよう常じよう存在。


　その実感が徐じよ々じよに春日部耀の臓ぞう腑ふの中に満ち満ちていく。


　アーシャが先行した今、ジャックを破は壊かいするしか勝利条件は満たせないが───


（………不死、か。だったら多分、壊こわせないよね………）


　小さく苦く笑しようして、前を見る。不死を抜ぬきにしても、あの炎の瞳は〝生命の目録〟の力さえ看破している。元より持てる切り札は切ってしまった後な訳だが、それでも勝てる気がしなかった。首にかかったペンダントをしばし見つめ───耀は、静かにゲームの終しゆう了りようを宣言した。





　　　　＊





　会場は、まるで夢から覚めたような静けさだった。ゲームの決着が付いた瞬しゆん間かん、会場の舞ぶ台たいはガラス細工のように砕くだけ散り、円状の舞台に戻もどってきていた。


　呆ぼう然ぜんとする観客達。その中で一人、黒ウサギは何事もなかったように終了を宣言する。


『勝者、アーシャ＝イグニファトゥス!!』


　ハッと観客席から声が上がる。次に割れんばかりの歓かん声せいが会場を包んだ。


　おおと声が上がる舞台の中心で立ち尽つくす耀。ジャックは穏おだやかな声こわ音ねで問う。


「一つ、お聞きしても？」


「………。何？」


「今回のゲームには、一人まで補ほ佐さが許されています。同士に手を借りようとは思わなかったのですか？」


「……………、」


　耀は質問には答えず、静かに空を仰あおいだ。ジャックは一度だけため息を吐つく。


「余計な御お節せつ介かいかもしれませんが………貴女あなたの瞳は、少々物もの寂さびしい。コミュニティで生きていく上で、誰だれかを頼たよるシチュエーションというのは多く発生するものです」


「別に、みんなと仲が悪いわけじゃ、」


「仲が良いのと協調しあえるかは別物です。貴女は今まで、単独行動で傷を負うようなことは有りませんでしたか？」


　ぐっと耀は黙だまりこむ。それは手痛い指し摘てきだった。


〝フォレス・ガロ〟のガルドと戦った時、一人で戦いを挑いどんだ結果がまさにそれだ。


〝ペルセウス〟の時の様な総力戦ならばともかく、借りるべき力を借りていなかったのは彼女の怠たい慢まんとも言えるだろう。察したジャックは優やさしく諭さとすような声音で言う。


「協調と一口で言っても、それらは積み重ねる事でしか実感できないものです。御若い貴女にはまだ分からないでしょうけど………ああいや、どうにも説教臭くさい。カボチャなだけに御節介な性しよう分ぶんで！　貴女の様に物寂しい瞳の子供を見ると、一声掛かけずにはいられないのですよ」


　ヤホホ！　と笑って濁にごすジャック。その後ろから、不ふ機き嫌げんそうなアーシャがやって来た。


　勝者とは思えないような悔くやしそうな視線で、


「おい、オマエ！　名前はなんて言うの？　出身外門は？」


「………。最初の紹しよう介かいにあった通りだけど」


　突つき放すように言う耀。しかしアーシャはそれでも食くらいついた。


「あーそうかい。だったら私の名前だけでも覚えとけ、この〝名無し〟め！　私は六七八九〇〇外門出身アーシャ＝イグニファトゥス！　次に会うようなことがあったら、今度こそ私が勝つからな！　覚えとけよ！」


　はい？　と耀が小首を傾かしげる。しかし意図を問う前にアーシャはツインテールを揺ゆらして去っていく。ジャックはヤホホホ！　と笑って説明した。


「あの子、同世代の女の子に負けたことが無い子でしたから。ゲームそのものでは勝利しても、自分の力で勝ったとは思っていないのでしょう」


「それこそ協調の勝利がうんたらかんたらだと思うけど」


「ヤホホ！　いや全くその通り！」


　カボチャ頭の怪物は額をピシャリと叩たたき、一本取られたとばかりに哄こう笑しようを上げるのだった。





　　　　＊





「………負けてしまったわね、春日部さん」


「ま、そういう事もあるさ。気になるなら後でお嬢じよう様さまが励はげましてやれよ」


　気落ちする飛鳥と、軽快に笑う十六夜。


　中央に控ひかえていたサンドラと白夜叉は励ますように声を掛けた。


「シンプルなゲーム盤ばんなのに、とても見み応ごたえのあるゲーム。貴方あなた達が恥はじる事は何も無い」


「うむ。シンプルなゲームはどうしてもパワーゲームに成りがちだが、中々堂に入ったゲームメイクだったぞ。あの娘こは単独の戦いより、そちらの才能があるのやもしれんな」


　敵の挑ちよう発はつを冷静に流し、その上で敵の冷静さを奪うばい、最低限のやり取りで最も効果的な情報を獲かく得とくし、それを生かす。


　口にするのは簡単だが、中々出来る事ではない。


　最終的にスペック差が出てしまったものの、ジャックを抑おさえられるパートナーさえいたのならば、五感と気流で迷めい路ろを攻こう略りやく出来る耀の勝利も有りえただろう。


「〝ウィル・オ・ウィスプ〟は六桁けたの中でも最上位の一角だからの。主力のジャックは業ごう火かと不死の烙らく印いんを持つ幽ゆう鬼き。ギフトゲームでは不死を殺せと指定されても、殺せぬ方が悪いとなる。今回は相性が悪かったと割り切るのだな」


　白夜叉は慰なぐさめるように十六夜達に眼めを向ける。


「……………？」


　しかし、十六夜の思考は既すでにゲームの舞台から離はなれていた。


　彼の視線は遥はるか彼方かなた、箱庭の空に向けられている。


　十六夜は怪け訝げんな表情で白夜叉に問う。


「………白夜叉。アレはなんだ？」


「何？」


　白夜叉も上空へ目を向ける。観客の中にも、異変を感じた者たちが声を上げていた。


　遥か上空から、雨のようにばら撒まかれる黒い封ふう書しよ。黒ウサギはすかさず手に取って開ける。


「黒く輝かがやく〝契約書類ギアスロール〟………ま、まさか!?」


　笛を吹ふく道どう化け師しの印が入った封ふう蠟ろうを開かい封ふうすると、〝契約書類〟にはこう書かれていた。





『ギフトゲーム名〝The PIED PIPER of HAMELIN〟







・プレイヤー一覧




・現時点で三九九九九九九外門・四〇〇〇〇〇〇外門・境界壁へきの舞ぶ台たい区画に存在する参加者・主しゆ催さい者しやの全コミュニティ。







・プレイヤー側・ホスト指定ゲームマスター




・太陽の運行者・星霊れい　白夜叉。







・ホストマスター側　勝利条件




・全プレイヤーの屈くつ服ぷく・及および殺害。







・プレイヤー側　勝利条件




一、ゲームマスターを打だ倒とう。


二、偽いつわりの伝承を砕くだき、真実の伝承を掲かかげよ。







宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたとホストマスターの名の下もと、ギフトゲームを開かい催さいします。




〝グリムグリモワール・ハーメルン〟印』







　数多あまたの黒い封書が舞まい落ちる中、静まり返る舞台会場。


　観客席の中で一人、膨ぼう張ちようした空気が弾はじけるように叫さけび声を上げた。


「魔ま王おうが………魔王が現れたぞオオオォォォォ────!!!」












　第六章







　───境界壁・上空２０００ｍ地点。


　遥か上空、境界壁の突とつ起きに四つの人ひと影かげがあった。


　一人は露ろ出しゆつが多く、布の少ない白しろ装しよう束ぞくを纏まとう女。白はく髪はつの二十代半ば程ほどに見える女は二の腕うで程の長さのフルートを右手で弄もてあそびながら、舞台会場を見下ろす。


「プレイヤー側で相手になるのは………〝サラマンドラ〟のお嬢じようちゃんを含ふくめて四人ってところかしらね、ヴェーザー？」


「いや、三人だな。あのカボチャは参加資格がねえ。特にヤバイのは吸きゆう血けつ鬼きと火か龍りゆうのフロアマスター。───あと事のついでに、偽りの〝ラッテンフェンガー〟も潰つぶさねえと」


　白装束の女に答えたのは、対照的に黒い軍服を着た、短たん髪ぱつ黒くろ髪かみのヴェーザーと呼ばれた男。


　その手に握にぎられた笛は白装束の女のものとは違ちがい、長身の男と同等の長さである。楽器としては明らかに常じよう軌きを逸いつした長さだ。


　そして三人目は、外見が既すでに人ではない。


　陶とう器きの様な材質で造られた滑なめらかなフォルムと、全身に空いた風穴。全長五十尺はあろうという巨兵のその姿を安易に例えるならば、擬ぎ人じん化した笛というところだろう。顔面に空いた特に巨きよ大だいな風穴は、絶えず不気味な鳴動を周囲に放っていた。


　その三体に挟はさまれる形で佇たたずむ、白黒の斑まだら模様のワンピースを着た少女。


　斑模様の少女は三体の顔を一度ずつ見比べ、無機質な声で宣言する。


「───ギフトゲームを始めるわ。貴方あなた達は手て筈はず通り御お願い」


「おう、邪じや魔まする奴やつは？」


「殺していいよ」


「イエス、マイマスター♪」





　　　　＊





　最初の変化は本ほん陣じん営えいのバルコニーから始まった。


　突とつ如じよとして白夜叉の全身を黒い風が包み込み、彼女の周囲を球体に包み込んだのだ。


「な、何ッ!?」


「白夜叉様!?」


　サンドラは白夜叉に手を伸のばすが、バルコニーに吹ふき荒あれる黒い風に阻はばまれた。


　黒い風は勢いを増し、白夜叉を除く全すべての人間を一いつ斉せいにバルコニーから押し出した。


「きゃ………！」


「お嬢じよう様さま、摑つかまれ！」


　空中に投げ出された十六夜はすかさず飛鳥を抱だきかかえて着地し、遥はるか上空の人影を睨にらむ。


「ちっ。〝サラマンドラ〟の連中は観客席に飛ばされたか」


〝ノーネーム〟一同は舞ぶ台たい側へ。


〝サラマンドラ〟一同は観客席へ。


　十六夜は舞ぶ台たい袖そでから出てきたジン達を確かく認にんし、黒ウサギに振ふりむく。


「魔ま王おうが現れた。………そういうことでいいんだな？」


「はい」


　黒ウサギが真しん剣けんな表情で頷うなずくと、メンバー全員に緊きん張ちようが走る。


　舞台周囲の観客席は大混乱に陥おちいっていた。我先に魔王から逃にげようとする様は、まさに蜘蛛くもの子を散らすが如ごとくである。


　阿あ鼻び叫きよう喚かんが渦うず巻まく会場の中心で、軽けい薄はくな笑えみを浮うかべている十六夜。


　しかし瞳ひとみには何時いつもの余よ裕ゆうが見られない。真剣な瞳のまま、黒ウサギに視線を向ける。


「白夜叉の〝主催者権限ホストマスター〟が破られた様子は無いんだな？」


「はい。黒ウサギがジャッジマスターを務めている以上、誤ご魔ま化かしは利ききません」


「なら連中は、ルールに則のつとった上でゲーム盤ばんに現れているわけだ。………ハハ、流石さすがは本物の魔王様。期待を裏切らねえぜ」


「どうするの？　ここで迎むかえ撃うつ？」


「ああ。けど全員で迎え撃つのは具合が悪い。それに〝サラマンドラ〟の連中も気になる。アイツらは観客席の方に飛んでいったからな」


「では黒ウサギがサンドラ様を捜さがしに行きます。その間は十六夜さんとレティシア様の二人で魔王に備えてください。ジン坊ぼっちゃん達は白夜叉様をお願いします」


「分かったよ」


　レティシアとジンが頷く。対照的に飛鳥の顔が不満の色に染まる。


「ふん………また面おも白しろい場面を外されたわ」


「そう言うなよお嬢様。〝契約書類ギアスロール〟には白夜叉がゲームマスターだと記述されてる。それがゲームにどんな影えい響きようを及およぼすのか確かめねえと───」


「お待ちください」


　一同が声の方向に振りむく。同じく舞台会場に上がっていた、〝ウィル・オ・ウィスプ〟のアーシャとジャックだ。


「おおよその話は分かりました。魔王を迎え撃つというなら我々〝ウィル・オ・ウィスプ〟も協力しましょう。いいですね、アーシャ」


「う、うん。頑がん張ばる」


　前まえ触ぶれなく魔王のゲームに巻きこまれたアーシャは、緊張しながらも承しよう諾だくする。


「では御二人は黒ウサギと一いつ緒しよにサンドラ様を捜し、指示を仰あおぎましょう」


　一同は視線を交かわして頷き合い、各おの々おのの役目に向かって走り出す。


　逃げ惑まどう観客が悲鳴を上げたのは、その直後だった。


「見ろ！　魔王が降りてくるぞ！」


　上空に見える人ひと影かげが落下してくる。


　十六夜は見るや否いなや両拳こぶしを強く叩たたき、レティシアに向かって振り返って叫さけぶ。


「んじゃいくか！　黒い奴と白い奴は俺が、デカイのと小さいのは任せた！」


「了りよう解かいした主あるじ殿どの」


　レティシアが単調に返事をする。十六夜は嬉き々きとして身体からだを伏ふせ、舞台会場を砕くだく勢いで境界壁へきに向かって跳ちよう躍やくした。





　　　　＊





「何ッ!?」


　驚おどろきの声は、落下途と中ちゆうにあった黒い軍服姿の男から。


　全力で跳躍した十六夜は秒を跨またがずに男の前へ現れ、第三宇宙速度を遥かに凌りよう駕がした速度で男を境界壁に叩きつける。


　巨きよ大だいな亀き裂れつと共に嘔吐えずいた男は、獰どう猛もうな視線で十六夜を睨んだ。


「き、貴様ッ!?」


「会いたかったぜ魔王様。俺にも一曲恵めぐんでくれよ」


　ヤハハと豪ごう快かいに笑う十六夜は、境界壁の岩がん壁ぺきを力任せに踏ふみぬいて水平に断だん崖がいを走る。


　黒い軍服の男は顔面を岩壁に擦こすられながら振り回されたが、無傷のまま怒ど号ごうを上げた。


「舐なめるな、この糞くそガキ!!」


　軍服の男が棍こんのような笛を一ひと振ふりすると、不気味な風切り音が響ひびく。


　すると境界壁の岩壁はさながら生き物のように蠢うごめき始め、十六夜の足を止めた。軍服の男はその隙すきに十六夜の手から逃のがれる。


　口内を切ったのか、赤く染まった唾だ液えきを吐はき捨てて十六夜に言う。


「………やってくれるじゃねえか。まさか先手を取られるとは思わなんだ」


「そりゃどうも。『意外性に富んだ男の子』ってのが通知表の評価でね。良くも悪くも期待を裏切ることには定評があると自負してる」


　ヤハハ！　と笑う十六夜は今、岩壁に対して垂直に立っている。


　脛すねの辺りまで岩壁に突つっ込んで立っている姿は、異様とも間ま抜ぬけとも見てとれるだろう。


　二人が言葉を交わす最中、陶とう器きでできた巨兵と斑まだら模様のワンピースを着た少女はそのまま落下し、もう一人の女は岩壁に摑つかまって軍服の男の名を叫ぶ。


「ヴェーザー！　早く片付けなさいな！」


「あぁ？　ならお前の笛の音で捕つかまえりゃいいだろうが。そっちの方が早いだろ」


　女はチッ、と舌打ちしながらフルートを唇くちびるにあてる。


　途と端たん、眼下の犇ひしめき合っていた観客席は一いつ斉せいに動きを止めた。


　奏かなでられる不協和音は騒そう音おんに乱されず一帯を包んでいく。観客達はその音色を聞くや否や、眩暈めまいを起こしたように膝ひざをつき始めた。


　眼下の異常事態に眼めを見開いて驚く十六夜だが、次の瞬しゆん間かんには不敵に笑って返す。


「へえ……？　今の音色が魔ま笛てきか。ならもしかして、その女が本命の〝ネズミ捕り道化ラツテンフエンガー〟？」


　観客がバタバタと気を失っていく最中、十六夜は涼すずやかな顔で立っている。


「コ、コイツ………！　私の音色が効いてないの………!?」


　白しろ装しよう束ぞくの女は美しい唇をひくつかせて息を呑のむ。


　対照的に、冷静さを取り戻もどしたヴェーザーは目配せする。


「ラッテン、お前は先に降りてろ。マスターを一人にしたら皆みな殺ごろしにしちまうからな」


　ラッテンと呼ばれた女は再度舌打ちしながら飛び降りる。


　それを見届けた十六夜は、追う仕草も見せずに棒立ちのままだ。


　それが意外だったのだろう。ヴェーザーは探さぐるような怪け訝げんな瞳ひとみを向ける。


「………解げせねえな。何故なぜ見み逃のがした？」


「別に？　お前を倒たおしてからゆっくり追うさ、ヴェーザー河の化身様？」


　ヴェーザーの顔が再び驚きよう愕がくに歪ゆがむ。十六夜の指すヴェーザー河とは、ハーメルンの付近を流れる大河である。男の表情を見て何かの確信を得たのか、十六夜は益ます々ます面おも白しろそうに嘲あざ笑わらう。


「ふぅん。〝ラッテンネズミ〟に〝ヴェーザー河〟。そして〝契約書類〟に書かれた『偽いつわりの伝承を砕き、真実の伝承を掲かかげよ』の一文。………おいおい、早くもゲームクリアが見えてきたじゃねえか。つまりお前達は〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟の伝承に基もとづく仮定から生まれた悪あく魔ま。一三〇人の子供達を生いけ贄にえに、殺し方を霊れい格かく化したものってことか」


　笑いを嚙かみ殺しながら、鋭するどい双そう眸ぼうを向ける十六夜。


　その笑い方は、普ふ段だんの軽けい薄はくな笑いとは比べ物にならないほど獰猛な笑いだ。


　十六夜の指す伝承とは、ジンが説明した例の碑ひ文ぶんとステンドグラスのことである。





　───一二八四年　ヨハネとパウロの日　六月二六日




あらゆる色で着き飾かざった笛吹き男に一三〇人のハーメルン生まれの子供らが誘さそい出され、丘おかの近くの処しよ刑けい場で姿を消した───







　悪魔という種は、その霊格そんざいを〝世界に与あたえた影えい響きよう・功績・代だい償しよう・対価〟などによって得る。


　故ゆえに、グリム童話における〝ハーメルンの笛吹き〟が悪魔の霊格を得て顕けん現げんした理由とは、


〝一三〇人の子供達〟の代償いけにえで生まれたのだと、十六夜は推測したのだ。


「ハーメルンの伝承には数多あまたの考察がある。人ひと攫さらいのような人じん為い的なものから神かみ隠かくし、黒くろ魔ま術じゆつの儀ぎ式しきなどｅｔｃ。その中に〝ヴェーザー河〟が含ふくまれるのは───自然災害などの天災。例えばアンタがこの岩壁を歪ませた力は、土ど砂しや崩くずれや地じ盤ばんの崩ほう落らくなどを形けい骸がい化した霊格だと推測できる。そしてクリア条件である『偽りの伝承を砕き、真実の伝承を掲げよ』は、ハーメルンの事件の真実を暴あばけ、という意味に解かい釈しやくできる。………どうだ？　満点とは言わずとも、八〇点は堅かたいだろ？」


　ヤハハと得意げに笑う十六夜。黙だまって聞いていたヴェーザーは十六夜の事を値ね踏ぶみするように上から足先まで一いち瞥べつし、呆あきれたように頭を搔かいて苦く笑しようした。


「チッ。只ただの糞くそガキかと思ったら………随ずい分ぶんと頭が回るじゃねえか」


「そうかな？」


「ああ。………まっ、ルールがルールだからな。見どころもあるし一応聞いておくが、」


「断る」


「早はええなオイ！」


「分かりきっている問答に付き合う趣しゆ味みはねえからな。つーか幻げん滅めつさせないでくれよ魔ま王おう様。ゲーム開始早々に降伏リザインなんて求められたら、興きよう醒ざめするだろ？　此方こちらは魔王会いたさに異世界からやってきたんだぜ？」


　真っ直すぐと、偽り無い言葉を向ける十六夜。故郷の世界を捨て、箱庭に訪おとずれてからの一ヵ月───魔王のゲームに参加することが夢の一つだったと、十六夜は胸を張って述べた。


「………ほお？　そりゃ失礼したな坊ぼう主ず」


　十六夜の返答に、何か思うところがあったのか。


　ヴェーザーは獰どう猛もうに笑い、棍こんの様な笛を大きく振ふり回す。甲かん高だかい風切り音が一帯に響ひびき渡わたると、岩がん壁ぺきは大きく変動してその場に平面の足場を造り出した。


　足場に下りたヴェーザーは悠ゆう々ゆうと笑って臨戦態勢を取る。


「坊主の期待に応こたえる意味で、一つ誤りを正す。───俺は魔王じゃねえ。只の木こっ端ぱ悪あく魔まさ。俺らの魔王閣下は、先に落ちた二人のどちらかだ」


　十六夜は促うながされるままに眼下へ視線を落とす。巨きよ大だいな陶とう器きの化け物と、白黒の斑まだら模様のワンピースを着た少女は、レティシアと交戦中だ。


　しかも形勢は芳かんばしくない。十六夜は盛大に舌打ちし、傲ごう岸がんな物言いで宣言する。


「そうかい。じゃあ前座をさっさと済ませねえと、魔王様に失礼って話だ」


「馬ば鹿かを言え。前座はゲームを盛り上げるのが仕事だ。いいクライマックスは、いい前座がいるからこそ映はえんだよ。───ま、坊主じゃ役者不足かもしれんがな」


　呵かッ、と笑って二人は構える。


　同時に走り出した二人の激げき突とつは境界壁へきに巨大な亀き裂れつを奔らせ、粉ふん塵じんと共に岩がん塊かいを降らせた。


　天を衝つき、山河を打ち砕くだく十六夜の拳こぶしを、ヴェーザーは巨大な笛で受け止める。


　その拳の重さに思わず面めん食くらったヴェーザーだが、大きく後退しただけで四し肢しは踏ふみとどまっている。


　正面から十六夜の拳を受け止めたのは、〝ペルセウス〟の元魔王・アルゴール以来のこと。


　十六夜は鬩せめぎ合いながらも、嬉き々きとして笑った。


「ハッ、確かにいい前座になりそうだ………！」


「チッ、そりゃこっちの台詞せりふだ糞ガキ───!!」


　怒ど号ごう一いつ閃せん、棍術のような巧たくみさで巨大な笛を薙なぐ。


　上空１０００ｍ地点。十六夜とハーメルンの悪魔の激げき闘とうが始まった。





　一方のレティシアは、落下してきた陶器の巨兵と斑模様のワンピースを着た少女と対たい峙じしていた。陶器の巨兵は全身の風穴から空気を吸い込み、四方八方に大気の渦うずを造り上げている。


「ＢＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＭ!!」


「くっ………！」


　奇き声せいに応じて鳴動する大気。地上に起きた乱気流の渦が、周囲の瓦が礫れきを吸収し始める。


　翼つばさを広げて空中を舞まっていたレティシアだが、敵の起こす乱気流に引き寄せられて思う様に動けない。そんな彼女の姿を、斑模様の少女は無機質な瞳ひとみで見つめる。


「………貴女あなた、ホントに純血のヴァンパイア？」


「手厳しいな！　これでも精せい一いつ杯ぱい戦っているつもりだが………！」


　金の髪かみを解ほつれさせ、苦々しい声で返すレティシアだが、巨兵の名を聞いて一つ得心する。


（シュトロム───〝嵐あらし〟か。ならばあの巨兵は天災に関連する悪魔の類たぐい………！）


　神格を失い、かつての力の大半を失ったレティシアだが、彼女には数多あまたのゲームを乗り越こえてきた経験がある。魔王とのギフトゲームは、どんな些さ細さいな情報でも有益だと、彼女は知っている。とりわけ敵の名前などはクリアに重要なファクターに成りうることも心得ていた。


（どうにかしてあの少女の情報も………！）


「もういいよシュトロム。その子いらない。本命を捜さがすから、殺そ」


　無情にも死を宣告する少女。それが合図だったのだろう。シュトロムと呼ばれた陶器の巨きよ人じんは、吸収した瓦礫の山を圧縮し、臼きゆう砲ほうのように一いつ斉せいに放出した。


「ＢＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＭ!!」


　顔面に空いた巨大な空くう洞どうから、数多の瓦礫が襲おそい掛かかる。


　しかしその刹せつ那な。レティシアは翼を畳たたみ、急加速して二人の懐ふところに攻せめ込んだ。


「………あれっ、」


「謝らないぞ。騙だまされる方が悪いんだからな」


　不敵に笑うレティシア。先ほどまでの劣れつ勢せいが騙かたりだったのだと気づくがもう遅おそい。金と黒で装そう飾しよくされたギフトカードから長なが柄えの槍やりを取り出し、疾しつ風ぷうの如ごとき一ひと刺さしで少女の胸を貫つらぬく。


「やったか───!?」


「やってないわ」


　抑よく揚ようのない声で返す。驚おどろくべきことに、レティシアの突つき出した槍は少女の身体からだを持ち上げただけに留とどまり、槍の尖せん端たんは胸部に当たって拉ひしげていた。


　斑の少女は無造作に槍を摑つかんでレティシアを引き寄せると、その手から黒い風を発生させてレティシアを捕ほ縛ばくする。


（な………何だ、この奇き妙みような風は……!?）


　それは彼女の知識にもない、不気味な風だった。


　影かげのように漆しつ黒こくでもなく、嵐のように荒あら々あらしいでもなく、熱風のように熱いわけでもない。


　強しいて例えれば黒く、温ぬるく、不気味。


　蠢うごめく様に生物的な黒い風は、徐じよ々じよにレティシアの意識を蝕むしばんでいく。


　斑模様の少女はレティシアの胸むな倉ぐらと顎あごを摑んで薄い微び笑しようを浮うかべた。


「痛かった。凄すごく痛かった。だけど許してあげる。………あ、あと前言撤てつ回かい。貴女はいい手て駒ごまになりそう」


　くすり、と笑う白黒斑まだらの少女。蝕むようにレティシアの全身を覆おおう黒い風。


　シュトロムの巻き起こす乱気流が、境界壁を煌こう々こうと照らすペンダントランプを揺ゆらす最中───紅あかい閃せん光こうがシュトロムを撃うち抜ぬく。


「ＢＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＭ!!」


　撃ち抜いた中心から熔よう解かいする陶器の巨兵。焼き爛ただれた巨兵はその場に崩くずれ落ち、土へと還かえる。斑の少女が天を仰あおいだ隙すきを突き、レティシアは腕うでを振ふりほどいて距きよ離りをとった。


　しかし全身に力が入らず、その場で片かた膝ひざをついて蹲うずくまる。


　斑の少女はレティシアを顧かえりみず、視線を上げる。


「………そう。ようやく現れたのね」


　上空にある光はペンダントランプの輝かがやきだけではない。轟ごう々ごうと燃え盛る炎ほのおの龍りゆう紋もんを掲かかげた、北側の〝階層支配者〟───サンドラが、龍を模した炎を身に纏まとって見下していた。


　斑模様のスカートを風で靡なびかせ、微笑を浮かべてサンドラを見上げる。


「待っていたわ。逃にげられたのではと心配していたところよ」


「………目的はなんですか、ハーメルンの魔ま王おう」


「あ、ソレ間ま違ちがい。私のギフトネームの正式名めい称しようは〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟よ」


「………。二十四代目〝火龍〟、サンドラ」


「自己紹しよう介かいありがと。目的は言わずとも分かるでしょう？　太陽の主権者である白夜叉の身み柄がらと、星せい海かい龍りゆう王おうの遺骨。つまり、貴女が付けてる龍角が欲しいの」


　だから頂ちよう戴だい？　とでも言いたげな軽い口調で、サンドラの龍角を指さす。


「………なるほど。魔王と名乗るだけあって、流石さすがにふてぶてしい。だけどこのような無体、秩ちつ序じよの守護者は決して見過ごさない。我らの御み旗はたの下もと、必ず誅ちゆうしてみせる」


「そう。素す敵てきね、フロアマスター」


　轟々と荒あらぶる火龍の炎を、黒々とした不気味な暴風で受け止める。


　二つの衝しよう撃げき波はは空間を歪ゆがめ、強大な力の波となって周囲を満たし、境界壁へきを照らすペンダントランプを余波のみで砕くだく。


　砕けたペンダントランプの残ざん骸がいは、両者の戦いを彩いろどるかの如く煌きらめきを放って霧む散さんした。





　　　　＊





　───大祭運営本ほん陣じん営えい、バルコニー入り口扉とびら前。


　その頃ころ、飛鳥達はバルコニーに通じる通路の前で立ち往生していた。


　吹ふき飛ばされた時と同じ黒い風が、彼女達の侵しん入にゆうを阻はばんでいたからだ。


　進むことも出来ずに歯は嚙がみする飛鳥は、扉の向こうにいる白夜叉に向かって叫さけぶ。


「白夜叉！　中の状じよう況きようはどうなってるの!?」


「分からん！　だが行動を制限されておるのは確かだ！　連中の〝契約書類ギアスロール〟には何か書いておらんか!?」


　ハッとジンが拾った黒い〝契約書類〟を取り出す。


　すると書面の文字が曲線と直線に分解され、新たな文面へと変化したのだ。


　飛鳥は風で舞まい上がる髪かみを押さえながらも、すかさず羊皮紙を手にとって読む。


『※ゲーム参戦諸事じ項こう※




・現在、プレイヤー側ゲームマスターの参戦条件がクリアされていません。


　ゲームマスターの参戦を望む場合、参戦条件をクリアして下さい。




』




「ゲームマスターの参戦条件がクリアされてないですって………？」


「参戦条件は!?　他ほかには何が記述されておる!?」


「そ、それ以上の事は何も記述されていないわ！」


　白夜叉は大きく舌打ちした。彼女の知る限り、この様な形で星霊れいを封ふう印いん出来る方法は一つしかない。白夜叉は続けて叫んだ。


「よいかおんしら！　今から言う事を一字一句違たがえずに黒ウサギへ伝えるのだ！　間ま違ちがえる事は許さん！　おんしらの不ふ手て際ぎわは、そのまま参加者の死に繫つながるものと心得よ！」


　普ふ段だんの白夜叉からは考えられない、緊きん迫ぱくした声。今はそれだけ非常事態なのだ。


　飛鳥達は大きく息を呑のみ、白夜叉の言葉を待つ。


「第一に、このゲームはルール作成段階で故意に説明不備を行っている可能性がある！　これは一部の魔王が使う一手だ！　最悪の場合、このゲームはクリア方法が存在しない！」


「なっ………!?」


「第二に、この魔王は新興のコミュニティの可能性が高い事を伝えるのだ！」


「わ、分かったわ！」


　詳くわしく説明している場合ではない。時は一刻を争うのだと察する。


「第三に、私を封印した方法は恐おそらく───」


「はぁい、そこまでよ♪」


　ハッと白夜叉はバルコニーに振りかえる。


　其そ処こには白しろ装しよう束ぞくの女───ラッテンと呼ばれた女が、三匹びきの火ひ蜥蜴とかげを連れ立っていた。


　その三匹が〝サラマンドラ〟の同士だというのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。彼女の魔ま笛てきで操あやつられているのだろう。火蜥蜴達は灼しやく熱ねつの吐と息いきを乱れさせ、血走った瞳ひとみをしている。


「あら、本当に封ふうじられてるじゃない♪　最強のフロアマスターもそうなっちゃ形無しねえ！」


「おのれ………！　〝サラマンドラ〟の連中に何をした!?」


「そんなの秘密に決まってるじゃない。如何いかに封印が成功したとしても、貴女あなたに情報を与あたえるほど驕おごっちゃいないわ。………ところで、一体誰だれと話をしていたのかしら？」


　ラッテンは扉に視線を向ける。


　フルートを指揮棒のように掲かかげると、火蜥蜴たちが一いつ斉せいに襲おそい掛かかった。


「きゃあ！」


「あら、人間？　てっきり〝サラマンドラ〟の頭首だと思っていたのに………ま、いっか」


　ラッテンは興味なさそうな視線を向け、再度フルートを振ふるう。


　火蜥蜴は血走った瞳を向けて飛鳥達に跳とびかかった。


「飛鳥！」


　体長２ｍはあろうかというその巨きよ体たいを、耀は上段蹴げりで薙なぐ。しかし互たがいの重量が違いすぎた。一いつ瞬しゆん揺ゆらいだ火蜥蜴だが、着地と共にすぐさま跳びかかる。


「飛鳥、ジン！　摑つかまって！」


「え、ええ！」


　火蜥蜴は操られているだけだ。罪は無い。しかし一度にこの数を、それも手加減して戦うのは不可能だと察した耀は、二人の手を摑んで旋せん風ぷうを巻き起こす。


　鷲わし獅じ子しのギフトを用いた力に、ラッテンは少なからず驚おどろきの声をあげた。


「あら、今の力………グリフォンか何かかしら？　随ずい分ぶんと変わり種の人間じゃないの。見れば顔も端たん正せいで中々可愛かわいかったし………よし、気に入った！　貴女は私の駒こまにしましょう！」


　嬉き々きとした声を上げるラッテンを耀は無視し、二人を抱かかえて廊ろう下かに飛びさる。


　ラッテンはその後ろを追わず、艶えん美びな笑えみを唇くちびるに浮うかべ、フルートに息を吹き込む。


　宮きゆう殿でん内に高く、低く───妙たえなる魔笛が響ひびく。


　その音色は昨日の不協和音とは違ちがい、甘く誘さそうような響きで中ちゆう枢すう器官を刺し激げきする。


　とりわけ優すぐれた五感を持つ耀には、絶大な効果があった。


　歯嚙みしながら耐たえていた耀だが、弛し緩かんしていく筋肉と意識に蝕むしばまれていく。


「あ………駄だ目めだ、コレ………！」


「きゃっ！」


「わっ！」


　バタン、と旋風が止やむ。突とつ然ぜん崩くずれ落ちた耀は、抱だきかかえていた二人を突つき放す。


　腰こしが砕くだけたようにガクガクと下半身を揺ゆらす耀は、渾こん身しんの力で叫んだ。


「アイツが来る………飛鳥、ジン！　逃にげて………！」


「馬ば鹿か言わないで！　ジン君！」


「は、はい！」


　強こわ張ばった表情を見せるジン。


　飛鳥は大きく息を吸い込み、何かを決意したように呟つぶやいた。


「先に謝っておくわ。………ごめんなさいね」


　え？　とジンは小首を傾かしげる。


　飛鳥は一いつ瞬しゆんだけ申し訳なさそうな哀かなしい顔を浮かべ、


「コミュニティのリーダーとして───春日部さんを連れて黒ウサギの元へ行きなさい」


　同士の心を支配した。


　以前のように偶ぐう発はつ的ではなく、意図的に。


「………わかりました」


　ジンの瞳から意識が薄うすれる。ジンは言われるがまま、耀に肩かたを貸してその場を去っていく。


　普段の彼ならば断固としてこの場に残ることを譲ゆずらなかっただろう。あの少年は無力ではあるが、その心根は誠実だと飛鳥は理解していた。


　なのに飛鳥は、その誠実さを自分の身勝手で捻じ曲げてしまったのだ。


　後にジンが、飛鳥を残した事を大いに悔くやむだろうと理解していながら。


（………本当にごめんね、ジン君）


　逃げる二人の背を、飛鳥はしばし哀しげに見つめ───背後から現れた敵に、溢あふれる怒いかりを以もつて振り向く。


「………あらら？　貴女一人？　お仲間は？」


「私に任せて先に逃げたわ。貴女程度の三流悪あく魔ま、私一人で十分ですって」


「………ふぅん？」


　スゥと目を細める。飛鳥の表情を勘かん繰ぐるようなその瞳は一転、朗ほがらかに笑った。


「それは半分噓うそね。貴女の瞳は、背負わされた人間の瞳じゃない。自ら背負った人間の瞳よ。………うん、凄すごく好みかも。あーもう、予想外にいい人材が転がってるじゃない！　あっちこっち目移りしちゃうわねホント！」


　屈くつ託たくなくケラケラ笑う。飛鳥はラッテンの白しろ装しよう束ぞくを一いち瞥べつし、彼女がフルート以外の武器を所持していないことを確かく認にんする。


（………笛ふえ吹ふきき道どう化けの伝承は、〝人とネズミを操あやつる道化〟。それに従うなら、他ほかの種への強制力は小さいはず。同じ条件なら、私の支配力が勝まさるはず………！）


　緊きん張ちようを解ほぐすように、大きく息を吸って吐息を整える。仕し掛かけるなら先手必勝だ。幸いなことに、ラッテンは飛鳥を見くびっている。手の中にギフトカードを持ち、大声で叫さけんだ。


「全員───そこを動くなッ!!!」


　は？　と啞あ然ぜんとするラッテン。


　しかしその直後、ガチン！　と火ひ蜥蜴とかげを含ふくめ、ラッテンまでもを拘こう束そくする。千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を得た飛鳥は白銀の十字剣けんをギフトカードより取り出し、一足飛びで懐ふところに飛び込む。


　正眼から、心臓を狙ねらう一ひと突つき。破は邪じやの力を持つ白銀の剣の切っ先は、


「───っ……!!　この、甘いわ小こ娘むすめ!!」


　重なる金属音。ラッテンは拘束を振ふり払はらい、圧あつ倒とう的な後手をモノともせずに剣を振り払う。完全に心臓を捉とらえていたにも拘かかわらず、飛鳥の一いち撃げきは容易たやすく弾はじかれたのだ。


　弾き飛ばされた飛鳥は壁かべに叩たたきつけられ、ケホッと咳せき込こむ。


（こ、の………！　せめて春日部さんの半分も動けたら………！）


　己おのれの力の無さを、此こ処こに来て痛感した。


　久遠飛鳥は〝支配する者〟であり、〝行使するもの〟ではない。


　彼女の身体からだは、只ただの十五歳の少女でしかないのだ。


　己の領分を弁わきまえなかった、必然の敗北だった。


「驚いた………不意打ちとはいえ、数秒も拘束されるなんて。かなり奇き妙みような力を持ってるのね、貴女あなた。出会い頭に悪魔を服従しようとするなんていい度胸してるじゃない♪」


　ズドンッ!!!　と笑いながら飛鳥の腹部を強きよう烈れつに蹴けり上げるラッテン。


「…………っ……！」


　込み上げる嘔おう吐と感を、プライド一つで抑おさえ込む。


　飲み込んだモノの中には血ち反吐へどもあったが、それも構わず飲み込む。


　他人の前で五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの中身をぶちまけるなど、敗北よりも度し難がたい屈くつ辱じよくだ。


　飛鳥は腹部を押さえながらも、不敵な瞳ひとみでラッテンの白装束を摑つかむ。


「貴女………周りが、見えてないのね………〝サラマンドラ〟の火蜥蜴達、逃にげたわよ」


「別に構わないわ、あんな雑魚ざこ。貴女を手中に収めれば、二人でこれからいくらでも搔かき集められるし、ねッ！」


　ズドンッ!!!　ともう一度腹部を蹴り上げられ、飛鳥は気を失った。


　ラッテンは飛鳥を腰こしから抱だき上げ、顎あごを摑んで振り向かせる。


「………綺き麗れいな子。さっきの子もいいけど、総合では貴女の方が素す敵てきかな」


　抱き上げたまま鼻歌交じりで白夜叉の元に戻もどる。気を失って項うな垂だれる飛鳥を見た白夜叉は、白い髪かみを戦慄わななかせて射殺すような視線を向けた。


「貴様………！」


「ふふ。どんなに凄んでも無む駄だよ。この封印ルールは特とく殊しゆな功績で得たマスターの〝主催者権限ホストマスター〟で作られている。如何いかに最強のフロアマスターでも、箱庭の力は破れないでしょ？」


「くっ………！」


「〝幻想魔道書群グリム・グリモワール〟に所属していた時に貴女の怪かい物ぶつっぷりはよく耳にしたものよ。太陽の主権を争うギフトゲームに勝利した後、自らの力を抑えるために仏門へ下った最強の太陽の星霊れい。………世界の境界を預かる、太陽と黄金の魔ま王おう〝クイーン・ハロウィン〟にさえ打ち勝つその実力。今後は我々〝グリムグリモワール・ハーメルン〟の為ために使って頂きましょう」


　勝利を確信したかの様に高らかな笑い声を上げるラッテン。


　ステップを踏ふむかのようにターンを繰くり返し、バルコニーに立って両手を広げる。


「さあ！　我々〝グリムグリモワール・ハーメルン〟のゲームはコレからが本番よ！　最高に過激な歌劇オペラを始めましょう！」


　バルコニーで奏かなでられる、魔ま笛てきの旋せん律りつ。


　高く、低く、妙たえなる音色は舞ぶ台たい会場だけに留とどまらず、境界壁へきの麓ふもとを徐じよ々じよに呑のみ込む。


　人心を操る魔笛は参加者達の意識を蝕むしばみ、支配していく。意識を乗っ取られた参加者達は暴徒と化し、同士討うちや破は壊かい活動を始めた。


　参加者側の主力は既すでに交戦中にあり、最も早はや彼女を止める者はいない。


　思考を支配され、屈くつ服ぷくを強要されたコミュニティが徐々に脱だつ落らくしていく。


　半ば勝敗が決したかと思われたその時───激しい雷らい鳴めいが鳴り響ひびいた。


「そこまでです！」


　魔笛を搔き消されたラッテンは、ハッと空を仰あおぐ。


「今の雷鳴………まさか！」


　ラッテンはバルコニーから宮きゆう殿でんの屋根に跳とび上がった。幾いく度ども轟とどろく雷鳴を発していたのは、軍神・帝たい釈しやく天てんより授さずかったギフト───〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟を掲かかげた黒ウサギである。


　黒ウサギは輝かがやく三叉またの金剛杵を掲げ、高らかに宣言する。





「〝審判権限ジヤツジマスター〟の発動が受理されました！　これよりギフトゲーム〝The PIED PIPER of HAMELIN〟は一時中断し、審しん議ぎ決議を執とり行います！　プレイヤー側、ホスト側は共に交戦を中止し、速すみやかに交こう渉しようテーブルの準備に移行してください！　繰り返します───」












　第七章







　───境界壁・舞台区画。大祭運営本ほん陣じん営えい、大広間。


　宮殿内に集められた〝ノーネーム〟一同と、その他ほかの参加者達。負傷者も多数いる中、十六夜を見つけた黒ウサギとジンは、心底心配したかのようにピョンッと跳はねて現れる。


「十六夜さん、ご無事でしたか!?」


「こっちは問題ない。他のメンツは？」


「残念ながら、十六夜さんと黒ウサギを除けば満まん身しん創そう痍いです。飛鳥さんに至っては姿も確かく認にん出来ず………すみません、僕がしっかりしていれば………！」


　ジンが悔くやしそうに頭を下げる。彼に非があるわけではないが、それでも責任を感じているのだろう。一方の耀とレティシアは、敵との交戦で疲ひ弊へいしている。すぐに戦いを始められる状態ではない。状じよう況きようを確認した黒ウサギは、苦々しい声を漏もらす。


「白夜叉様の伝言を受け取り、すぐさま審議決議を発動させたのですが………少し遅おそかったようですね」


「そもそも審議決議ってのはなんのことだ？」


「〝主催者権限〟によって作られたルールに、不備がないかどうかを確認する為に与あたえられたジャッジマスターが持つ権限の一つでございます」


「ルールに不備？」


「ＹＥＳ。ジン坊ぼっちゃんの伝言によると『今回のゲームは勝利条件が確立されていない可能性がある』との事でした。真しん偽ぎはともかく、ゲームマスターに指定された白夜叉様に異議申し立てがある以上、〝主催者ホスト〟と〝参加者プレイヤー〟でルールに不備がないかを考察せねばなりません。それに一度始まったギフトゲームを強制中断できるわけですから。奇き襲しゆうを仕し掛かけてくる事が常の魔王に対たい抗こうするための権限、という側面もあります」


「ほお………？　要するにタイムアウトみたいなものか。無条件でゲームの仕切り直しが出来るなら、かなり強力な権限じゃねえか」


　思わず感心の声を上げる十六夜。


　しかし黒ウサギは複雑な表情で首を振ふった。


「いえ、そうとも限らないのですよ。審議決議を行ってルールを正す以上、これは〝主催者ホスト〟と〝参加者プレイヤー〟による対等のギフトゲーム。………えっと、単刀直入に説明しますと〝このギフトゲームによる遺い恨こんを一いつ切さい持たない〟、という相そう互ご不ふ可か侵しんの契けい約やくが交かわされるのですヨ」


　黒ウサギの説明に、十六夜は片眉まゆを歪ゆがませる。


「………つまりゲームで負ければ最後、他の〝サウザンドアイズ〟や〝サラマンドラ〟は報復行こう為いを理由にギフトゲームを挑いどむことが出来ない、ってことか」


「ＹＥＳ。ですので、負ければ救きゆう援えんは来ないものと思ってください」


「ハッ、最初から負けを見み据すえて勝てるかよ」


　十六夜が失しつ笑しようすると、大広間の扉とびらが開いた。大広間に入ってきたのはサンドラとマンドラの二人だ。サンドラは緊きん張ちようした面おも持もちのまま、参加者に告げる。


「今より魔王との審議決議に向かいます。同行者は四名です。───まずは〝箱庭の貴族〟である、黒ウサギ。〝サラマンドラ〟からはマンドラ。その他に〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟に詳くわしい者がいるのならば、交渉に協力して欲しい。誰だれか立候補する者はいませんか？」


　参加者の中にどよめきが広がる。黒ウサギも言っていたが、童話の類たぐいは知られている範はん囲いが極きわめて狭せまい。伝承のさわりを知っている者はいても、細部に詳しい人間は少ないのだろう。


　名乗り出る者がでない中、十六夜はジンの首根っこを摑つかまえ、


「〝ハーメルンの笛吹き〟についてなら、このジン＝ラッセルが誰より知っているぞ！」


「………は？　え、ちょ、ちょっと十六夜さん!?」


　突とつ然ぜん声を上げた十六夜に驚おどろくジン。


　十六夜は悪戯いたずら半分本気半分で捲まくし立てる。


「めっちゃ知ってるぞ！　とにかく詳しいぞ！　役に立つぞ！　この件で〝サラマンドラ〟に貢こう献けんできるのは、〝ノーネーム〟のリーダー・ジン＝ラッセルを措おいて他にいないぞ！」


「ジンが？」


　キョトン、とした顔を向けるサンドラ。一いつ瞬しゆんだけ顔に子供っぽさが出たサンドラだが、次の瞬しゆん間かんには頭を振ってキリッ！　と表情を戻もどす。


「他に申し出がなければ〝ノーネーム〟のジン＝ラッセルにお願いしますが、よろしいか？」


　サンドラの決定に、再びどよめきが広がる。


「〝ノーネーム〟が………？」「何ど処このコミュニティだよ」「信用出来るのかしら」「決勝に残っていたコミュニティか？」「ありえねえ」「おい、他に立候補者は───」


　他の同行者を求める声が上がるも、現れる気配はない。


　しかし自分達の命運を決めるゲームの交渉テーブルに、〝ノーネーム〟が着くことが不安なのだろう。ジンもその空気を察して手を挙げなかったのだが、十六夜は剣けん呑のんな表情で囁ささやく。


「馬ば鹿かかオマエ。毎夜毎晩書庫で勉強してたのは何のためだ。此こ処こで生かさなくてどうする」


「そ、それは」


　ジンの瞳ひとみが揺ゆらぐ。彼は何も、十六夜の案内をするためだけに書庫に下りていたわけではなかった。才能が乏とぼしいからこそ、今後のコミュニティの為ために必死で勉学に勤いそしんでいたのである。今回は偶ぐう然ぜんにも、その知識が役立つゲームなのだ。


「周りに気を使うのはまあ、いいことだ。誰にも迷めい惑わくをかけねえってのが御おチビの処世術なら文句言わねえよ。───だけど、お前は俺達の旗頭なんだ。お前が我を見せつけねえとまかり通らねえことが、今後も必ず来る。違ちがうか？」


「………っ……」


　十六夜の言葉を奥歯で嚙かみしめ、ジンは顔を上げた。途と端たんに周囲の視線が集まる。


　不安と不満。混こん濁だくした負の視線の中で、黒ウサギとサンドラは期待の視線を向けていた。


「もう寄生虫だの何だの言われたくないんだろ？　変わりたいって言ったじゃねえか。ならちょっとカッコいいところを周りに見せつけて、名を挙げてやろうぜ、リーダー」


「は、はい………！」


　リーダーと呼ばれて嬉うれしかったのか、勢いづいて返事をする。


　十六夜はここぞとばかりにジンを肩かたに担かつぎあげ、周囲に見せつけた。


「よっし、じゃあ行くぞ御チビ様！　この一件で名が売れたら、本格的にチラシでも刷るか。


〝魔ま王おうにお困りの方、ジン＝ラッセルまでご連れん絡らくください〟ってな」


　ブッとジンは吹ふき出して叫さけんだ。


「ぜ、絶対嫌いやだっていったじゃないですか！　というか名前は入れなきゃ駄だ目めなんですか!?」


「当たり前だ。旗頭だって言ってるだろうが。………まあ、御チビ様がどうしても嫌ってなら


〝魔王にお困りの方、ジン○ラッセルまでご連絡ください〟とかでも、」


「お　か　し　い　で　し　ょ　う!?　一番伏ふせなくていい所を伏せてるじゃないですか!!!」


　あーだこーだと抗こう議ぎするジンと、からかう十六夜。


　サンドラと黒ウサギは視線を交かわし、半ば呆あきれたように笑って見守るのだった。





　　　　＊





　───境界壁へき・舞ぶ台たい区画。大祭運営本ほん陣じん営えい、貴き賓ひん室。


「ギフトゲーム〝The PIED PIPER of HAMELIN〟の審しん議ぎ決議、及および交こう渉しようを始めます」


　厳おごそかな声で、黒ウサギが告げる。十六夜達の対面には、白黒の斑まだらのワンピースを着た少女が座り、その両りよう隣どなりに軍服のヴェーザーと白しろ装しよう束ぞくのラッテンが立っている。


（ふぅん？　両隣の二人が〝ラッテンネズミ〟に〝ヴェーザー河〟。あと、サンドラが倒たおした巨きよ人じんが〝シュトロム嵐〟だっけ？　なら残りの一人は………いや、後でいいか）


　ジンに付いてきた十六夜は思考を止める。


　招かれた部屋は豪ごう奢しやな飾かざりつけが施ほどこされた貴賓室だった。本来招かれるはずだった来客はゲームの外にいたのか、不在となっているらしい。対等のゲームを定める為の交渉を謁えつ見けんの間で行う訳にもいかず、この貴賓室で行うことになったのだ。


「まず〝主催者ホスト〟側に問います。此こ度たびのゲームですが、」


「不備は無いわ」


　斑の少女は言葉を遮さえぎる様に吐はき捨てる。


「今回のゲームに不備・不正は一いつ切さいないわ。白夜叉の封ふう印いんも、ゲームのクリア条件も全すべて調ととのえた上でのゲーム。審議を問われる謂いわれはないわ」


　静かな瞳とは裏腹に、ハッキリとした口調で話す斑の少女。


「………受理してもよろしいので？　黒ウサギのウサ耳は箱庭の中ちゆう枢すうと繫つながっております。噓うそを吐ついてもすぐ分かってしまいますヨ？」


「ええ。そしてそれを踏ふまえた上で提言しておくけれど。私達は今、無実の疑いでゲームを中断させられているわ。つまり貴女あなた達は、神聖なゲームにつまらない横よこ槍やりを入れているということになる。───言ってること、分かるわよね？」


　涼すずやかな瞳で、サンドラを見つめる。対照的に、サンドラは歯は嚙がみした。


「不正がなかった場合………主催者側に有利な条件でゲームを再開させろ、と？」


「そうよ。新たなルールを加えるかどうかの交渉はその後にしましょう」


「………わかりました。黒ウサギ」


「は、はい」


　少し動どう揺ようしたように頷うなずく黒ウサギ。此処までハッキリとした態度を取ってくるとは思わなかったのだろう。黒ウサギは天を仰あおぎ、ウサ耳をピクピクと動かす。


　十六夜はその間に、後ろに控ひかえたマンドラに小声で問う。


「なあ。どの程度ならゲームの不正に該がい当とうするんだ？」


「………。そんな事も知らずに同行したのか、貴様」


　チッ、と舌打ちするマンドラ。


「貴様も知っているだろうが、ギフトゲームは参加者側の能力不足・知識不足を不備としない。不死を殺せと命ぜられようが、殺せぬ方が悪い。飛べと命ぜられても、飛べぬ方が悪い。今回ならば、クリアに〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟の伝承の知識が必要でも、知らぬ方が悪いとなる」


「へえ？　そりゃ理り不ふ尽じんだ」


「今回のゲームに不備があるとすれば、まず白夜叉の封印。参加を明記しておきながら、参戦は出来ぬという。これは看過出来ん。其そ処こには明文化された要因が必要のはず」


「しかし記されていたのは『偽いつわりの伝承を砕くだき、真実の伝承を掲かかげよ』の一文のみ、か」


　そこで二人の会話が途と切ぎれる。


　黒ウサギはしばし瞑めい想そうした後───気まずそうに顔を伏せた。


「………。箱庭からの回答が届きました。此度のゲームに、不備・不正はありません。白夜叉様の封印も、正当な方法で造られたものです」


　ギリ、と奥歯を嚙む音がした。これで参加者側は一気に不利となる。


「当然ね。じゃ、ルールは現状を維い持じ。問題はゲーム再開の日取りよ」


「日取り？　日を跨またぐと？」


　サンドラは意外な声を上げた。周りの人間も同じだ。


　明らかに劣れつ勢せいである参加者側に、時間を与あたえるというのだから当然だろう。


　状じよう況きよう的には、今この場でゲームが再開されてもおかしくは無かったのだから。


「ジャッジマスターに問うわ。再開の日取りは最長で何時いつ頃ごろになるの？」


「さ、最長ですか？　ええと、今回の場合だと………一ヵ月でしょうか」


「じゃ、それで手を───」


「待ちな！」


「待ってください！」


　十六夜とジン、二人が同時に声を上げる。その声はこの上なく緊きん迫ぱくしていた。


「………なに？　時間を与えてもらうのが不満？」


「いや、ありがたいぜ？　だけど場合によるね。………俺は後でいい。御おチビ、先に言え」


「はい。主催者に問います。貴女の両隣にいる男女は〝ラッテン〟と〝ヴェーザー〟だと聞きました。そしてもう一体が〝嵐シユトロム〟だと。なら貴女の名は………〝黒死病ペスト〟ではないですか？」


「ペストだと!?」


　一同の表情が驚きよう愕がくに歪ゆがみ、一いつ斉せいに斑の少女を見つめた。しかし無理のないことだろう。


　───〝黒死病〟とは、十四世紀から始まる寒冷期に大流行した、人類史上最悪の疫えき病びようである。この病は敗はい血けつ症しようを引き起こし、全身に黒い斑はん点てんが浮うかんで死亡する。


　グリム童話の〝ハーメルンの笛吹き〟に現れる道どう化けが斑まだら模様であったこと。


　そして黒死病が大流行した原因である、ネズミを操あやつる道化であったこと。


　この二点から、〝一三〇人の子供達は黒死病で亡なくなった〟という考察が存在するのだ。


「ペスト………そうか、だからギフトネームが〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟！」


「ああ、間ま違ちがいない。そうだろ魔王様？」


「………。ええ。正解よ」


　涼やかな微び笑しようで斑の少女───ペストは頷いた。


「御見事、名前も知らない貴方あなた。よろしければ貴方とコミュニティの名前を聞いても？」


「………〝ノーネーム〟、ジン＝ラッセルです」


　コミュニティの名前を聞いたペストは、少し意外そうに瞳ひとみを見開いた。


「そっ。覚えておくわ。………だけど確かく認にんを取るのが一手遅おそかったわね。私達はゲーム再開の日取りを左右出来ると言げん質ちを取っているわ。勿もち論ろん、参加者の一部には既すでに病原菌きんを潜せん伏ぷくさせている。ロックイーターの様な無機生物や悪あく魔までもない限り発はつ症しようする、呪のろいそのものを」


「っ……………!!?」


　最悪だ。彼女の撒まいた呪いが黒死病と酷こく似じするのならば、発症するまで最短で二日。


　一ヵ月もあれば力の無い種は死し滅めつするだろう。


　彼らは今、戦わずして負けようとしているのだ。


「ジャ、ジャッジマスターに提言します！　彼らは意図的にゲームの説明を伏ふせていた疑いがあります！　もう一度審しん議ぎを、」


「駄だ目めですサンドラ様！　ゲーム中断前に病原菌を潜伏させていたとしても、その説明責任を主催者ホスト側が負う事はありません。また彼らに有利な条件を押し付けられるだけです……！」


　ぐっと言葉を呑のみこむサンドラ。


　その悔くやしそうな姿を涼すずやかな微笑で見つめながら、ペストはその場にいる参加者達に問う。


「此こ処こにいる人たちが、参加者側の主力と考えていいのかしら？」


「……………」


「マスター。それで正しいと思うぜ」


　黙だまりこむ参加者に代わり、ヴェーザーが答える。


「なら提案しやすいわ。───ねえ皆みなさん。此処にいるメンバーと白夜叉。それらが〝グリムグリモワール・ハーメルン〟の傘さん下かに降くだるなら、他ほかのコミュニティは見み逃のがしてあげるわよ？」


「なっ、」


「私、貴方達の事が気に入ったわ。サンドラは可愛かわいいし。ジンは頭いいし」


「私が捕つかまえた紅あかいドレスの子もいい感じですよマスター♪」


　ラッテンが愛あい嬌きようたっぷりに言うと、〝ノーネーム〟のメンバーの顔が強こわ張ばる。


「ならその子も加えて、ゲームは手打ち。参加者全員の命と引き換かえなら安いものでしょ？」


　微笑を浮かべ、愛らしく小首を傾かしげるペスト。


　しかしその笑え顔がおの裏にあるのは真逆の意。


　従わなければ皆殺しだと、この少女は笑顔で言ってのけたのだ。


　戦せん慄りつするような、幼くも美しい笑みに戸と惑まどう一同。





　しかし十六夜とジンは、冷静に状況を解かい析せきしていた。


「………これは白夜叉様からの情報ですが。貴女あなた達〝グリムグリモワール・ハーメルン〟はもしや、新興のコミュニティなのでしょうか？」


「答える義務はないわ」


　即そく答とうだった。しかしそれが逆に不自然さを浮き彫ぼりにする。


　十六夜はすぐさま察して畳たたみ掛かける。


「なるほど、新興のコミュニティ。優ゆう秀しゆうな人材に貪どん欲よくなのはその為ためか」


「……………」


「おいおい、このタイミングの沈ちん黙もくは是ぜととるぜ？　いいのか魔王様？」


　切り口を見つけ、挑ちよう発はつ的に笑う。ペストは笑みを消し、眉まゆを歪めて十六夜を睨にらんだ。


「………だからなに？　私達が譲ゆずる理由は無いわ」


「いいえあります。だって貴女達は、僕らを無傷で手に入れたいと思っているはずですから。もしも一ヵ月も放置されたら、きっと僕達死んじゃいます。………だよねサンドラ」


「え？　あ、うん」


　突とつ然ぜん話を振ふられたサンドラは地の返事で返す。


　慌あわてて正そうとするが、ジンはそれを聞かずに続けた。


「そう。死んでしまえば手に入らない。だから貴女はこのタイミングで交こう渉しようを仕し掛かけた。実際に三十日が過ぎて、その中で失われる優秀な人材を惜おしんだんだ」


　断言して言い切る。今回に限ってだが、ジンはこの解答に絶対の自信があった。


　しかしペストは、それでもなお憮ぶ然ぜんと言い返す。


「もう一度言うけど。だからなに？　私達には再開の日取りを自由にする権利がある。一ヵ月でなくとも………二十日。二十日後に再開すれば、病死前の人材を、」


「では発症したものを殺す」


　ギョッと全員がマンドラに振り向いた。その瞳は真しん剣けんそのものだ。


「例外はない。縦令たとえサンドラだろうと〝箱庭の貴族〟だろうと………この私であろうと殺す。フロアマスターである〝サラマンドラ〟の同士に、魔王へ投降する脆ぜい弱じやくなものはおらん」


　絶句する。縦令ブラフだとしても過激すぎる宣言だ。


　しかし十六夜は策を閃ひらめいた様にマンドラから繫つなげる。


「黒ウサギ。ルールの改変はまだ可能か？」


「へ？　………あ、ＹＥＳ！」


　黒ウサギも何かに気がついたようにピン！　とウサ耳を伸のばす。


「交渉しようぜ、〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟。俺達はルールに〝自決・同士討うちを禁ずる〟と付け加える。だから再開を三日後にしろ」


「却きやつ下か。二週間よ」


　即そつ決けつを下される。しかし二週間は長い。


　理想的な期間は、例の謎なぞ解ときの事も考えて一週間以内。他に交渉出来る物は無いかと見み渡わたし、黒ウサギと目が合う。


「今のゲームだと、黒ウサギの扱あつかいはどうなってるんだ？」


「黒ウサギは大祭の参加者ではありましたが、審しん判ぱんの最中だったので十五日間はゲームに参加できない事になっています。………主催者側の許可があれば別ですが」


「よし、それだ魔王様。黒ウサギは参加者じゃないからゲームで手に入れられない。けど黒ウサギを参加者にすれば手に入る。どうだ？」


「………十日。これ以上は譲れないわ」


「ちょ、ちょっとマスター!?　〝箱庭の貴族〟に参戦許可を与あたえては………！」


「だって欲しいもの。ウサギさん」


　焦あせるラッテンに素っ気ない一言で返答する。


　十日。あと少し。あと少しで五分にまで持っていける。しかし交渉するモノが他ほかに見当たらない。全員が思考を最速で張り巡めぐらせる中───ジンは意を決して口にする。


「ゲームに………期限を付けます」


「なんですって？」


「再開は一週間後。ゲーム終しゆう了りようは………その二十四時間後。そして、ゲームの終了とともに主催者の勝利とします」


　ゴクリ、と黒ウサギやサンドラ達の息を呑のむ音が貴き賓ひん室に響ひびいた。


「………本気？　主催者側の総取りを覚かく悟ごするというの？」


「はい。一週間は死者が現れないギリギリのラインです。今後現れるであろう病状やパニックを想定した場合、精神的にも体力的にもギリギリ耐たえられる瀬せ戸と際ぎわ。そして、それ以上は僕らも耐えられない。だから全コミュニティは、無条件降こう伏ふくを呑みます」


「─────………」


　ペストは口に手を当てて思案する。これは両者にとって得となる話である。


　今後の準備や謎解きの時間が欲しい参加者側。


　優秀な人材達を無傷で手に入れたい主催者側。


　一週間＋一日というタイムリミットは、まさに理想的な期限───では、ある、のだが。


（………気に入らないわ）


　ペストは不快だった。一見して合理的に話が進んでいるが、何もかもが参加者側の目もく論ろ見み通りになっている。それが気に食わない。


　確かに、自分は若じやく輩はいだ。魔王を名乗れはするが、同時にルーキーだ。思う様にゲームメイクが出来ないのはある種仕方がないのだろうが、何より気に入らないのは。


「ねえジン。もしも一週間生き残れたとして…………貴方あなたは、魔王わたしに勝てるつもり？」


「勝てます」


　脊せき髄ずい反射のような答え。ジン自身、考えて答えた訳ではないので内心肝きもが冷えている。


　しかしそれでも、自分の同士の勝利だけは疑っていなかった。


「…………………………………そう。良く分かったわ」


　ペストは不ふ機き嫌げんな顔を一転させ、にっこりと笑った。そんな、華はなが咲さいた様な笑え顔がおで、





「宣言するわ。貴方は必ず───私の玩具おもちやにすると」





　瞳ひとみに壮そう絶ぜつな怒いかりを浮うかべた。激しく黒い風が吹ふき抜ぬけ、参加者達が顔を庇かばう最中、主催者───〝黒死斑の魔王〟は消え、一枚の黒い〝契約書類ギアスロール〟だけが残った。
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『ギフトゲーム名〝The PIED PIPER of HAMELIN〟







・プレイヤー一覧




・現時点で三九九九九九九外門・四〇〇〇〇〇〇外門・境界壁へきの舞ぶ台たい区画に存在する参加者・主催者の全コミュニティ（〝箱庭の貴族〟を含ふくむ）。







・プレイヤー側・ホスト指定ゲームマスター




・太陽の運行者・星せい霊れい　白夜叉（現在非参戦の為ため、中断時の接せつ触しよく禁止）。







・プレイヤー側・禁止事じ項こう




・自決及および同士討ちによる討ち死に。


・休止期間中にゲームテリトリー（舞台区画）からの脱だつ出しゆつを禁ず。


・休止期間の自由行動範はん囲いは、大祭本陣じん営えいより５００ｍ四方に限る。







・ホストマスター側　勝利条件




・全プレイヤーの屈くつ服ぷく・及び殺害。


・八日後の時間制限を迎むかえると無条件勝利。







・プレイヤー側　勝利条件




一、ゲームマスターを打だ倒とう。


二、偽いつわりの伝承を砕くだき、真実の伝承を掲かかげよ。







・休止期間




・一週間を、相そう互ご不ふ可か侵しんの時間として設ける。







宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたとホストマスターの名の下もと、ギフトゲームを開かい催さいします。




〝グリムグリモワール・ハーメルン〟印』













　幕間







　伽が藍らん────……と、響ひびくような金属音がした。





　　　　＊





　無人となった境界壁の展示場。ペスト達はそこに本ほん陣じんを置くことにしていた。幕間の無ぶ聊りようを慰なぐさめるには、様々な美術品が設置されているこの展示会場が適していたのだろう。交こう渉しようから戻もどる道中、ラッテンは白しろ装しよう束ぞくの尾おひれを揺ゆらしながら嬉き々きとしてペストに話しかける。


「ねえねえマスター！　これからの一週間、何して過ごしますー？」


「別に。予定は特にないわ」


　ハイテンションなラッテンとは対照的に、冷めたような声を返すペスト。先ほどまでの饒じよう舌ぜつさは何ど処こに消えたのか、無む駄だ口ぐちを叩たたくことなく静かに大だい空くう洞どうを目指して歩いている。


　最さい後こう尾びを歩いていたヴェーザーは、思い出したようにラッテンへ問う。


「おいラッテン。結局、〝ラッテンフェンガー〟の偽にせ物ものは見つかったのか？」


「あー全然。ネズミ共は何か見つけたみたいだったけど、取り逃にがしたみたい。まあゲームには参加している様子だし？　八日目には全すべてが分かるわよ」


　肩かたを竦すくませる二人。展示された美術品を物色しながら大空洞に着いた三人は、大空洞の異変に目を丸くした。


「………あら？　中心にあった鉄人形は？」


　ペストが小首を傾かしげる。しかしラッテンとヴェーザーの驚きよう愕がくはその比ではなかった。


　大空洞の中心部に駆かけ寄り、急いで鉄人形が消えた痕こん跡せきを捜さがす。


「噓うそ………!?　あんな巨きよ大だいな鉄人形が、パッと消えるわけがないわ！」


「違ちがう、問題はそこじゃねえ！　あの鉄人形を造ったのは確か───!!!」


　コミュニティ・〝ネズミ捕りの道化ラツテンフエンガー〟。グリム童話のハーメルンの笛ふえ吹ふきを暗あん喩ゆする何者かが造った巨きよ軀くの鉄人が、一いつ切さいの痕跡を残さずにこの場から消え去っていたのだ。


　驚愕する二人へ、追い打ちをかける様に複数のネズミが駆け寄る。


「は、はぁ!?　あの紅あかいドレスの子も消えた!?　何をやっていたのよこの無能共ッ!!」


　飛鳥と鉄人形の消失。ラッテンは怒いかりに任せてネズミを踏ふみつぶした。


　ヴェーザーは舌打ちしながらラッテンに指示を出す。


「何してるラッテン！　ネズミ共に捜させろ！　まだ遠くには行ってないはずだ！」


「分かってるわよ！　ああ、マスター！　不ふ埒らち者はすぐに成敗します故ゆえ、少々御お暇ひまを──」


「放ほうっておきなさい。面めん倒どうくさいし、今日は疲つかれたわ」


　ふぁ、と欠伸あくびを一つ。テーブルクロスの上に横たわって寝ねる姿勢を取る。


　勢いを挫くじかれて呆ぼう然ぜんとするラッテンに、ペストはゾッとするような薄うすい笑えみを向けて一言、


「好きに泳がせなさい。邪じや魔ま者ものも偽物達も───八日後に纏まとめて殺せばいいわ」


　それだけでしょ？　と、〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟は悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむのだった。





　　　　＊





「あすかっ！　あすかっ………！」


　幼い声と、冷たい雫しずくが頰ほおを伝った。


　動かない私の身体からだを、小さな力で揺さぶっている。


「ひ、ぃっく………！　あ、あすか………あすか……！」


　背には固い地面。温ぬくもりの感じられない土の匂におい。


　少し湿しめったそれは、私の体温を容よう赦しやなく奪うばう。


　このまま意識が遠のけば楽になれるかなーなんて、ちょっとらしくないじゃないかしら？


「………。大だい丈じよう夫ぶよ。だから泣かないで」


　ひっく、としゃくりあげるとんがり帽ぼう子しの精せい霊れいが、顔にしがみ付く。余よ程ほど心配させてしまったのだろう。その顔は大おお粒つぶの涙なみだに濡ぬれてくしゃくしゃになっていた。


「貴女あなたが無事でよかった………咄とつ嗟さに服の中に詰つめ込んだけど、ほら。私の胸って黒ウサギほど大きくないから」


　自じ虐ぎやく的な冗じよう談だんを言い、少し傷つく。自じ業ごう自じ得とくなのだが。


　意識がしっかりし始めた飛鳥は身体を起こし、周囲を見み渡わたす。境界壁へきの空くう洞どうだろうか？　展示会場に似た材質の壁かべに囲まれた飛鳥は、気を失う前後を思い出して奇き妙みようだと首を傾げる。


「私は確か………そうよ、あの女に蹴けり飛ばされて！」


　ガバッ!!!　と勢い良く立ち上がる。思い出すや否いなやタイムラグ無し。怒りに任せて跳とび起きる。あの女も許せないが、二度も蹴り上げられるような失態を見せた自分も腹立たしい。


　この恨うらみ晴らさずにいられるか否いられない！


「あ、あすか、すごくげんきー………？」


　小さな眼めを丸くして、ちょっぴり驚おどろくとんがり帽子の精霊。


　精霊を摘つまみあげて肩に載のせた飛鳥は、出口を探して散策をし始めた。


　人工的な場所なのか、所々に灯あかりとなる松明たいまつが壁に差しこまれている。念のために一つ手に取った飛鳥は、洞ほら穴あなを突つき進み、天てん井じよう高くまであるような巨大な門の前に立つ。


「こんな場所に門………？　それにこの紋もん章しよう………何処かで見たような………」


　巨大な扉とびらには、旗印と思われる細工が施ほどこされている。


　光の届かないこの地下道でこれほど巨大な鉄の門に、旗印の細工を刻む巧こう緻ちな技術。


　覚えがあるとしたら、展示会場だ。


「………あすか」


　とんがり帽子の精霊が、静かな声こわ音ねで飛鳥を呼び、門の中心を指さす。


　其そ処こには一枚の羊皮紙が貼はられていた。





『ギフトゲーム名〝奇き跡せきの担にない手〟







　　　・プレイヤー一覧　　久遠飛鳥


　　　・クリア条件　　　　神しん珍ちん鉄てつ製　自動人形オートマター　〝ディーン〟の服従。


　　　・敗北条件　　　　　プレイヤー側が上記のクリア条件を満たせなくなった場合。









　　宣せん誓せい　上記を尊重し、誇ほこりと御み旗はたの下もと、〝　　　　　〟はギフトゲームに参加します。




〝ラッテンフェンガー〟印』







「これ………〝契約書類ギアスロール〟？　まさか、」


「あすか」


　読み終わると、とんがり帽子の精霊は飛鳥の肩かたから飛び降り、手ごろな岩がん壁ぺきの突とつ起きに立つ。


　幼い表情には寂さびしそうな、切ないような、でも少し嬉うれしそうな、そんな瞳ひとみで精霊は───


「わたしから、あなたにおくりもの。どうかうけとってほしい。


　そして偽いつわりの童話───〝ラッテンフェンガー〟に終しゆう止し符ふを」


　声は四方八方から聞こえた。目の前の精霊ではなく、洞穴の虚こ空くうから、岩いわ肌はだの中から。


　この場に居るのは彼女だけではない。飛鳥は彼女が何者か思い出し、そして直感した。


　ここに彼女の仲間達がいたのだと。


「〝群体精霊〟。貴方あなた達は、大地の精霊か何かなのかしら？」


「はい。私達はハーメルンで犠ぎ牲せいになった一三〇人の御み霊たま。天災によって命を落とした者達」


　───〝ウィル・オ・ウィスプ〟のアーシャのように、天災や天変地異で亡なくなった魂たましいは、時にその魂の形けい骸がいを肥やしとして新たな超ちよう常じよう存在へと昇しよう華かする。


　人の身から精霊へ。転生という新たな生を経て、霊格と功績を手にした精霊群。


　それが彼ら〝群体精霊〟の正体である。


「………。私を、試ためしていたの？」


「いいえ。この子と貴女の出会いは偶ぐう然ぜんであり、私達にとっての最後の奇跡。そこに群体としての意識的介かい入にゆうはありません」


　幼い精霊が飛鳥に惹ひかれたのは、故意ではなく。


　彼女は、運命的に貴女に惹かれたのだと群体は語る。


「貴女には全すべてを語りましょう。一二八四年六月二十六日にあった真実を。そして偽りのハーメルンの正体を」


「そして捧ささげましょう。我々が造り上げた最高傑けつ作さく。星せい海かい龍りゆう王おうより授さずかりし鉱石で鍛きたえ上げた、最後の贈り物ギフトを」


「最も早はや叶かなわぬ願いと思って居おりました。しかし一三一人目の同士が、貴女を連れてきた」


「〝奇跡の担い手〟と成りうる貴女を。幾いく星せい霜そうの旅路は、決して無む駄だではなかった………！」


　巨きよ大だいな門が音を立て開く。ひらりひらりと舞まった〝契約書類〟は静かに飛鳥の手に落ちた。


「決断は貴女に委ゆだねましょう。我々のギフトゲームを………受けてくれますか？」


「……………」


　飛鳥は書類に視線を落とす。其処にはまだ、彼女のコミュニティのサインがない。ギフトゲームを受けるか否かの選せん択たくを、彼女のサインで示して欲しかったのだろう。


　飛鳥は書面を一通り確かく認にんし、スッと顔を上げる。


「一つだけ確認するわ。貴方達が造ったギフトがあれば………奴やつらに勝てる？」


「貴女が使えば」


「貴女が従えれば」


「貴女あなたが担になうのなら」


「「「貴女を、必ずや勝利させましょう」」」


　群体の声が空洞に反はん響きようする。ならば断る理由はない。


　飛鳥は頷うなずき、〝契約書類〟に筆を走らせてサインした。


「〝ノーネーム〟出身、久遠飛鳥。貴方達の挑ちよう戦せん、心して受けましょう」


　光り始めた書類は門の中へと飛んでいき、導しるべのように軌き跡せきを残す書類を飛鳥は小走りで追う。


　門の奥に進むと、ドーム状に開けた大地の中心に、遠い空から太陽の光が差している。


　その中心に佇たたずむのは、身の丈たけ三十尺はあろうかという紅あかい鋼はがねの巨きよ人じん。


「これは………展示会場にあった？」


　紅と金の華か美びな装そう飾しよくに加え、太陽の光をモチーフにしたと思われる抽ちゆう象しよう画を装そう甲こうに描えがいているその姿は、例えようもなくド派手だ。加えて人間の倍はあろうかという巨大な拳こぶしと足。寸ずん胴どうな頭と体。啞あ然ぜんと見上げる飛鳥に、群体の声が響ひびく。


「決戦までの七日間。それまでに彼───〝ディーン〟を服従させること」


「それがこのギフトゲーム。貴女の〝威い光こう〟で、鋼の魂に灯火を」


　刹せつ那な、伽が藍らん洞どうの巨きよ軀くに熱が灯ともる。


　鳴動する鋼は地じ響ひびきを上げて、不気味な一つ目を輝かがやかせる。


　紅い巨人は天地を震しん撼かんさせるような産うぶ声ごえを上げた。





「─────ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」





　伽藍洞の身体からだを撓しならせ、紅き鋼の巨人『ディーン』が吼ほえる。


　死の病にも倒たおれない、永久駆く動どうの魔ま人じんが立ち上がる。


　対魔ま王おうに向けて、飛鳥の試練ゲームが始まるのだった。





　　　　＊





　───境界壁へき・舞ぶ台たい区画・暁あかつきの麓ふもと。美術展、出展会場。魔王側本ほん陣じん営えい。


　交こう渉しようから四日。ペスト、ラッテン、ヴェーザーの三人はその後も展示会場の奥にある大だい空くう洞どうに居座っていた。展示会場の美しい造形のキャンドルランプや燭しよく台だい、ステンドグラスを愛めでていたラッテンは、気に入ったものを大空洞の中心に集め、うっとりと鑑かん賞しようしている。


「ああ、いいわぁ。流石さすがはフロアマスターの誕生祭だけあって、造り手の気合いが違ちがうわねえ。特にこの〝ウィル・オ・ウィスプ〟製作の燭台！　悪あく魔まの蒼そう炎えんをあえて銀の燭台に刻む挑戦的姿勢！　この見事な職人に〝グリムグリモワール・ハーメルン〟の旗印を刻ませたい！」


「そりゃ無理だ。それを造ったのはジャック・オー・ランタンだろ？　アイツは参加者じゃねえからゲームに勝っても傘さん下かにゃ降くだらねえ」


　ヴェーザーの素っ気ない声に、ラッテンはぶすっと拗すねた顔になる。


　これは幕まく間あいの余談ではあるが。生前のジャックは鍛冶かじ屋やを営んでいたらしい。


「あーあ、残念だなー。ジャックも今から巻きこめないの？」


「馬ば鹿かか。ジャックは俺達と同じ方法で祭典に招かれてんだぞ。書き換えるのは種明かしをするのと同じだろうが」


「それはそうだけど。マスターはどう思いますー？」


「………。カボチャは匂においが嫌きらい」


　そこか。マイペースなマスターに側近の二人は同時に苦く笑しようした。


　ペストは白黒斑のワンピースを整え、キャンドルランプの蜻蛉とんぼを静かに見つめ続けている。交渉テーブルではアレだけ饒じよう舌ぜつだったというのに、此方こちらから話しかけない限りは決して口を開かない。そんなマスターを気き遣づかってか、ラッテンはよく彼女に話しかけていた。


「あれから四日。徐じよ々じよに感かん染せん者が発はつ症しようし始めてるみたいですねえ」


「そうね」


　素っ気ない返答をするペスト。ラッテンはやや拗ねたように唇くちびるを尖とがらせた。


「あーあ。何もかも順調なのに、消えた鉄人形と逃にげ出したお嬢じようさんは見つからないですねー。それにマスターは相手してくれないしぃ。暇ひまだなー暇だなー。せめて〝白雪〟か〝灰かぶり姫ひめ〟の連中がいれば、傘下に入れた連中を使って面おも白しろ可笑おかしい歌劇オペラでも演じさせたのにぃ」


「………？　〝白雪〟と〝灰かぶり姫〟？」


　珍めずらしくペストが自発的に問い返す。


　ラッテンはパァッと顔を明るくして主あるじに説明した。


「魔道書グリモアシリーズのグリム童話出身で、私達と姉妹になる魔書です。まあ賑にぎやかな連中でしてね。毎夜毎晩、楽団気取って馬ば鹿か騒さわぎしてたんですよ。魔ま法ほうの靴くつを小人に履はかせて、灼しやく熱ねつの上でタップダンスを踊おどらせたりね」


「ああ、アレは笑えたな。灰かぶりの奴やつは陰いん気きだったが、ユーモアのセンスは中々だった」


　クックックと口を押さえて笑う側近二人。


　共有する思い出がないペストは小首を傾かしげるばかり。


「………〝幻想魔道書群グリムグリモワール〟って、楽しいコミュニティだったの？」


「それはもう！　何せ前のマスターの場合は魔王になった理由からして頭悪かったですよ」


「〝俺が魔王になり、怠たい惰だな神々に代わって箱庭を華はな々ばなしく飾かざってやろう！〟って……感じの人でな。初めはとんだ外れくじを引かされたもんだと頭を抱かかえたが………いやいやどうして。最後のその一いつ瞬しゆんまで、魔王の名に恥はじない散り様だった」


　側近の二人から笑え顔がおが消える。


　幾いく星せい霜そうの彼方かなた、過ぎた日を顧かえりみる二人の瞳ひとみは、自然と遠いものとなった。


「………ああ、そうだマスター。一つ、大事な話をしておきます」


「何？」


「貴女あなたは魔王としてギフトゲームを開かい催さいしました。今後、多くのコミュニティに狙ねらわれることになるでしょう。魔王として戦って戦って、そしてやがて───必ず没ぼつします」


「必ずな」


「……………」


「この神々の箱庭に於おいて魔王とは、そういうシステムだとご理解ください。如何いかに強大、如何に凶きよう悪あく、如何に尊大であろうと………何いずれ必ず、何者かに滅ほろぼされる。相手が英えい雄ゆうであるか、神仏であるかは問いません」


「なんつっても、上を見たらきりがねえ。上層は修しゆ羅ら神仏の蠢うごめく魔境。しかし魔王となる以上、上を目指し続けなきゃ生き残れない。俺達は箱庭の秩ちつ序じよの外に身を置く代だい償しように、何れ秩序を正す者に滅ぼされる運命を背負うのさ。………ま、前のマスターの受け売りだがね」


　ヴェーザーは展示の鉄てつ柵さくに腰こしかけ、おどける様に肩かたを竦すくめる。


「………二人は前のマスターが好きだったのね」


「いい男でしたから。本ほん拠きよだって、ノイシュヴァンシュタイン城に負けないぐらい豪ごう奢しやな造りのをポポポーン！　と指先一つで召しよう喚かんするような凄すごい人で───」


　と、嬉き々きと語っていたラッテンの声が止まる。


　不意にそっぽを向いたペストを訝いぶかしげに思い、その顔を覗のぞき込む。


　すると彼女は愛らしい顔を、ぷくっと膨ふくらませて拗すねていた。


「………マスター？　どうしました？　珍しく仕草が可愛かわいいですよ？」


「そういう貴女は普ふ段だん通りむかつくわね、ラッテン」


　毒を吐はいて展示会場のベンチに座り、パタパタと足を揺ゆらす。ラッテンも馬鹿ではない。拗ねる理由が分からないわけではないが、今は素す直なおに嬉うれしかった。


「やーですねえマスター♪　今の私達はマスター一筋ですよー？」


「ああ。グリムグリモワールの名を担かつぐ魔ま王おうなんざ、もうアンタを除けば他ほかにはいねえだろうしな。………故ゆえに最後まで忠を尽つくす。それだけは決して違ちがわねえ」


　縦令たとえ、必滅を約束された魔まの道であろうと。その一瞬まで尽くしてみせると契けい約やくする。


　仄ほのかに揺れる蜻蛉の向こうで、〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟はその言葉を静かに嚙かみしめるのだった。





　　　　＊





　───境界壁へき・舞ぶ台たい区画。大祭運営本ほん陣じん営えい、隔かく離り部屋個室。


　閑かん散さんとした空気が立ち籠こめる部屋で、春日部耀は目を覚ました。


　発熱で頭は霞かすみがかかったように鈍にぶく、意識がはっきりとしない。


　寝ね苦ぐるしくてベッドの上で寝返りを打つ。今わかるのは、この部屋には自分以外に───


「………。十六夜？」


「お、起きたか。容体はどうだ？」


　十六夜が首だけ振ふり返る。耀が眠ねむるベッドの脇わきで本を読んでいたらしい。


　開かれた書しよ籍せきは何か分からないが、今回のゲームに役立たせる為ためのものだろう。


　交こう渉しようから既すでに六日が経たった。〝ノーネーム〟の同士の中で、耀だけが黒死病を発はつ症しようし、今もこうして隔離部屋で黒ウサギ達と別行動になっている。


　隔離部屋にも拘かかわらずのんきに忍しのび込んできた十六夜に、呆あきれながらも問いかける。


「ゲームクリアの、目処はたった？」


「んー………大まかには分かってるんだが、核かく心しんには至ってないってとこだな」


　パラリ、と本を捲めくって肩を竦める十六夜。


　明日の夕方にはゲームが再開される。しかし参加者側の意見はまだ纏まとまっていなかった。


　次々と倒たおれる同士が隔離されていく姿を見て、士気を高く持つというのは困難なことだ。耀はサンドラの取り計らいで特別に個室を与あたえられているが、発病した殆ほとんどの者は雑魚ざこ寝ね状態という有り様だ。


　そして何よりも、勝利条件である『偽いつわりの伝承を砕くだき、真実の伝承を掲かかげよ』の一文の考察が、参加者内で未いまだに統一されていないことも原因の一つだ。


「大体の考察は終わってる。だけど、其そ処こからの解かい釈しやくに意見が分かれている感じだ」


「………具体的には？」


　ほい、と十六夜が紙を見せる。彼が考察したメモ用紙だ。





　ラッテン＝ドイツ語でネズミの意。ネズミと人心を操あやつる悪あく魔まの具現。


　ヴェーザー＝地災や河の氾はん濫らん、地じ盤ばんの陥かん没ぼつなどから生まれた悪魔の具現。


　シュトロム＝ドイツ語で嵐あらしの意。暴風雨などによる悪魔の具現。


　ペスト＝斑まだら模様の道どう化けが黒死病の伝でん染せん元であったネズミを操ったことから推測。黒死病による悪魔の具現。





・偽りの伝承・真実の伝承が指すものとは、一二八四年六月二十六日のハーメルンで起きた事実を右記の悪魔から選せん択たくするものと考察される。





「………？　此こ処こまで分かってるのに？」


「ああ。此処まで分かってるんだが………」


　十六夜の言葉の切れが悪くなる。言葉を選ぶようにポツポツと説明を始めた。


「春日部は以前、黒ウサギが俺達を召喚した時に言っていた、『立体交差並行世界論』って奴やつを覚えているか？」


「うん、知ってる」


「あれは箱庭に呼ぶ召喚式の一種で、多た岐き集結型って奴のパターンらしい。要約すると、───『異なる事象が時間平行線で起きているにも拘らず、結果が収束するクロスポイント』と言えば分かるか？」


「うん。時間平行線の交差点クロスポイントである絶対数α１３０人の死を求める数式Ω殺害法が、複数個あるってことだよね？」


　お？　と一いつ瞬しゆん首を傾かしげる十六夜。


「まあ………要点的にはそういうことだが。なんだ、春日部の説明の方が黒ウサギの説明より分かりやすいな。お嬢じよう様さまに説明するときはそれでいこう」


「そう。それで？」


「つまり数式Ω殺害法＝数式ｗヴエーザー＝数式ｘラツテン＝数式ｙシユトロム＝数式ｚペスト＝絶対数α１３０人の死。この連結式が、連中の霊れい格かくを通常の悪魔共より高めているらしい。そして恐おそらくは、この中で＝の繫つながらない考察が………〝真実の伝承〟ｏｒ〝偽りの伝承〟のはずなんだ」


〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟の伝承に特定した真実は存在しない。


　だが、どれが有力か迫せまることは可能だ。


　しかし、それが真実だと証明する手段は無いとされている。少なくとも十六夜は知らない。


　耀はケホッと咳せき込こみ、発熱に苦しみながらも、身体からだを起こして問う。


「なら、真実は横に置いといて。十六夜は、どれが偽にせ者ものだと思ってる？」


「数式ｚペストだ」


　即そく答とうだった。それだけは自信を持って断言できると表情が物語っている。


「神かみ隠かくし、暴風、地災。どれもが刹せつ那な的な死因であるにも拘らず、黒死病だけが長期的な死因として描えがかれている。〝ハーメルンの笛吹き〟は一二八四年六月二十六日という限られた時間内で一三〇人の生贄が死ななければいけないんだ」





　───一二八四年　ヨハネとパウロの日　六月二六日




あらゆる色で着き飾かざった笛吹き男に一三〇人のハーメルン生まれの子供らが誘さそい出され、丘おかの近くの処しよ刑けい場で姿を消した───







　黒死病の潜せん伏ぷくから発症までの期間は二日から五日。一いつ斉せいに同じ病状が発見され、一斉に子供たちが死なない限り、この〝ハーメルンの笛吹き〟の碑ひ文ぶんは成立しないことになる。


「………？　〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟が偽物のハーメルンなら、彼女を倒せばいいだけじゃ……？」


「それも考えた。だけどそれじゃ第一の勝利条件と被かぶるんだ」


　勝利条件は二つ。ハーメルンの魔王の打だ倒とうと、例の一文だ。例の一文を盛大なブラフだと割り切ってしまうのは簡単だが、それは余りにも危険だろう。


「こうやって黒死病に関する本も目を通してみたが……病原菌きんにはヒントはなさそうだ」


　ブン、と本を壁かべに投げる。解けそうで解けないロジックを前にいら立っているのだろう。


「………例の一文も、部分的には解明できてるんだがな。『偽いつわりの伝承を砕くだき、真実の伝承を掲かかげよ』この伝承とは一いつ対ついの同形状であり、〝砕き〟〝掲げる〟ことが出来る物と推測される。なら考えられるのはハーメルンの碑文と共に飾かざられた、ハーメルンの、ステンドグラスだ」


　耀は大きく目を見開いて十六夜を見た。


「ステンドグラス………ならもしかして、彼らが祭りに潜せん入にゆうした方法って、」


「そうだ。今回のゲームには参加者でも主しゆ催さい者しやでもないにも拘かかわらず、祭りに参加できる別べつ枠わくが存在していたのさ」


　───〝主催者権限を持つ者は、参加者となる際に身分を明かさねばならない〟


　───〝参加者は主催者権限を使用する事が出来ない〟


　───〝参加者でない者は祭典区域に侵しん入にゆうできない〟


　これらのルールに抵てい触しよくせず、尚なお且かつ独立した意思を持つ参加枠わくとはつまり、


「───美術工芸の出展物。ハーメルンの笛吹きの魔道書グリモアの正体は恐らく、複数枚で綴つづられたステンドグラス状のもの。それを通じて奴らは祭典区画内に侵入したんだろ」


　ジャックがその一例だろう。彼は出展されたギフトの一つでありながら、独立した意思を持って火か龍りゆう誕生祭に参加している。


　サンドラに確かく認にんを取ったところ、十六夜達とは別枠の〝ノーネーム〟名義で出展されたステンドグラスが、一〇〇枚以上も登録されていたことが判明した。


　次々と推測を並べる十六夜を、耀は感心半分、呆あきれ半分で見つめた。


「十六夜は………一体どんな頭の仕組みをしているの？」


「ん？　見たいか？」


「見たい見たい」


「見せるかよ！」


　ヤハハハハハ！　と笑う十六夜。


「………でも此こ処こまでだ。いや、正直参った。多分、展示された偽りのステンドグラスを砕いて、本物を掲げろってことなんだろうが………真しん偽ぎの目め処どがあやふやで、ペスト以外のどのステンドグラスを砕いて掲げればいいのかわからん。なんせ一〇〇枚以上もある。もう最後は天に運を任せて、明日のゲームで魔王を倒たおすしかねえのかな」


　天を仰あおぎ、苦く笑しようを洩もらす。ゲーム再開まで二十時間を切っていた。


　コミュニティを団結させるためにサンドラが方針を決める、ギリギリの時間だろう。


「〝真の芸術は己おのが宇宙に在り〟、か。いやいや、中々言い得てるぜ。このハーメルンの碑文もその側面がある。様々な考察と推測をすり合わせることで想像力を刺し激げきし、グリム童話のような物語が創造されてきたんだろうが………今必要なのは真実だぜ、白夜叉」


　何時いつぞやのやり取りを思い出して笑う十六夜。


　耀は自棄やけ気味の十六夜を見つめ、ふっと小さく笑った。


「………おい春日部。参ってる本人の前で笑うのはどうよ？」


「ごめん。だけど十六夜がそんな風に拗すねるのは珍めずらしいなと思って。何時も自信満々で傲ごう岸がんで自己中で周りの迷めい惑わくを全く気にしない唯ゆい我が独どく尊そんな十六夜のそんな姿を見て、正直スッキリ」


「本音出しまくりか。いい根こん性じようしてるぜ。………フン、一人の病室で寂さびしい思いしてんじゃねえかと思った俺が馬ば鹿かだったってことか」


　え？　と十六夜を見る。


「病は気からってな。身体からだが病やむと心も病むもんだ。身体を病びよう魔まに蝕むしばまれ、こんな寂しい個室で辛つらいだろうと思って様子を見に来たってのに、酷ひどい言われようだぜホント」


　十六夜は投げた本を拾い上げ、勢い良く座り込む。耀はバツが悪そうに頭を搔かいて、


「………本当にごめん。君は、私が思うより優やさしい人だ」


「おう。俺の優しさに全米が涙なみだしてもいいんだぜ？」


「前言撤てつ回かい」


　ヤハハ！　と笑って返す十六夜と、呆れる耀。


「何にせよ、明日でゲームは決着だ。春日部はその調子だと出られないだろ？　だから現状を知るぐらいはしておくべきだと思ってな。………最悪、魔王の首ぐらいは取ってやるさ」


「分かった。そういえば、白夜叉は？」


「例のバルコニーに封ふう印いんされたまま接せつ触しよく禁止だと。結局、参戦条件も分からず仕じ舞まい」


「そっか。………でも、どうやって封印したんだろうね？　夜や叉しやを封印するような一文がハーメルンの碑ひ文ぶんにあるの？」


「まさか。夜叉はどちらかといえば仏神側だぞ。それに白夜叉は正しい意味での夜叉ではないらしい。本来持ってる白びやく夜やの星霊れいの力を封印する為ために、仏門に下って霊格を落としてんだと」


「………本来の力？」


　ケホッと咳せき込こみながら耀が小首を傾かしげる。


「ああ。なんでも白夜叉は、箱庭の太陽の主権を持っているらしい。太陽そのものの属性と、太陽の運行を司つかさどる使命を───」


　───ん？　と。其そ処こまで考えて、十六夜の脳のう裏りに何かが引っ掛かかった。


（………太陽の運行…………？）


　何ど処こかで似たような話を聞いた、と十六夜は首を傾げる。


　それも昔の話ではない。間もなくのことだ。十六夜は反射的に手にある本を速読し始め、黒死病に関する知識をありったけ脳内で反復する。





　───〝黒死病〟とは、十四世紀から始まる寒冷期に大流行した人類史上最悪の疫えき病びようである。この病は敗はい血けつ症しようを引き起こし、全身に黒い斑はん点てんが浮うかんで死亡する。


　グリム童話の〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟に現れる道どう化けが斑まだら模様であったこと。


　そして黒死病の流行元であるネズミを操あやつる道化であったこと。


　この二点から、〝一三〇人の子供達は黒死病で亡なくなった〟という考察が存在する───





（……………………………………………。十四世紀と寒冷期？）


　十六夜が目を付けたのは、病状や潜せん伏ぷく期間ではない。黒死病が流行した年代記だ。


　ハーメルンの碑文が、一二八四年。


　黒死病の大流行が始まったとされるのが、一三五〇年以後の数百年。


　つまり、黒死病の最盛期とハーメルンの碑文は───時代背景が合わない事になる。


（まさか……ペストは碑文のハーメルンと、無関係の時代から来た悪あく魔まなのか………!?）


　何故なぜ気がつかなかったのか。ペストは初めから、自分はハーメルンの魔ま王おうではないと名乗っていた。つまり彼女が持つ黒死病の属性は、ハーメルンとは無関係だったのだ。


　十六夜は何かに駆かられるようにページを捲めくり、その全すべてを記き憶おくしていく。


「黒死病が大流行した寒冷の原因は………太陽が氷河期に入り、世界そのものが寒冷に見み舞まわれたと推測される！　そうか、これが白夜叉を封印したルールの正体か！」


　十六夜は獰どう猛もうな笑えみを浮かべて叫さけぶ。


　太陽の運行を司る白夜叉が封印されたのは、太陽の氷河期───即すなわち、太陽の力が弱まっていたとされる年代記をなぞったゲームルールが組み込まれたためだろう。


　十六夜は黒死病の本を強く握にぎりしめ、〝偽いつわりの伝承〟の意図を理解する。


「なら、連中は一二八四年のハーメルンじゃなく………ああクソッ！　完全に騙だまされていたぜ


〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟!!　つまりお前達はグリム童話上の〝ハーメルンの笛吹き〟ではあっても、本物の〝ハーメルンの笛吹き〟じゃなかったってことか………!!!」


　バタン！　とドアを勢いよく開けて飛び出す。


　その際、十六夜は一度だけ耀に振ふりかえった。


「ナイスだ春日部！　おかげで謎なぞが解けた！　あとは任せて、枕まくら高くして寝ねてな！」


「そう。頑がん張ばってね」


　コホッ、と咳き込みながら十六夜を見送る。耀には理解できなかったが、何かを摑つかんだのだろう。後の事は彼らに任せてベッドの中に潜もぐり込む。


　ベッドの中には、ずっと話を伺うかがっていた三み毛け猫ねこがいた。


『あの小こ僧ぞう………信用して大だい丈じよう夫ぶなんかなあ、お嬢じよう』


「大丈夫だよきっと。彼はアレで結構仲間想おもいみたいだし。それより、三毛猫は私といて大丈夫なの？　病気がうつるかも」


『何、お嬢が心配することやないよ。生まれてからの十四年間、ずっと一いつ緒しよやったんや。お嬢の腕うでの中で往生するのも悪くない』


　にゃーと鳴いて腕に潜り込む。熱に魘うなされながらも耀は三毛猫を抱だきしめ、戦いに赴おもむく同士達に想いを馳はせながらまどろみに落ちていく。


　意識が途と切ぎれる寸前、耀は行方ゆくえが知れない友人の事を思い出す。


（飛鳥………無事だといいんだけど）


　自分を守る為に、敵に捕つかまった飛鳥。


　胸を苛さいなむ申し訳なさと共に、父から譲ゆずり受けたペンダントを握りしめる。


　耀は飛鳥の無事を祈いのりながら眠ねむりに就つくのだった。





　　　　＊





　───そして二十時間後。


　火か龍りゆう誕生祭・運営本ほん陣じん営えいに、活動できる全てのコミュニティが集結する。


〝黒死斑の魔王〟との、ラストゲームが始まろうとしていた。












　第八章







　───境界壁へき・舞ぶ台たい区画。大祭運営本陣営、大広間。


　黄昏たそがれ時の夕ゆう陽ひに染まる舞台区画の歩ほ廊ろうは、今や人一人いない。


　赤いガラスの歩廊も閑かん古こ鳥どりが鳴き、一週間前までの賑にぎわいがうそのようだ。


　尖せん塔とう群の影かげも傾かたむき、陰かげる宮きゆう殿でんの大広間に集まった人員の数は、僅わずか五〇〇程ほど。


　一週間前に屈くつ服ぷくを強制された者や、ジャックなどの『出展物枠わく』には参戦資格がない事が判明し、病びよう魔まに冒おかされていないメンバーを集めたのだが、それでも全体の一割未満である。


　ざわつく衆人の前に現れたサンドラは、不安を搔かき消すような凜りん然ぜんとした声で話す。


「今回のゲームの行動方針が決まりました。動ける参加者にはそれぞれ重要な役割を果たしていただきます。ご静せい聴ちようください………マンドラ兄様。お願いします」


　傍そばに控ひかえていたマンドラは軍服を正し、参加者側の行動方針を決める書状を読み上げた。





「其その一。三体の悪魔は〝サラマンドラ〟とジン＝ラッセル率いる〝ノーネーム〟が戦う。


　其の二。その他ほかの者は、各所に配置された一三〇枚のステンドグラスの捜そう索さく。


　其の三。発見した者は指揮者に指示を仰あおぎ、ルールに従って破は壊かい、もしくは保護すること」





「ありがとうございます。───以上が、参加者側の方針です。魔ま王おうとのラストゲーム、気を引き締しめて戦いに臨のぞんで下さい」


　おおと雄お叫たけびが上がる。ゲーム再開の間ま際ぎわではあったが、クリアに向けて明確な方針が出来た事で士気が上がったのだろう。


　病魔に蝕むしばまれている者もいるが、そんな事は言ってられない。


　魔王のゲームに勝つため、参加者は一いつ斉せいに行動を開始する。





　一方、黒ウサギは宮殿の上から舞台区画を俯ふ瞰かんしていた。


　街のシンボルでもあった巨きよ大だいなペンダントランプの破は片へんが散乱し、まだ片付けられていない屋上から尖塔群を独り見つめ、両手を胸に当てる。


　その手は、微かすかだが震ふるえていた。


「……………っ、」


「どうした黒ウサギ？」


　ひゃっ！　と不意の声にウサ耳と尻尾しつぽを跳はねさせて驚おどろく。そして胸むな元もとを見て二度驚く。


　気が付けば十六夜の手が背後から、腋わきの下を通って胸に伸のびていたのだ。


「な、何をやっているのですかこのお馬ば鹿か様ッ！」


「胸を揉ももうとしているんだぜ、黒ウサギさん」


　伸びる魔まの手。大急ぎで逃にげる黒ウサギ。


「も、もう！　十六夜さんのそういうエッチなところは宜よろしくないと思いますっ！」


「ハッ、何を言う。古来、『前まえ屈かがみのむっつりスケベより、胸を張ったオープンエロであれ！』という格言が」


「ありませんッ！」


「あります」


「断固ありませんッ!!!」


　うがー！　とウサ耳を逆立たせて反論する黒ウサギ。


　ヤハハと笑った十六夜は、屋根の上に腰こしをおろして黒ウサギに問う。


「………それで？　何を思いつめたような顔してたんだ？」


　へ？　っと質問に一転、黒ウサギの言葉が詰つまる。


　見られていた事を気き恥はずかしく思った黒ウサギは、ウサ耳をほんのり紅あかくしてそっぽを向く。


「べ、別に何でもありませんっ。ゲーム開始を前に、武む者しや震ぶるいしていただけでございます」


「ふぅん？　俺はてっきり、人生初の大おお舞ぶ台たいに緊きん張ちようで震えていたんだと思ったが？」


　ニヤニヤと笑いながら十六夜が指し摘てきすると、ぐぬぬと黙だまりこむ黒ウサギ。


　彼女達〝箱庭の貴族〟は、〝審判権限ジヤツジマスター〟によってギフトゲームの参加に制限がある。余よ程ほどの機会に恵めぐまれない限り、ギフトゲームに参戦するという事はありえないだろう。


　十六夜の指摘は的を射てはいたが………黒ウサギが気き鬱うつな理由は其そ処こになかった。


「た、確かに緊張していないと言えば噓うそになります。しかし我々〝月の兎うさぎ〟は帝たい釈しやく天てんの眷けん属ぞく。いざ戦いになれば、後はこの身に流れる血脈が自然と戦いに順応するでしょう」


「ほう？　じゃあ手が震えていたのは別の事だと？」


　茶ちや化かす十六夜だが、黒ウサギの表情は硬かたい。


　瞳ひとみとウサ耳を伏ふせ、黒ウサギは思いつめた様に胸の内を吐と露ろする。


「実は、コミュニティのことと………捕つかまっている飛鳥さんのことを、考えておりました」


「何？」


「もしもこのゲームで負ければ、我々〝ノーネーム〟は事実上の壊かい滅めつ。子供達だけがあの地に残される事になります。後に残されたあの子たちの事を思うと……その、どうしても不安で」


　黒ウサギはウサ耳を伏せ、ぎゅっと唇くちびるを嚙かむ。


「しかしそれはある種、諦あきらめのつく話でございます。魔王という名の天災に親鳥が襲おそわれ、雛ひなが全ぜん滅めつ。箱庭ではさほど珍めずらしい話ではありません。………むしろ黒ウサギが申し訳なく思っているのは、飛鳥さんと耀さんの事でございます」


　何ど処こか冷めた声こわ音ねの黒ウサギは、ふっと遠い目をして問う。


「十六夜さんは、白夜叉様の忠告を覚えていますか？」


「忠告？」


「飛鳥さんと耀さんに向けられた言葉です。『魔王のゲームの前に、力を付けろ。お前達の力では───魔王のゲームを生き残れない』、と」


　最後の言葉を告げる黒ウサギの声は、自然と震えていた。


　彼らが来てからの一ヵ月。黒ウサギは〝火か龍りゆう誕生祭〟が来るまでその言葉を軽かろんじ、コミュニティの生活の為ためだけにギフトゲームを紹しよう介かいしてきた。


　如何いかに最高の才能を持っていたとしても、それでは高めようがない。


　何時いつの日かコミュニティの名を、旗印を、仲間を取り戻もどす為に力を貸してくれた彼ら。


　無理難題を押し付ける事も無く、笑って快かい諾だくしてくれた同士の厚こう意いを、蔑ないがしろにしてきた。


「黒ウサギは今日までその忠告を軽んじ、皆みなさんの溢あふれる可能性に眼めが眩くらんでいたのです。………この一ヵ月で皆さんが〝ノーネーム〟にもたらしてくれた恩恵ギフトの数々は、劇的に生活を変えてくれました。もう水不足で困る事はありません。食事のやりくりに悩なやむ事も少なくなりました。『お腹なかがすいた』と訴うつたえるあの子たちを見て、心苦しい思いをする事は皆かい無むです」


「……………」


「元・魔王であるアルゴールを倒たおし、レティシア様を取り返して下さった時………黒ウサギは、大きく道が開けた思いでした。つい先日まで明日が見えず、現状を維い持じするしかなかったコミュニティに、暗雲が晴れたような………そんな錯さつ覚かくさえ覚えたほどです」


　遠い夕ゆう陽ひを見つめ、黒ウサギは当時の心情を吐露する。


　そう、奪うばわれた仲間が戻ってきた。それは小さくとも、確かな前進だ。


　三年間、止まっていたコミュニティの時間が動き出した。


　希望が見えた。明日が開けた。これからは進むだけだ。………そう、思っていた。


「………〝打だ倒とう魔ま王おう〟を掲かかげると聞いた時。黒ウサギは皆さんの頼たのもしさに胸が震えました。しかしだからこそ！　先の先まで見み据すえた計画を立てねばいけなかったのに！　この神仏が集つどう箱庭で生まれ育った黒ウサギだからこそ、教えられることがもっとあったはず！　なのに、魔王と対たい峙じするまで計画も立てずに安あん穏のんと過ごし、その結果………！」


　飛鳥が捕つかまえられ、耀は病に倒れた。


　不意に、情けなさで泣きそうになった。コミュニティの中心は黒ウサギだと言ってくれた彼らの心を、蔑ろにしたと言っても過言ではない。


「………皆さんにはそれぞれ違ちがう方向性の、素す晴ばらしい才能が御ご座ざいます。帝釈天の眷属の名に賭かけ、それを保証致いたします。しかしそれは皆さんの力であって………コミュニティが独どく占せんしていいものではありません。黒ウサギは結局、皆さんの優やさしさに甘えていたのです」


　ああ、そうだと。彼らは優しかったのだと、黒ウサギは呟つぶやく。


　自分達が楽しいからだと。面おも白しろいから協力しているのだと。


　自分本位に理由を付けながら………その実、彼らは一度も、正義を違たがえた事は無かった。


　だから余計に、黒ウサギは飛鳥達に申し訳なくて堪たまらなかった。


　黒ウサギは顔を上げ、ウサ耳を伸のばし、真っ直すぐに十六夜に向き合う。


「………十六夜さん。一つ、お願いがございます。聞いてもらえますか？」


「聞くだけなら自由だな。………何だ？」


「魔王の相手は、この黒ウサギに任せてはいただけないでしょうか？」


　真しん摯しさに、静かな怒いかりを込めて黒ウサギは十六夜に頭を下げる。


「十六夜さんが魔王とのゲームを心待ちにしていたことは承知しております。しかしどうしても………黒ウサギは、魔王に一いつ矢し報むくいてやらねば気が済みません」


　ザワッと黒ウサギの髪かみが闘とう志しで戦慄わななく。


　黒い髪は淡あわい緋ひ色いろの光に包まれ、軍神の眷けん属ぞくに相応ふさわしいオーラが全身を包む。


　十六夜はそんな黒ウサギを一いち瞥べつし───クッと喉のどで笑った。


「勝算は？」


「あります。いえ、むしろ最高の相あい性しようとも言えるギフトを黒ウサギは所持しております。たとえ相あい討うつ事になろうとも、必ずや魔王の首を───」


「なら却きやつ下かだ」


　即そつ決けつを出す十六夜。


　慌あわてて言い返そうとする黒ウサギの唇を指で押さえ、呆あきれたように笑う。


「悲観しすぎだ黒ウサギ。お前が考えているほど状じよう況きようは悪くない。連中の目的を忘れたか？　『優ゆう秀しゆうな人材を出来るだけ多く手に入れたい』。それが奴やつらの狙ねらい。なら必然的に、奴らの行動はタイムオーバー狙いの消極的な時間稼かせぎになる。………そして、それが奴らの隙になる」


　ハッと黒ウサギも気が付いた様に息を呑のむ。


「連中は自分が倒されないようにしつつ、ステンドグラスも守らなきゃいけない。しかし防戦ってのは必然的に数が必要になる。なら連中は自然と、バラけて行動するはず」


「そこを各個撃げき破は………でございますか？」


「そう。ハハッ、聡さといのはポイント高いぜ黒ウサギ」


　笑って黒ウサギのウサ耳を引き寄せ、


「まず、サンドラと黒ウサギで〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟を確実に抑おさえる。その間に俺とレティシアがヴェーザーとラッテンを倒す。主力が集結したと同時に、黒ウサギの切り札でトドメを刺さす。───必勝策としてはこれが最良だろ？」


　十六夜の具体的な作戦に感かん嘆たんする黒ウサギは、同時に驚おどろいたように瞳ひとみを瞬またたかせた。


「た、確かに、必勝の布石でしょう。しかし十六夜さんは………それでいいのですか？」


「別に構わねえよ。魔王と戦う機会はまた別に来る。今回は特別に譲ゆずってやる。帝たい釈しやく天てんの眷属の力って奴を、今回は楽しませてもらうさ」


　ニヤリと笑う十六夜に、黒ウサギも力強く返す。


「了りよう解かいです。帝釈天様によって月に導かれた〝月の兎うさぎ〟の力。とくと御ご覧らんくださいまし」





　　　　＊





　ゲーム開始時刻になり、主しゆ催さい者しや側は再開前の確かく認にんを行っていた。


　布の少ない白しろ装しよう束ぞくを揺ゆらし、ラッテンは配下のネズミに情報を収集させていた。


「マスターマスター。どうやら連中、私達の謎なぞを解いちゃったそうですよー？」


　軍服のヴェーザーは、黒い短たん髪ぱつを搔かきながら愚ぐ痴ちる。


「チッ。ギリギリまで最後の謎は解かれないだろうと踏ふんでいたんだがな」


　斑まだら模様のワンピースを揺らしてペストが立ち上がり、後ろで両手を組む。


「………構わないわ。最悪の場合は皆みな殺ごろしにすればいいだけよ」


　悠ゆう々ゆうとしたその姿勢のままヴェーザーとラッテンに振ふりかえり、


「───ハーメルンの魔ま書しよを起動するわ。謎を解かれた以上、温存する理由はないもの」


　ペストの言葉に、二人は凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべて立ち上がる。


「ふふ～ん。いよいよもって盛り上がってきましたねーマスター♪」


「おい、油断するなよラッテン。参加者側には〝箱庭の貴族〟もいる」


　厳しい声こわ音ねのヴェーザーに、片眉まゆを歪ゆがませて振り向くラッテン。


「………やっぱり凄すごいの？　〝月の兎〟って」


「ああ。一度戦っているところを見たが、並の神仏じゃ歯が立たん。アレは正しよう真しん正しよう銘めい、最強種の眷属だ。授さずけられているギフトの数が違う。俺やお前じゃ、とても抑えられんだろうな」


　苦い顔で呟くヴェーザーとラッテン。


　ペストはそんな二人に、微かすかに笑いかけた。


「そっ。なら魔書の他ほかに、もう一つ策を設けるわ」


「策？」


　ペストは悠ゆう然ぜんと歩みより、綺き麗れいな指先を伸ばしてヴェーザーの額に押し付ける。


「ヴェーザー。貴方あなたに神格を与あたえるわ。開幕と同時に、魔ま王おうの恐きよう怖ふを教えてあげなさい」





　　　　＊





　ゲーム再開の合図は、激しい地鳴りと共に起きた。


　境界壁へきから削けずりだされた宮きゆう殿でんは光に呑のみ込まれ、激しいプリズムと共に参加者のテリトリーを包み込む。


　見上げれば、天を衝つくほど巨きよ大だいな境界壁は跡あと形かたも無く消えていた。


　代わりに、見た事も無い別の街並みが宮殿の外に広がっていたのだ。


「なっ………何ど処こだ此こ処こは!?」


　参加者の誰だれかが、驚きよう愕がくの声を上げた。


　見み渡わたせば数多あまたの尖せん塔とう群のアーチは劇的に変化し、木造の街並みに姿を変えている。


　黄昏たそがれ時を彷ほう彿ふつさせるペンダントランプの煌きらめきは無くなり、パステルカラーの建築物が一帯を造り変えている。


　境界壁の麓ふもとは全く別の街へと変へん貌ぼうしていた。


　ステンドグラスの捜そう索さく側に回っていたジンは、蒼そう白はくになりながら叫さけぶ。


「まさか、ハーメルンの魔道書の力…………ならこの舞ぶ台たいは、ハーメルンの街!?」


「何ッ!?」


　マンドラがその声に振りかえる。その間も混乱は広がりをみせ、士気高く飛び出した参加者達は余りの劇的な変化に出で鼻ばなを挫くじかれたように足を止めた。


「こ、ここは一体!?」


「それに今の地鳴りは!?」


「まさか魔王の仕し掛かけた罠わなか!?」


　ザワザワと動どう揺ようが感かん染せんしていく。マンドラは舌打ちしながらも一いつ喝かつする。


「うろたえるな！　各人、振り分けられたステンドグラスの確保に急げ！」


「し、しかしマンドラ様！　地の利も無く、ステンドグラスの配置もどうなっているか分からないままでは、」


「安心しろ！　案内役ならば此処にいる！」


　ガシッ！　とマンドラがジンの肩かたを持つ。


　ジンは驚いた表情のままマンドラを見上げた。マンドラは険しい顔でジンに耳打つ。


「知りうる限りで構わん。参加者に状じよう況きようを説明しろ」


「け、けど、僕も詳くわしいわけでは、」


「だから知りうる限りで構わんと言っているだろうがッ。貴様が多少なりとも情報を持っている事は既すでに知れ渡わたっている。お前の言葉ならば信用する者もいるだろう！　とにかく動きださねば、二十四時間などすぐに過ぎ去るぞ！」


　ぐっとジンも反論を呑みこむ。泳いだ視線は自然に十六夜を捜さがしていた。彼ならば、ハーメルンの地理にも詳しいはずだからだ。


　しかし見つからない。そして時間制限がある以上、一分一秒を争うのも事実。


　ジンは意を決したように捜索隊の前に立つ。


「ま、まずは………教会を捜して下さい！　ハーメルンの街を舞台にしたゲーム盤ばんなら、縁ゆかりのある場所にステンドグラスが隠かくされているはず。〝偽いつわりの伝承〟か〝真実の伝承〟かは、発見した後に指示を仰あおいでください！」


　ジンの一声で捜索隊が一いつ斉せいに動き始める。


　再び街全体を揺ゆり動かす地鳴りが起きたのは、その直後だった。





　　　　＊





　既に集団から離はなれていた十六夜は、己おのれの獲え物ものを探す様にハーメルンの街の屋根を跳ちよう躍やくして駆かけ巡めぐっていた。地鳴りで揺れる足場に、十六夜は楽しそうに笑えみをこぼす。


「へえ………？　地精寄りの悪あく魔まとは思っていたが、地ち殻かく変動そのものを引き起こすとは恐おそれ入った。そんな地力があったなんてな。それにこの街の建築様式………ハッ、なるほど。ゴシック調の街からルネサンス調に変われば、そりゃ仕込んだ種も割れるって話だ」


　街中で一番大きな建物に登り、一帯を見回す。


　夕ゆう陽ひで黄昏色に染まるハーメルンの街並みは、十六夜達が知っている地理とはまた別の形で造りだされている。十六夜の時代とは別の時代がモデルなのだろう。


　しかしその中でも、ハーメルンの伝承に基もとづいた場所だけは精せい巧こうに造りだされていた。


「街かい道どうは結構滅め茶ちや苦く茶ちやだが………あそこにあるのがマルクト教会に、ブンゲローゼン通りかな。押さえるところは押さえているって訳か。さて、どっちから向かうべきか───」


「───その前に、決着と行こうぜ坊ぼう主ずッ!!」


　一喝、十六夜が足場にしていた家が真下から吹ふき飛んだ。


　建造物の地じ盤ばんごと砕くだかれ、木造の建築は跡形も無く粉ふん砕さいする。


　声に反応した十六夜は反射的に上空へ跳び退のいたが、追い打ちをかける様に地面から飛び出したヴェーザーに顔を摑つかまれる。


「テメェ………！」


「前回のお返しだ！　先手は譲ゆずってもらうぞッ!!」


　棍こんに似た巨大な笛で、十六夜の腹部を強打する。
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　先日とは比べ物にならない巨大な力が宿った一いち撃げきは、超ちよう振しん動どうのように十六夜の身体からだに浸しん透とうし、十六夜はハーメルンの街に流れるヴェーザー河の水面を何度も弾はじいて、対岸に叩たたきつけられる。


　ペッ、と血ち反吐へどを吐はき捨てて十六夜は立ち上がり、口元を拭ぬぐいながら睨にらんだ。


「………やるじゃねえか。今のは相当効いたぞ」


「当たり前だ。前回と同じと思って油断なんかすんじゃねえぞ坊主。こっちは召しよう喚かんされて以来、初めての神格を得たんだ。簡単に終わったら興ざめするってもんだ」


　何？　と十六夜が訝いぶかしげにヴェーザーを睨む。


　クックッと牙きばを剝むいて笑うヴェーザーは、棍を横一いつ閃せんに薙なぐ。


　すると大地は地鳴りを始め、震動を起こし始めた。


「ああ、そうだ。これが〝神格〟を得た悪魔の力……！　クク、とんでもねえぜ坊主！　一三〇人ぽっちの死の功績なんざ比ひ較かくにならねえ！　今の俺は、星の地殻そのものに匹ひつ敵てきする！」


　更さらに横一閃。星の地殻変動に比するという衝しよう撃げきは大気を伝達し、ヴェーザー河を叩き割って氾はん濫らんさせ、河の流れさえも逆流し、隣りん接せつする建造物を軒のき並なみ粉々に打ち砕いた。


　比類なきその力は、十六夜が戦った蛇じや神とは比べ物にならないだろう。蛇が〝神格〟を得たモノと、悪魔が〝神格〟を得たモノでは、その地力が圧あつ倒とう的に違ちがうのだ。


　目に見えて立ち昇のぼるヴェーザーの力に、十六夜は不敵な笑みを零こぼす。


「………ハッ、なんだよ。少し楽しめればそれでいいと思っていたのに、随ずい分ぶんと俺好みなバージョンアップをしてきたじゃねえか。嬉うれしいぜ、本物の〝ハーメルンの笛吹き〟？」


　本物の〝ハーメルンの笛吹き〟。


　そう指し摘てきされて、ヴェーザーも笑みを返した。


「謎なぞを解いたのはやはりお前か、坊主」


「ああ。だけど土ど壇たん場ばまで騙だまされてた。お前以外のメンバー全員は偽にせ者もの。十四世紀以後の黒死病の大流行と共に後付けされた、一五〇〇年代以降のハーメルンの笛吹きの伝承だったのさ」


　十六夜は身体を起こし、謎なぞ解ときの解をヴェーザーに示す。





　───一二八四年　ヨハネとパウロの日　六月二六日




あらゆる色で着き飾かざった笛吹き男に一三〇人のハーメルン生まれの子供らが誘さそい出され、丘おかの近くの処しよ刑けい場で姿を消した───







　本来の伝承と碑ひ文ぶんには、ネズミを操る道化師が出現してこない。ハーメルンの笛吹きにネズミとネズミを操る道化師が現れるのは、黒死病の最盛期である一五〇〇年代からの事なのだ。


「グリム童話の魔ま書しよに描えがかれてる、伝承とは異なる童話の悪魔。それが〝ネズミ捕りの道化ラツテンフエンガー〟と呼ばれる偽にせのハーメルンの笛吹き。それにこのハーメルンの街並み………『ヴェーザー・ルネサンス建築』って言うんだっけか？　このパステルカラーの街並みは。これも十五世紀後期からの出現だ。最初からハーメルンの魔書を開かなかったのは、年代を特定されない為ためだろ？　ゴシック調の造りが目立つ境界壁へきの街から、ルネサンス調の街に変われば異変は浮うき彫ぼりだ」


　十六夜の質問に、ヴェーザーは肩かたを竦すくめることで返す。


「これで黒死病・ネズミ使いの二人は偽者だと断定できる。ハーメルンの笛吹きの考察に黒死病が現れたのは、斑まだら模様であること以上に、伝でん染せん元のネズミが原因だったからだ」


「……………」


「〝シュトロム〟も本物かと見せかけて、あれはフェイク。何故なぜなら、碑文の〝丘の近くで姿を消した〟の一文の〝丘〟とは、ヴェーザー河に繫つながる丘を指し、天災で子供達が亡なくなった象しよう徴ちようとされる。つまりシュトロムもまた、ヴェーザー河の存在を指す。あの巨兵は恐おそらく、お前達が子飼いにしている、ハーメルンと無関係の怪かい物ぶつか何かだろう。───よってヴェーザー。アンタだけが、本来のハーメルンの笛吹きの碑文に沿った悪あく魔まだったということになる」


　ピッとヴェーザーを指さす十六夜。


「そしてハーメルンの魔道書。あれは箱庭に召喚する際に、立体交差する時間軸じくのクロスポイントを、一二八四年から一五〇〇年以降の〝ハーメルンの笛吹き〟に沿って発生させ召喚するギフト。もし召喚式である魔道書を破は壊かいすれば………さて、何が起こるだろうな？　白夜叉の封ふう印いんが解けて、お前達はみんな消えるとか？」


　十六夜の考察に、ひたすら沈ちん黙もくするヴェーザー。


　その沈黙を是ぜととった十六夜は、最後をこう締しめくくる。


「ハーメルンの伝承と黒死病の年代記が同一視される様になった背景には、諸説あると考えていたんだが………お前が神格を得たことで一つ、大きな候補が浮ふ上じようした」


　十六夜は背筋に心地ここちいい冷や汗あせを流しながら、魔ま王おうの正体を指摘する。


「ハーメルンの伝承にある道化師と、黒死病の伝染元のネズミ。この二つは共通した異名がある。その異名こそ、死を運ぶ者。即すなわち………〝死神〟だ」


　───神しん霊れい・〝黒死斑の死神〟


　それがあの魔王の持つ、真のギフトネームだと十六夜は推測した。


　考察を聞き終えたヴェーザーは、心底珍めずらしい珍ちん獣じゆうを見る様にまじまじと十六夜の顔を見つめ、


「はあー………おい、坊ぼう主ず」


「なんだ？　訂てい正せいがあるなら聞くぜ？」


「いいや全然。つーかなんだ、アレだ。お前やっぱり此方こちら側に移い籍せきしろよ。お前は絶対に、魔王側の方が舞ぶ台たい映ばえするぜ？」


　半ば以上本気の勧かん誘ゆうを、十六夜は弾はじけるような笑いで否定した。


「悪いが御お断ことわりだ。魔王も面おも白しろそうだけど、今は他ほかに目標があるからな」


「そうかよ。けどタイムアップを狙ねらわせてくれるほど手ぬるい相手じゃねえしなあ………」


　ヴェーザーは一転、鬼き気き迫せまる闘とう志しを放出し、


「しょうがねえ。やっぱ死んどけ坊主ッ!!」


「こっちの台詞せりふだ木こっ端ぱ悪あく魔まッ!!」


　怒ど号ごうを上げてぶつかり合う二人の衝しよう撃げきは、ハーメルンの街だけに留とどまらず、一帯の土地の全すべてを揺ゆり動かす。


　強大な振しん動どうを操るヴェーザーの棍こんを搔い潜くぐり、蹴けりを入れる十六夜。しかし体勢が悪い。十六夜の強きよう襲しゆうは肌はだ一枚で避さけられる。


　振ふり下ろしたヴェーザーの一いち撃げきを、身体からだを回転させることで受け流す。捌さばかれた一撃は地じ盤ばんを打ち砕くだき、さながら星の揺らぎの如ごとく地じ響ひびきを上げて粉ふん砕さいしていく。


「カッ、何も力だけじゃねえんだぜ坊主ッ!!」


　風切り音を上げる巨きよ大だいな魔ま笛てき。


　大地と河か川せんは応ずるように十六夜の足場を崩くずし、同時に打ち上げた。空中高く放ほうりあげられた十六夜は、先ほどまでの退たい屈くつな表情を拭ぬぐい、心底楽しそうにヴェーザーを睨にらむ。


「いいぜいいぜいいなオイ………！　最高に盛り上がってきたぞ！」


　自由落下する十六夜。眼下で待ち構えるヴェーザー。


　地ち殻かく変動に比する力を前に、十六夜は拳こぶし一つで立ち向かうのだった。





　　　　＊





　捜そう索さく隊は細かく分隊されてハーメルンの街に隠かくされたステンドグラスを探していた。


　街の建造物に入り込んだ一隊から声が上がる。


「見つけたぞ！　ネズミを操る道化が描えがかれたステンドグラスだ！」


「それは〝偽いつわりの伝承〟です！　砕いて構いません！」


　ジンが返答する。すぐにパリン、とステンドグラスの砕かれる音がした。ジンは街かい道どうに描かれたネズミの模様を確かめ、周囲の建造物に目をやる。


「間ま違ちがいない………此こ処こがブンゲローゼン通り。一三〇人の子供達が攫さらわれた街道だ」


　足元を見る。街道の煉れん瓦がには、所々にネズミの絵え柄がらが描かき記されていた。その模様をなぞりながら、ジンは地図を広げ、ステンドグラスが発見された場所と照らし合わせる。


（舞台区画でステンドグラスが展示されていた場所と、ハーメルンの街の展示場所はそれほどずれてない。つまり呑のみ込まれた、ではなく、ハーメルンの街を召しよう喚かんしたという事───？）


「はーい、其そ処こまで♪」


　ハッと街道の脇わきにある建造物を見上げる。


　屋根の上に立つのは、ネズミを操あやつる神かみ隠かくしの悪魔、ラッテンだった。


「お前はあの時の………！　飛鳥さんをどうした!?」


　ジンが叫さけぶ。しかしラッテンはくすくすと笑って聞き流す。


　ラッテンは仰ぎよう々ぎようしくお辞じ儀ぎした後、魔笛を掲かかげ、


「ブンゲローゼン通りへようこそ皆みな様さま！　神隠しの名所へ訪おとずれた皆様には、素す敵てきな同士討うちを御ご体験していただきます♪」


　途と端たん、屋根の上から何十匹ぴきもの火ひ蜥蜴とかげが姿を現した。〝サラマンドラ〟の同士達だろう。


　捜索隊の者たちもすぐさま臨戦態勢を取るが、ジンは青ざめた表情でそれを止める。


「だ、駄だ目めです！　参加者を相手に戦っては、」


「そんな事を言っている場合か!?　魔王の配下に操られている以上、我々が倒たおすしかない！　それが同士への手た向むけにもなる！」


「そういう問題ではありませんッ！　改正されたルールに目を通していないのですか!?　同士討ちになれば、貴方達も失格になってしまいますッ！」


　ハッと〝サラマンドラ〟の同士達も気が付く。唯ただでさえ少ない人員が同士討ちによってこれ以上減少してしまえば、捜索そのものにも支障が出てくるだろう。


　その様を見ていたラッテンは、ケラケラと笑い飛ばした。


「そうねぇ。でも殺さなかったらいいんじゃない？　殺さないように手加減しながら、自分も殺されないようにすれば、ほら。万ばん々ばん歳ざいって奴やつよ」


　艶えん美びな唇くちびるを歪ゆがませてジン達を見下す。


　ジン達が歯は嚙がみする中、ラッテンは躊ちゆう躇ちよなくフルートを振るって火蜥蜴達に命令を下す。


「さあ！　仲間同士で戯たわむれてごらんなさいな！」


　屋根から一いつ斉せいに火球を吐はきだす火蜥蜴達。参加者達に緊きん張ちようが走る。


　最も早はや戦うしかないかと意を決したその時───嵐あらしの様に迸ほとばしる黒い影かげが火球の雨を打ち砕く。


「何ッ………!?」


　ラッテンの唇から余よ裕ゆうが消える。黒い影は瞬またたく間に頭上に収束して戻もどっていく。


　視線を上空に上げる。途端、輝かがやく様に揺れる光が瞳ひとみを刺さした。


　煌こう々こうと靡なびく金きん髪ぱつの姿。純血の吸きゆう血けつ鬼き、レティシアが翼つばさを広げて彼女を見下していた。


「見つけたぞ、ネズミ使い」


　射殺すような爛らん々らんとした瞳で睨むレティシア。其処に普ふ段だんの温おん厚こうさは見えない。


　眼下の火蜥蜴達の中心に佇たたずむラッテンは、レティシアの美び貌ぼうに思わず声を上げた。


「うわおおお………！　本物！　本物の、純血の吸血鬼！　うわぁ………超ちよう美少女じゃない。何あの煌きらめきまくってるスーパープラチナブロンド。ああだめ、今から興奮してきたかも」


　恍こう惚こつとした顔で見つめるラッテン。その隙すきに、ギフトカードから取り出した槍やりを投とう擲てきするレティシア。


　ラッテンはステップを踏ふむようにクルリと避けて、再度レティシアとジンに向き直る。


「あら、せっかく褒ほめてあげたのに。この仕打ちは酷ひどいんじゃない？」


　茶ちや化かして笑うラッテンだが、眼光の鋭するどさは先ほどまでの比ではない。


　膠こう着ちやくするように睨み合う両者。


　その時、彼方かなたで雷らい鳴めいと赤い炎ほのお、黒い風の奔ほん流りゆうが数多あまたの柱となって立ち昇のぼる。


　黒ウサギ達がペストとの戦いを始めたのだろう。


　十六夜達の戦いもこの場まで震動が伝わる程ほどに激化している。


「ふふ。いい感じに祭りっぽくなってきたじゃない。じゃ私も、切り札ジヨーカー投入といこうかしら？」


　ラッテンは魔ま笛てきを唇に当て、奏かなで始める。


　高く低く、疾しつ走そうするようにハイテンポなリズムを刻む曲調は、今まで聞いたどの魔笛にも該がい当とうしない。まるで何かを目覚めさせるかのようなその曲調は、やがて大地を迫せり上げ、陶とう器きで出来た巨きよ軀くの兵士を数多に造り始めた。


　巨兵のその数、軽く十体を超こえている。


　舞ぶ台たい区画の各地に現れた陶器の巨兵は、一斉に雄お叫たけびを上げた。


「「「「「ＢＲＵＵＵＵＵＵＵＵＵＭ!!!」」」」」


　嵐の中心のように全身の風穴から大気を吸い上げ放出する、陶器の巨兵。まさか一度にこれだけの数が現れるとは想定していなかったのだろう。


　ステンドグラスを捜そう索さくしていたコミュニティからも各所で悲鳴が上がっている。


　想像以上の戦力を投入してきたラッテンに、レティシアは緊きん迫ぱくした口調で問う。


「………あの陶器の巨兵。〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟とは無関係の魔ま物ものだな？」


「まあねー。とある神様が造った泥どろ人形のオマージュのレプリカのその眷けん属ぞくから派生した超雑種って奴？　どちらにせよそんなご大層なモノじゃ御ご座ざいませんよ。どっかのパワー馬ば鹿かと違ちがって、私は神格も持ってませんしぃ？」


　最後の投げやりな言葉は、ヴェーザーに対する嫉しつ妬とが籠こもっていたのだろう。


　しかしレティシアに衝しよう撃げきを与あたえるには十分すぎた。


「神格だと………？」


「あれ？　私達の謎なぞを解いたんじゃなかったの？　うちのマスター、あれで神しん霊れいの部類なのよ。だから神格の一つぐらいならどうにか出来ちゃうわけ。………一つぐらいならね」


　ケッ、と不ふ貞て腐くされるラッテン。


「ま、別にいいけど。おかげで貴女あなたみたいに素す敵てきな女の子を見つけられたわけだし？　そっちのちっこいのもマスターがご執しゆう心しんみたいだから、降参するなら高待たい遇ぐうで受け入れるわよ？」


「魅み力りよく的な話だが、御お断ことわりしておくよ。………ジン、大だい丈じよう夫ぶか？」


「大丈夫。特に怪け我がも無い」


「それは良かった。ここは私に任せて、ステンドグラスの捜索に急げ。あの巨兵が暴れ出せば、それどころではなくなるだろう」


　ジンと捜索隊は頷うなずいてレティシアに背を向ける。ラッテンはにやつきながらそれを見み逃のがした。吸血鬼と彼らでは天てん秤びんに掛かけるまでも無いということだろう。


　一人残ったレティシアは、既すでに火蜥蜴達によって囲まれている。


　加えて三体ものシュトロムに囲まれ、完全に四し面めん楚そ歌かだ。


　しかしレティシアは周囲を気取らず、美び麗れいな目元を歪ませて威い圧あつ的に問う。


「ネズミ使いの道どう化け。飛鳥を攫さらったのはお前か？」


「だったらどうするの吸血鬼さん？　〝箱庭の騎き士し〟の力を見せつけてくれるのかしら？」


　ラッテンは配下の魔物達に何時いつでも襲おそい掛かれるように臨戦態勢を取らせる。


　それでもレティシアは、一向に怯ひるまない。


「残念ながら、今の私が所持しているギフトはどれも三流まがいのモノばかりでな。唯ゆい一いつ戦力になりそうなのが………この〝影かげ〟のギフトだけなんだ」


「影？」


　ラッテンの視線は自然とレティシアの影に落ちていく。


　するとレティシアの影は、無む尽じんの刃やいばへと姿を変えていく。


　数多の刃が擦こすれ合う姿は影というよりはむしろ───


「その影……〝顎あご〟？　いえいえちょっと待った！　そもそも吸血鬼に影は無いはずじゃ、」


「如何いかにも。コレでも昔は系統樹の守護者、〝龍の騎士ドラクル〟まで上り詰つめた事があってな。この


〝遺い影えい〟は、その時に信しん仰こうしていた龍りゆうのモノだ」


　ラッテンの余裕が一転する。聞き間ま違ちがいかと思考した一いつ瞬しゆんの隙に、レティシアの影は膨ぼう張ちようしてその姿を変える。


　レティシアの温おん厚こうな表情は一変して険しいモノになり、


「この前の御お礼れい参まいりだネズミ使い。我が同士を傷つけた報むくいを、此こ処こで受けるがいいッ!!」


　無尽の刃は巨きよ大だいな龍の顎となり、平面的に広がって周囲をなぎ払はらう。


　三体のシュトロムは龍の顎に嚙かみ砕くだかれ、一いち撃げきで散った。


　間かん一いつ髪ぱつ跳とび上がって避さけたラッテンだが、上空からみたその影に驚きよう愕がくした。


「龍の騎士に、無尽の刃を持つギフトですって………!?　貴女まさか、神格を持った吸きゆう血けつ鬼き！　魔ま王おうドラキュラだとでもいうの!?」


「懐なつかしい二つ名だが、それはもう捨てた名だ。魔王ドラキュラと称しようされた吸血鬼は、とっくに倒たおされたんだよ。お前達〝幻想魔道書群グリムグリモワール〟が没ぼつした数百年後にな」


　血の気が引いた様に慌あわてて屋根の上に逃にげたラッテンを、追いつめるレティシア。


「逃がすかッ!!」


　双そう掌しようで影を巧たくみに操あやつり、平面的な刃でラッテンを捉とらえる。


　屋根を飛び回って避けていたラッテンは、堪たまらず火ひ蜥蜴とかげを盾たてにして叫さけんだ。


「蜥蜴共、私を守りながら奴やつに跳とびかかりなさい！」


　火蜥蜴達は灼しやく熱ねつの吐と息いきを吐はきながら、一いつ斉せいに跳びかかる。レティシアは影を引っ込めて火蜥蜴達を相手取る。この龍の遺影のギフトは、破は壊かい力が大きすぎて無傷で押さえる事が難しい。彼女が本気を出せば命までも奪うばってしまうだろう。


　ラッテンはその隙すきに路地裏へ下り、姿を隠かくしながら逃とう走そうする。


（何であんな大物が此処に………!?　あの御おチビは〝ノーネーム〟出身のはず！　たかが名無し風ふ情ぜいのコミュニティに、どれだけの人材が集結しているの!?）


　純血の吸血鬼とはいえ、シュトロムが三体もいれば十分戦いになると踏ふんでいた。まさかあんな強力なギフトを所持しているとは思っていなかったのだ。


　しかしまだ勝算はある。彼女の魔ま笛てきで人ひと質じちに襲わせながら追いつめれば、タイムアップを狙ねらうことは可能だ。


　ブンゲローゼン通りから逃走したラッテンは一路、マルクト教会へ走る。


　マルクト教会は本来、碑ひ文ぶんとステンドグラスが飾かざられていた、このゲームで最も重要な拠きよ点てんの一つ。ジンの言動を考えれば、マルクト教会を目指している可能性が高いと踏んだのだ。


（教会の付近にはシュトロムを数体待機させてる。防衛線を張るにしても、まずはあそこへ………！）


　ラッテンはルネサンス調の街並みの中、ゴシック調の尖せん塔とうのある教会を目指す。


　しかしマルクト教会には、既に先客が待っていた。


「───待っていたわ、偽いつわりの〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟。いえ、本物の〝ネズミ捕り道化ラツテンフエンガー〟」


　真しん紅くのドレスを身に纏まとった久遠飛鳥が。


　教会のステンドグラスを背に、彼女を待っていた。


「なっ………貴女、今まで何ど処こに、」


「〝ラッテンフェンガー〟のコミュニティに匿かくまわれていたのよ。貴女を倒す為ためにね」


　自信に満ち溢あふれた表情で、長い髪かみとドレスを靡なびかせる。前回の敗北による気負いはない。


　その肩かたには、例のとんがり帽ぼう子しの精せい霊れいがいた。


　己おのれの真名を偽る怨おん敵てきを見つけたラッテンは、艶えん美びな表情を歪ゆがませ、フルートを指揮棒のように掲かかげて叫ぶ。


「とうとう姿を現したわね偽にせ者もの………！　ハッ、丁度いいわ！　貴女を人質に吸血鬼を抑おさえ込む！　捕つかまえなさい、シュトロム！」


「ＢＲＵＵＵＵＵＵＭ！」


　迫せり上がる地じ盤ばん。教会の外に現れた三体の陶とう器きの巨兵は壁かべを打ち砕き、飛鳥を襲う。


　飛鳥はシュトロムを一いち瞥べつした後、悠ゆう々ゆうとギフトカードを掲げた。


「いいわ。まずは貸しを一つ返していただきましょう。───来なさい、ディーン！」


　ワインレッドの輝かがやきが教会を満たす。ギフトカードからは無印の円えん陣じんが浮うかび上がり、中から天地を揺ゆらすほどの雄お叫たけびが上がった。


「─────ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　主あるじの呼び声に、紅あかい鋼はがねの巨きよ人じんは伽が藍らん洞どうの身体からだを大きく撓しならせて答える。


　紅い巨きよ軀くの総身に太陽をモチーフとしたと思われる塗と装そうと意い匠しようを凝こらし、圧あつ倒とう的な存在感を放つ巨兵。ラッテンはディーンに驚愕しながらも、シュトロムに命令を下す。


「か、構わないわ！　圧殺なさいシュトロム！」


　シュトロムは嵐あらしのように大気を揺らし、周囲の建造物を吸い込み始める。乱気流さながらの風に髪を煽あおられる飛鳥は、それでもまだ動かない。


　余よ裕ゆうに満ちたその表情のまま、シュトロムの一撃を待つ。


「迎むかえ撃うつのよディーン。彼らに、格の違ちがいを見せつけてさしあげなさい」


　ディーンは不気味な一つ目を揺らし、鈍にぶく頷うなずく。
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　瓦が礫れきをため込んだシュトロムは、顔面に空いた巨大な空くう洞どうを臼きゆう砲ほうのようにして塊かたまりを撃ち出す。


　その刹せつ那な、ラッテンが叫んだ。


「潰つぶせ、シュトロムッ!!」


「砕きなさい、ディーンッ!!」


「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　飛鳥の言葉で、ディーンの重じゆう鈍どんな動きが一気に加速する。高速で襲おそう巨大な岩がん塊かいは、振ふり回される鋼の剛ごう腕わんによって全すべてたたき落とされた。


　飛鳥は続いてディーンに指示を出す。


「このステンドグラスは〝真実の伝承〟の一つ！　壊こわしては元も子もないわ！　教会を出るわよディーン！」


　ディーンは承知したかのように鈍く唸うなり、伽藍洞の身体を撓らせて壁を突つき破る。突とつ進しんしたディーンは隣りん接せつするシュトロムの一体を押し倒たおし、打ち砕くだき、叩たたきつけて跡あと形かたも無く粉ふん砕さいする。


「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　巨軀の剛腕を、幾いく度ども幾度も陶器の身体に叩きつける。


　雄叫びと共に暴れるその姿は、正に鋼の魔ま人じんである。


　ラッテンは戦慄わななきながらも、残りのシュトロムに命令を下す。


「背面の一体！　一いつ瞬しゆんでいいわ、押さえつけなさい！　もう一体は嵐で牽けん制せいするのよ！」


　ディーンの背面に立っていたシュトロムは全身の風穴から空気を噴ふん出しゆつし、突進する。もう一体は嵐の様な乱気流を巻きあげ始める。


　しかしその程度、紅い鉄人形には通用しない。乱気流をモノともせず、突進を仕し掛かけたシュトロムを片かた腕うでで受け止める。ディーンの背面に立っていた飛鳥は一度離はなれ、乱気流に呑のみ込まれないように教会の柱に摑つかまりながら指示を出す。


「力の差を見せつけなさい、ディーン！」


　一いつ喝かつ、ディーンはシュトロムの頭を摑んで捻じ伏ふせる。


　陶器の巨兵は抵てい抗こうむなしく、乾かわいた音と共に一いち撃げきで粉砕された。


　これで残り一体。最後のシュトロムを倒す為に指示を出そうとした飛鳥は───ふと、ラッテンの姿が無い事に気が付く。


「……消えた………!?」


　見失った。一番見失ってはいけない敵を視界から外してしまった。飛鳥は失態に舌打ちしながらも頭を振って周囲を確かく認にんする。しかし気が付かない。それもそのはず。


　ラッテンはシュトロムの巻きあげた風で───上空に飛んでいたのだ。


（鉄人形と距きよ離りを置きすぎたわねお嬢じようさん………！　もらったッ！）


　飛鳥とディーンの距離、約十間けん。護衛出来る範はん囲いは完全に出てしまっている。


　ラッテンは勝利を確信し、フルートの尖せん端たんを飛鳥の頭上に向ける。


　上を見上げ、間かん一いつ髪ぱつ気が付いた飛鳥だがもう遅おそい。避よける暇ひまも無く突きだされた魔ま笛てきは、


「───潰しなさい、ディーン」


　高速で伸びた巨きよ軀くの剛腕に、握にぎりつぶされた。


「ギッ、！」


「Ｂｕｒ………!?」


　ズドンッ!!　と伸びた剛腕に摑まれたラッテンは、そのまま高速でシュトロムに叩きつけられる。巨きよ腕わんが叩き付けた衝しよう撃げきで一帯が揺れた。


　三体目のシュトロムに向けた拳こぶしもまた、敵を一撃で粉砕し、ディーンは無骨な雄叫びをあげた。普ふ段だんの重鈍な動きとは裏腹に、戦せん闘とう時の動きは軽快ささえ垣かい間ま見みえる。


　飛鳥の力が、スペック以上の力を引き出しているからだろう。


「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　勝ち鬨どきを上げる紅い鋼の魔人。ラッテンは今さらになって気が付く。


　この巨軀の鉄人形が、どうやって大だい空くう洞どうの中心に搬はん入にゆうされていたのか。


　あの僅わずかな時間に、どうやって大空洞から姿を消したのか。


　その解答に至り、畏い怖ふを込めた瞳ひとみでディーンを見上げる。


「し、伸しん縮しゆく自在の鋼………！　龍りゆう種の〝純血〟のみが錬れん成せい出来る、神しん珍ちん鉄てつの魔人………！」


　───神珍鉄製の自動人形オートマター。かつて、七人の魔ま王おうを統すべた〝斉天大聖天に等しき者〟が愛用したという、質量を自在に増減できる神の鉱物。それを地精の精せい霊れい群が鍛きたえて組み上げた鉄人形。伽が藍らん洞どうの中身とは裏腹に、その巨きよ体たいに宿る重量は途と方ほうもない。


　超ちよう重量の拳を受けて致ち命めい傷しようを負ったラッテンは、吐と血けつしてその場に跪ひざまずく。


　飛鳥はコツコツと歩み寄り、瀕ひん死しのラッテンに向かって微笑ほほえみかける。


「これで蹴けり上げられた貸しは無しにしましょう。喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいというものね。………だけどイーブンにはまだ早いわ。まだ貸しを一つ返してもらっていないもの」


　パチン！　と指を鳴らす。


　飛鳥の合図に頷いたディーンは、ラッテンを手放して後ろに下がった。


　解放されたラッテンは膝ひざから崩くずれ落ち、ガクガクと膝を震ふるわせながら地面にへばり付く。白しろ装しよう束ぞくを鮮せん血けつで染めた彼女は、トドメを刺ささない飛鳥に疑問の色の籠こもった瞳を向ける。


「なっ………何を、」


「覚えているかしら？　私は一週間前、貴方あなたの音色で支配されたネズミ達によって敗北したわ。つまり貸しを返していただくというのは………率そつ直ちよくに言うと、一曲所しよ望もうしたいという事よ」


　スッと。ディーンの巨きよ大だいな掌てのひらに腰こしかけ、細く長い指でラッテンを指さす。


「ゲームをしましょう。貴女あなたに一曲分の演奏を許可します。その一曲で、私に服従しているディーンを魅み了りようしてみなさい」


　挑ちよう戦せん的な瞳には、只ただ勝つだけでは意味がないという強い意志が見られる。


　敗北した相手のギフトを打ち破り、完全な形での勝利を望むのだと飛鳥は言うのだ。


「………なるほど、ね……」


　ラッテンは肩かたが上下するほど乱れた息を、血ち反吐へどごと飲み込むように吸って正す。


「いいわ………貴女のゲームに乗って、一曲奏かなでましょう」


　魔笛を唇くちびるに当て、何時いつもの茶ちや化かした笑え顔がおでウインクした。


「幻げん想そう曲〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟。どうかご静せい聴ちようのほどを♪」





　　　　＊





　ハーメルンの街を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る三つの人ひと影かげ。


　轟とどろきと雷らい鳴めいを響ひびかせたのは、黒ウサギが持つ三叉またの金こん剛ごう杵しよ・〝疑似神格・金剛杵ヴアジユラ・レプリカ〟。


「サンドラ様！　前後で挟はさみこみます！」


「分かった！」


　前方からは〝疑似神格・金剛杵〟の放つ轟ごう雷らいが。


　後方からは〝龍角〟の放出する紅ぐ蓮れんの炎ほのおが。


　黒い風を球体上に纏まとっているペストは、悠ゆう々ゆうと棒立ちのまま二つの奔ほん流りゆうを遮しや断だんする。


「いい加減に、無意味だと分からないの？」


　クイッと手首を返す。四本に分かれて竜たつ巻まく黒い風が、サンドラを襲おそう。


　二人はギフトを収めてペストから跳とび離はなれた。先ほどから幾いく度どとなく繰くり返した戦せん況きように、サンドラは焦あせりを浮うかべ始めていた。


「やっぱり、前回と同じ。神格級のギフトが二つ同時に襲い掛かかってもビクともしない！」


「確かに。タイムオーバーを狙ねらっているのは明白ですが………少々妙みような力でございますね。レティシア様の話では生命力を吸い取る類たぐいだと伺うかがっていたのですが」


　黒ウサギの声はサンドラに比べて幾いく分ぶん冷静だった。


　それというのも、彼女にはペストの霊れい格かくに心当たりがあったからだ。


　疲ひ弊へいしたサンドラを一いち瞥べつした黒ウサギは足を止め、屋根の上でペストに問う。


「〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟。貴女の正体は………神しん霊れいの類ですね？」


「えっ？」


「そうよ」


「えっ!?」


　二人のやり取りに、サンドラは驚おどろきながら二人の顔を交こう互ごに見る。


「十六夜さんから話を聞いた時、よもやとは思いました。貴女の持つ霊格は〝ハーメルンの笛吹き〟に記述された〝一三〇人の子供の死の功績〟ではなく、十四世紀から十七世紀にかけて吹ふき荒あれた黒死病の死者───八〇〇〇万もの死の功績を持つ悪あく魔まではないか、と」


　今度こそサンドラの表情は蒼そう白はくに変わった。


「八〇〇〇万の死の功績………!?　それだけあれば、神霊に転生する事も可能」


「無理よ」


「無理です」


　同時にキッパリ否定され、サンドラは少ししょんぼりした様に黙だまりこむ。


「最強種以外が神霊に成る為ために必要な功績は〝一定数以上の信しん仰こう〟でございます。如何いかに規格外の数の死を収集しようと、神霊に至る事は不可能でございますよサンドラ様」


「そ、そっか」


「ですが信仰の形は様々です。恐きよう怖ふをもって奉たてまつられる神仏も決して少なくはありません。密教の悪神にはよくある事でございます。───しかしペスト。貴女は神霊に成り上がる為の恐怖も信仰も足りなかった。後の医学が黒死病アナタに対たい抗こうする手段を得ることで、貴女は神霊には成りきれなかったのです」


「……………」


「だから貴女は自分に最も近い存在で、恐怖の対象として完成されている形けい骸がいを欲ほつしたのです。………それが〝幻想魔道書群グリム・グリモワール〟の魔道書に記述された、斑まだら模様の死神。貴女は自分自身を神霊として呼び出すために───」


「残念ながら、所々違ちがうわ」


　へ？　と黒ウサギは言葉を止めた。


　絶対の自信があった推測を否定されウサ耳がへにょる。


　ペストは毛先を弄りながら、少し憂ゆう鬱うつ気げに口を開いた。


「だけどそうね………時間稼かせぎ程度に教えてあげる。私は自分の力で箱庭に来たんじゃない。私を召しよう喚かんしたのはかの魔ま王おう軍・〝幻想魔道書群〟を率いた男よ」


「なっ、」


「きっと私を手て駒ごまに加えたかったのね。八〇〇〇万もの死の功績を持つ悪魔……いいえ。〝八〇〇〇万の悪あく霊りよう群〟である私を死神に据すえれば、神霊として開花させられると思ったのよ」


　黒ウサギは思わずウサ耳を疑った。


「という事は………貴女あなたは黒死病が神霊化したわけではなく、黒死病の死者の霊群ですと？」


「ええ。その代表が私。………しかしかの魔王は、私達を召喚する儀ぎ式しきの途と中ちゆうで何者かとのギフトゲームに敗北し、この世を去った」


　そして幾いく星せい霜そうの月日が流れた。


　何かの拍ひよう子しで召喚式が完成され、時の彼方かなたから呼び出されたのがペスト。


　世界人口の三割が減少し、死の病が蔓延はびこる恐きよう慌こう時代からやってきた少女。


「私達が、〝主催者権限ホストマスター〟を得るに至った功績。この功績には私が………いえ。死の時代に生きた全すべての人の怨えん嗟さを叶かなえる、特とく殊しゆルールを敷しける権利があった。黒死病を世界中に蔓延させ、飢き餓がや貧困を呼んだ諸悪の根源───怠たい惰だな太陽に、復ふく讐しゆうする権限が………!!!」


　あまり感情を表に出さないと思われていたペストは、初めて激情で口調を強めた。


　彼女は八〇〇〇万の怨嗟の声に応こたえるため、この神々の箱庭で太陽に挑いどむのだという。


　その決意に応じて黒い風が勢いを増して荒れ狂くるう。


　黒ウサギは舞まい上がる髪かみを押さえながら、荒れるペストを見定める。


「太陽に復讐とは………さすが魔王。大きく出たものでございます。太陽の主権を持っている白夜叉様を狙った理由は、そこにあったわけですか」


「ど、どうする？」


「どうするも何も。此方こちらの力が一いつ切さい通じないのでは打つ手も何も御ご座ざいません」


　黒ウサギの言葉に、サンドラは一層蒼白になる。それでは二人に勝ち目がない。


　しかし黒ウサギにはたった一つだけ、勝算があった。


　それには作戦通り、主力の集結と切り札となる人物の協力が必要なのだが───


（十六夜さん………！　まだ片付かないのですか………!?）


　彼女の高性能なウサ耳は、状じよう況きようを把は握あくしているだけに歯がゆい。


　彼の性格ならば、格下に遊ぶことは無いだろう。全力でヴェーザーを倒たおした後、嬉き々きとして魔王に挑むに違いないと思っていた。


　まさか敵に神格を与あたえられているとは知らず、作戦が先延ばしになっているのだ。


「………さ、ゲームを再開しましょ。貴女あなた達二人は特に大事な駒こまだもの。タイムオーバーのその瞬しゆん間かんまで、たっぷりと遊んであげる」


　先ほどの熱を消したペストは、悠ゆう々ゆうと構えて薄うすく笑う。


　黒ウサギとサンドラは戦せん慄りつと共に、絶望的なゲームを再開した。





　　　　＊





　山河を打ち砕くだく力の攻こう防ぼうは、瞬しゆん時じに人里を崩ほう壊かいさせて瓦が礫れきの山を作りあげていた。


　大地を捲めくり、河を操あやつり、地ち殻かく変動に比するという力で迫せまるヴェーザーを、十六夜は四し肢しの力で跳はね飛ばす。


「しゃら、くせえ！」


　襲おそい掛かかる数多あまたの水柱と岩がん塊かい。十六夜は気合い一いつ閃せん、拳こぶしで撥はね除のける。


　ヴェーザーは撒まき散らした障害物の陰かげから潜ひそみより、十六夜の懐ふところに潜もぐり込む。それに気が付いた十六夜は岩塊を足場に跳び離はなれて距きよ離りを保つ。


　この俊しゆん足そくこそ十六夜の最大の武器であり、身を守る術でもあった。


　瞬またたく間に瓦礫の平野と化した対岸の街。ふっと十六夜は足を止めてハーメルンの街を見た。


　十六夜を呼ぶ黒ウサギの悲痛な声が聞こえた───というわけではない。


　ヴェーザーは警けい戒かいしながらも、十六夜に問う。


「どうした坊ぼう主ず。余所よそ見みとはらしくねえ」


「………飽あきた」


「は？」


「飽きた。殴なぐったり殴られたりするのも新しん鮮せんだけど、なんか思ってたより単調でつまんねえ」


　ゴキッと首を鳴らす十六夜。その身体からだは全身の至るところに細かい傷が付いているものの、致ち命めい的てきな一いち撃げきは最初の一打しかない。


　二人の力は互ご角かくになったかもしれない。しかし足では俄が然ぜん、十六夜に分があった。


　俊足に任せて動く十六夜と、それに合わせて待つヴェーザー。搦からめ手を交えているものの、行きつく結果は其そ処こだった。


　不変を嫌きらう十六夜が、パターン化された戦いを嫌うのは自然な流れだろう。


　ボロボロになって肩かたで息をしていたヴェーザーは、呆あきれたように構えを解き、巨きよ大だいな笛を肩に担かついで問う。


「そんなこと言ってもお前………じゃあ、どうすんだよ」


「んーそうだなあ」


　瓦礫を蹴けりつつ、真しん剣けんに考え込んでしまう十六夜。


　何をやってんだと心底呆れるヴェーザー。


「───よし、じゃあこうしよう！　お前の取って置きを、俺が真正面から叩たたき潰つぶす！」


「取って置きだぁ？」


「おいおい誤ご魔ま化かすなよ。懐に飛び込む度たびに狙ねらってた、隠かくし玉の事さ」


　むっとヴェーザーの顔が歪ゆがむ。先ほどから決着がつかない理由がそれだった。


　搦め手を交え、十六夜の懐に潜り込む時。足で勝まさる十六夜が、いざ近接で勝負を決めようと望む時。必ずこの男の瞳ひとみに危険な光が宿っていた。


　それを警戒して十六夜も勝負に出られなかったのだ。


「このままじゃ埒らちが明かねえ。だから互たがいに全力の一撃で決着を付ける。面おも白しろそうだろ？」


　ヤハハと笑う十六夜とは対照的に、ヴェーザーの表情は険しかった。


　今の膠こう着ちやく状じよう態たいは彼にとって歓かん迎げいすべき状況だ。このまま延々と戦い続ければ、いずれタイムオーバーが来る。そうなれば人材は主しゆ催さい者しやの総取りとなる。


　………しかしだ。この悪童を殺してしまうのは惜おしいと考える半面、力の底が何ど処こまであるのか見てみたいという期待感がある。


　そんな複雑な心境をどう察したのか、十六夜はスッと表情を消し、


「真剣な話、他ほかの連中が気がかりなんでな。否いやが応でも乗ってもらうぜ？」


「……………」


「それに気に食わねえんだよな。俺の懐に飛び込んだ時のお前の目。〝この一撃さえ当たれば勝てる！〟………そんな目をしてるのが、あぁぁあ気に食わない！」


　コツコツコツと。残ざん骸がいを蹴りながら、無防備に近づいた十六夜は、大きく両手を広げ、





「なあ、ヴェーザー。俺はな。そんなお前の驕りを砕きたい」





　避さけようのない、最大級の挑ちよう発はつを行った。


「……………………………………………………………………………………………はぁ」


　余りにも傲ごう岸がん不ふ遜そんなその言葉に、ヴェーザーはドッと脱だつ力りよくした。


　黒くろ髪かみの短たん髪ぱつをボリボリと激しく搔かき、軍服の襟えり元もとを開き、血走った瞳で、


「ＯＫ。死ね糞くそガキ」


　己おのれの霊れい格かくを全解放した。


　ヴェーザーは魔ま笛てきを掲かかげ、頭上で円を描えがく様に乱らん舞ぶし始める。


　それに応じて、立っているのも難しい程ほどの地鳴りと震しん動どうが襲う。


　今までの揺ゆれとは比べ物にならない地殻の変動は、徐じよ々じよにヴェーザーの魔笛の切っ先に集まっていく。


　乱舞する魔笛に、地殻変動級のエネルギーが収束していく。


　徐々に揺れが収まっていく中、十六夜は腰こしを落とし、右みぎ腕うでを引き絞しぼる様に後ろへ下げる。


　腕わん力りよくだけでなく、全身の駆く動どうをフルに使った、生しよう涯がい初めての全力に心が躍おどる。


「よしよしいいぞ………！　かなり期待できそうだ………!!!」


　互いに次の一撃の為ため、身体を後方に捩ねじる。


　大地の揺れが収束されると同時に───必殺の一撃はぶつかり合った。





　　　　＊





〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟が奏かなでる音は、今まで聞いたどの音色よりも美しい旋せん律りつだった。


　妙たえなる魔笛は高く、低く───夢の中に誘さそうような音調で飛鳥を浸しん食しよくする。


（………ああ。コレは少しずるいわ）


　飛鳥は耳元で響ひびく魔笛の向こうに、かつて捨ててきた世界の夢を見ていた。


　幼いころから彼女が抱いだいていた、籠かごの外の世界。


　壁かべを越こえ、海を越え、国境を越え。


　亡なくなった両親と姉妹と一いつ緒しよに、何に縛しばられる事もなく笑え顔がおで走り回る私。


　叶かなう事のなかったハロウィンの夢を、失った家族と共に見る。


　捨てた世界の残ざん響きようが、耳の奥を擽くすぐる。


　なるほど、コレは正に魔笛だと頷うなずく。


〝Trick or Treat!!〟と口にしてはしゃぐ私を、静かに見つめる私。


　陶とう酔すいしてしまいそうな甘美な夢に取り込まれる瞬しゆん間かん───一つの約束を思い出した。





〝いつか俺達で───俺達のハロウィンをしよう───〟





（………。そうね。私の〝Trick or Treat!!〟は、その時まで取っておきましょう）


　約束を胸にふっと陶酔から目を覚ます。気が付けば、演奏は終わっていた。


　ラッテンは肩で息をしながら、困った様に笑っている。


「一曲分………という約束だったものね。夢は見られましたか、御お客様？」


「………ええ。とても素す敵てきな夢だったわ」


　掛かけ値ない評価だった。何より、亡くなった家族の顔をもう一度見るような機会は、今後二度と訪おとずれる事は無いだろう。思い出せる最後の家族の顔が夢の中の笑顔だというのなら───それはそれでいいかもしれない。


　パチパチパチと、気が付けば拍はく手しゆを送っていた。


　ラッテンは苦く笑しようする。約束を破ってもう一曲奏でていれば、ラッテンは飛鳥を支配下におけたかもしれない。しかしその様な無ぶ粋すいな真ま似ねを、魔ま王おうの配下である彼女の矜きよう持じが許さなかった。


　何より、紅あかい鋼はがねの巨兵の忠誠を揺るがす事は出来なかったのだ。ならこのゲームは彼女の敗北だろう。


　ラッテンは膝ひざを折り、流した鮮せん血けつと共に光の粒りゆう子しとなって消えていく。


「あーあ………負けちゃった。ま、さっきの一いち撃げきで殆ほとんど致命だったんだけど。加えて全力の演奏とかやっちゃったもんだから………悪あく魔まの霊格が保もたなくなったみたい」


「……………」


「じゃあね、可愛かわいいお嬢じようさん。ご静せい聴ちよう感謝します♪　マスターによろしくね」


「此方こちらこそ。素敵な演奏をありがとう」


　トドメを刺さすまでもなく、ラッテンは敗北を認めて風とともに消える。


　カラン、と落ちた笛を拾い上げると、教会の向こうから声がした。


　ジンとレティシアのものだ。


「飛鳥さん！　無事でしたか!?」


「ええ。ちょっと髪かみが乱れてるけど、それぐらいよ」


「そうか、無事で本当に良かった。奴やつらの狙ねらいを考えれば無体な仕打ちは無いだろうと思っていたが………いや、今はそれどころじゃない。詳くわしい説明は兎とも角かく、ステンドグラスを、」


「ええ。此こ処こに真実のステンドグラスがあるわ。貴方あなた達はそれを確保して」


「は、はい。でも飛鳥さんは？」


「魔王と戦いに行くわ。この子を連れてね」


　飛鳥が指をさすと、ディーンはズシリとした動きを見せた。


　驚おどろくレティシア達を尻しり目めに、飛鳥は魔王の下もとへ急ぐのだった。





　　　　＊





　強大な二つの力のぶつかりは瓦が礫れきの山をも吹ふき飛ばし、一帯は焦しよう土どと化していた。


　ヴェーザーは、砕くだけた魔笛の尖せん端たんを静かな瞳ひとみで見つめて呟つぶやく。


「………おい坊ぼう主ず」


「なんだ？」


「お前、本当に人間か？」


　以前、他ほかの誰だれかにも同じことを言われた気がして、十六夜は肩かたを竦すくめた。


　だが十六夜の右みぎ腕うでもボロボロだ。拳こぶしは砕け、肉は内側から爆はぜたように傷ついている。背中から倒たおれ込んでいるところを見ると、打ち負けたのは十六夜の方なのだろう。しかし腕うで一本と引き換かえに、敵の主力を砕けたのだ。成果としては申し分ない。


　十六夜はゆっくりと立ち上がり、左手を掲かかげて続行を促うながした。


「さ、続けようぜ。笛が砕けてもまだ戦えるだろ？」


「………。いや、そうでもないらしい」


　サラリ、とヴェーザーの身体からだが崩くずれ始める。


　光の粒子になっていく両りよう腕うでを見つめながら、彼は一人呟いた。


「チッ。召しよう喚かんの触しよく媒ばいが砕かれれば、そりゃこうなるよな」


「………消えるのか？」


「ああ。………あーくそ。くだらねえ挑ちよう発はつなんぞ乗るもんじゃない」


「つれない事を言うなよ。こっちは結構楽しかったし、なにより痛かったぜ？」


　右腕を押さえながら、油あぶら汗あせを流して笑う。右腕の損傷はそれほど深いのだ。本当なら転げて喚わめき散らしたいところなのだろうが、そんな不格好を十六夜の自尊心が許せるはずがない。


　徐じよ々じよに存在が希き薄はくになっていくヴェーザーに、十六夜は背中を向け、


「じゃあな。何度も言うが、楽しかったのは噓うそじゃねえよ。真正面から俺と殴なぐり合える奴なんて、今までいなかったからな」


「当たり前だ糞くそガキ。お前みたいな人間がホイホイいてたまるかよ。………ま、達者でな」


　ヤハハ！　と笑って去っていく十六夜。


　見送ったヴェーザーは独り、天を仰あおいだ。


「そうさ。お前みたいに傲ごう岸がん不ふ遜そんな人間は………前のマスターぐらいで十分さ」


　沈しずみ行く太陽と少年の背に、遠い日の面おも影かげを見る。


　そんな執しゆう心しんがこの敗北を招いたのだと悟さとり、苦笑いを浮うかべて静かに崩れ去るのだった。





　　　　＊





　一ひと際きわ大きな震しん動どうが起きた。黒ウサギとサンドラは足を止めて顔を見合わせる。


　サンドラは華か美びな衣い装しようの袖そでで光る汗あせを拭ぬぐいながら呟く。


「今の揺ゆれ、かなり大きかった」


「ＹＥＳ！　十六夜さん達の決着がついたようです！」


　次いで響ひびく爆ばく音おん。外で野放しにされていたシュトロムの一体が破は壊かいされたのを、遠目に確かく認にんする。力を合わせた参加者達が打だ倒とうしたのだろう。


　黒ウサギ達は尖せん塔とうの陰かげに隠かくれながら、好転していく戦せん況きように喜色を浮かべる。


　一方、ペストは崩れていくシュトロムを静観しながら、ゲームの状じよう況きようを頭の中で整理する。


（ラッテンもヴェーザーも………二人とも倒されてしまったみたいね………）


　沈みきった夕ゆう陽ひの方角を見つめ、少し、遠い目をした。


　思えば、自分のゲームメイクの甘さが招いた事だったのかもしれないと、ペストは省かえりみる。


　一週間＋二十四時間。このタイムリミットに目がくらみ、時間を稼かせぐことだけに執心した主しゆ催さい者しやの判断が、結果として後手後手に回ってしまっているのだ。


　初めから守りを捨て、自分がラッテンとヴェーザーを率いて圧殺を仕し掛かけていたのならば………此処まで戦況は悪いものにならなかっただろう。


　攻せめる事を選せん択たく肢しから排はい除じよして勝てるほど、ギフトゲームは甘くないのだ。


（破壊されてないステンドグラスは………残り五十八枚）


　潮時かな、とペストは呟く。このまま魔道書が破壊されれば、彼女を死神に押し上げている霊れい格かくも無くなる。神しん霊れいで無くなった彼女は、〝主催者権限ホストマスター〟さえも失うだろう。


　ラッテンとヴェーザー。成り行きで出来た主従関係とはいえ、自分に忠を尽つくしてくれた、初めての仲間達。彼らにしばし黙もく禱とうした後、


「─────………止やめた」


「え？」


「時間稼ぎは終わり。白夜叉だけを手に入れて───皆みな殺ごろしよ」


　刹せつ那な、黒い風は天を衝ついた。


　雲海を突つき抜ぬけた奔ほん流りゆうは瞬またたく間に雲を散らし、空中で霧む散さんしてハーメルンの街に降り注ぐ。


　空気は腐ふ敗はいし、鳥は地に落ち、街路のネズミ達は触ふれただけで命を落とす。


「先ほどまでの余興とは違ちがうわ。触れただけで、その命に死を運ぶ風よ………！」


「なっ、」


　ペストの指先が伸のびる。天から襲おそう陣じん風ぷうは、如何いかなる力も寄せ付けない。


　金こん剛ごう杵しよを掲げて雷らい鳴めいを向けた黒ウサギだが、刹那に霧散され手も足も出ずに逃にげ回る。


「や、やはり〝与あたえる側〟の力！　死の恩おん恵けいを与える神霊の御み技わざですか………!!」


　───〝死〟を与える恩恵の風。


　神霊として〝与える側〟になったペストの黒い風は、触れるだけで全すべての者に死を与えるだろう。その一点において、ペストは神霊として高い素養を秘ひめていたのだ。


「ケ、ケルト神話の魔ま王おうは見るだけで死を与えると聞きますが、あれはまさにそれです！　あの死の風を貫かん通つうするには、物的な力では不可能でございます！」


　悲鳴を上げて為なすすべなく退たい避ひする二人。


　死の風を解放した、無差別攻こう撃げき。


　上空から吹ふき荒あれる死の風を避よけながら、その力にサンドラも戦慄わななく。


「ま、まずい！　このままじゃステンドグラスを探している参加者がッ!!」


　しかし他ほかの参加者に気を配っている暇ひまはない。


　街の各所に散らばっている者にまで二人の手は回らない。


　辛かろうじて建造物に避ひ難なんしているようだが、参加者を庇かばった幾いく人かの〝サラマンドラ〟のメンバーが、死の風に呑のみ込まれて命を落とす。その姿に、サンドラは唇くちびるを強く嚙かみしめた。


「よくも………〝サラマンドラ〟の同士を………!!!」


　サンドラの赤い髪かみが怒いかりで燃え上がる。


　黒ウサギも覚かく悟ごを決めた様に、白と黒で彩いろどられたギフトカードを取り出した。


（仕方がない………！　こうなったら、勝負を仕掛けるしか───！）


　しかし、黒ウサギがカードを取り出した瞬しゆん間かん。


　視界の隅すみに、黒い風に巻き込まれようとしている参加者が映った。


〝造物主達の決けつ闘とう〟の舞ぶ台たいにいた、樹霊コダマの少年だ。


（こ、この！　何でこんなタイミングに！）


　少年の元に跳とびたいが、もう間に合わない。彼の頭上に降り注いだ死の風は、


「─────ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　紅あかい鋼はがねの剛ごう腕わんに阻はばまれた。


　死の風が命ある者に死を与えるというのであれば、この永久駆く動どうの鉄人形こそ天敵。


　命無き無敵の魔人は、吹き荒すさぶ死の風を遮しや断だんして少年を守る。死の風を凌しのぎきったディーンの背後から、飛鳥が顔を覗のぞかせて樹霊の少年に声をかける。


「今のうちに逃げなさい。ステンドグラスの事は後で処理すればいいわ」


「は、はい」


　一いつ瞬しゆんだけ腰こしが抜けたような顔をした樹霊の少年だが、すぐさま建物の中に逃げ込む。


　飛鳥の無事を確認した黒ウサギは、歓かん喜きの声を上げた。


「飛鳥さん、よくぞご無事で！」


「感動の再会は後よ！　前見て前！」


　へ？　と振ふり返る。ペストが放った死の風が黒ウサギのすぐそこにまで迫せまっていた。


「オイコラ、余所よそ見みしてんじゃねえぞこの駄ウサギ！」


　側面から助勢に現れた十六夜の蹴けりが、死の風を霧散させる。


　何が起こったのか分からないペストは一瞬、啞あ然ぜんとした。


「ギフトを砕くだいた………？　貴方あなた、」


「先に断っておくが、俺は人間だぞ魔王様！」


　死の風を霧散させた勢いで懐ふところに飛び込む十六夜。


　下から突き上げる蹴りを、ペストは初めて己おのれの手で受け止める。しかし止めきる事は出来ず、追撃で地上へ向けて叩たたきつけられた。


　数多あまたの建造物を粉々にしながら吹き飛ぶペスト。


　サンドラは小さな口をあんぐりと開いたまま、啞然と十六夜を見る。


「……………………。え、えーと？　あの人、ギフトを砕いた様に見えたけど」


「さ、さて？　黒ウサギも十六夜さんについては知らぬことだらけでございますが………」


　黒ウサギも改めて目まの当たりにし、そのデタラメ加減に舌を巻いている。もしかして決着が付いたのかなーと思った刹那。


　幾千万の怨えん嗟さの声が、衝しよう撃げき波はと共に瓦が礫れきを吹き飛ばしたのだ。


　その中心に佇たたずむペストは瞬しゆん時じに傷を癒いやして服の解ほつれを正し、十六夜に微笑ほほえみかけた。


「………そうね。所しよ詮せん人間だわ。この程度なら、死の風が効かずとも警けい戒かいするに値あたいしない」


「何っ？」


「星も砕けない分際では、魔ま王おうを倒たおせないという事よ」


　無造作に腕うでを振る。すると八〇〇〇万の怨嗟の声が衝撃波となって十六夜を襲う。思わぬ不意打ちを受けた十六夜は上空高く打ち上げられ、そのまま落下した。


　軽く吐と血けつするがその傷は浅い。


　十六夜にはむしろ、その前の言葉の方が気にかかった。


「………星も砕けない分際だと？　カッ、素す敵てきな挑ちよう発はつしてくれるじゃねえか斑まだらロリ。そういう事ならこっちも………！」


「ちょ、ちょっとお待ちください十六夜さん！　そんなボロボロの右みぎ腕うでで戦うより、ここは作戦を尊重してください！」


　慌あわてて止める黒ウサギ。むっと唇を尖とがらせて眉まゆを顰ひそめる十六夜。


「………しようがねえな。で、どうすればいい？　やると言ったのはお前だ。指示を出せ黒ウサギ」


　十六夜が鋭するどい瞳ひとみで催さい促そくする。見つめ返す黒ウサギの瞳にも、強い光が宿っていた。


　言われるまでも無い。これで全てが揃そろった。集結した主力を黒ウサギは一いち瞥べつし、


「今から、魔王を討うち取ります。皆みなさんは魔王に隙すきを作って下さい」


「それはいいが、あの風はどうする？　このままじゃ他の連中がドンドン死ぬぞ？」


　黒ウサギは白黒のギフトカードを口元に当て微笑む。





「ご安心を！　今から魔王と此こ処こにいる主力───纏まとめて、月までご案内します♪」





　は？　という疑問の声は、刹せつ那なに消えた。


　白黒のギフトカードの輝かがやきと共に急転直下、周囲の光は暗転して星が巡めぐる。


　温度は急激に下がり、大気が凍こおりつくほどの過か酷こくな環かん境きようが十六夜達を襲おそう。


　激しい力の奔ほん流りゆうが収まり、瞳を開けて天を仰あおぐ。


　天には、箱庭の世界が逆様になって浮ういていた。


　石せき碑ひの様な白い彫ちよう像ぞうが数多に散乱する月の神しん殿でんを見て、ペストは蒼そう白はくになって叫さけぶ。


「チャ………〝月界神殿チヤンドラ・マハール〟！　軍神インドラではなく、月神チヤンドラの神格を持つギフト………！」


「ＹＥＳ！　このギフトこそ、我々〝月の兎うさぎ〟が招かれた神殿！　帝たい釈しやく天てん様と月神様より譲ゆずり受けた、〝月界神殿〟でございます！」


　黒ウサギは、満天の星と箱庭を誇ほこる様に両手を広げる。神殿とは言うが、その名残なごりの様なモノは白い石碑の彫像群だけだ。


　一帯見み渡わたす限りの灰色の荒こう野や。生物が住まう余地などない死の大地。
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　彫像の結界の外に出れば、月面の過酷な環境があらゆる生物を死し滅めつさせるだろう。


「け、けど………！　ルールではゲーム盤ばんから出る事は禁じられているはず、」


「ちゃんとゲーム盤の枠わく内ないに居りますよ？　ただ、高度が物もの凄すごく高いだけでございます」


「っ………!?」


　では何か。ハーメルンの街の頭上にまで、天体を移動させたという事か。


　生来の神仏───最強種の眷けん属ぞくは、それほどまでに強大だと言うのか。


「これで参加者側の人間の心配はなくなりました！　サンドラ様と十六夜さんはしばし魔王を押さえつけてください！　黒ウサギもすぐ参戦します！　飛鳥さんは此方こちらへ！」


　言うや否いなや、サンドラと十六夜がペストに向かって突とつ撃げきする。


　ペストは隔かく離りされたことに焦あせりながらも、黒い風を放出させて迎むかえ撃うつ。


「構わないわ。全すべてのステンドグラスが発見される前に終わらせる………！」


「ハッ、やれるもんならやってみな！」


　衝撃波を全身に食くらいながらも突とつ進しんする十六夜。先ほどと同じように蹴けりを入れるが、今度は軽く避よけられる。ヴェーザーとの連戦で想像以上に疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているのだろう。何より、右腕が使い物にならないのが響ひびいている。


　サンドラは十六夜が切り裂さいた死の風の隙すき間まを轟ごう炎えんで縫ぬう。全身を炎ほのおに包まれるペストだが、瞬時に傷が癒いえていく。


　八〇〇〇万の群体神しん霊れいである彼女を一いち撃げきで倒すには、サンドラでは火力が足りないのだ。


「ハッ、なるほど！　さっきの言葉は比ひ喩ゆでも何でもないってことか！」


「そうよ。私を打だ倒とうするというのなら、星を砕くだくに値する一撃を用意なさい───！」


　双そう掌しようで高めた怨嗟と衝しよう撃げきの渦うずを、十六夜の腹部に叩たたきつけるペスト。


　それに合わせてカウンター気味に左ひだり腕うでの拳こぶしを叩きつける十六夜。


　両者は同時に吹ふき飛び、月面に新たなクレーターを作りあげる。


　十六夜達が奮ふん闘とうする中、黒ウサギはギフトカードから三叉またの槍やりが描えがかれた紙し片へんを取り出して飛鳥に手て渡わたす。


「………？　何、これ」


「御お静かに。これは〝叙じよ事じ詩し・マハーバーラタの紙片〟と呼ばれるギフト。以前、〝ペルセウス〟のコミュニティが領地を侵おかした時に用いたインドラの槍も、この紙片から召しよう喚かんした物」


　飛鳥はやや驚おどろいた様に目を見開いた。


「マハーバーラタ叙事詩出典の、インドラの槍………？」


「ＹＥＳ！　叙事詩はご存知ですか？」


「え、ええ。名前だけなら知っているわ。確か世界三大叙事詩の一つでしょう？　日本で例えれば桃もも太た郎ろうぐらいには有名だと聞いたけれど」


　黒ウサギは首しゆ肯こうで返す。


　───『叙事詩・マハーバーラタ』。最も有名なインド神話の一つであり、『叙事詩・ラーマーヤナ』と並べて二大インド叙事詩とも言われる。


　十万の詩節からなる、数々の伝承・神話を束ねた大長編叙事詩である。


　紙片を飛鳥に握にぎらせた黒ウサギは、作戦を説明する。


「この紙片から、インドラに縁ゆかりのある武具を召喚します。しかし気を付けて下さいまし。この槍は強力な半面、ギフトゲーム中に一度しか使えないのです」


　飛鳥の表情に緊きん張ちようが走る。


「ま、待って。もしかして私に使えというの？」


「ＹＥＳ！　飛鳥さんにはギフトの力を十全に発揮する才能が御ご座ざいます！　黒ウサギが隙を作るので、その槍を直ちよく撃げきさせてください！　それでこのギフトゲームは勝利です！」


　グッと黒ウサギが飛鳥の手を握る。すると紙片は雷らい鳴めいと共に槍に変わった。飛鳥の手にズシリと重い、投とう擲てき用の槍が現れる。


　これこそ、帝釈天の神格が宿る槍。


　仄ほのかな輝かがやきを纏まとうその姿は息を呑のむほど眩まばゆく、飛鳥は軽くたじろいだ。


「帝釈天の神格が宿った槍………だけど私は、」


　躊ちゆう躇ちよする飛鳥。それもそのはずだろう。


　この神槍は、彼女に扱あつかい切れるのか。一度しか使えないというならば、十六夜に任せるべきではないのか。その重さとプレッシャーに表情を歪ゆがませる飛鳥に、黒ウサギは笑いかけた。


「大だい丈じよう夫ぶ。ご自身をもっと信じてください。飛鳥さんの才能は黒ウサギが保証致いたします。それに今は、とっても強そうな仲間がいるではございませんか！」


　黒ウサギがディーンに向かって手を広げる。無骨な鉄人形は、無言のままで静かに頷うなずいた。後はもう伸のるか反るかなのだ。


「………分かったわ」


　覚かく悟ごを決めた瞳ひとみを向ける飛鳥。黒ウサギも頷いて返す。


　踵きびすを返した黒ウサギはもう一枚の紙片をギフトカードから取り出して、死の風の渦に飛び込んでいく。


　飛鳥はその間に、ディーンへインドラの槍を手渡す。槍を構えたディーンは飛鳥の合図を静かに待つ。飛鳥は一度だけ、躊躇するようにとんがり帽ぼう子しの精せい霊れいを見た。


「この戦いが終わったら、生いけ贄にえとなった一三〇人の群体精霊も消える。そうなれば一三一人目の群体である貴女あなたも消える。………本当にいいのね？」


「うん」


　小さな頭を振ふって首肯する精霊。それはこの七日間で教えられていた事だった。


　彼女が他ほかの群体から離はなれて行動出来るのは、幾いく星せい霜そうの旅路の果てに高まった霊れい格かくが分ぶん裂れつしたものだからだ。精霊達から、一三一人目と呼ばれていたのはその為ためだろう。


　しかしそれも群体という特性があるからこそ維い持じできる奇き跡せき。ハーメルンの魔道書が消えれば彼女達も消える運命だろう。


　飛鳥は苦い想おもいを嚙かみ締しめる。しかし、彼らの覚悟を無下にするわけにもいかない。


　飛鳥は真っ直すぐと、凜りんとした声で応ずる。


「分かったわ。必ず、魔ま王おうを討うち取りましょう」


　互たがいに頷く。ディーンは何も語らず、強く槍を握りしめる事で意思を示した。





　最後の隙すきを作るために跳とび込んだ黒ウサギは、十六夜とサンドラを追い抜ぬいて跳び出す。


　その手には金こん剛ごう杵しよもない。無手のまま一気に直進していく黒ウサギ。


　その無む謀ぼうな突とつ撃げきに、サンドラは焦あせって声を上げた。


「だ、駄だ目めだ黒ウサギ！　何を考えて………!?」


「死の風を吹ふき飛ばします！　御二人は援えん護ごを！」


　灰色の大地を蹴けり、黒ウサギが駆かける。


　ペストは苛いら立だたしげに死の風を舞まいあがらせて襲おそい掛かかる。


「貴女さえ倒たおせば………！」


「太陽に復ふく讐しゆうを、でございますか？　ならばこそ、この輝きを乗のり越こえてごらんなさい！」


　黒ウサギが、〝マハーバーラタの紙片〟を掲かかげる。


　溢あふれた輝きは、緋ひ色いろでも無ければ蒼あおい雷らい光こうでも無い。


　太陽の光にも似た黄金の輝きが、黒ウサギを神こう々ごうしく染め、黄金の鎧よろいを纏わせる。


　強きよう襲しゆうした死の風は太陽の光に焼かれ、一いつ瞬しゆんで霧む散さんして消えた。


「そ、そんな………!?」


　悲痛な声が上がる。ペスト自身、自分の弱点を把は握あくしていなかった。


　確かに、彼女の〝主しゆ催さい者しや権限〟には太陽を封ふう印いんする力があったのだろう。


　しかし、黒死病が猛もう威いを振るった理由が『十四世紀以降の寒冷期』であるというのであれば。


　目覚めた太陽の輝きこそ、死の風を振り払はらう奇跡なのだ。


「軍神インドラに月神チヤンドラに太陽神スーリヤー………！　護法十二天を三天までも操あやつるなんて、この化け物───!!!」


　ペストは大きく後退し、最低限の守りを固める。


　全身から太陽の輝きを放つ黒ウサギは、背後で控ひかえている飛鳥に叫さけぶ。


「今です飛鳥さん！」


　黒ウサギの声に応じ、飛鳥は右手を翳かざして命を下す。


「撃うちなさい、ディーン！」


「ＤＥＥＥＥＥＥｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＮ!!!」


　紅あかい鋼はがねの巨きよ人じんが怒ど号ごうを上げて撃ちだす。


　インドラの槍やりは飛鳥の言葉に応じ、千の天てん雷らいを束ねてペストを襲う。黒ウサギに気を取られていたペストは避よける間もなく被ひ弾だんし、月面を空高く打ち上げられて貫つらぬかれた。


「こ、この………程度、なんかで………！」


　迸ほとばしる千の雷かみなりに焼かれながらも、ペストはまだ抗あらがう。


　そう、この程度の破は壊かい力ではこの魔王を倒せない。


　星を砕くだくに値あたいする一いち撃げきでなければ、神しん霊れいを打だ倒とうするには至らないと彼女は言った。


　しかし、インドラの槍の放つ天雷は直撃した後も勢い衰おとろえず、むしろ輝く様に力を解放していく。黒ウサギは肩かたで息をしながらも、勝利を確信したようにペストへ一言投げかけた。


「無む駄だでございますよ。その槍は正しよう真しん正しよう銘めい、帝たい釈しやく天てんの加護を持つ槍。太陽の鎧と引き換かえた、勝利の運命ギフトを宿す槍なのですから」


　天雷は千から万へ、万から億へ急速に力を増していく。衰える事を知らないインドラの槍は敵を焼き尽つくすまで止とめ処どなく光を放ち続ける。


　───〝太陽の鎧〟と〝必勝の槍〟


『叙じよ事じ詩し・マハーバーラタ』の大英えい傑けつ、カルナが手にしたと伝えられるギフト。太陽神の息子むすこであるカルナが、生来持っていた不死不ふ滅めつの鎧をインドラに捧ささげた時に得たのが、ただ一度のみの奇跡を宿す、穿てば必ず勝利する槍。


　死神が〝死〟の恩おん恵けいを風に乗せて与あたえると云いうのならば。


　軍神が〝勝利〟の恩恵をもたらす武具が、この槍なのだ。


「そんな………私は、まだ………！」


「───さようなら、〝黒死斑の魔王ブラツク・パーチヤー〟」


　飛鳥が別れの言葉を告げると、一ひと際きわ激しい雷光が月面を満たす。


　轟ごうと響ひびきを上げた軍神の槍は、圧あつ倒とう的な熱量を撒まき散らして魔王と共に爆はぜた。












　エピローグ







　───境界壁へき・舞ぶ台たい区画。〝火か龍りゆう誕生祭〟運営本陣じん営えい。


　ゲーム開始より十時間後。


　ネズミ捕とりの男と、黒死病によって倒れた者たちが描えがかれているステンドグラスが全すべて砕かれ、ヴェーザー河を描いたステンドグラスを一いつ斉せいに掲かかげる。〝偽いつわりの伝承を砕き、真実の伝承を掲げよ〟の一文が成された直後、参加者達の視界は砕けた様に開けた。


　見み渡わたせば、舞台区画の尖せん塔とう群とペンダントランプの灯火が見える。


　黄昏たそがれ時を彷ほう彿ふつとさせる街並みが、其そ処こにはあった。


　呆ぼう然ぜんとする参加者達の前に、霞かすみの如ごとく現れた白夜叉。


　恥はずかしそうに頭を搔かくその姿は、外見の年ねん齢れい相応に見えなくもない。


「皆みな、よく戦ってくれたの。東のフロアマスターから礼と………お詫わびを告げねばならんの。偉えらそうにふんぞり返っておきながら、私は終始封ふう印いんされたままだった。いや、全く以もつて申し訳なかったのぅ」


　恥じ入る白夜叉に、しかし批難の声はない。


　最強の〝階層支配者〟である彼女への信しん頼らいは、その程度で揺ゆらぐモノではないのだろう。


　白夜叉の謝礼が終わると、サンドラが前に出て両手を広げる。


「───魔ま王おうのゲームは終わりました。我々の勝利です！」


　ワァッと歓かん声せいが上がった。マスター達の言葉を聞いてようやく勝利を実感できたのだろう。


　呪のろいから解放されたもの。


　同士の命が救われて涙なみだするもの。


　魔王の脅きよう威いが去ったことで安あん堵どするもの。


　それらを温かく見まわした白夜叉は、参加者達に号令を出す。


「傷ついた者はすぐに手当てを。無事なものはそれに手を貸すのだ。それが終わったら………魔王を倒たおした功績の授じゆ与よと、祝勝会を兼かねた誕生祭の続きだ。覚えのある者はドキドキワクワクソワソワして待ってるが良いぞ♪」


　白夜叉の期待させるような号令に、一層大きな歓声が上がる。


　各コミュニティは一斉に活動を始め、ゲームの後始末を始めるのだった。





　　　　＊





　───境界壁へき・舞ぶ台たい区画・暁あかつきの麓ふもと。美術展、出展会場。


　参加者達が祝勝会の準備を進めている最中、飛鳥は独り大だい空くう洞どうまで足を運んでいた。


　黒死病の呪いに蝕むしばまれていた耀の安否も気になるが、先に向かわなければならない場所があった。


　大空洞の中心。ディーンが展示されていた場所まで来た飛鳥は、最さい奥おうの岩がん壁ぺきの隠し扉とびらを開いて進み、ディーンを手に入れるためのギフトゲームを行っていた場所まで出る。


　境界壁の中だというのに、太陽の光が差し込んでいた最奥。


　そこまで来た飛鳥は、ふっと独り呟つぶやく。


「………ハーメルンの魔道書グリモアは消えたわ。これでよかったの？」


「はい。これで我々も、望む形で元の時代に戻もどれます」


　数多あまたの声が大空洞に響ひびく。ハーメルンで犠ぎ牲せいになったとされる一三〇人の精せい霊れい群。


　しかし彼らが帰れば、一三一人目と称しようされた精霊───あの幼いとんがり帽ぼう子しの精霊は跡あと形かたも無く消えてしまうだろう。


　曰いわく彼女は、幾いく星せい霜そうの旅路の果てに生まれた群体の欠片かけら。


　大本である一三〇人が消えれば霊格そんざいを維い持じ出来ない。


　飛鳥はしばし瞳ひとみを閉じ、覚かく悟ごを決めて彼らに問いかけた。


「一つ聞かせて。貴方あなた達が望む形の時間軸じくというのは？」


「………。それを聞いてどうすると？」


「純じゆん粋すいな疑問よ。だって元の時間軸に戻れば、貴方達は死ぬだけでしょう？」


　控ひかえめな声で問う。飛鳥の疑問は当然のものだろう。


　彼らはハーメルンの悪あく魔まが呼び出される原因。即すなわち、死を約束された御み霊たまだ。


　箱庭で精霊として暮らすならばまだしも、箱庭を出ていくというのは理解しがたい。


　飛鳥は両手を広げ、笑え顔がおで群体達に提示する。


「そんな恐おそろしい場所に戻る必要ないわ。箱庭に居場所がないなら、私達のコミュニティに来ない？　丁度、貴方達のような仲間が欲しかったところよ。一三一人も仲間が増えて皆喜ぶわ」


「「「─────………、」」」


　群体達の気配が変わる。


　しかし敵意があるわけではない。ただ、困こん惑わくしている様子だ。


「………飛鳥。貴女あなたの誘さそいはとても嬉うれしい。その言葉だけで、長かった旅が報むくわれた」


「それでも我々は戻らねばなりません。後の時代を紡つむぐために」


「そんな優やさしい貴女だから、どうか最後に聞いて欲しい。死者も神かみ隠かくしも存在しない───もう一つの、〝ハーメルンの笛ふえ吹ふき〟の可能性を」


　群体達は大空洞を輝かがやきで満たし、ハーメルンの笛吹きの可能性を提示する。





　───一二八四年　ヨハネとパウロの日　六月二六日




あらゆる色で着き飾かざった笛吹き男に一三〇人のハーメルン生まれの子供らが誘い出され、丘おかの近くの処しよ刑けい場で姿を消した───







　この碑ひ文ぶんの、最後の解かい釈しやく。


　それは即ち───一三〇人の子供が新たな土地で、自分達の街を造ろうとしたというもの。


　親元を離はなれ、ヴェーザー河を下り、笛を吹ふきつつ、歌いながら未み踏とうの地を目指した子供達。


　他ほかの誰だれでも無い、自分達で一から造りあげた、街という名のコミュニティ。


　つまり笛吹き男とは、新たに造られた街のリーダー的存在だったのだという伝承。


「飛鳥。我々にも、帰らねばならないコミュニティがあるのです」


「一二八四年のあの日に」


「我々が旗はた揚あげした、第二の故郷へ」


「……………、」


　そう、と飛鳥は寂さびしそうに小さく呟いた。


　彼らは飛鳥とは違ちがい、全すべてを捨てて箱庭に来たわけではない。


　むしろ箱庭という場所に、無理やり呼び出されて捕とらわれていたのだろう。


　そして今、彼らはようやく元の世界に帰る事が出来る。その願いが、たった一人の少女の為ために蔑ないがしろにされてしまう訳にはいかない。


　飛鳥は諦あきらめたように肩かたを落とし、力なく笑った。


「なら仕方ないわ。貴方達の街造りがうまく行くように、箱庭から願ってます」


「………ありがとう、飛鳥」


「そんな貴女だからこそ託たくせます」


「紅あかい鋼はがねの巨兵・ディーンと───一三一人目の同士を！」


　え？　という言葉は、激しい風と共に搔かき消された。


　解放された群体精霊の霊格は、徐じよ々じよに一つの人ひと形がたを形成し始める。


　光の中から現れたのは、とんがり帽子の精霊。飛鳥に懐なついていた、あの幼い少女だった。


　消えた群体の声が反はん響きようする。





『───我々が後の世に授さずかる、開かい拓たくの霊格こうせきをその子に授けました。


　私達が箱庭に残せる、最後の生きた証あかし。貴女に託します───』





　それっきり、大だい空くう洞どうから群体の気配は消えた。


　残されたのは飛鳥の手の平に残る、とんがり帽子の精霊だけだ。


　眠ねむたそうに目をこすった幼い精霊は、ゆっくりと身体からだを起こし、


「………あすかー？」


「………。ええ。おはよう、メルン」


「めるん？」


「そう。貴女は〝ハーメルンの笛吹き〟の、正当な功績を継ついだ地精。そして今から───私達の同士よ」


　飛鳥の言葉に、んー……と小首を傾かしげるメルン。


　周囲を見回し、ユラユラと頭を左右に揺ゆらして考えた後、


「───はい！」


　満面の笑みで、元気よく返事をするのだった。





　　　　＊





　ゲーム終幕より四十八時間が経過した。


　外では祝勝会を兼かねた誕生祭に加え、終日宴うたげの席が設けられていた。サンドラが魔ま王おうに初勝利を収めたことや、〝ノーネーム〟の功績が取り上げられ大いに盛り上がりを見せている。数千人もの人員が魔王のゲームに捕らわれた中で、ほんの僅わずかな犠ぎ牲せいで勝利を収めたのだ。〝サラマンドラ〟と〝ノーネーム〟には惜おしみない称しよう賛さんの声が上がった。今回のゲームに参加した者達に、彼らを軽かろんじる者はいないだろう。十六夜が考案した策は、一ひと先まずの成功を収めた。





　────一方の、舞ぶ台たい裏。


　マンドラは身近な衛兵にも暇ひまを与あたえて宴を楽しむように促うながした。非常に珍めずらしい彼の好意を喜んだ衛兵達は、今いま頃ごろ外の宴に興じている事だろう。その間にマンドラは宮きゆう殿でんの執しつ務む室で独り、〝サウザンドアイズ〟の黒い封ふう蠟ろうが押された手紙を読んでいた。


「……………、」


　他に人は無く、扉とびらも窓も閉め切っている。閑かん散さんとした執務室。


　手紙の内容に一通り目を通したマンドラは、執務机に手紙を置き、独り嘆なげく。


「『全てが万ばん事じ上手く進行し、魔王を撃げき退たいされましたこと、お祝い申し上げます。新生〝サラマンドラ〟が北のフロアマスターとしてご活かつ躍やくされることを心より期待しております。


　追つい伸しん／星せい海かい龍りゆう王おうからお預かりした神しん珍ちん鉄てつは、例の撒まき餌え達に贈おくらせていただきました』、か。………流石さすがは〝サウザンドアイズ〟。何もかも御お見通しか。悪い事は出来んな」


「何が？」


　ガタンッ！　とマンドラは立ち上がる。


　周囲には誰だれもいない。だが聞き覚えのある声だった。


「まさか、〝ノーネーム〟の小こ僧ぞう………！　何ど処こにいる!?」


「屋根裏にいるぞ！」


　ズドガァン！　と天てん井じようを破って現れる十六夜。


　何処から潜もぐり込んだのか、全身蜘蛛くもの巣すだらけである。右みぎ腕うでは包帯を巻かれて固定されているというのに、随ずい分ぶんと手の込んだ潜せん入にゆう法だ。


　ペッペッと埃ほこりを払はらい、やや侮ぶ蔑べつの嘲ちよう笑しようを交えた表情で、


「で、何が悪いことなんだ？　まさか、〝サラマンドラ〟が魔王を祭りに招き入れた事か？」


「………なっ、」


「いやいや、驚おどろくところかそこ？　普ふ通つうに考えれば分かるだろ。連中は出展物に紛まぎれて現れたんだぜ？　それも一三〇枚もの笛ふえ吹ふきき道どう化けのステンドグラスを出展していた。主催者ホスト側が意図的に見落としてない限りは、不ふ審しんに思うだろ」


　違ちがうか？　と首を傾げる十六夜。


　マンドラは冷や汗あせを背中に流しながら、帯刀していた剣けんの柄つかを握にぎっている。


　十六夜は壮そう絶ぜつに面めん倒どうくさそうな顔で頭を搔かき、執務机に腰こしを下ろした。


「ああいや、別に摘てき発はつしようとかそういうのじゃねえし。俺が此こ処こまで来たのは、ほら。なんだ。知的好こう奇き心しんって奴やつだ」


「何………!?」


「俺の主観だが。アンタは別にサンドラを殺そうとか、跡あと目めが欲しいとかじゃねえんだよな。むしろこう………サンドラがしっかりすることで〝サラマンドラ〟を支えて欲しいとか。そういう意図が見てとれるというか。もしやシスコン？」


「…………」


「は、冗じよう談だんとして。俺なりに考えてみたんだが………〝階層支配者〟の使命を思い出してピンと来た。要するに今回の誕生祭襲しゆう撃げきは、一種の通過儀ぎ礼れいみたいなもんじゃねえかなーと」


〝階層支配者〟は、魔王の防ぼう波は堤ていとしての役目がある。即すなわち、魔王とのゲームを乗り越こえることで、周囲のコミュニティから一人前と認められるという側面もあるのだ。


　その通過儀礼が今回の一件だと十六夜は指し摘てきしている。


　指摘されたマンドラの手に汗が滲にじむ。十六夜は無視して続けた。


「ルーキー魔王VSルーキーマスター？　いやいや、偶ぐう然ぜんにしちゃ出来すぎなぐらい出来すぎだ。経験を積ませるという意味じゃこれ以上の相手はいない。これでサンドラは晴れて一人前の北のマスターとして認められるわけだ！　いやホント、〝サラマンドラ〟も安あん泰たいだな！」


「………っ……」


　歯は嚙がみをするマンドラ。十六夜はスッと瞳ひとみを剣けん呑のんなものにし、


「………おい、黙だまってんじゃねえぞ。俺が笑っているうちに話すのが身のためだぜ？　魔王を相手に、秩ちつ序じよの守護者がどうのといって啖たん呵か切った姿は何処にいった？」


　帯刀していた剣の柄を、壊こわれるほど強く握るマンドラ。


　十六夜は机の上で上体を反らし、その姿を嗤わらう。


「今回、死者は五名だっけ？　ああ、よかったよなあぁ、死んだのが〝サラマンドラ〟の連中で！　俺の身内に何かあったらお前───サンドラもろとも潰つぶしてたぞ？」


「サンドラは関係無いッ！」


　帯刀していた剣を怒ど声せいと共に抜ぬく。


　十六夜は執しつ務む机の上で、呆あきれかえった様にマンドラを窘たしなめた。


「あのなあ………もう一回言うぞ。俺は摘発しようとかそういうつもりはねえんだ。秩序なんて所しよ詮せん、汚よごれながら守られるもんなんだろうからな」


「知ったふうな口をッ………！」


「ああ、所詮知ったかだ。だから俺は他人が悪事に加担しようが構わない。謀はかりごとも構わない。罪を犯おかすのも構わない。人を殺すのも好きにしろ、けど、───やるというなら覚悟しろ」


「っ………!!」


「俺は俺の視界に入ったものを俺なりに、善悪付けて決めてきたわけだが。今回のケースは、大たい概がい糞だ。関かかわる気にすらならねえんだが………そっちがやる気なら仕方ない。オマエが俺に向けたその剣。振ふりかぶる暇ひまも無いと思え」


　ゆらり、と執務机から立ち上がる。


　その視線には明らかな侮蔑と憤いきどおりが込められていた。


「サンドラが関係無いだと？　テメエの身内が、テメエの通過儀礼なんぞで死んだんだ。知らぬ存ぜぬで通ると思ってんのか？　祝勝会で偉えらそうに、参加者達へ言ってたぜ？


『誇ほこりある戦いをした同士に喝かつ采さいを！』とか。


『名めい誉よある死を遂とげた同士に黙もく禱とうを！』とか。


　ハッ、マジ笑わせんなよ。そういうのは事情を知っている連中だけが───」


「───知っていたとも」


　何？　と十六夜の言葉が途と切ぎれる。


　気が付けばマンドラの握った剣は、小刻みに震ふるえていた。


「知っていたと………言ったのだ。今回の一件を、魔ま王おう襲しゆう来らいを仕組んだのが〝サラマンドラ〟である事は、サンドラを除き〝サラマンドラ〟全員が知っている………!!!　知った上で、同士は命を落としたッ!!!　知った上で………恥はじ入りながら、命を落としていったのだ」


「……………」


　マンドラを震えさせているのは怒いかりか、羞しゆう恥ちか。


　切せつ迫ぱくした表情でマンドラは睨にらみ返す。


「箱庭の外から来た貴様には分かるまい………！　コミュニティの旗を！　名を！　名誉を守るという意味がッ!!!　有力な跡目に裏切られ、長おさが病の床とこに臥ふせ………！　失しつ墜つい寸前のコミュニティを支えるために命を賭とすなどッ!!　箱庭の外の、ましてや人間なんぞに分かるはずがないッ!!!」


　所詮、箱庭の外の部外者なのだと。


　そう突つき付けられて、十六夜は目を逸らして舌打ちした。


　マンドラは激情に震えながらも瞳を閉じ、剣を鞘さやに収め、


「………しかし、私がお前に勝てるとは思っていない。私は、不出来な亜あ龍りゆうだ。百歳も下の妹にさえ劣おとる才しかない」


　帯刀していた剣のベルトを解き、地面に置いた。


「気の済むようにしろ。貴様の憤りは真っ当なものだ。しかし、この場だけは………この命一つで許して欲しい」


「……………」


　はあ、と十六夜は毒気を抜かれた様にため息をついた。


「別に、んなこたどうでもいい。腹の底からどうでもいい。あー何？　有力な跡目に裏切られた？　それってあれか。白夜叉が言っていた、長女のサラとかいうやつか」


「………そうだ。本来なら、成熟した力を持つ姉上が〝サラマンドラ〟を継つぐはずだった。父上が病に臥しさえしなければ、十やそこらのサンドラがマスターの座に就つくなど………！」


　あっそ、と十六夜は興味が無くなった様に背中を向ける。


　そう、継ぐはずだった。しかしそうはならなかった。


　ならばそれが全すべてなのだろう。理由に興味はない。十六夜は深く言げん及きゆうしなかった。


「まっ、死んだ連中が承しよう諾だく済みで死んだってんなら、それは俺の関かん与よすることじゃねえだろうよ。壊された街の事を抜きにすれば、損したのはお前ら。一番得したのは俺達なんだ。わざわざ水を差す必要もない」


「………すまん」


　出ていこうとした十六夜は、謝罪の言葉で足を止める。身勝手に頭を下げるマンドラに苛いら立だったのだろう。踵きびすを返し、獰どう猛もうな笑え顔がおで一つ話を切り出した。


「いや、そうだな。この機会に一つ契けい約やくしておいてもらおうか」


「………っ……！」


　マンドラの顔が緊きん迫ぱくする。


　どんな無理難題を押し付けられても、この状じよう況きようで彼に断る権利はない。


　十六夜は人差し指を立てて前に突き出し、壮そう絶ぜつに悪い笑みを浮うかべ、


「今回のは一つ貸しだ。お前にじゃない。〝サラマンドラ〟へのな。───俺達は今後も、魔ま王おうと戦い続けていく。その中でもし、万が一にも俺達のコミュニティに何かあった際………お前達が、いの一番に駆かけ付けろ。それで許してやる」


　返事を待たずに踵を返す十六夜。


　執務室の扉とびらをぶっきらぼうに開け放った十六夜の背に、マンドラは一人呟つぶやいた。


「───御み旗はたに誓ちかおう。その時こそ、〝サラマンドラ〟は秩ちつ序じよの守護者として駆けつけると」





　　　　＊





　───〝ノーネーム〟農園跡あと地ち。


　あれから一週間。


　境界壁へきから帰ってきた一同は、早さつ速そく農園跡地に向かい、メルンに土地の修復を頼たのんだ。


　飛鳥達や子供達は胸を躍おどらせる様にメルンの活かつ躍やくを見に来ていた。………が、


「むり！」


　ブンブンブンブンブン！　と激しく首を振るメルン。


　水が涸かれ、土ど壌じようが廃すたれ、砂と砂利じやりしかない土地を前に、メルンは一目で匙さじを投げた。


　飛鳥は困った表情でメルンに問う。


「………無理？」


「むり！」


　即そく答とうである。地精である彼女が此こ処こまでハッキリとした態度を取る以上、やはりよほど高位の霊れい格かくを持つものでなければ厳しいのだろう。


　飛鳥は申し訳なさそうに皆みなへ頭を下げた。


「ごめんなさい………期待させるような事を言って、」


「き、気にしないでくださいまし！　また機会はありますよ！」


「そうだよ飛鳥。また違ちがうギフトゲームで頑がん張ばればいい」


　しょんぼりする飛鳥を励はげます、黒ウサギと耀。


　十六夜は一面の白地の農園の砂利を一ひと握にぎりし、ふっとメルンに問う。


「なあ、極ごくチビ」


「ごくちび？」


「そ。〝極きわめて小さいメルン〟だから略して極チビ。それでもしもだが………土壌の肥やしになるものがあったら、それを分解して土地を復活させることは出来るか？　廃はい墟きよの木材とか、本ほん拠きよの周りの林を肥やしにして」


　おお？　とメルンは考える仕草を取る。それは中々の名案だったらしい。


　零ゼロからではなく、土壌を復活させるための素材が他ほかにあるというのならばあるいは───


「………できる！」


「ホント!?」


「かも！」


　ガクッ、と飛鳥はやや右みぎ肩かた下がりに気が抜ぬける。しかし試ためす価値はあるらしい。


　ギフトカードを取り出した飛鳥は、ディーンを召しよう喚かんして命令する。


「ディーン！　すぐに取り掛かかるわよ！　年長組の子達も手伝いなさい！」


「「「「「分かりました！」」」」」


「ＤｅＮ」


　短く無骨な返事のディーンと、元気よく飛び出していく子供達。


　飛鳥達はそれを見送り、彼らが帰ってくるのを待つ。地精として独立出来るだけの霊格を得たメルンは、はしゃぎながら飛鳥に跳とび付いた。


　仲のいい二人の姿を、十六夜はからかう。


「なんだお嬢じよう様さま。そういうチビッコイのを愛めでる趣しゆ味みがあったのか？」


「さあ、どうかしら。でも箱庭に来るまで知らなかったけど、子供を可愛かわいがるのは楽しいわ。………それに、」


　ふっと飛鳥の目が遠くなる。


　箱庭よりも遥はるか彼方かなたを映す瞳ひとみでポツリと、


「………私、本当は姉妹が居る予定だったの。だからかもしれないわ」


「………そうか」


　十六夜は静かに相あい槌づちを打った。


　そう、姉妹がいる予定だった。けど、そうはならなかった。


　ならこの話は此処で終わるべきなのだろう。十六夜はそれ以上言げん及きゆうしなかった。


　大きな巨きよ人じんと戯たわむれながら走り回る子供達を見つめ、飛鳥は悪戯いたずらっぽくメルンを撫なでる。


「さ、忙いそがしくなるわよメルン！　早く土壌を復活させて、みんなでハロウィンをするのだもの。貴女あなたには人一倍頑張ってもらうわ」


「はい♪」


　飛鳥の期待に、元気よく返すメルン。


　まだまだ先の事だろうが、何時いつかこのコミュニティでハロウィンをする日が来るだろう。


　飛鳥が故郷に残してきた、小さな未練。


〝Trick or Treat!!〟と言える日を夢見て、明日の希望に胸を馳はせるのだった。












　あとがき







　皆みな様さまお久しぶりです。この度たびは、なんちゃって現代風異世界ハートフルファンタジー『問題児たちが異世界から来るそうですよ？　あら、魔王襲来のお知らせ？』略りやく称しよう「問題児シリーズ」を手にとっていただきありがとうございます。


　さて、この「問題児シリーズ」ですが………前回以上に内容を詰つめ込んでますね。規定のページ数を今回もオーバーしまくった結果、おかげ様で今回はあとがきだけで八ページ！


　八ページ!?　いやいや何ですか八ページって。つまり前巻比にして一〇〇％増し、四ページも多いんですって。そんな馬ば鹿かな。何の陰いん謀ぼうだ。宇宙人か？　未来人か？　超ちよう能のう力りよく者しやか？


　きっと異世界人だな。間ま違ちがいない。涼宮ハルヒの新刊、超ちよう面おも白しろかったですね。


　しかし八ページって何かコーナーを作れるページ数じゃねえかよコノヤロウ。


　………いや、規定のページ数を守らなかった竜ノ湖が悪いんですけどね。全面的に。


　編集Ｙさんにはこの場を借りて謝あやまっておきます。





　さて。折角のあとがきなので、各所で「ネタペンネーム」だとか「どう見ても地じ雷らい著者」と呼ばれているこの『竜ノ湖太郎』のペンネームの由来でも語ろうかと思ったんですが、よく考えれば語るも何も、この名前の半分以上が本名ですほんとスイマセン。


　名付けの由来は言わずもがな、かの有名な童話『竜の子太郎』。


「まんが日本昔ばなし」のオープニングに出てくる少年ですね。とある事情で竜りゆうになってしまった母親と少年のお話です。竜ノ湖の本名の名付け親である祖母がこの物語がとても好きで、「この竜の子供の様に、優やさしく逞たくましい男の子に育って欲しい」という想おもいに因ちなんでいるそうです。


　その話を聞いて竜ノ湖は考えました。


「よし！　じゃあライトノベル作家としてデビューする時は、祖母と童話の『竜の子太郎』から名前を戴いただいて、『竜ノ湖太郎』としてデビューしよう！」


　と、こうなったわけです。色々と言われてますが、この一件に関してはネタ心一切無しですよ！　ホントだよ！　タ○ノコプロとかも関係無いよ！　大好きだけど！


　授賞式の時のトロフィーを見て某ぼう編集さんが「え!?　本当にこの名前でデビューするの!?」とトロフィーの名前を見て言っていましたがウギギ、コノウラミゼッテーワスレネーカラナ。


　ちなみに、前巻のあとがきで竜ノ湖は自分の事を両生類と呼んでいましたが、要するにそういう事です。竜の子供だから両生類。


　でも竜は爬は虫ちゆう類るいじゃないの？　いえ、その辺の理由は作中で追い追い分かるはずです。





　では此こ処こからは少し「問題児シリーズ」制作のお話。しかし省略して七文字とは此れ如何いかに。


　実は「問題児シリーズ」に関しては半ば自棄やけ気味になって書いてました。それというのも、「五年以内にデビュー出来なかったら執しつ筆ぴつを断念する」という個人的な制約が理由です。


　受賞するまでに三年。デビューするまでに二年。思い立ったのが五年前の冬の話。


　もし「問題児シリーズ」が文庫という形にならなかったら、編集Ｙさんに断念するお話を持ちかけていたと思います。僕は他の作家さんと違って学生でも兼けん業ぎようでも無かったですし。


　しかしそれがこうやって文庫という形になって、二巻まで出させてくれたのだから驚おどろきです。


　感激です。ここまで読んでいただいた皆様、今まで本当にありがとうございました！


　竜ノ湖太郎の次巻にご期待ください！





　いや、絶対に二巻で終わると思って新作プロットを五作ほど用意してたんですけどね。


　編集Ｙさん「打ち切りが決まりました！」


　竜ノ湖太郎「分かりました！　次回作の準備は出来てます！」


　と答える予定が、各所本屋さんからの問い合わせが来て緊きん急きゆう重版されたのだから驚きです。おかげ様で、新作プロットは暫しばらくお蔵くら入いりです。本当にありがとうございました。





　その「問題児シリーズ」ですが、少し詰め込みすぎなほど色々と詰め込んだ世界観です。個人的には、ギャグとキャラクターを楽しんでもらえれば満足なんですけれども。


　実はこれだけ詰め込んだのは、ちょっとした原因があります。


　第一二回か第一三回スニーカー大賞の選評に、「もっとアイディアを使い捨てる度量が欲しい」といった選評が書かれてあったのが原因です。あるいは元げん凶きよう。確かニトロプラスの方が選考委員だった時と思うのですが。


　しかし、絶賛迷めい走そう中にあった竜ノ湖には衝しよう撃げき的な一文でした。


　そうか！　ライトノベル作家を目指すなら、アイディアを出だし惜おしんじゃいけないのか！


　と、思い立ったが吉きち日じつ。受賞作や書きかけの作品を全部放ほうり出して、手持ちのアイディアを全部詰め込めるだけ詰め込んだのが「問題児シリーズ」でした。


　どちらにせよ、この一冊が出なければ執筆は断念。


　ならあらゆる駒こまを総動員しようじゃないか！





　そんな熱に騙だまされて出来あがったのが、この箱庭の世界。


　等身大からはかけ離はなれた主人公陣じんと、ファンタジー小説。


　おいおい。新人商業作家なんだからもう少し売れ線を書こうぜ両生類よ。








　驚きよう愕がくの新事実ッ！　此処まで書いてやっと半分だと!?


　馬ば鹿かな。誰だれの陰いん謀ぼうだ。宇宙人か？　未来人か？　異世界人か？　超ちよう能のう力りよく者しやか？


　いえ、因果応報です。強しいて誰の陰謀かと言えば編集Ｙさんの陰謀です。


　折角なので、受賞作がどんな話だったのかというあらすじでも書かせていただこうかと。今後、日の目を見る事もないでしょうし。





　受賞作「イクヴェイジョン」は近未来の物語でした。


　世界的なエネルギー問題を、一次・二次エネルギーに属さない第三エネルギーによって解決された世界。第三エネルギーを生産する〝環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう〟を中心に二人の少年が世界の謎なぞに挑いどむ物語。


　………ライトノベルをよく読まれる方なら此処でちょっと疑問に思うはず。


「少年二人組」。そう、ライトノベルならここは二人の男女だろう的なセオリー。でもそれだけだったら良かったんです。野や郎ろう二人がメインの名作なんて幾いくらでもあります。


　問題は、ヒロインがそもそも作中に存在しなかった事でした。いえ、出せなかったと言うべきか。原因を書くと八ページじゃ収まらないので省略しますが、作品を作る上で、ヒロインを作る事自体がロジックエラーになる作品だったのだッ！


　二年間の内の半分ぐらいはコイツのせい。どうやってもヒロインが出せずにお蔵入りに。


　仕方がないですね。ヒロイン抜ぬきで文庫に出来るほどの地力が竜ノ湖に無かっただけです。





　そうそう、話は戻もどりますが「問題児シリーズ」のイラストを手て掛がけてくださっている天之有先生が書いてくれたキャラクターたちが、やたら可愛かわいいしカッコいいのですが！


　キャラクターの造形に関しては投げっぱなしの竜ノ湖ですが、ディーンの造形を見た時はとにかく驚愕でした。挿さし絵えに載のるかは分かりませんけど、ホントに凄すごい。


　キャラクターの衣い装しようについて調べに民みん俗ぞく学博物館に足を運んだり専門書を漁あさってみたのですが結局、天之さんが全部書いてくれました。カラーで載せられないのが残念でならない。カラーページあと十ページ欲しい。でも仕方がないから僕一人でこっそりカラーを楽しみます。





　そろそろ書く事が無くなってきました。今後のお話でも。三巻は順調にいけば十一月か十二月に出る予定です。年内予定です。……俺、年内に出版したら結けつ婚こんするんだ！（フラグ用）


　いえ、勿もち論ろん頑がん張ばって出します。ファンレターをくれた方、本当にありがとうございました。


　次の三巻はもう少しゆとりをもった内容になる予定です。舞ぶ台たいよりも主人公やヒロイン、箱庭で生活する面々にスポットライトを当てた感じでしょうか。


「家族を、友人を、財産を、世界の全てを捨て、我らの〝箱庭〟に来られたし」


　この招待状の意味を、各おの々おのが少しずつ理解していく巻になるのではないかなと。


　ええい、まだ埋うまらんのか!?　誰だ八ページもあとがきを書かせたのは!?　責任者出ろ!!


　竜ノ湖ですね。プロなら規定のページ数は守りましょう。今回、改めてそう思いました。





　ちょっと世間話。最近気象が荒あらいですね。四月に入ってもまだ肌はだ寒ざむかったり、梅雨前線が早く到とう来らいしたり。台風も随ずい分ぶんと時期外れでやってきました。異常気象というのはまとめてやってくる法則性でもあるのでしょうか。危ない地域に住まいがある方は気を付けてくださいね。


　竜ノ湖は強風が吹ふき荒すさぶ中、自転車で本屋に向かって盛大に吹き飛とばされました。大きな橋の上だったので風も強い強い。何故なぜそんな遠い本屋まで行こうと思ったのか。


　でも特定の本屋にしか置いてない本は意外に多いのです。『童話物語』という本なんですけどね。同期の作家さんに薦すすめていただいて随分経たつのですが、ようやく取り寄せて手に入りました。


　作家さんとの繫つながりは大事です。年に何度も会えるというわけではないんですよね。角川の新年会やスニーカー文庫が開く飲み会ぐらいでしか会う機会が中々ありません。


「ここでアドレス交こう換かんしておかないと後こう悔かいするよ」とアドバイスをくれた某ぼう先せん輩ぱい作家様に感謝感謝。デビューまでにも色々と相談に乗ってくれたんですよね、あの方。


　あのアドバイスが無かったら、他ほかの先生方と連れん絡らくを取るという事は無かったかもしれません。ありがとうございました。








　さて、そろそろ八ページ。長かったですね八ページ。


　最後に、ザ・スニーカーＷＥＢが新しく開設されました。


　角川スニーカー文庫に出来た新しいホームページですが、そこに「問題児シリーズ」の短編を載せていただきました。問題児たちの私生活や箱庭での暮らしについて書いてあります。


　電子書しよ籍せきには疎うとい（というか出版業界に疎い）竜ノ湖ですが、こういった媒ばい体たいで作品を世に出すというのも面おも白しろいですね。


　無料公開されていますので、そちらも是ぜ非ひよろしくお願いします。








　それでは皆みな様さま。次は十一月か十二月にお会いしましょう。







竜ノ湖太郎　　
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問もん題だい児じたちが異い世せ界かいから来くるそうですよ？


あら、魔ま王おう襲しゆう来らいのお知しらせ？





竜たつノの湖こ太た郎ろう
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